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構造関係共通事項(3)

構造関係共通事項(4)
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【庁舎棟】深層混合処理工法特記仕様書

【副訓練塔】深層混合処理工法特記仕様書

ハイベースNEO工法設計施工標準(1)
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地層断面図
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【庁舎棟】基礎梁リスト
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平面詳細図(1)

建具表

平面詳細図(2)

階段詳細図

平面詳細図(2)

展開図(1)
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展開図
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【主訓練塔】

断面図

断面詳細図
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訓練器具詳細図(1)

訓練器具詳細図(2)

訓練器具詳細図(3)
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【主訓練塔・副訓練塔】

【主訓練塔・副訓練塔】

訓練器具詳細図(4)

訓練器具詳細図(5)

訓練器具詳細図(6)

訓練器具詳細図(7)

【公用車車庫】 平面図・立面図・断面図・詳細図
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擁壁工詳細図(1)
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擁壁工詳細図(3)
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【主訓練塔】
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部分詳細図(1)

部分詳細図(2)

部分詳細図(3)

部分詳細図【副訓練塔】

天井伏図
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2階 建具・家具・サイン配置図

建具表(1)（共通事項）

部分詳細図(1)

部分詳細図(2)

部分詳細図(3)

部分詳細図(4)

部分詳細図(5)

部分詳細図(6)

部分詳細図(7)
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サッシ詳細図(1)

サッシ詳細図(2)

サッシ詳細図(3)

家具詳細図(1)

家具詳細図(2)

家具詳細図(3)

昇降機設備図(1)

サイン詳細図

昇降機設備図(2)

昇降機設備図(3)
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【主訓練塔】伏図

【主訓練塔】軸組図

【主訓練塔】基礎リスト、基礎梁リスト、基礎小梁リスト

【主訓練塔】柱リスト、大梁リスト

【主訓練塔】小梁リスト、壁リスト、スラブリスト

【主訓練塔】架構詳細図

【主訓練塔】雑詳細図

【副訓練塔】伏図

【副訓練塔】軸組図

【副訓練塔】柱リスト、大梁リスト

【副訓練塔】小梁リスト、壁リスト、スラブリスト

【副訓練塔】鉄骨部材リスト

【副訓練塔】架構詳細図

【副訓練塔】雑詳細図
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Ｓ-４０２
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【公用車車庫】伏図、軸組図

【公用車車庫】RC部材リスト

【公用車車庫】鉄骨部材リスト、鉄骨詳細図

Ｓ-１２６

Ｓ-１２７

【庁舎棟】スリーブ図(2)

【庁舎棟】スリーブ図(3)

【副訓練塔】基礎リスト、基礎梁リスト



・

※建築工事標準詳細図（ 新版）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（以下「標準詳細図」という）

５ ８ 化学物質の濃度測定

（１．５．９）

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す

風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな 地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

６ 材料の品質等

（１．４．２） １）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有

る場合は監督職員の承諾を受ける。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事項

(３)安定的な供給が可能であること

(４)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

(５)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(６)販売、保守等の営業体制が整えていること

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

床型枠用鋼製デッキプレート

鉄骨柱下無収縮モルタル

無収縮グラウト材

乾式保護材

ルーフドレン

吸水調整材

７ 技能士

（１．５．２）

特　　記　　事　　項項　　目章

適用基準等

９ 工事写真等

完成時の提出図書

（１．７．１～３）

測定対象室及び測定箇所数は図示による。

１４ 設備工事との取り合い

電気保安技術者

（１．３．３）

発生材の処理等

（１．３．11）

※配置する

環境への配慮

（１．４．１）

化学物質を放散させる建築材料等

材料・機材等の品質及び性能

１
　
一
般
共
通
事
項

１

３

４

２
　
仮
設
工
事

監督職員事務所等2 （２．３．１）

3

4

工事用水 構内既存の施設　　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

工事用電力 構内既存の施設　　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

（２．２．４）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの足場その他1

・建築物解体工事共通仕様書　令和４年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は、次による。

２）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用す

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料の製造所の指定する工法とする。

る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

するものとする。

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示による。

敷地の位置 ・都市計画区域内（・市街化区域　・市街化調整区域）　・都市計画区域外

用途地域　（　　　　　　　　　　　　　）

防火地域　・防火　・準防火　・指定無し

０
　
法
規
制

１

※建築構造設計基準及び同解説　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（ 新版）

※建設工事公衆災害防止対策要綱　　※建設副産物適正処理実施要領（広島県土木局制定）

※建築工事安全施工技術指針　　　　※再生資源利用促進実施要領（広島県土木局制定）

※県産木材の利用の促進に関する指針

工事実績情報の登録

（１．１．４）

２ 受注者は、受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について、工事実績情報サービ

変更、技術者の変更があった場合とする。

確認書」を主任監督員に提出しなければならない。また、途中変更時の登録が必要な場合とは、工期の

を作成の上、主任監督員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し、登録機関発行の「登録内容

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

・上記以外　１．３．８（ｂ）（３）及び監督職員との協議による。

　　福山市）が廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処理施設にあっ

　　価）は変更しない。

　　は見込んでいる。

１）本工事で発生した建設廃棄物は、広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市等（広島市、呉市、

　　ては、廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で処理すること。ただし、建設廃棄

　　物が破砕等（選別を含む）により有用物となった場合、その用途に応じて適切に処理すること。

　　（原則、県内処分とする。）

２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、前記（１）に掲げる施設のう

　　ち受入れ条件が合うものの中から、運搬費と受入れ費（平日の受入れ費用）の合計が も経済的

　　になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き、再資源化に要する費用（単

３）本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の 終処分場に搬入する建設廃棄物については、

　　広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので適正に処理すること。なお、広島県産業廃棄物埋立税

１）から４）を満たすものとする。

本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第２０条の第７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づき制定された

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の①

又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは③又は④に該当する材料を指す。

「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については、他の特記事項及び図面表記の範囲内で、

環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努めるものとする。

を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に提出し

て承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

(１)品質及び性能に関する試験データを整備していること

(２)生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

既調合モルタル

軽量シャッター

オーバーヘッドドア

防水剤

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

可動間仕切

移動間仕切

トイレブース

天井点検口

床点検口

グレーチング

屋上緑化システム

トップライト

ポリマーセメントモルタル

既調合目地材

鋳鉄製ふた

　　測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ

③測定

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定

が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が

１）ホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を

④分析

⑤その他

監督職員

☆☆☆☆等級のものとする

　　パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

に報告する。

し、３０分間換気する。

等の収納部分の扉は開放したままとする。

イ　②の状態のままで測定する。

測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること。

２）木材の防腐・防蟻処理剤は、クロルピリホス、ダイアノジン及びフェノブカルブを含有しない

　　薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い十分乾燥させた後現場に搬入する。

３）保温材、断熱材、緩衝材については、ホルムアルデヒドを発散しないか発散が極めて少ないＦ

４）塗料、壁紙、仕上塗材、合板、接着剤等で屋内に面するものについては、ホルムアルデヒドを

　　発散しないか、発散が極めて少ないＦ☆☆☆☆等級のものとする。

５）屋内に面して用いる材料は、上記２）～４）に適合した上で、揮発性有機化合物の発散が無い

　　若しくは極めて少ないものを選択するように努め、１）の規定を満たすこと。

監督職員

（１）工程写真

（２）工事中写真

（３）完成写真

（４）その他の写真

（５）保管

　下記のものを　　　　に提出する。工事中写真及び完成写真の撮影は国土交通省大臣官房官庁営繕部

　策定の「営繕工事写真撮影要領」によるものとする。

水中又は地下に埋設される部分、その他完成後外部から検査・確認する事が出来なくなる部分、及び

【撮影箇所】建物外観各方向、主要箇所、主要室内その他監督職員が指示する箇所

１１ 電子納品

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔

※自動閉鎖装置設置箇所の切り込み及び補強

※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材切り込み及び下地補強

（施工範囲）

１５ 施工中の安全確保

１６ 工程報告

１７ 保証書

工事区分 材料名 保証年限 備考

・防水工事 ・アスファルト防水 年

・改質アスファルト防水 年

・合成高分子ルーフィング防水 年

・塗膜防水 年

・屋根工事 ・長尺金属板葺き 年 漏水の場合等

・折板葺き 年 漏水の場合等

・瓦葺き 年 漏水の場合等

・防錆工事 年

・特殊床工事 ・フローリング及び塗装 年

・プール工事 ・プール本体 年 ・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP

・塗装（通常塗装の場合） 年

・植栽工事 ・活着 年 枯死の場合

１８ 監督職員

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は、労働安全衛生法第３０条第２項に基づき、当該工事

　について、同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を指名する。

　衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出すること。

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは、本契約後直ちに「統括安全

別紙様式による期間別工事工程報告書を毎月２回１部提出すること。

次の工事について保証書を提出すること。

※ 設ける

６ 工事現場の表示

５ 仮囲い等の安全施設 別紙設計図による

※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

現場の見えやすい位置に、監督職員が指示する次の表示板を設置する。

８ 快適トイレモデル工事

関係の様式」に掲載している。

制度関係要綱」に掲載している。

本工事は快適トイレモデル工事（※発注者指定型　・受注者希望型）であり、「快適トイレモデル工事

快適トイレチェックシートの様式は、「広島県の調達情報」の「様式集＞建設工事関係_その他の契約

また、完成検査までに提出するアンケートは、「広島県の調達情報」の「入札・契約制度> 入札・契約

７ 交通誘導員 ※配置する　　・配置しない

※大型車両進入時　（　　）人／日　　・常時配置　（　　）人／日

・（　　　　　　　　）作業期間　（　　）人／日

コンクリートの試験 ※コンクリートの強度試験

　決定用については、生コン工場試験室でもよい。

（6.9.1～6）

実施要領（ 新版）」に基づき実施するものとする。

※行う（回数及び時期については　　　　の指示による）　

工事種目 技能検定職種

仮設工事 とび

鉄筋工事 鉄筋施工

コンクリート工事 型枠施工

コンクリート圧送施工

鉄骨工事

とび

コンクリートブロック ブロック建築

Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 工事 エーエルシーパネル施工

防水工事 防水施工

石工事 石材施工

タイル工事 タイル張り

木工事 建築大工

屋根及びとい工事 建築板金

金属工事 内装仕上施工

建築板金

左官工事 左官

建具工事 サッシ施工

ガラス施工

技能検定作業

とび作業

鉄筋組立て作業

型枠工事作業

コンクリート圧送工事作業

とび作業

コンクリートブロック工事作業

エーエルシーパネル工事作業

アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

シーリング防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法

防水工事作業

ＦＲＰ防水工事作業

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業

鋼製下地工事作業

内外装板金作業

左官作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工

サッシ施工

ガラス施工

塗装工事 塗装

内装工事 内装仕上げ施工

表装

排水工事 配管

舗装工事 路面表示施工

植栽工事 造園

金属製カーテンウォール工事作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

建築塗装作業

プラスチック系床仕上げ工事作業

カーペット系床仕上げ作業

ボード仕上げ工事作業

壁装作業

建築配管作業

溶融ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー工事作業

造園工事作業

自動ドア施工 自動ドア施工作業

ガラス用フィルム施工 建築フィルム作業

技能士においては、積極的な活用を図ること。

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真を期間別工事工程報告書に添付するものとする。

びその他監督職員が指示する箇所は、適切に写真等を整備するものとする。

とする。

隣接建物等に損傷のおそれがある場合は、施工前・施工後の写真を監督職員の指示により提出するもの

４．構造規模　：

３．敷地面積　：

２．工事場所　：

１．工事名称　：

Ⅰ．工 事 概 要 等

工事写真のデータ等は、受注者において工事完成後３年間保管すること。

中間検査

１３ 施工図及び施工計画書

（１．７．２）

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

１２ 工事中情報共有

システム

広島県工事中情報共有システム（http://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html）

（３）　　　　及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サービス提供者」と監督職員

　　　ライン」に基づき実施すること。

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする。

　　　いう）との契約は、受注者が行い、利用料を支払うものとする。

監督職員（４）受注者は、　　　　又はサービス提供者から技術上の問題点の把握、利用にあたっての評価を行

　　　うためのアンケート等が求められた場合、協力しなければならない。

（１）本工事は、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、業務の効率化を図る情報共

ス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、受注、変更、完成、訂正時に工事実績情報として「工事実績データ」

・　

※提出を要する　　完成図書：１部

　【完成図の種類】（※全て　・　　　）

　【作成方法】

　　②施工図・保全に関する資料で、完成図として提出すべきものについては、監督職員の指示による。

　【提出部数】二つ折製本（※A３版　　部　　・A２版　　部）

（２）建物仕様に関する資料（保全マネジメントシステム）

　　監督職員が指定する様式で作成する。
　　　※建物基本情報
　　　※型式台帳

（１）完成図

※電子納品対象工事とし、「電子納品・電子検査事前チェックシート（営繕工事用）」により監督職員と

事前に協議した対象書類について、電子媒体により提出する。電子成果品の作成については「営繕工事

電子納品要領」による。

【提出部数】　２　部

　　①原則としてCADにて修正を行う。このとき、図面枠内の適当な位置に「完成図」と表示すること。

２３ 工事区分 工事区分は、工事区分表による。

仕様等の詳細は営繕課HPの「現場掲示板について」を参照のこと。

【規格・提出部数】※電子ファイル（PDF形式）により、１１電子納品に含めて提出　　

１０

１９

２０ 耐荷重及び耐外力

設計ＧＬ ※図示による　・（　　　　）

外壁ＡＬＣパネル工事、外壁押出成形セメント板工事、合成高分子系ルーフィングシート防水工事（機

械的固定工法）、外壁石取付け（乾式工法）工事、屋根葺き（長尺金属板、折板、粘土瓦）工事、アル

ミニウム製笠木工事、ガラスブロック積み工事において、施工計画書により工法を定める際の、建築基

準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には、次の条件を用いる。

風圧力

２１

２２

検査記録 杭地業工事、鉄筋工事、コンクリート工事、鉄骨工事については、次の内容を記載した検査記録を整備

すること。

*工事完了通知書第４面及び照合方法が確実に行われていることを証明する書類

　公的機関又はこれに準ずる機関で行う。ただし、調合管理強度の管理試験用及び型枠取外し時期の

積雪荷重　平成12年５月31日　建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　）

その他の区域、地域、地区、街区　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）この工事の施工に際し、やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請負わせようとする場合は、原則として

　　　広島県内に主たる営業所・本店を有する業者に発注するものとする。

（２）主要資材を購入しようとする場合は、極力広島県内に営業所・本店を有する業者に発注するものとし、予め購入先の名称

　　　所在地及び資材名等を発注者に通知するものとする。

（３）当該工事に使用する砂については、海砂（県外産を含む）を使用しないこと。

９．現状復旧

10．主要資材

（２）上記について、建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年９月２日付け改正国土交通省告示496号）」に基づき実施すること。

（１）工事に際し工事関係者以外の第三者の生命・身体及び財産の危害並びに迷惑を防止するために必要な措置を執ること。

８．公衆災害防止措置

（３）公共建築物木材利用事例調査票…工事中に実施（調査票等の記入提出、発注者の調査実施への協力等）

（２）契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

（１）公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出、発注者の調査実施への協力等）

　本工事は工事中及び完成後、次の調査を行うため、発注者より連絡があれば対応すること。

７．調査協力について

６．別途工事　：

　　　工事に際し隣接建築物等に損傷を与えた場合は、受注者の責任において現状復旧を行うこと。

・

・

（５）材料及び製造所等の記載は順不同である。

　　　ついて、監督職員と協議する。

（４）関係法令（条例を含む）の改正等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

　　　［　　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）項目に記載の（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）特記事項は○印のついたものを適用する。

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

２．特記仕様

　　　○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　　○印と　※　印のついた場合は共に適用する。・

・

（２）建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）が必要な工事の場合、受注者は完了検査（中間検査含む）時に官公署

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築

　　　工事編）令和４年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

　　　図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事

　　  標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

　　　（建築主事等）が求める検査に必要な書類（報告書）等を用意する。

１．共通仕様

　　　は、必要に応じて、設備業者に立会を依頼すること。

（３）掘削作業前には、必ず既存の設備図面や施設の改修履歴等を確認し、配線・配管の有無を確認すること。また、掘削作業時

５．工事種目　：

Ⅱ．建築工事仕様

錠前類

　　　有システムの対象である。なお、運用にあたっては「広島県工事中情報共有システム運用ガイド

　　　）

広島県三次市十日市町10168-1,10144-20(A),10144-20(E)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

30

33

1

10

10

10

10

10

10

非線引都市計画区域、法22条区域、土砂災害警戒区域、

宅地造成等工事規制区域及び特定盛土等規制区域

２．主訓練塔　　鉄筋コンクリート造        4階建   204.30㎡

３．副訓練塔　　鉄筋コンクリート造        4階建   192.00㎡

４．公用車車庫　鉄骨造                    1階建   113.16㎡

５．ボンベ庫    鉄骨造                    1階建     2.50㎡

12

12,751.98㎡

１．庁舎棟　　　鉄筋コンクリート造+鉄骨造 2階建 2,799.59㎡

昇降機設備　新設一式

他、工事区分表による

電気設備工事、機械設備工事、通信指令設備工事・鉄塔工事

外構工事(植栽工,雨水排水設備工,舗装工(一部),縁石・白線工,施設整備工)

外構(敷地造成工事,擁壁工事,舗装工(一部))　新設一式

建築物5棟　 新築一式

(受水槽機械室   鉄骨造                    1階建     4.15㎡)機械設備工事

4

Ａ

A1：-

A3：-

001
特記仕様書(1)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



1 埋戻し及び盛土

2 建設発生土の処理

4 押出成形セメント板
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1 補強コンクリート

ブロック造

2 コンクリート

ブロック帳壁及び塀

ＡＬＣパネル3

９
　
防
水
工
事

アスファルト防水1

シーリング6

ケイ酸質系塗布防水5

塗膜防水4

フィングシート防水

合成高分子系ルー3
材料及び工法 （３．２．３）（表３．２．１）

　※ 標準仕様書表3.2.1による種別

　　　・ Ｃ種　適用場所（　　　　　　）土質（　　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　　）

　　　・ Ｄ種　適用場所（　　　　）

　　　　　　　（品質：細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

　・ （材料：　　　　　　　　工法：　　　　　　　　　）

※ 現場説明書の施工条件明示による （３．２．５）

・ 構内指示場所に敷き均し

・ 構内指示場所に堆積

パネルの相互の接合部に充填する耐火目地材

  ※ パネル製造所の仕様　　

外壁、屋根パネルの構法

パネル幅の 小限度を300ｍｍ未満とする場合　※ 図示　　

外壁、間仕切パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い部の目地

幅（ｍｍ） ※ 10～20　　・　 

外壁、間仕切パネルの伸縮調整目地への耐火目地材の充填　・ 適用する　・ 適用しない

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

（８．５．２～５）

パネルの種類 形状 厚さ（ｍｍ） 幅（ｍｍ） 工法の種別 備考

・ 外壁パネル ・Ｆ（フラットパネル） ・ 50　・ 60 ・ Ａ種

・Ｄ（デザインパネル） ・ 50　・ 60 600 ・ Ｂ種

・Ｔ（タイルベースパネル） 　60 

・ 間仕切壁 ・Ｆ（フラットパネル） ・ 50　・ 60 ・ Ｂ種

　　　　パネル ・Ｄ（デザインパネル） ・ 50　・ 60 600 ・ Ｃ種

・Ｔ（タイルベースパネル） 　60 

外壁パネルの構法

特記仕様書（構造関係）による

ブロックの種類等

断面形状及び圧縮 正味厚さ モデュール呼び寸法（ｍｍ） 化粧の有無 備考

強さによる区分 （ｍｍ） 長さ 高さ

・ 空洞ブロックC（16） ・400　・200 ・無　・有

・ ・無　・有

モルタルの調合（容積比）

　※ 標準仕様書表8.2.1による　　・ セメント（　　　）：砂（　　　）

各部の配筋　　※ 図示　　

まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲 　※ 図示　　

目地仕上げ　・押し目地仕上げ　・化粧目地仕上げ

ブロックの種類

断面形状及び圧縮 正味厚さ モデュール呼び寸法（ｍｍ） 化粧の有無 適用箇所 備考

強さによる区分 （ｍｍ） 長さ 高さ

・ 空洞ブロックC（16） ・無　・有

・ 型枠状ブロック20　　 ・無　・有

・ ・無　・有

　塀の高さが2ｍ以下　・　　　　　※120

　塀の高さが2ｍ超え　・　　　　　※150

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　※ 図示　　・ 

各部の配筋　　※ 図示　　

塀に用いるブロックの正味厚さ（ｍｍ）

モルタルの調合（容積比）

　※ 標準仕様書表8.2.1による　　・ セメント（　　　）：砂（　　　）

パネルの区分

・ 外壁パネル

・ 間仕切壁

　　　　パネル

・ 一般

・ コーナー

・ 一般

・ コーナー ・意匠 

・平

・意匠 

・平

単位荷重

（Ｎ/ｍ2）

厚さ

・

・

・100

・100

（ｍｍ）

長さ

（ｍｍ）

幅

（ｍｍ）

耐火性能

有（１）時間

・無

・有（１）時間 

・Ａ種 

・Ｂ種

・ 屋根パネル

・ 床パネル

　平 ・

・

・100

・100

有（0.5）時間

・無

・有（　）時間 

  Ｆ種

・Ｃ種 

構法の

種別

 （８．４．２～５）

パネル幅の 小限度を300ｍｍ未満とする場合　※ 図示　　

パネル相互の目地幅（ｍｍ）　※ 長辺8、短辺15　　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅（ｍｍ）　※ 15　　・ 

耐火構造以外の目地及び隙間の処理 　※ パネル製造所の仕様　　・　　　　

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

した資料を提出する。

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

を設ける場合

パネルに孔あけ

パネルに欠き込み

を設ける場合

孔あけ及び欠き込みの大きさ

長辺

短辺

短辺

長辺

パネル幅の1/2以下、かつ、300mm以下

500mm以下

パネル幅の1/2以下、かつ、300mm以下

500mm以下

150mm以上

300mm以上

300mm以上

300mm以上

残り部分の幅

切断後のパネルの

適用箇所 

 （８．２．２、３、５、７，８）

 （８．３．２～４）

  1章　適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の耐風圧性能

  　1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の耐風圧性能

・Ｅ種　

・Ｄ種　

又はフラット

（９．２．２～５）（表９．２．３～９）

　※設置しない　　・設置する

立上り部への断熱材及び絶縁用シート

　床タイル張り　※ 水下　60ｍｍ以上　　

　こて仕上げ　　※ 水下　80ｍｍ以上　　

平場の保護コンクリートの厚さ

※ポリエチレン

ヤーンクロス
70ｇ/m2程度

　0.15ｍｍ以上
　厚さ 
　フィルム

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　　　材料構成による区分　　※ R種

　　　用途による区分　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　※ 標準仕様書表9.2.5から表9.2.6による　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　　　材料構成による区分　　※ R種

　　　用途による区分　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　※ 標準仕様書表9.2.3から表9.2.6による

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　　　※25　・50　

（厚さ）（ｍｍ）・ＢＩ－２

・　　　ｂＡ（スキン層付き）・ＢＩ－１

　70／ｍ2程度　　　チレンフォーム断熱材３種・ＡＩ－３

　ンクロス　　　材）に基づく押出法ポリス・ＡＩ－２

※フラットヤー（材質）JIS A 9521（建築用断熱・ＡＩ－１

　※JIS R 1250・Ｂ－２

・れんが押え・Ｂ－１

　押え・Ａ－３

・コンクリート・Ａ－２

※乾式保護材・Ａ－１

立上り部の保護方法絶縁用シート断熱材 施工箇所種別

　防水層の種別

屋根保護防水

質量500gのなす形おも

ないこと。
剥離がなく、外観上の異常が
３００サイクル後、著しい割れ、

1,000g）のなす形おもりを高さ

質量500g（窯業系パネルⅠ類は

　　分間で予想 大荷重に達する程度とする。

　　ネルⅡ類は200サイクルまでとする。）

　　行う｡100、200、300各サイクル完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する。（窯業系パ

（６）耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系サイディング」の気中凍結水中融解法によって

　　　　（ΔＬ)＝ （Ｌ2 － Ｌ1）/ Ｌ1×１００　　ΔＬ ：吸水による長さ変化率（％）

　　吸水による長さ変化率（ΔＬ)は、次式によって求める。

　　線間の長さ（Ｌ2）を測る。

　　24時間経過した後、試験片を水中から取り出して湿布で表面に付着した水を拭き取り､再び標

　　し、その上端が水平下約30ｍｍとなるように保持して、常温の水中に浸せきする。

　　標線間の長さを測定し、それを基準（Ｌ1）とする。次に試験片の長さ方向を水平にこば立て

　　140ｍｍになるように標線を刻む。その後、1/150ｍｍ以上の精度をもつコンパレータを用いて

　　るシリカゲルで調湿したデシケータに入れ、常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔が

　　薬）」に規定する塩化カルシウム又は JIS K 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適合す

　　れ、その温度を60±3℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS K 8123「塩化カルシウム（試

（５）吸水による長さ変化率試験は、試験体（幅40ｍｍ×長さ160ｍｍ×素材厚さ）を乾燥機に入

（４）難燃性試験は、JIS  A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて行う。

　　（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）なお、荷重を加える時の平均速度は、1～3

　　ては、凍結融解試験前、同試験100、200、300サイクル完了後の合計4項目に亘って測定する。

　　する。同時に破壊時の中央部のたわみ量について、変位計を用いて測定する。測定項目につい

　　試験体の表面からスパン中央全幅に集中荷重を載荷し、試験体が破壊した時の 大荷重を測定

　　3号試験体とする。幅及び厚さは製品寸法とし、支持スパン長さは400ｍｍとする。試験方法は

（２）曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」による。試験体は

　　目量が1ｍｍの1級直尺を用いて測定する。

　　に規定する目量が1ｍｍの1級コンベックスルール又は、JIS B 7516「金属性直尺」に規定する

　　（幅）供試体を平らな台に置き、供試体のほぼ中央１箇所の幅寸法を、JIS B 7512「鋼製巻尺」

　　点の平均値を求めてパネルの厚さとする。

　　（厚さ）供試体の周辺から20ｍｍ以上内側の四隅を0.05ｍｍまで測定できる測定器で測り、4

（１）寸法の測定方法

（試験方法）

　以下となる剛性）

　時に荷重720Ｎの時、たわみ4ｍｍ

（スパン40ｃｍ幅30ｃｍの中央曲げ

80,000Ｎ・ｃｍ2以上－剛性（E×I）

変形量1/100以下。

があかないこと。残留ないこと。

とき、裏面に達する穴したとき、裏面に達する穴があか

体の弱点部に落とした1.0ｍから試験体の弱点部に落と

りを高さ1.0ｍから試験

耐衝撃性能

融解試験を省略できる。）
認められるものは耐凍結
（明らかに吸水しないと
上の異常がないこと。
割れ、剥離がなく、外観
３００サイクル後、著しい耐凍結融解性能

表面材は不燃不燃難燃性

0.01以下0.07以下吸水による長さ変化率(％)

1以下20以下吸水率（％）

  クル数） 　の曲げモーメント）

（試験サイ　る単位幅1ｃｍあたり

了時 （スパン40ｃｍにおけ

250以上（300）400以上（300）凍結融解完ント（Ｎ・ｃｍ）

標準時曲げ強さ・曲げモーメ 300以上550以上

出荷時において10％以下出荷時の含水率 －

厚さ：＋10％、－5％、幅：±1％寸法の許容差

幅（ｍｍ）

厚さ（ｍｍ）寸法（ｍｍ）

　 Ⅰ類分類・規格

・ 金属複合板・ 窯業系パネル

（品質・性能）

　　　　　Ｌ1：乾燥時の標線間の長さ（ｍｍ）　　 Ｌ2  ：吸水時の標線間の長さ（ｍｍ）

（３）吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」に準じて行う。

　　する。

　　裏面に達する穴の「有・無」を確認する。金属複合板の残留変形量は、 大くぼみ深さを測定

　　水平に置き、おもりを試験体のほぼ中央の鉛直上1.0ｍから試験体の弱点部に自然落下させ、

　　とし、記号（Ｗ１－1000）、質量1,000gとする。試験体を支持装置で支持して、堅固な床に水

　　試験体の大きさは、4号（長さ400ｍｍ，幅300ｍｍ）とする。おもりは、鋼製のなす形おもり

　　準じて行う。試験体の支持装置は、記号S２対辺単純支持方法による。

（７）耐衝撃性能試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試験に

　　20±3℃の水中で約1時間の融解を行う約3時間を1サイクルとする。

シート防水

改質アスファルト2

脱気装置の設置数量　　※ 改質アルファルトシートの製造所の指定　　・　　　（個）

脱気装置の種類　※ 改質アルファルトシートの製造所の指定　　・　　　　

脱気装置の設置数量　　※ アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）

脱気装置の種類　※ アスファルトルーフィング類の製造所の指定 　　・　　　　

断熱材

　・

　※ アルミニウム製　L-30×15×2.0ｍｍ程度　　

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　　　材料構成による区分　　※ R種

　　　用途による区分　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　※ 標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　　

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　　　材料構成による区分　　※ R種

　　　用途による区分　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　※ 標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　　

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　　　材料構成による区分　　※ R種

　　　用途による区分　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

仕様仕様

仕上塗料

使用量種類

・・

製造所の
シート
ルト
アスファ

※

製造所の
シート
ルト
アスファ

※改質

シート

防湿用

・設ける

　（改質アス

　ファルトシ

　ートの製造

　所の仕様に

　よる）

・設けない

　JIS A 9521(建築用断熱

　材)に基づく発泡プラス

　チック断熱材

（種類）

　・　

　※硬質ウレタンフォーム

　　断熱材２種２号

（厚さ）(ｍｍ)

　※25　・50

施工箇所

防水

反射率

高日射

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳＩ－Ｔ１

・ＡＳＩ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

種別

改質

仕上塗料

　JIS A 9521(建築用断熱材)に基

　※硬質ウレタンフォーム断熱材

　　　　※25　・50　　

　づく発泡プラスチック断熱材

（厚さ）（ｍｍ）

（種類）

　　２種２号

射率防水

高日射反

使用量種類

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・ＤＩ－２

・ＤＩ－１

・Ｄ－１

・Ｄ－２

施工箇所種別

※※

・ ・

仕様による
製造所の

仕様による
製造所の
ング
ルーフィ
ルト
アスファアスファ

ルト
ルーフィ
ング

(９．３．２～３）（表９．３．１～３)　防水層の種別

屋根露出防水

屋上排水溝　※ 図示　　

　※適用しない　　・ 適用する（施工範囲　※ 図示　・　　　　　　　　）

防水層の下地のモルタル塗り

　※ アルミニウム製　L-30×15×2.0ｍｍ程度　

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

　※ コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4の種別Ｂ種

防水層の下地の立上り

保護層　　・ 設ける（※図示　・　　　　　　　　）

Ｅ－１の場合で工程３を行う部位（ ※ 貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　　・　　　　　　　） 

・ Ｅ－２・ Ｅ－１

施工箇所種別施工箇所種別

　防水層の種別

（表９．２．９）屋内防水

　※  図 示 　

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　　　材料構成による区分　　※ R種

　　　用途による区分　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.2.7から表9.2.8による

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　　　材料構成による区分　　※ R種

　　　用途による区分　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.2.7から表9.2.8による

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　防水層の種別

（表９．２．７～８）屋根露出防水

断熱材

　※ 標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　

標準仕様書 9.7.3(2)の(ｲ)、(ｳ)以外の下地処理

　 　し、ケイ酸質系塗布防水材の製造所の仕様により、ポリマーセメントモルタルを充填する。

　※ 打継ぎ部分には、幅30mm及び深さ30mm程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、水洗い清掃

シーリングは１７章による

ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは１１章に、カーテンウォールの場合の

（９．７．２、３）（表９．７．１）下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による

　※ 図示　　

コンクリートの打継ぎ箇所の下地処理

　※ コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書表6.2.4の種別Ｂ種）　

壁及び天井部の防水層の下地

射率防水

高日射反

（９．６．１、３、４）

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割および種類

　　   厚さ　（　　　ｍｍ以上）

・
・※目地割２㎡程度、 大目地間隔３ｍ程度　

目地の種類　※押し目地

目地割

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　
合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ
　※ 標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による

　　　種類　　

　・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

　仕様による

※製造所の

　仕様による

※製造所の

・・

・・

　仕様による

※製造所の

　仕様による

※製造所の

・・

・・

使用量種類

仕上塗料

 (種類）※硬質ウレタンフォーム

 (種類）※硬質ウレタンフォーム

　　　　　断熱材２種２号

　　　　　断熱材２種２号

断熱材

※非歩行仕様　・軽歩行仕様

Ｓ－Ｆ１、Ｓ－Ｍ１、Ｓ－Ｆ２、Ｓ－Ｍ２の仕様

（９．４．２～４）（表９．４．１～３）

ＳＩ－Ｍ２のシートの可塑剤移行防止用シートの材種

ＳⅠ－Ｍ１及びＳⅠ－Ｍ２における防湿用フィルムの設置

　・ 発泡ポリエチレンシート　　

　※ 設置しない　　・ 設置する

（厚さ）(ｍｍ) ※25　

　 　 　 　

　 　 　 　

標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(a)による

（厚さ）(ｍｍ） ※25　

標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(b)による・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｍ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｆ２

屋根防水

施工箇所

　防水層の種類

種別

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｆ１

Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の設置数量  　※ 主材料の製造所の仕様　　・　　　（個）

Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類　　※ 主材料の製造所の仕様　　・　　　　

・適用しない・

・適用する※屋内防水・Ｙ－２

・

※地下外壁防水　・Ｙ－１

・

※製造所の仕様による　樹脂系

・適用する・・アクリルシリコン・Ｘ－２

・ふっ素樹脂系

※製造所の仕様による　ウレタン樹脂系

・適用する・※２成分形アクリル・Ｘ－１

　　　 

射率防水使用量種類施工箇所種別

高日射反保護層仕上塗料

（９．５．３）（表９．５．１、２）防水層の種類

　1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　・ 行う（※図示　　・　　　　　　　　）　・ 行わない

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

　・ 行う（※図示　　・　　　　　　　　）　・ 行わない

プレキャストコンクリート部材下地の目地処理（接着工法の場合）

接着工法の場合の脱気装置の設置数量　　※ ルーフィングシートの製造所の仕様　　・　　（個）

接着工法の場合の脱気装置の種類　　※ ルーフィングシートの製造所の仕様　　・　　　　

　　 したもので、厚さ0.4ｍｍ以上のもの

　※ 防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは両面に樹脂を積層加工

固定金具の材質及び寸法形状　

・

・・ 下地モルタル塗り

※ 7ｍｍ以下・ 床塗り・・・ Ｓ－Ｃ１

モルタルの塗厚工法塗厚（ｍｍ）

立上り部の保護平場のモルタル塗り施工箇所種別

保護層

　防水層の種別

屋内防水

　　　・ Ｂ種　適用場所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・ Ａ種　適用場所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

仕上げを行わない施工箇所（・図示による　・　　　　　　）

接着性試験　　※ 簡易接着性試験　　・ 引張接着性試験 

シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・ 

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

救急消毒室・救急備品庫

PU-2

MS-2

SR-1

金属・コンクリート間

内部水廻り

建物基礎周辺、構内舗装周辺

屋上目隠し壁

屋根(2)

・100

屋根(1)

庇

打ち継ぎ目地・伸縮目地・ＥＣＰ

・ 敷地北部 計画地隣地の三次市の土地に堆積

・ 超速硬化ウレタン塗膜防水 複合密着工法(施工箇所：見学デッキ)

Ａ

A1：-

A3：-
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



Ａ

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

1 施工
１０　
　
石
工
事

1 伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地
　
　
タ
イ
ル
工
事

１１

2 見本抜き

試験施工

セメントモルタルに

よるタイル張り

3

有機系接着剤による

タイル張り

1
１２

4

製材 

　
　
木
工
事

造作用集成材 2

2 石材等

3 外壁湿式工法

4 内壁空積工法

5

6 床及び階段の石張り

外壁乾式工法

笠木、甲板等の石

張り

7

樹種施工箇所

・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所

・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

芯材：

化粧薄板：

樹種

芯材：

化粧薄板：

・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所

ホルムアルデヒド放射量　※Ｆ☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による　　

施工箇所

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

芯材：

化粧薄板：

樹種

芯材：

化粧薄板：

間伐材等見付け材面の品質

の適用

寸法

（ｍｍ）

間伐材等見付け材面

厚さ（ｍｍ）

化粧薄板の

の適用

※ １等　　・ ２等 ・　　　

※１等

（ｍｍ）

寸法

見付け材面数

の品質

・２等

見付け

材面数

間伐材等見付け材面の品質寸法

（ｍｍ） の適用

含水率

※ 15％以下　

※ 15％以下　

※ 15％以下　

間伐材等

の適用

含水率

面の品質

見付け材

厚さ（ｍｍ）

化粧薄板の

（ｍｍ）

寸法

※15％以下

※15％以下

・

・

樹種

・　　　

・　　　

・　　　

・　　　

・　　　

（１２．２．１）

既調合目地材

（品質・性能）

項目 品質・性能 項目 品質・性能

保水率 30.0％以上 吸水量 

長さ変化率 0.2％以下（収縮） 単位容積質量 

（試験方法） 

（１）試験の条件

　　　試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試験に使用する材料、

（２）試料の調整

　　　正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Ｌの試料を練り上げるのに要する材料に相当

　　　する量を計算して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り混ぜ水

　　　を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」11.2に規定

　　　する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投

　　　入し3分間練り混ぜて試料とする。 

（３）保水性（ろ紙法）

　　 JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦200ｍｍ、

     横200ｍｍ、厚さ5ｍｍ）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直

     径18.5ｃｍ）をのせ、その中央部に真鍮製リング型わく（内径50㎜、高さ10㎜、厚さ3㎜）

     を設置し、(２）で練り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直ちにリング型わく

     上部にガラス板を当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。

     10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが 大と認められた方向とこれに直角な方向の長

     さをノギスを用いて１ｍｍまで測定する。 試験は3回実施し、その平均値を用いて次式によ

     り保水率を求める。

     　　保水率（％）＝50／平均値×100 注）50：リング型わくの内径（ｍｍ） 

（４）単位容積質量 

     （２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の6.4に

      規定する方法で求める。  

（５）長さ変化率 

     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.8長さ変化率試験に従って行う。 

（６）吸水量 

     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」7.5に規定

      する方法で24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。 

タイルの形状、寸法等

形状/寸法 再生材料 吸水率による区分 うわぐすり 役物 色 耐凍害性 耐滑
備考り性

（ｍｍ） の適用 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 無ゆう 有 無 標準 特注 有 無施ゆう

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（１１．３．２～５）

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

目地のシーリング材

　打継ぎ目地　※ ポリウレタン系シーリング材　

　ひび割れ誘発目地　※ ポリウレタン系シーリング材　

　伸縮調整目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　

　その他の目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　

　※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

外装タイルの目地詰め　　・ 行う　・ 行わない

内装タイル接着剤張りの有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　  ※ Ｆ☆☆☆☆　　

樹　種施工箇所

樹　種施工箇所

施工箇所

樹　種施工箇所

見え掛り面

見え掛り面

以外

樹　種

・ JAS 1083-5 製材-第５部に基づく下地用製材

・ JAS 1083-6 製材-第６部に基づく広葉樹製材

・ JAS 1083（製材）以外の製材

ホルムアルデヒド放射量　※Ｆ☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による　　

寸法 等級 形状 含水率

含水率

※Ａ種 ・Ｂ種

※Ａ種 ・Ｂ種

※２級

※上小節

※小節以上

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）

※Ａ種 ・Ｂ種

・ ・　

保存

処理

※２級

・

※Ａ種 ・Ｂ種

・　

・ ・

・・

等級 形状 保存

処理

の適用　　　

の適用　　　

・

・

・

等級 形状 含水率

※10％以下 ・Ａ種 ※１等

寸法

（ｍｍ）

・Ｂ種　・　

※１等

・

・

保存

処理

※10％以下 ・Ａ種 

・Ｂ種　・　

の適用　　　

材面の品質

（　　　　　　）

造作材の場合

（※Ａ種　・Ｂ種）

含水率防虫処理

・適用しない

※Ａ種

・Ｂ種

寸法

（ｍｍ）

・適用する

・

・

の適用　　　

・

（１２．１．４）（１２．２．１）（１２．４．１）（１２．５．１）

（１２．６．１）（１２．７．１）

　　　器具などを、あらかじめ24時間以上標準状態に置いた後使用する。 

50g以下 

1.80ｋg/Ｌ以上 

間伐材等

間伐材等

・ JAS 1083-2 製材-第２部に基づく造作用製材

間伐材等

間伐材等

・

（１１．１．３）（表１１．１．１）

位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　　・ 図示

試験張り　　・ 行う　※ 行わない

見本抜き　　・ 行う　※ 行わない

タイルの形状、寸法等 （１１．２．２、７）

形状/寸法 再生材料 吸水率による区分 うわぐすり 役物 色 耐凍害性 耐滑施工 種類
備考

（ｍｍ） の適用 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 無ゆう 有 無 標準 特注 有 無 り性施ゆう箇所

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（品質・性能）

項目 品質・性能 項目 品質・性能

保水率 70.0％以上 長さ変化率 0.20％以下

単位容積質量 1.80ｋ/Ｌ以上 曲げ強さ 4.0Ｎ/ｍｍ2以上

接着強さ 標準時 0.60Ｎ/ｍｍ2以上

温冷繰り返し後 0.40Ｎ/ｍｍ2以上

（試験方法）

　（１）試料の調製

　　　とする。

　（３）単位容積質量の試験方法

　　　JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。

　（４）接着強さ（標準時）の試験方法

　　イ）適用タイルが「モザイクタイル」の場合

　　　（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板

　　　N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに

　　　（１）で調製した試料を厚さ5ｍｍになるように塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミック

　　　タイル」に規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの「50角ユニットタイル

　　　（外のり寸法約300ｍｍ×300ｍｍ）」を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、湿度

　　　80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体を

　　　ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、

　　　シ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さエポキ試験を

　　　行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。

　　　（全てが0.6Ｎ/ｍｍ2以上を確保していること）

　　　また、試験後の部材破断位置の表示を下記の中から選び明記する。

　　　      Ｔ　：タイルの母材破断
　　　      ＴＭ：既調合モルタルとタイルの界面破断
　　　      Ｍ　：既調合モルタルの母材破断

　　ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

　　　（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板

　　　N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ち

　　　に（１）で 調製した試料を厚さ7ｍｍになるよう塗付ける。直ちに  JIS A 5209「セラミ

　　　ックタイル」 に規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの「小口タイル

　　　108ｍｍ×60ｍｍ×12ｍｍ」を4枚2列、計8枚を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、

　　　湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　　　　　C.S.R値は0.4～1.0とする。

  内外装タイル　　・ 密着張り　　・ 改良圧着張り 　

壁タイル張りの工法 　

  内装タイル以外のユニットタイル　　・ マスク張り　　・ モザイクタイル張り 

　※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理の方法

既調合モルタル

  既調合モルタルの製造所の仕様による

耐滑り性：JISA1509-12（セラミックタイル試験方法ー第12部：耐滑り性試験方法）で規定する

　　　練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料

　　　練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の10.2に規定する練り混ぜ機を使用し、

　　　製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り上げる

　　　のに要する材料と練り混ぜ水を計算して用意する。

　　　      ＭＧ：既調合モルタルと下地板に界面破断
　　　      Ｇ　：下地板の母材破断

　　　　　保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　　ｍｍ

　　　試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

　　　方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて、１ｍｍの単位まで測定する。

　　　なるようにして静置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが 大と認められた

　　　その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部に

　　　３ｍｍ）を設置し、（１）で調製した試料を平滑に詰込む。

　　　径11ｃｍ）をのせ、その中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50ｍｍ、高さ10ｍｍ、厚さ

　　　横150ｍｍ、厚さ5ｍｍ）の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直

　　　JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦150ｍｍ、

（２）保水率の試験方法

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法

　　　（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４）

　　　接着強さ（標準時）の試験方法の「試験体」と同様とする。

　　　（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS

　　　A6909「建築用仕上塗材」に規定する7.11温冷繰返し試験に準じて行う。

　　　試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の恒温器

　　　中で3時間冷却し、次いで50±3℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間を１サイク

　　　ルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視

　　　によって調べる。

　　　（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイ

　　　ル」とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準

　　　時の接着強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4Ｎ/ｍｍ2以上を確保していること）

（６）長さ変化率の試験方法

　　　JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ

　　　変化率に準ずる。

（７）曲げ強さの試験方法

　　　JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」の7.11 曲げ強さ試験に準ずる。

　　　試験室の状態：試験室は温度20±2℃、湿度65±10％とする。

石材の割付け　　※ 図示　　 （１０．１．３）

天然石 （１０．２．１、３）（表１０．２．１、２）

施工箇所 岩石の種類 等級 形状及び寸法（ｍｍ） 厚さ 表面仕上 備考

（ｍｍ） げの種類

※ 床 ※ ２等品 ※ 正方形に近い矩形

　（１枚の面積0.8ｍ2以下）

・

テラゾブロック

施工箇所 種石の種類 種石の大きさ 形状に 仕上げ面 寸法 表面仕上 備考

（ｍｍ） よる区分 による区分 （ｍｍ） げの種類

※ 大理石 ※ 1.5～12 ・ 平もの ・ 片面 

・ 花こう岩 ・ ・ 役もの ・ 両面 

テラゾタイル

施工箇所 種石の種類 種石の大きさ（ｍｍ） 寸法による区分 表面仕上げ 備考

の種類

※ 大理石 ※ 1.5～12 ・ 300型

・・ 花こう岩 ・ 400型

取付け用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材、金物の固定に使用す

る充填材料　　※ 専門工事業者の指定する製品　　・ 

受金物　　材質　※ SUS304　　 （１０．２．２、３）（１０．３．２、３）

　　　　　形状及び寸法　 　 ・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ100ｍｍ

　　　　　　　　　　　　　　・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ150ｍｍ

　　　　　　　　　　　　　　

アンカーの材質及び寸法　※ SS400　M12　　・　

あと施工アンカーの材質及び寸法等（　　　　　　　　　　　　　）

ドレンパイプの材質  ・ 樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

　　　　　　　　　　

石裏面処理　　・ 適用する　・ 適用しない

裏打ち処理　　・ 適用する　・ 適用しない

下地ごしらえ　※ 流し筋工法

　　　　　　　・ あと施工アンカー工法

　　　　　　　・ あと施工アンカー・横筋流し工法

目地　一般目地  目地幅　　　　　※ 6ｍｍ以上　　

　　　　　　　  シーリング材　　・ 適用する　・ 適用しない

　　　伸縮調整目地　位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　・ 図示

　　　　　　　　  　シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　　・ 図示

受金物　材質　※ SUS304　 （１０．２．２）（１０．４．２、３）

　　　　形状及び寸法　　・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ100ｍｍ

　　　　　　　　　　　　・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ150ｍｍ

　　　　　　　　　　　　・　

アンカーの材質及び寸法　※ SS400　M12　  ・　

石裏面処理　　・ 適用する　　・ 適用しない

裏打ち処理　　・ 適用する　　・ 適用しない

下地ごしらえ　※ あと施工アンカー・横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法

目地　　一般目地　    目地幅　　　　　　※ 6ｍｍ以上　　

　　　　　　　　　    シーリング材　　　・ 適用する　　・ 適用しない

　　　　伸縮調整目地　位置　※ 6ｍ程度ごと　 ・ 図示

　　　　　　　　　    シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　　・ 図示　

（１０．２．２）（１０．５．２、３）（表１０．２．４）

金物の種類、形状、寸法等　※ 標準仕様書表10.2.4による　　

　（方式：・ スライド方式　　・ ロッキング方式）

アンカーの材質及び寸法　　※ ステンレス（SUS304） M10　　

だぼ用の穴の位置　※ 標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　　・ 図示

裏打ち処理　　・ 適用する　　・ 適用しない

目地　目地幅　　　　　※ 8ｍｍ以上　

　ジェットバーナー仕上げのバフ仕上げの有無　　　・ あり　　・ なし

あと施工アンカーの材質、寸法等（　　　　　　　　　）

あと施工アンカーの材質、寸法等（　　　　　　　　　　　　）

工法

　　　1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　シーリング材　　※ 標準仕様書9.7.1による　・ 図示

床石張りの浸透性吸水防水剤　　※ 適用する　・ 適用しない

床石張りの石裏面処理　　　　　※ 適用する　・ 適用しない

床石張りの裏打ち処理　　　　　※ 適用する　・ 適用しない

階段張りの石裏面処理　　　　　※ 適用する　・ 適用しない
シーリング材　　・ 適用する　・ 適用しない

伸縮調整目地　位置　※ 床面積30ｍ2程度ごと、細長い通路の場合6ｍ程度ごと及び他の部

　　　　　　　　　　・ 図示 

　　　　　　　　　　　 材と取り合う箇所

シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　　・ 図示　

（１０．６．２、３）

取付け工法　・ 湿式工法　・ 乾式工法

特殊部位用金物　

　寸法等　引金物、だぼ及びかすがい　※標準仕様書表10.2.3による

　材質　　※SUS304

　　      受金物　　　　　　　　　　※標準仕様書10.2.2(1)(ｲ)による

あと施工アンカーの材質、寸法　　・ 

石裏面処理　・ 適用する　・ 適用しない

乾式工法の場合の取付け代　※ 標準仕様書10.5.3(2)による　　

石材の裏面の補強用モルタル　・ 適用する　・ 適用しない

目地

　外壁湿式工法の場合

　乾式工法の場合

　　一般目地　目地幅　　　　　※ 6ｍｍ以上　　

　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　　・適用しない

　　伸縮調整目地

　　　位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　・ 図示

　　　シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　・図示

　　目地幅　　　　　※ 8ｍｍ以上　　

ファスナー　※ 標準仕様書表10.2.4のスライド方式に準ずる　　・　ロッキング方式

　　シーリング材　　※標準仕様書9.7.1による　　　・図示

（１０．２．２）（１０．７．１、３）

種類
施工

箇所

A1：-

A3：-

003

※使用する木材は可能な限り広島県産材（可能な部分は三次産材）を使用すること

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

11割肌仕上 割肌仕上 エントランス

エントランス二丁掛壁 210×60
×15

階段手すり タモ 図示 図示

300×300

壁 杉 12 上小節

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

特記仕様書(3)
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塗り

5 仕上塗材仕上げ

マスチック塗材塗り6

ロックウール吹付け7

　
左
官
工
事

8 しっくい塗り

　
　
建
具
工
事

１６ 防火戸1

2 見本の製作等

防犯建物部品3

4

5 網戸等

6 樹脂製建具

アルミニウム製建具

同等品

※ＪＩＳ　Ｋ　１５７１に適合又は

薬剤の種類

※ 薬剤の製造所の仕様による

・

（１２．６．１）

（１２．５．１）

（１２．４．１）

　　※杉又は松

（１２．７．１）・ 壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

　　※ひのき

・ 縁甲板及び上がりこまちに用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

　　※杉又は松

・ 床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　　※杉又は松

・ 間仕切軸組に用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

　　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は杉又は松

・ 窓、出入口その他に用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

・ 合板等の加圧注入処理の適用　

　 適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

　 適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・ 薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

・

処理の方法適用部材

・ 薬剤の塗布等による防腐、防蟻処理

・ Ｋ２　※ Ｋ３　・ Ｋ４

・ Ｋ２　※ Ｋ３　・ Ｋ４

・ Ｋ２　※ Ｋ３　・ Ｋ４

保存処理性能区分適用部材

・ 薬剤の加圧注入による防腐防蟻処理

ホルムアルデヒド放散量  ※ Ｆ☆☆☆☆　　・ 

（１２．２．２）

　・（形状：　　　寸法：　　　材質：　　　）

　（標準仕様書 表12.2.3～5に示す程度の市販品 表14.2.2のF種程度）

　※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

諸金物

　・釘頭現し

　・つぶし頭釘打ち

　・釘頭埋め木

　※隠し釘打ち

造作材の化粧面の釘打ち

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・ 防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材 　　 （１２．３．１、２）

接着剤は、可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする。

（１２．２．２、３）

よる区分 の適用

間伐材等難燃性に

よる区分 

接着剤に

よる区分 

曲げ強さに

・ ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）  

による区分

表裏面の状態厚さ

(ｍｍ)

施工箇所

厚さ（ｍｍ）

・ JAS 0360に基づく構造用パネル

・ １級　　・ ２級　　・ ３級　　・ ４級

等級施工箇所

・ ・ ・

※15

（ｍｍ）

厚さ

※Ｐ又はＭ※13タイプ

による区分

難燃性

による区分

耐水性

による区分

曲げ強さ

・ パーティクルボード 

表裏面の状態

による区分

施工箇所

の適用

間伐材等

・ 「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板  

化粧加工の方法

※１類　・２類

接着の程度 表面性能

・適用しない

・適用する

防虫処理厚さ

(ｍｍ)

施工箇所

接着の程度

※１類　・２類

の適用

間伐材等

・適用しない

・適用する

防虫処理

・ 「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 

単板の樹種名 (ｍｍ)

厚さ化粧板に使用する施工箇所

の適用

間伐材等

・ 「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 

厚さ

(ｍｍ)

施工箇所 単板の樹種名 接着の程度

・適用しない

・適用する※１類　・特類

防虫処理

　以上

品質

・

・

板面の

の適用

間伐材等

・適用しない

・適用する

（　　　　）

・適用しない

・適用する※C-D ※12

強度等級防虫処理厚さ

(ｍｍ)程度

接着の

・特類

※１類

・ 構造用合板 

樹種名

単板の

・1級

※2級以上

等級施工箇所

程度

接着の

樹種名

・

の適用

間伐材等

・適用する

・適用しない

防虫処理

※C-D以上　 

針葉樹

※2等以上　 ・1等

広葉樹

・2類

※1類※5.5

板面の品質単板の厚さ

（ｍｍ）

・ 普通合板 
ホルムアルデヒド放射量　※Ｆ☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による　　

施工箇所

（１２．２．１）

強度等級 樹種名

・JAS 3079に基づく直交集成材

の適用（ｍｍ）（使用環境）

間伐材等寸法接着性能種別品名施工箇所

JAS 0701以外の造作用単板積層材

・無し（　　　　　　　　　　）

・・適用しない(加工：・天然木化粧加工  ・塗装加工)

・　　　※14％以下・適用する・有り

の適用（ｍｍ）

間伐材等含水率防虫処理表面の化粧加工厚さ施工箇所

JAS 0701に基づく造作用単板積層材

ホルムアルデヒド放射量　※Ｆ☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による　　

・適用しない・無し（等級：　　　　　　　）

・　　　・適用する・有り（加工：・天然木化粧加工　・塗装加工）

の適用（ｍｍ）

間伐材等防虫処理表面の化粧加工厚さ施工箇所

（１２．２．１）

種別 色合等 施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

※標準色（　　　　　　　）　・特注色（　　　　　　）

※標準色（　　　　　　　）　・特注色（　　　　　　）

無着色

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

表面処理方法 種　別 施工箇所（手すり、タラップ以外）

溶融亜鉛めっき ・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

電気亜鉛めっき ・ Ｄ種

・ Ｅ種

・ Ｆ種

（１３．２．２、３）

施工箇所 板及びコイルの 厚さ 屋根葺形式 備考

種類 （ｍｍ）

※JIS G 3322の ・心木なし瓦棒葺

　屋根用コイル  ・立平葺  ・蟻掛葺

・ ・横葺   ・　 

下葺材料　　・アスファルトルーフィング 940　

            ・改質アスファルトルーフィング下葺材

            　（　・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

雪止め　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　　　）

横葺の場合のけらば納め

　・ つかみ込み納め　　・ けらば包み納め

工法  1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

（１３．２．２）（１３．３．２、３）（表１３．２．１）

施工箇所 形式 山高、山ピッチ 耐力によ 材料によ 厚さ 軒先 耐火

による区分 る区分 る区分 (ｍｍ) 面戸板 性能

山高 山ピッチ

・重ね形 (    )種 ※鋼板製 ・有り ・30分

・はぜ締め形 ・アルミニウ ・無し ・無し

・かん合形 　ム合金板製 

      塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　） 

　　　　　　・ 行わない 

　　　折板のけらば納め　※ けらば包みによる方法　　

耐雪性能に対応した工法の適用

　・ 適用する　　・ 適用しない

工法　1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

軒先面戸板　　・ 適用する　　・ 適用しない

　　　タイトフレームにJIS G 3302以外の鋼材を直接外気の影響を受けない屋内で使用する

      場合の表面処理　※ 標準仕様書表14.2.2のＦ種　　

（１３．４．２、３）

施工箇所 種類 大きさ 産地 役物瓦 雪止め瓦

製法に 形状に 寸法に の種類

よる区分 よる区分 よる区分

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

　　　　　　　　　　　・ 適用しない 

ルーフドレン 

・ ろく屋根用（ ・ 縦型　・ 横型）

種別

・ バルコニー用

・ バルコニー中継用

施工箇所

鋼管製といの防露巻き　・ 適用する（工法： ※ 標準仕様書表13.5.4による　・　　　　） 

多雪地域　　　・ 適用する　　・ 適用しない

　　　　　　　とい受け金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔

　　　　　　　※ 標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

　・ 配管用鋼管　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管　　

　・ ルーフドレン　・ 表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類）

（１３．５．２、３）（表１３．５．４）

といその他の材種　　

防露材のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆　

JIS A 5208に基づく凍害試験等  　・ 行う 　・ 行わない 

棟補強等に使用する金物等　材質　※ ステンレス製又は溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形状、寸法及び留付け方法　　※ 図示　　

　種類（　　　　　）　径（　　　　　）　長さ（　　　　　）

瓦緊結用釘又はねじ

工法 

棟の工法　　・ ７寸丸伏せ棟又はＦ形用冠瓦伏せ棟　　・ のし積み棟

瓦桟木の留付け工法　　※ 図示　　・ 

　風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等　　※ 図示による

  1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

　面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

　・ モルタル　　・ 瓦葺き用しっくい

（１４．２．１）（表１４．２．１）

（１４．２．２）（表１４．２．２）

野縁等の種類

　屋外（ ※ 25形　　・　　　　）　　屋内（ ※ 19形　　・ 25形）

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

    周辺部の端からの間隔　　・ 図示　　・ 

    野縁の間隔　　・ 図示　　・  

  　補強方法　　※ 図示　　・  

屋外の形状及び寸法

    野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　　・図示　　・ 

・ つりボルトの間隔が900ｍｍを超える場合 

（１４．４．２～４）（表１４．４．１）

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強 

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

　　補強方法　　※ 図示　　・ 

・ 天井のふところが3.0ｍを超える場合 

　補強箇所　※ 高さが６ｍを超える天井　　・ 図示　　・ 　

　補強方法　※ 「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25

　　　　　　　 　年国土交通省告示第771号）第３第２項第二号に適合させる。

　　　　　　・ 図示

　　工法  1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

塗膜の耐久性の種類、

めっき付着量

　※ 標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 　・ 図示 

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　　※ 図示　　

・押出し

・プレス パネル形

・ロール・アルミ

スパン

製法 形状種別 板幅 板厚

（ｍｍ） （ｍｍ）

伸縮調整継手　・ 設ける（施工箇所　・ 図示　　・　　　　　　　）　　・ 設けない 

取付け用下地　※ 標準仕様書14.4による　　・ 図示 

  ニウム

（１４．５．３）（表１４．５．１）

（１４．６．２、３）（表１４．２．１）

ドレル形

・

・

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※ 標準仕様書14.5.4.(5)による  　

種類　　・ 250形　　・ 300形　　・ 350形

表面処理　種別（　　　　）種

　　　　　　色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・特注色（　　　　　　）

笠木の固定金具の工法等

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

  1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

  1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

スタッド、ランナの種類 

種別

※ 標準色（　　　　　　　）

色合等

・ 特注色（　　　　　　　）

無着色

表面処理（標準仕様書表14.2.1による）

（１５．３．２、５）

モルタル　　　※ 現場調合材料　　・ 既調合材料（材料　　　　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　　・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）

　　　　　　  ・ 設けない 

床の目地　　　・ 設ける（目地割り　※ ２ｍ2程度（ 大目地間隔３ｍ程度　　・　　　　　　 ）

　　　　　　　　　　　 （種類　※ 押し目地　　・　　　　　　）　

　　　　　　  ・ 設けない 

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 

　　　　　　　・ 適用する　　・ 適用しない 

建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤

（品質・性能）

（試験方法）JIS A1404「建築用セメント防水剤の試験方法」による

項目 品質・性能

防水剤の種別 建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

混合割合 セメント重量の5％以下

凝結及び安定性  （凝結時間）始発：1時間以上　終結：10時間以内

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無について確認する。

曲げ及び圧縮強度比 防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度比及び圧縮強度比 70％以上 

吸水比 防水剤を混入したもの、しないものの吸水比 95％以下 

透水比 防水剤を混入したもの、しないものの透水比 80％以下 
5

ただし、透水試験における水圧は、3.0×10 Ｐａとし1時間行う

（１５．２．４）

ラス系下地の種類及び材料

建築基準法に基づく耐力壁、防火構造、準耐火構造等の指定（　　　　　　　　　　　）

（１５．４．２）（６．２．５）

仕上げの平たんさは、図示及び標準仕様書15.4.2(ｱ)(ｲ)以外は下記による

標準仕様書表6.2.5による 施工箇所

平たんさの種別

ａ種 合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、床コンクリート直均し仕上げ、

フリーアクセスフロア（置敷式）　（　　　　　　　　　　　　）

ｂ種 カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

（　　　　　　　　　　）

ｃ種 タイル張り、モルタル塗り、フリーアクセスフロア（支柱調整式）

（　　　　　　　　　　）

（１５．５．２）（表１５．５．１）

　・ 二層下地通気構法（材料　・波形ラス(W700)　・こぶラス(K800)　・力骨付きラス(BP700)

　　 換気口部の措置　※ 木造標準仕様書11.4.3(2)(ｸ)による　　

　・ 単層下地通気構法（材料　・リブラスＣ(RC800)に裏打ち材と一体化したラス　　）

　・ 直張り工法ラスモルタル下地（材料　・　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 直張りラスシートモルタル下地（材料　・　　　　　　　　　　　　　　）

標準塗厚（ｍｍ）　　※ 10mm程度

仕上塗材の種類 

・ 薄付け仕上塗材

呼び名

・ 厚付け仕上げ塗材

呼び名

・ 複層仕上塗材

呼び名

軽量骨材仕上塗材

呼び名

※ 外装薄塗材Ｅ

※ 複層塗材Ｅ

・

上塗り材の種類

※水系 ・弱溶媒系 ・溶媒系

溶媒　

樹脂　

・ポリウレタン系(耐候性２種)

・アクリルシリコン系(耐候性１種)

　 　 　・ふっ素系(耐候性１種)

外観　※つやあり　・つやなし

  ※ Ｆ☆☆☆☆　　・ 

※アクリル系(耐候性３種)

・

建物内部に使用する塗材のホルムアルデヒド放散量 

仕上げの形状 工法 吸放湿性 防火材料

・ 適用する

仕上げの形状 工法 吸放湿性

・ 適用する

防火材料

・ 適用する

上塗り材

・ 適用する

・ 適用する

（１５．６．２）

・

・

・

・

防火材料

・

防火材料

・

・

（１５．７．２）

種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

（１５．１２．２、３）

（１４．７．２、３）（表１４．２．１）（表１４．７．１）

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※ Ｆ☆☆☆☆　・ 

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※ Ｆ☆☆☆☆　・ 　　　

仕上げ吹付け厚さ　　　　・ 図示　　・ 25ｍｍ　　

特殊な建具の仮組　・ 行う（建具符号：　　　　　）　　・ 行わない

建具見本の製作　　・ 行う（建具符号：　　　　　）　　・ 行わない

・ 適用する　適用箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　　　）

ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

  　外部に面する建具　種別　・ BB-1種　・ BB-2種  ・ 　

  　屋内の建具　　　　種別　・ BC-1種　・ BC-2種　・ 

　結露水の処理方法　※ 図示　・ 

　水切り板、ぜん板　※ 図示　・ 

　枠の見込み寸法　 ※ 建具表による　・ 

　表面処理 

取付工法

形状及び仕上げ

　木下地の場合の内付け建具　　・ 適用しない　・ 適用する

くつずりの仕上げ　　ステンレス鋼板を用いる場合　※ ＨＬ以上

防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　・ Ｔ－１ 　・ Ｔ－２　　

性能値等

　　（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）

　※ 標準仕様書表16.3.1による種別

  　 外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

  　外部に面する建具の種別（木下地）

　　（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）

　水切り板、ぜん板　　※ 図示　　

　表面色　　※ 標準色　　・ 特注色

取付工法

　枠の見込み寸法　　※ 建具表による　　

形状及び仕上げ

ガラス　　※ 建具表による　　

外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　・　

　　（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）

　　・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・ Ｈ－６　　・ Ｈ－７　　・ Ｈ－８

・ 適用する　指定箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　） （１６．１．３）

（１６．１．４）

（１６．１．６）

性能値等

  　 外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

　　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（　　　　　　　　）

                        　    （建具符号： ・ 建具表による　・　　　　）

                         　   （建具符号： ・ 建具表による　・　　　　　　）

　※ 標準仕様書表16.2.1による種別

  　外部に面する建具の種別（木下地）

（１６．２．２～５）（表１４．２．１）（表１６．２．１、２）

　・ 耐風圧性の等級（　　　）、気密性の等級（　　　）、水密性の等級（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ Ａ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　）

 　　　　　　　　　　　　　 ・ Ｂ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ Ｃ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　）

 　　　　　　　　　　　　　 ・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　色合等　　※ 標準色（　　　　　）　・ 特注色（　　　　）

　　　　　　　　　　　色合等　　※ 標準色（　　　　　）　・ 特注色（　　　　）

（１６．２．５）（１６．３．２～５）（表１６．３．１～４）

　・ 耐風圧性の等級（　　　）、気密性の等級（　　　）、水密性の等級（　　　）

  　                 　・Ａ種（建具符号： ・ 全て　　・ 建具表による　　・　　　　　　）

 　　　　　　　　  　  ・Ｂ種（建具符号： ・ 全て　　・ 建具表による　　・　　　　　　）

　　　　　　　　　　 　・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

 　　　　　　　　　　  ・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

　　　　　　　　　 　  ・Ｃ種（建具符号： ・ 全て　　・ 建具表による　　・　　　　　　)

網目寸法15ｍｍ1.5ｍｍステンレス（SUS304）線材・ 防鳥網

・ 
・ ステンレス（SUS316）製 

・ ガラス繊維入り合成樹脂製 

※ 0.25ｍｍ以上※ 合成樹脂製 ・ 防虫網

種類 網目線径材質

（１６．２．３）

※ 16～18メッシュ 

・ 

　　断熱ドア、断熱サッシ 　 　断熱性の等級（　　　　　　　　）

断熱ドア、断熱サッシ 　　の断熱性の等級　

　木下地の場合の内付け建具　　・ 適用しない　・ 適用する

9 こまい壁塗り

ちけじゃくり　　※図示による

（１５．１０．２、３）

下地

材料

　　  色しっくい　　・ 適用する　　・ 適用しない

　・ 既調合しっくい（種類等　　　　　　　　　　　　）

　・ 現場調合しっくい　　

　・ せっこうボード　　・ せっこうラスボード　　・ モルタル塗り　　・ 木ずり

　・ こまい　　・ 下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合

　・ 

既調合しっくいの場合

　・ せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　　・　

　・ せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　 ・　

　・ モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2 　　・　

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

　・ せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4 　　・　　

　・ 木ずり下地　　　　　　　　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3 　　・　　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

　・ なで切り仕上げ　　・ パターン仕上げ　　

のりの種類

（１５．１１．２～５、７、８）

　土壁用ののり　※ つのまた　　・ ふのり　　・ ぎんなんそう　　・ 粉末海藻　　・　

　砂壁用ののり　※ ふのり　　・ つのまた　　・ こんにゃくのり　　・ にかわ

色土の種類

　土物仕上げに用いる色土　

　大津仕上げに用いる色土　

色砂の種類

　・ 天然砂と岩石の砕砂　　　・ 人工的に着色･製造したもの

下塗りの調合　※ 標準仕様書表15.11.2による　　

こまい壁塗りの工程種別　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

土物仕上げの工法の種類　　・ 土物仕上げ工法

　　　　　　　　　　　　　　　・ 水ごね土物１工法　　・ 水ごね土物２工法　

　　　　　　　　　　　　　・ 砂壁仕上げ工法

大津仕上げの工法の種類　　・ 普通大津仕上げ工法　　・ 大津みがき仕上げ工法

　　　　　　　　　　　　　　　・ のりさし土物工法　　・ のりごね土物工法　　

　※ 標準仕様書表15.11.8による

塗厚

　・ 建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　・ 合成高分子系混和剤　　・　

　　　　　　　　　　　　　・ 切り替え仕上げ工法

断熱材張り　・ 行う（断熱材の種別：　　　　　　　　　厚さ：　ｍｍ   防火性能：　時間） 

材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　

4

4

5

6

仕上げの形状 工法

3

瓦桟木　材質（※ 杉　・　　　　）   寸法（※ 幅21×高さ15（ｍｍ）以上　　・　　　）

棟補強用心材　材質（※ 杉　・　　　）  寸法（※ 幅40×高さ30（ｍｍ）以上　・ 　　　）

屋根(3)(4)

主訓練塔

120 550 0.8

ガラス繊維シート 5

塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき

・アルミ製

屋根(1)(2)(3)(4)、見学デッキ

庇

庇

BB-2 アルミパネル

屋外の鉄部

図示 図示
ブラック

BB-2

・ 図示

BB-1

S-4 A-3 W-4

ブラック

ブラック

ゆず肌 ローラー

主訓練塔屋根 いぶし瓦 J型 56 そで瓦
のし瓦

樹脂製 図示

図示

SUS

Ａ

A1：-

A3：-

004
特記仕様書(4)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

アルミ樹脂複合サッシ

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



木製建具に使用する戸車及びレール　※ 標準仕様書表16.8.5による　　・ 

（１６．８．２、３）（表１６．８．１～５）

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※ 標準仕様書表16.8.4による　　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※ 標準仕様書表16.8.2による　　

　【シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠】

<使用頻度による性能>

　（性能） 

　（品質） 

錠前類

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　※ 建具表による　　・ 

金物の種類及び見え掛り部の材質等 

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※ 標準仕様書表16.8.3による　　・ 

　※ 標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による　　・　 

　　デッドボルトの出寸法は17ｍｍ以上とする。 鍵付きのものはマスターキー、グランド

　　マスターキー、コンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。 

　1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験（40万回）を行った後、ハンド

  　 ルでの開閉操作力及びラッチング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。 

　2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験（10万回）を行った後、 試験前の回転ト

  　ルクの2倍未満であり、施解錠操作に支障がない。（シリンダ本締り錠のみ）シリンダ単

  　体の施解錠繰り返しの評価は、シリンダ だけの回転トルクが10Ｎ・ｃｍ以下とする。 

　3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10万回）を行なった後、 試験前の回転トル

  　クの2倍未満であり、施解錠操作に支障がない。 

  　10Ｎ以下である。また、未使用の合鍵でシリンダが回転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻

  　みをもつ異なるキーでは、シリンダが回転しないこと。（キーに加えるトルクは、150Ｎ・ｃｍとする）

　4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行なった後、キーの抜き差しに要する荷重は

Ａ

DWG.No

SCALE
設
計
者

鋼製建具7

8 鋼製軽量建具

9 ステンレス製建具

木製建具10

11 建具用金物

18 ガラス

19

20
ガラス用フィルム

ガラスブロック積み

12 鍵

自動ドア開閉装置13

自閉式上吊り引戸

重量シャッター

14

15

装置

軽量シャッター16

17 オーバーヘッドドア

性能値等（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　）

　簡易気密型ドアセット　気密性の等級　・ Ａ－３　　水密性の等級　・ Ｗ－１

（１６．２．２）（１６．４．２～４．６）（表１６．４．２）

　外部に面する建具の耐風圧性　　・ Ｓ－４　・ Ｓ－５　・ Ｓ－６

　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（ 　　　　　　　）

標準型鋼製建具の形式及び寸法　　※ 建具表による

　鋼板類の厚さ　※ 標準仕様書表16.4.2による　　・　

形状及び仕上げ

くつずりの仕上げ　　ステンレス鋼板を用いる場合　※ ＨＬ以上

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　

　断熱ドア、断熱サッシ    　断熱性の等級（ 　 　　　　　 ）

性能値等（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　）

　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（ 　　　　　　　）

　簡易気密型ドアセット　・ 適用する

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　

形状及び仕上げ

召合せ、縦小口包み板の材質　※ 鋼板　　

　鋼板類の厚さ　※ 標準仕様書表16.5.1による　　

くつずりの仕上げ　　ステンレス製鋼板を用いる場合　※ ＨＬ以上

標準型鋼製軽量建具の形状及び寸法　　※建具表による

　断熱ドア、断熱サッシ 　 　断熱性の等級（ 　 　　　　　 ）

（１６．２．２）（１６．５．２～４．６）（表１６．５．１）

鋼板の材料　※ 亜鉛めっき鋼板　・ ビニル被覆鋼板　・ カラー鋼板　・ ステンレス鋼板

　簡易気密型ドアセット　・ 適用する

性能値等（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　）

（１６．２．２）（１６．４．２）（１６．６．２～５）

　外部に面する建具の耐風圧性　・ Ｓ－４　・ Ｓ－５　・ Ｓ－６

　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（  　　　　　　　）

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

ステンレス鋼板の材料　　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・ 

　表面仕上げ　※ ＨＬ　・ 鏡面仕上げ　・ 

形状及び仕上げ

くつずりの仕上げ　　ステンレス製鋼板を用いる場合　※ ＨＬ以上

工法

建具材の加工、組立時の含水率　※ Ａ種　　・ 

・ フラッシュ戸 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

　※ Ｆ☆☆☆☆　・ 

　 ファイバーボード 

・ ミディアムデンシティ 

難燃性による区分（　　　　　）

接着剤による区分（　　　　　）

曲げ強さによる区分（　　　　　）

表裏面の状態による区分（　　　　　）

表面板の厚さ　※標準仕様書表16.7.6による　・ 　　

　 表面材の品質等 

板面の品質（・ 広葉樹1等　　・ 　　　　　） 

  （ ※ しな合板程度 　・　　　　　　　　） 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

表面性能（　　　　   　 　）タイプ 

（ ・ オーバーレイ 　・ プリント　 ・ 塗装） 

化粧加工の方法 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

樹種名（　　　　　　　　　） 

規格等 備考

表面の樹種

  生地、透明塗料塗り 

　（ ※ ラワン合板程度　　・　　　　　 　）

　不透明塗料塗り 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

合板の種類

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　・ 適用する　・ 適用しない

枠の材料　※ 木製枠（１２章木工事による）

　　上張り（押入等の裏側以外）　　・ 鳥の子　　・ 新鳥の子又はビニル紙程度　

  　張りの種別（ ・ Ⅰ型　・ Ⅱ型） 　　

・ ふすま 

  　見込み寸法　※建具表による　　・ 

  　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　） 　　

・ 紙張り障子　　見込み寸法　※ 建具表による　　・ 

 　 見込み寸法　※ 建具表による　　・ 

  　縁仕上げ　  ・ 塗り縁　　・ 生地縁（素地）　・ 生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

・ 戸ぶすま　　見込み寸法　※ 建具表による　　・ 

・ かまち戸 

 　表面材のホルムアルデヒド放散量等

　　 ※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による

（１６．７．２～４）

　ステンレス鋼板の曲げ加工　※ 普通曲げ　・ 角出し曲げ( ･ ａ角　・ ｂ角　・ ｃ角） 

　断熱ドア、断熱サッシ 　　 断熱性の等級（  　 　　　　　 ）

・ 普通合板

・ 天然木化粧合板

・ 特殊加工化粧合板

   （ＭＤＦ）　

くつずりの材料　※ ステンレス鋼板　　

　　　　　・ 鋼製枠（※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板）

クローザー類

（品質・性能）

区分  ① ドアクローザー ② ヒンジクローザー ③ フロアヒンジ 

性能試験項目

Grade2 番手 閉じモーメント 効率 閉じモーメン 効率 閉じモーメン 効率

初
期

値

（Ｎ・ｍ） （％） ト（Ｎ・ｍ） （％） ト（Ｎ・ｍ） （％） 

１ 5以上 30以上 5以上 30以上 5以上 30以上

２ 10以上 30以上 10以上 30以上 10以上 30以上

３ 15以上 35以上 15以上 35以上 15以上 35以上 

４ 25以上 40以上 25以上 40以上 25以上 40以上

５ 35以上 45以上 35以上 45以上 35以上 45以上

６ 45以上 45以上 45以上 45以上 45以上 45以上

閉じ速度（秒） 常温（5～35℃）無風状態において、開扉（70°）から全閉（0°）までの時

間を5～8秒に調整できるきること。

温度依存性（℃） 緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品

曇り点試験方法）により測定し、－15℃以下であること。

ストップ入力 60Ｎ・ｍ以下 100Ｎ・ｍ以下 100Ｎ・ｍ以下

但し、コンシールド型は

200Ｎ・ｍ以下 

ストップ解除力 8Ｎ・ｍ以上 3Ｎ・ｍ以上 10Ｎ・ｍ以上 

ー ーバックチェック性 ドア開扉方向に荷重60Ｎ/ｍ2

能（秒） を開扉50°から負荷する。バ

（バックチェック ックチェック開始角度（70～

  機能を有する機 85°）から更に20°まで開く

  種のみ適用） 間の時間は0.8秒以上として

いること。 

ー ーディレードアク 開扉90°の位置からディレー

ション性能（秒） ドアクション解除角度までの

ディレード アク 時間が10秒以上確保でき、ま

ション解除角度 た、その時間の調整が可能で

（60～75°）（デ あること。

ィレードアクショ

ン機能を有する機

種のみ適用） 

ー ー戸の閉鎖位置 ±3ｍｍ以内

（中心吊り込み両

  自由のみに適用）

繰返し開閉 Grade2 耐久試験後も上記初期値を 耐久試験後も上記初 耐久試験後も上記初

後の閉じモ 満足していること。 期値を満足している 期値を満足している

ーメント こと。 こと。 

（Ｎ・ｍ）

繰返し開閉 Grade2 耐久試験後も上記初期値を 耐久試験後も上記初 耐久試験後も上記初

後の効率 満足していること。 期値を満足している 期値を満足している 

（％） こと。 こと。 

繰返し開閉後の閉 耐久試験後も上記初期値を満足していること。

じ速度（秒）

ー ー繰返し開閉後の 耐久試験後も上記初期値を

バックチェック 満足していること。 

性能（秒）

ー ー繰返し開閉後の 耐久試験後も上記初期値を

ディレードアク 満足していること。 

ション性能（秒）

ー ー繰り返し開閉後の 耐久試験後±6ｍｍ

戸閉鎖位置（ｍｍ） 以内 

耐久性の試験 Grade2 20万回 10万回 30万回

回数（繰り返

し開閉回数）

注１.パラレル取付けは、右記の閉じモーメントの70％程度までとする。

注２.コンシールド型は右記の閉じモーメントの50％程度までとする。 

Grade1を選定する場合は、図示による。 

（試験方法） 

１）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法－第３部：フロアヒンジ、ドアクロ

  ーザ及びヒンジクローザ）に規定する試験方法による。 

【レバーハンドル】

（性能） 

＜ねじり強度＞

  レバーハンドルのねじり強度試験（3.5ＫＮ・ｃｍ）を行なった後、トルクを除いたとき、ハン

ドルが正常に作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、

かつ、施解錠操作に支障がないこと。

＜引張り強度＞

  ハンドルの引張強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル が正常に作動してい

ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、 施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支 

障がないこと。 

＜垂直荷重強度＞

  ハンドルの垂直荷重強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動して

いること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に

支障が ないこと。 

試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。

＜使用扉の質量に対する性能（シリンダ箱錠のみ）＞

　1)ラッチボルトの側圧強度試験（4ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチ

　　ングに支障がない。

　2)レバーハンドルのねじり強度試験（3.5ＫＮ・ｃｍ）を行なった後、トルクを除いたとき、ハ

　　ンドルが正常に作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維

　　持され、かつ、施解錠操作に支障がない。 

　3)握り玉のねじり強度試験（3ＫＮ・ｃｍ）を行なった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常

　　に作動していること。また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、

　　施解錠操作に支障がない。

　4)ハンドルの引張強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動してい

　　ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作。 

　　に支障がない。 

　5)ハンドルの垂直荷重強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動し

　　ていること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠

　　操作に支障がない。 

＜鍵＞

　1)かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通のキー

  　セクションが存在する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさないものとする。

　2)同一タンブラーの使用数は、60％以下とする。また、６本タンブラーにおいては、キーの同

  　一刻みは、 大2連続までとしていること。 

　　試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。

　　イクの強度と同等以上の強度をもつものとする。

　　（デッドボルトの突出量が8ｍｍ未満）にならないこと。 

　　出寸法は8ｍｍ以上であること。 

＜外力に対する性能 ＞

耐
久
性

ス
ト
ッ
プ
力

閉
じ
力
及
び
効
率
に
よ
る
区
分

（

注
１）

（

注
２）

２）試験ドアの質量は、1番手は25kg、2番手は40kg、3番手は60kg、4番手は80kg、5番手

　は100kg、6番手は120kgとする。 

　1)デッドボルトの押込み強度試験（10ＫＮ）を行なった後、荷重を除い ときのデッドボルトの

　2)デッドボルトの側圧強度試験（10ＫＮ）を行なった際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

　3)デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験（58.8Ｊ）の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態

  　板がデッドボルトを通過した状態）にならないこと。

　4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験(58.5Ｊ)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（加圧

　5)（シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5ｍｍ以

　　上のステンレス鋼製とし、トロヨケは厚さ1.6ｍｍ以上の鋼製の一体絞りとする。又はストラ

（１６．８．４）

マスターキー　※ 製作する（　　　　組）　・ 製作しない　　・ 既存に組込む

鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）　　

鍵箱　　　　　・ 設ける（　　　　個用　　組）　・ 設けない

引き戸用駆動装置

　 　

　性能

　　※ 標準仕様書表16.9.1による

　　　　種類　　・ SSLD-1　　・ SSLD-2　　・ DSLD-1　　・ DSLD-2 

・車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置

　性能

　　※ 標準仕様書表16.9.2による　 　

　 　

引き戸用検出装置

　性能

　　※標準仕様書表16.9.3による

　　　　・電波センサー　　・ タッチスイッチ　　・ 押しボタンスイッチ

　　　　タッチスイッチの種類

　　　　　・ 無線式タッチスイッチ　　・ 光線式タッチスイッチ

　　　　車椅子使用者用便房スイッチの種類

戸の開閉方式　　※ 建具表による　　

防錆　　・ 適用する　　・ 適用しない 

凍結防止措置　　・ 適用する　　・ 適用しない 

　　　　　・ 大形（開・閉）押しボタンスイッチ　　・ 非接触スイッチ

　　　　　　　   　 ・ 屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　　・ 防煙シャッター

シャッターの種類　　・ 管理用シャッター　

　　　　　　　　  　・ 外壁用防火シャッター　

開閉方式の種類　※ 電動式（手動併用）　・ 手動式

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　　　）Pa

耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／ｍ2

管理用シャッターのシャッターケース　・ 設ける　・ 設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

　鋼板の種類　　　※ JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　　　　　・ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき及び鋼帯）

　めっきの付着量　※ Z12又はF12を満足するもの　　

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構の設置箇所

　※ 「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」（昭和48年12月28日建設省告示

　ステンレス鋼板の材料　　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・ 

　　　第2563号）に定める基準に適合するもの

　・

開閉方式の種類　※ 手動式　　・ 電動式（手動併用）

スラットの材質の種類

　　 めっきの付着量（ ※ Z06 又はF06を満足するもの　　・　　　　　　　）

シャッターケース　　※ 設ける　　・ 設けない

ガイドレール（中柱共）の材質　※ ステンレス鋼板（SUS304）　厚さ1.0ｍｍ

座板の材質（屋外の場合）　※ ステンレス製既製品　　・　

　※ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼板）

　・ JIS G 3312（塗装溶融５５％アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼板）

　　　　　　　　　　　　　　　

電動式タイプで障害物感知装置を設ける箇所　※ 図示　　・　　　　 

　 　めっきの付着量（ ※ AZ90を満足するもの　　・　　　　　　　　）

スラットの種類　※ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

安全装置

安全装置

　急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動式シャッターの設置箇所

　　※ 図示　　

　障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置箇所　※ 図示　　・　　　　

　障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置箇所

　　※ 図示　　　　

　種類　・ 光線（反射）センサー　・ 熱線センサー　・ 音波センサー　・ 光電センサー

（１６．１１．２、３）

（１６．１２．２～４）

（１６．１３．２、３）

セクション材料

による区分

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

開閉方式

による区分

収納方式

による区分

ガイドレール

の材料

・ 125

・ 100

・ 75

・ 50

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※溶融亜鉛

　めっき鋼板　

風圧力による

強さの区分

ボックス類のふたの材質

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

（試験方法） 

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験

（２）耐衝撃性試験 

（３）気密性能試験 　 

　　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。 

　　落下高さ17ｃｍにて、ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。

　　ついてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回以上の耐久性能を確認することで、

　　試験に代えることができるものとする。

性能等　※ 標準仕様書表16.10.1による　　 （１６．１０．３）

（表１６．９．１）（表１６．９．２）（１６．９．２、３）

　　閉については外力によらす、試験体の自閉装置及び制御装置のみにより戸を開端位置から閉

　　端位置までの作動を確認できる試験を行う。同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法

　　有効高さ2,000ｍｍ、幅は 大寸法とする。適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、

　　制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行えるものとし、また、その他の制御装置に

    適用戸総質量の区分毎に試験を行う。 

    耐衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,000ｍｍ、幅900ｍｍとする。

・ステンレス鋼板

（９．７）（１６．１４．２～４）（図１６．１４．１）

下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等

　※ 建具表による　　

合わせガラスの材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ及び特性によ

る種類　　※ 下記以外は建具表による　　

材料板ガラスの種類、組合せ 落球衝撃はく離特性並びにショット

バック衝撃特性による種類

・ フロート板、フロート板合わせガラス ・ Ⅰ類　・ Ⅱ－１類

・ ・ Ⅱ－２類　・ Ⅲ類

強化ガラスの形状による種類、材料板ガラスの種類による名称及び特性による種類 

　※ 下記以外は建具表による　　

材料板ガラスによる種類による名称 材料板ガラス 破片の状態及びにショット

バック衝撃特性による種類

・ フロート強化ガラス ・ フロート板ガラス ・ Ⅰ類　　・ Ⅲ類

・

・ ・

熱線吸収板ガラスの板ガラスによる種類、厚さによる種類及び性能による種類 

　※ 下記以外は建具表による　　

材料板ガラスによる種類 性能による種類 色　調

・ 熱線吸収フロート板ガラス ・ １種　・２ 種 ・ グリーン　　

・ 熱線吸収網入り磨き板ガラス

複層ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

　※ 下記以外は建具表による　　

断熱性による区分

熱線反射ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　※ 下記以外は建具表による　　

材料板ガラスによる種類 日射熱遮蔽性による区分 耐久性による区分

・ ・ １種 　Ａ類

　色調（ ・ブルー　・ グレー　・　　　　） ・ ２種 ・ Ａ類　・ Ｂ類

・ ３種 　Ｂ類

反射皮膜面　　・ 内面　　　・ 外面

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ（ｍｍ）

アルミニウム製 ※ シーリング材 ※ 建具の製造所の仕様による

・ ガスケット ・

　　・ グレイジングチャンネル形

　　・　

鋼製及び鋼製軽量 ※ シーリング材 ※ 建具の製造所の仕様による

・　 ・

ステンレス製 ※ シーリング材 ※ 建具の製造所の仕様による

・　 ・

樹脂製 ※ シーリング材 ※ 建具の製造所の仕様による

・ ガスケット ・

　　・ グレイジングチャンネル形

　　・　

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

（１６．１４．２）（９．７）

（１６．１４．５）

表面 色調

形状

呼び寸法

（ｍｍ）

・125×125

厚さ

（ｍｍ）クリア 乳白

目地幅(ｍｍ)

平積み 曲面積み

伸縮調整目地

位置(ｍｍ)

・正方形 　80 ・ ・ ※8～15 外側 ※6ｍｍ以下 ※無し

・160×160 ・ ・ ・15～25 ※標準仕 　ごとに幅10～25 ・有り・95

・125 ・ 様書16.14.

内側

※標準仕

様書16.14.

・図示

・・200×200 ・95

・125

・ ・

・320×320 　95 ・ ・

・長方形 ・250×125 　80 ・ ・

・320×160 　95 ・ ・

5(2)(ｳ)(a)

②

・

5(2)(ｳ)(a)

②

・

壁用金属枠及び補強材の材質・形状　　※ 図示　

力骨　材質　※ ステンレス鋼（SUS304）　　

　　　寸法　※ 径5.5ｍｍ　　

　　　形状　※ はしご形状複筋及び単筋　　

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　材質　・ ステンレス製　・ アルミニウム製

                  寸法　※ 図示　　

                  形状　※ 図示　　

シーリングの種類　　（　　　　　　　　　　）

目地部の横力骨の納まり

　※ ガラスブロック製造所の仕様による　　・ 図示　　

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔　　・ 図示による

工法　1章 適用区分による風圧力の（ ・１　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による

種　類

・ 低放射フィルム

・ 衝撃破壊対応ガラス

・ ＳＣ－１

その他性能等

日射遮へい性能による区分

熱還流率による区分

内張り用

・ ガラス貫通防止フィルム

　ＬＥ

・ ＧＩ－１

記号

　 飛散防止フィルム

外張り用

・ ＳＣ－２

・ ＧＩ－２

・ 相関変位破壊対応ガラス

ガラスの貫通防止性能による区分

・ ＧＤ－１

　 飛散防止フィルム

・ ＧＤ－２

　ＳＦ

防火

性能

・ 日射調整フィルム 

・ Ａ　　・ Ｂ

・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ・ Ｅ

・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ

・ Ｔ１　・ Ｔ２　・ Ｔ３　・ Ｔ４　・ Ｔ５　・ Ｔ６

・ 空気　　・ アルゴン　　

・Ｇ 　　・ Ｓ

乾燥気体の種類

日射取得性、日射遮蔽性による区分

A1：-

A3：-

005一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

2100

・ フットスイッチ

2,000

・ 全て

全て

2,000

・ 全て

特記仕様書(5)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)



材料

素地ごしらえ

錆止め塗料塗り

1

2

3

取付方法、性能等1

ウォール

2 メタルカーテン

ＰＣカーテン3

ウォール

１８
　
　
塗
装
工
事

１７　
　
カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

１９

内
装
工
事

カーペット敷き 8

ビニル床タイル 

ビニル床シート 

5

4

3

2

ゴム床タイル　

ビニル幅木

特殊機能床材

下地の工法

接着剤1

4 塗料

畳敷き11

フローリング張り

合成樹脂塗床

10

9

14

13

12

断熱材 

壁紙張り

他のボード及び合

せっこうボードその

板張り

防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　

化粧加工の方法（・オーバーレイ・プリント・塗装） 

厚さ（ｍｍ）（　　　　） 

・ 特殊加工化粧合板 

厚さ（ｍｍ）（　　　　） 

・

表面への化粧張り等の加工　・アクリル樹脂系焼付

タイプ 2（無石綿） ・ 6　　・ 8  

1.0FK 

0.8FK ・ 化粧けい酸カルシウム板

ビニル

塩化

・

・

・

・

プラス その他

チック

防火性能

無機質

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

・・・

・・・

・・・

・・・

・ 研磨板　（・ スタンダード ・ テンパード ＲＳ） 

・ 内装用ＤＩ　・外装用ＤＥ

・ 無研磨板（・ スタンダード ・ テンパード ＲＮ）

・ 凹凸タイプ（ ・ 12(不燃) ・ 15(不燃) ・　 　）

・フラットタイプ（・ 9(不燃) ・ 12(不燃) ・　　）・ ロックウール化粧吸音板  DR 

・ ロックウール吸音ボード1号

・ グラスウール吸音ボード32K

・ せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

GB-R 

GB-L 

GB-F 

GB-S 

GW-B 

RW-B 

GB-NC 

・ 25　　・ 

・ 25(ガラスクロス包）　　・ 

9.5 (不燃)　化粧無（下地張り用）  

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

・ シージングせっこうボード

・ 12.5 （不燃）　　・ 15 （不燃）

9.5

※ 12.5 (不燃)    ・ 15 (不燃) 

12.5 （※不燃　　・準不燃）

・ 普通合板 

・ 天然木化粧合板

・ ハードボード（化粧） 

・ ハードボード（素地） 

・ 化粧パーティクルボード 

　　　パーティクルボード 

　　　ファイバーボード 

A級（ ・ 天井仕上げ ・ 内装仕上げ ・　　　　）

JIS K 6903 による厚さ　（ ※ 1.2　・　　　　）

・ 化粧せっこうボード

         （トラバーチン模様）

9.5（準不燃）

防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　

厚さ（ｍｍ）（　　　　） 

板面の品質（　　　　） 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類　　　　　 ）

  不透明塗料塗り 

　生地、透明塗料塗り 

（ ※ ラワン程度　　・　　　　 　　） 

（ ※ しな程度　　・　 　　　　　　） 

表板の樹種名

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ ミディアムデンシティ

・ 単板張り

・ インシュレーションボード  IB 

 HB  

 MDF

樹種名（　　　　　　　　　　） 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

接着の程度（ ・1類　　・ 2類 ） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　

・ 無研磨板  ＶＮ   ・ 研磨板ＶＳ

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・　

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　

・ 単板オーバーレイ　ＤＶ

・ 塗装　ＤＣ

・ 10（難燃）　　・ 12（難燃）　　・  

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7　　・　

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　

・ プラスチックオーバーレイ　ＤＯ

GB-D 

・ 普通木片セメント板 

・ 硬質木片セメント板 

・ 普通木毛セメント板 

・ 中質木毛セメント板 

・ 硬質木毛セメント板 

  ※標準仕様書19.7.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

記号

JISの 厚さ（ｍｍ）、規格等種　　類

・ けい酸カルシウム板

 NF 

 HF 

 NW 

 MW 

 HW 

タイプ 2（無石綿） ・ 6　　・ 8  

1.0FK 

0.8FK 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

・ 30 　 ・　

（１９．７．２、３）（表１９．７．１）

（１９．８．２、３）

（１９．９．２、３）

施工箇所

　　　　　　　・ 図示

　　　　　　　　 張りとしなければならない箇所

  　施工箇所　※ 窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、部分的に後

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　　※ B種　　・ A種　

合板のホルムアルデヒド放散量

　※ Ｆ☆☆☆☆　・　

ホルムアルデヒド放散量　※ Ｆ☆☆☆☆　　

　※ 図示による

天井のボード類（ロックウール吸音板を除く）の重ね張りを行う場合

合板の張付け　　・ A種　　・ B種　

せっこうボードの目地工法　　※ 仕上表による　　・　

・ 断熱材現場発泡工法 　　

  　断熱材の種類　　※ Ａ種１　　 ・ Ａ種１Ｈ 　　

  　吹付け厚さ（ｍｍ）　・ 25　　・ 30　　・   　

施工箇所

紙 繊維

備考

コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　※ B種　　・ A種　

せっこうボード面の素地ごしらえの種別　　　　　※ B種　　・ A種　

フェノールフォームを使用した断熱材、保温材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

・ 断熱材打込み工法 

厚さ（ｍｍ）種類

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

※ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・  2 5 　 ・

・

・

　　（スキン層なし） 

・ フェノールフォーム断熱材

・  2 5 　

・  2 5 　

　施工箇所の詳細は、仕上表及び図示による

※ ２種ｂＡ

※ スラブ※  2 5 　

・

・

・

※  2 5 　

※ ３種ｂＡ

・

・・

・・

・・

・・

※ 外壁

ＭＤＦ、パーティクルボード及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

  ※Ｆ☆☆☆☆　　・ 

壁紙の種類

            ・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン ） 　　　　　　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が

極めて少ない材料を使用したものとする。

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　※Ｄ種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ※KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N） 

（１９．６．２）（表１９．６．１）

下地の種類　・ 標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　

          　・ 

・衝撃緩和型畳　畳表　・Ｃ１　　・Ｃ２

間伐材等

の適用

・

・

種別 厚さ（ｍｍ）

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種

間伐材等

の適用

・

・

・

・

（１９．５．２～５）（表１９．５．１～６）

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等　　※標準仕様書19.5.2(2)による　　・　

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量　　※Ｆ☆☆☆☆

接着工法の場合の裏面緩衝材　※ 合成樹脂発泡シート　

単層フローリング

樹種 厚さ工法

（ｍｍ）

種類

・ フローリング

・ フローリング

・ 釘留め工法（根太張り）

・ 釘留め工法（直張り）

・ 接着工法

・ 接着工法

　15

　15

・  1 2 　

・  8  　

複合フローリング

樹種工法種類

・ 天然木化粧複合

　 フローリング

・ 釘留め工法(根太張り）

・ 釘留め工法(直張り）

・ 接着工法

・ 

・ 

　 ボード１等

 　ブロック１等

フローリングボードの大きさ　※ 標準仕様書表19.5.1、3、5による　　

フローリングの大きさ　　※ 標準仕様書表19.5.2、4、6による　　

・ なら　・ 

・ なら　・ 　

・ なら　・ 　

・ なら　・ 　

・ なら

・ 薄膜流しのべ工法 

※ 平滑仕上げ ・ 防滑仕上げ

仕上げの種類施工箇所 工法種別 

・ 厚膜型塗床材 

・ 厚膜型塗床材 

・ 薄膜型塗床材 

・ 平滑仕上げ 

・ 防滑仕上げ 

　 弾性ウレタン樹脂系塗床 

　 エポキシ樹脂系塗床 ・ 厚膜流しのべ工法 

・ 樹脂モルタル工法 

・ つや消し仕上げ 

※ 平滑仕上げ　 

塗料のホルムアルデヒド放散量　※ Ｆ☆☆☆☆　　

（１９．４．２、３）（表１９．４．４、５）

備　考

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆

下敷き材　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8ｍｍ　　・　

見切り、押え金物の材質、種類及び形状　※ 図示　　・　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※ 模様流し　・ 市松敷き　　・ 

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※ 市松敷き　・ 模様流し　　・　　  　　

※ 6.5

※ 6.5

※ 6.5※ 500×500

※ 500×500

※ 500×500

・ カットパイル

※ ループパイル

・ カット、ループ併用

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

※ 第一種

総厚さ（ｍｍ）パイルの形状 種類 寸法（ｍｍ）施工箇所

・ タイルカーペット

備考

（１９．３．２、３）（表１９．３．１）

備考厚さ（ｍｍ）

・ 3.0

・ 2.5

※ 2.0

備考厚さ（ｍｍ）

・

※ 2.0

オイルステイン塗りの工程等　　・　

・適用

・適用

・適用

高日
射反
射率
塗料

高日射反射率塗料 を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする

　※F☆☆☆☆

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※ ヒートボンド工法　　・ つづり縫い

織じゅうたんの接合方法

・・ カット、ループ併用 

・ 適用しない 

・ 適用する ※ 全面接着工法 

・ グリッパー工法  ・ 4～6　・ 

・ 5～7　・ 

・ ループパイル

・ カットパイル 

パイルの形状 工法パイル長さ（ｍｍ） 帯電性

・ タフテッドカーペット

　※標準仕様書表19.3.1による種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）

パイル糸の種類等

　※模様のない無地

色柄

・ カット、ループ併用 

・ ループパイル

・ カットパイル

パイルの形状

　 　

・ 適用しない 

・ 適用する 

・ ダブルフェースカーペット

・ アキスミンターカーペット

・ ウィルトンカーペット

帯電性織り方 備考

・ 織じゅうたん

（１８．４．１～１８．１２．２）

※ 目地処理（工法　※ 熱溶接工法　・　　　　　）・ 突付け（施工箇所：　　　　　）

種類

種類　　　・ 単層品　　・ 複層品

厚さ（ｍｍ）　※ 1.5以上　　・ 

高さ（ｍｍ）　※ 60　　・ 75　　・ 100 

（１９．２．２）

（１９．２．２）

寸法（ｍｍ）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

厚さ（ｍｍ）・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0 

色柄　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

材質の種類　　※ 軟質　　・ 硬質 

－

－

（ｍｍ）

（ｍｍ）

（ｍｍ）

・防滑性床タイル

・防滑性床シート

・耐動荷重性床シート

の配列はJIS T 9251による

の突起の形状・寸法及びそ

視覚障害者誘導ブロック等（ｍｍ）

（ｍｍ）

（ｍｍ）

・視覚障害者用床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床シート

厚さ、形状、寸法シート種別

（１９．２．２）

・ ＴＴ　・ ＦＴ

・ 500×500 ・ ＦＯＡ　・ ＦＯＢ

・ 450×450 

※ 300×300 ※ ＫＴ ・ 無地

・ 柄物

種類の記号 色柄 寸法

（１９．２．２）

　・適用しない　　・適用する（着色剤：・溶剤形着色剤　・油性染色着色剤）

　・適用しない　　・適用する（着色剤：・油性顔料着色剤　・溶剤形顔料着色剤）

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程１の着色

クリアラッカー塗りＡ種の工程２の着色

標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法

　・ 図示による

（１９．２．３）

・ ・ マーブル柄 

※ ＦＳ ・ 無地

・ 柄物

種類の記号 色柄

（１９．２．２、３）

　・ 図示　・ 

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別　

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする

　※ Ｆ☆☆☆☆　　・ 

ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量 

（１９．２．２）

ボード面等

こうボード面その他

プラスター面、せっ

ルタル面、せっこう

※Ｂ種　・Ａ種 

・ピグメント

　ステイン塗り

　ン塗り(OS)

・オイルステイ

・透明　 ・不透明※Ｂ種　・Ａ種 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・ステイン塗り

・透明　 ・不透明

　（ＥＰ－Ｔ）

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

屋内の鉄鋼面

・透明　 ・不透明

　（ＤＰ）

※ １種　・ ２種

  （ＥＰ－Ｇ）

上塗り等級３級・Ｃ種 

上塗り等級２級・Ｂ種 

上塗り等級１級・Ａ種 

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） 

※Ｂ種　・Ａ種 コンクリート面、モ

  ションペイント塗り

・つや有合成樹脂エマル

上塗り等級（　）級

上塗り等級（　）級

押出成形セメント板面

コンクリート面及び

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面 ・耐候性塗料塗り

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

※ １種　・ ２種※Ａ種　・Ｂ種 

※ １種　・ ２種

※ １種　・ ２種

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

塗装 塗料の種類種別

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面 

木部屋内 

木部屋外 

　塗り（ＳＯＰ） 

・合成樹脂調合ペイント

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

          ・ 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

防火材料　※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

種別下地面等

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面

せっこうボード面及び 目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外その他ボード面

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｃ種　・ Ａ種　・ Ｂ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　

塗料の種別工程の種別下地面等

鉄鋼面 見え掛り部分

見え隠れ部分 ※ Ｂ種　・ Ａ種　 

押出成形セメント板面及びコンクリート面（ＤＰ） ・ Ａ種　・ Ｂ種

※ Ａ種　・ Ｂ種　 

モルタル面及びせっこうプラスター面

亜鉛めっき鋼面

※ Ｂ種　・ Ａ種　 

※ Ａ種　・ Ｂ種　 鋼製建具等 

鋼製建具等以外 

ＳＯＰの場合　※Ａ種

ＤＰの場合　※Ｂ種

ＤＰの場合　※Ｂ種

ＥＰ－Ｇの場合　※Ｃ種

　※ Ｆ☆☆☆☆　　・ 

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

取付方法　・ 層間方式　　・ 柱、梁方式　　・ 方立方式　　・ スパンドレル方式　　

性能

（℃）

水密性 断熱性気密性 遮音性 耐火性

・ 80 

・ 60 

・ 70 

耐風圧性

支点間距離(ｈ) 耐風圧性能

4ｍ以下 ・ たわみ量が±（1/150）×ｈかつ絶対量20ｍｍ以下であること

4ｍを超える

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

耐温度差性

・ 30分 

・ 1時間 

・

性能の確認及び判定方法

※ 性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料により、監督職員の承諾を受ける

下表以外は標準仕様書表 9.7.1 による

シーリング材

被着体の組合せ シーリング材の種別

主成分による区分記　号

金属 ガラス

石、タイル

ガラス ガラス

カーテンウォール板間目地

構造用ガスケット

  ・ 適用する　（施工箇所　・ 図示　　・　　　　　　） 　　　

    　材質　　・ クロロプレン系　　・ EPDM系　　・ シリコーン系

 　 　形状　　・ H型　　・ Y型　　・ C型 　　　

    　寸法（ｍｍ）　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　） 　

  ・ 適用しない 

  種類（　　　　　　　　　　　） 　

  厚さ（ｍｍ）（　　　　　） 　

  施工箇所　・ 図示　・ 

製品の見え掛り部分の仕上げ

　・ JIS H 8601（陽極酸化皮膜）

　・ JIS H 8602（陽極酸化皮膜複合被膜）

　・ 塗膜（・ アクリル系　・ ウレタン系　・ ふっ素系）

・ 層間ふさぎ

耐火材料

種別 規格帯施工部位

・ ファスナー部

・ 取付けブラケット

・ パネル目地部

・　

ガラス溝の寸法、形状等

　※ カーテンウォールの製造所の仕様

  1章 適用区分による風圧力の（ ・1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

規格等金属系材料の種類

カーテンウォールの材料

※ アルミニウム材 ※ 標準仕様書 種別（　　　　）種

色合等　・ 標準色（　　　　　）　

　　　　・ 特注色（　　　　　　）・

　 16.2.3による 

表面処理

製品及び取付け位置の寸法許容差　※ 標準仕様書表17.2.1～3による 

　　　　　　　　　　　　　　　　

ガラス溝の寸法、形状等　※ カーテンウォールの製造所の仕様による　　・ 

カーテンウォールの材料 　

　コンクリート　※ 標準仕様書17.3.2(1)(ｱ)～(ｳ)による　　

　鉄筋　※ SD295A（ ・D13　　・ D10　） 　

　補強鉄線の径（ｍｍ）　※ 3.2　　・ 4.0　　・ 5.0　　・ 6.0 　

　配筋　※ 図示 

先付けの材料　・建具枠　　・ ゴンドラ用ガイドレール　　

表面仕上材　　・ タイル 

　　　　　　　・ 　

ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差（ｍｍ）

　・ 深さ（h）=1～+2、溝幅及び底幅（W1及びW2）=±1　　

製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.3.1～2による　　・ 

　　　　　　　・ 石材（ ・ 花こう岩　　・ 大理石　　・　　　　　　　　）

（１７．１．３）

（１７．２．２、３、５、６）

映像調整

・ 行わない 

・ 行う 

（１７．３．２～６）（表１７．３．１、２）

（１８．２．２～７）

（１８．３．２、３）

ＥＰ－Ｇの場合 ※Ｂ種・Ａ種 

ＳＯＰの場合　※Ａ種・Ｂ種

（１８．１．３）

断熱材 

6

7

・ ｱｯｼｭ

・  1 5　

・  1 2　

・  1 2　

・  1 2　

・  1 2　

・  1 2　・ 15

・　100

2

2

仕上表による

仕上表による

屋根

・ 外壁

50

・ 見学デッキスラブ下

・  50

・　12

Ａ

A1：-

A3：-
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移動間仕切3

可動間仕切2

1 フリーアクセス
２０

フロア
　
　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

手すり

      上温度20℃、湿度60 ％の試験室に静置した後に外観観察を行う。（試験体のサイズは、

      （168時間）浸せきする。（ただし、酸水溶液は48時間毎に交換する。）その後、48時間以

      1.0％濃度の硝酸及び硫酸水溶液に下記の方法で浸せきした後、試験体の外観を調べる。 

      試験は、試験体を温度20℃、湿度60％の試験室に24時間以上静置した後、酸水溶液に1週間

      100ｍｍ×50ｍｍとする。）

      JIS R 2616「耐火断熱れんがの熱伝導率の試験方法」による。 

      試験設定温度は100 ℃、150 ℃、300 ℃、450 ℃、600 ℃とする。 

ブラインド12

ロールスクリーン13

カーテン14

カーテンレール15

ブラインドボックス

及びカーテン

ボックス

16

天井点検口17

床点検口18

階段滑り止め6

黒板及びホワイト

ボード 

7

鏡8

表示9

タラップ10

煙突ライニング11

4 トイレブース

5

・

      吊り車は、走行距離60ｋｍで操作性に異常がなく、レールに大きな変形がないものとする。 

      遮断性能の測定方法」に規定する試験方法又はJIS A 1441-1「音響-音響インテンシティ法に

      定値に適合すること。遮音性能試験は、JIS A 1416「実験室における建築部材の空気音

      よる建築物及び建築部材の空気音遮断性能の測定方法-第1部：実験室における測定」による。

      で除した値以上の強度があるものとする。

      引張試験を実施し、普通パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナーの数

（１２）ランナーの引張強度

      一本にかかる荷重の15倍以上の引張強度があるものとする。 

（１１）吊りボルトの引張強度 　

（１０）吊り車の耐久性 

      レールは普通パネルで、吊り車の通過回数が30,000回以上で異常がないものとする。

      JIS A 6512に規定する透過損失単位に基づく区分ごとに、500Hzの音について透過損失の既

（９）レールの耐久性 

      常のないものとする。

      パネル圧接装置の固定･解除は、7,500回の繰返し耐久試験実施後、質量50kg衝撃試験で異

（８）パネル圧接装置の耐久性

　　　JIS等の材料規定において放散量が規定されているものについては、Ｆ☆☆☆☆とする。

ハンガーレール及びランナー

（７）遮音性能 　

      接装置の調整で元に戻せるものとする。 

      がれがないものとする。また、接点・接床部が外れないこと及び多少のずれがあっても圧

      質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、曲りの異常がなく表面の、割れ、は

（６）耐衝撃性 　

      パネル操作の初動力は98N以下とする。

（５）パネルの操作性

（４）ホルムアルデヒド等

　　　JIS A 6512「可動間仕切」の5.a) ～ c) による。 

（３）パネルの外観

　　　込みボルト」による。

　　　JIS B 1051「炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性質－第一部：ボルト、ネジ及び植

（２）吊りボルト

      をおこさないもの又は防食処理を施したものとする。

      JIS A 6512「可動間仕切」の表9又はこれらと同等以上の品質性能を有し、かつ、接触腐食

（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び補強材）及びハンガーレールは、

（品質・性能及び試験方法）

　・ 図示

　　 び変形量が使用上支障のないものとする。 

　※ パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対し て、耐力及

　※ ランナーに加わる重量の５倍以上の荷重に耐えられるもの

パネルをランナーに取り付ける部品

　・ 図示

　　 強する。

　※ 取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補

ハンガーレールの取付け下地の補強

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

・

・壁紙張り

　樹脂焼付塗装・部分電動式

・36以上　付又はアクリル・・ハンドル式・電動式・二方向移動式 

・36未満・メラミン樹脂焼※鋼板・プッシュ式※手動式・平行方向移動式 

(dB/500Hz)パネル表面仕上げ材質(ｍｍ)操作方法による種類

遮音性表面仕上げ材総厚さ圧接装置の操作方法走行方向

（２０．２．４）

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※JIS A 6512によりＦ☆☆☆☆以上

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

する。

ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質と

パネル内に取付ける建具 ・ あり（ ※ 図示　・　　　） ・ なし

・

・36以上・壁紙張り・パネル式

・30程度　樹脂焼付塗装・スタッドパネル式

・15程度　付又はアクリル・・スタッド式(露出)

・不燃・0・メラミン樹脂焼※鋼板※スタッド式(内蔵)

　500Hz)

性能(dB/パネル表面仕上げ材質(ｍｍ)パネルスタッド種類

防火遮音性表面仕上げ材総厚さ構成基材の種類 構造形式による

（２０．２．３）

        ②試験方法－１ 

          イ、試験は、コンクリート（JIS A 5371プレキャスト無筋コンクリート製品 種類：

              Ｎ300）に接着した支柱の頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平 大

              耐力まで加力し、 各測定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定する。 

          ロ、加力方向は、支柱要素に対して も不利な方向とする。試験体数は、３個とする。

        ③試験方法－２ 

          イ、試験は、コンクリート（JIS A 5371プレキャスト無筋コンクリート製品　種類：

              Ｎ300）に接着した数ユニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット分相

              当の、適用地震時水平力及び水平 大耐力まで加力し、各測定点における水平力、

              支柱頂部の変形量を測定する。加力方向は、支柱要素に対して も不利な方向と

              する。 

          ロ、 終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱１本当たりの水平力と

              する。又、800ｍｍ×800ｍｍに荷重板1,900Ｎ（3,000Ｎ／１ｍ2 相当）を１箇所

              設ける。試験体数は、１セットとする。

        ④零点補正及び測定記録

              試験体と試験機の隙間等を除去するため、始めに適用地震時水平力の1／2程度の

              水平力を加力した後、速やかに除荷して“０”にした状態を零点とする。又、水

              平力による各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録する。 　

    ３）共通事項 　　

        試験に使用する表面仕上げ材 　　　

            種類：タイルカーペット　　　　繊維素材：ナイロン100 ％ 

            パイル携帯：ループパイル　　　　 

            パイル長：3.0ｍｍ～4.0ｍｍ    パッキング素材：塩化ビニル樹脂　

            人体耐電圧：２KV以下 

            全厚：6.0ｍｍ～7.0ｍｍ        単位質量：4.0ｋg/ｍ2～6.0ｋg/ｍ2　

（２０．２．５）

表面材の材料 脚部 ドアエッジ

形状 材質

※ メラミン樹脂系化粧板 ※ 幅木タイプ

・ ポリエステル樹脂系化粧板 ・

※ 製造所の仕様による

防水処理を施す。小口 

（品質・性能）

（１）パネル

項目 品質・性能

表面材 メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミン樹脂系単一材とする。

裏打材 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、防食処理及

び防錆処理を施した材料とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

心材 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする。ただし、メラミン樹脂系単一

材の場合は適用しない。

枠材 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、亜鉛めっき

エッジ材 処理を施した材料とする。

現場発泡断熱材 

　（品質・性能）

項目 品質・性能

難燃性 下記のいずれかによっていること

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加

　　　熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロ

　　　リー試験）に適合していること。

発熱性 準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

（１）～（３）に適合していること。

（１）総発熱量が8ＭＪ／ｍ2以下であること。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（３） 高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／ｍ2を超えないこと。

（試験方法）

　　（１）原液試験（原液粘度試験）

　　　　　JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」に規定する6.1による。

　　（２）発泡品試験

　　　　　１）試料の作製は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1

　　　　　　　による。

　　　　　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作製はJIS A 9526

　　　　　　　の6.2.3による。

　　　　　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　　　　　４）圧縮強さ試験は、JIS A 9526の6.2.5による。

　　　　　５）熱伝導率試験は、JIS A 9526の6.2.6による。

　　　　　６）接着強さ試験は、JIS A 9526の6.2.7による。

　　　　　７）透湿率試験は、JIS A 9526の6.2.8による。

　　（３）難燃性の試験は、下記のJIS A 1321に規定する表面試験及び発熱性試験による。

　　　　　１）難燃性の試験については、JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

　　　　　２）発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の

　　　　　　　評価方法に使用している試験方法に準じる。

（２０．２．２）

構法 ・ 置敷式 　

所定荷重 ※ 3,000Ｎ　　・ 5,000Ｎ

耐震性能

パネル寸法（ｍｍ）

高さ（ｍｍ）

表面仕上材 ※ タイルカーペット

・ 帯電防止床タイル

施工箇所 ※ 図示

寸法精度

　※ 標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　

スロープ及びボーダー　※ 製造所の仕様による　 ・図示

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※製造所の仕様による　・20～30パーセント

　配線取り出し開口　　※ 製造所の仕様による

　　　　　　　　　　　・ パネル枚につき、40ｍｍ×80ｍｍ程度の開口１箇所以上

　　　　　　　　　　　

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・ なし　・ あり（形式、施工箇所： ※ 図示　・　　　 ）

（性能）

（１）耐荷重性能　変形5.0ｍｍ以下　残留変形3.0ｍｍ以下 

（２）耐衝撃性能　残留変形3.0ｍｍ以下及び損傷がないこと 

（３）ローリングロード性能

　　　所定荷重1,000Ｎ（5,000Ｎの積載荷重は1,000Ｎ以上で任意）による繰り返し試験後、

　　　残留変形3.0ｍｍ以下 

（４）耐震性能 　　

イ）固定台試験による耐震性能 

項目 性能

①ベースプレート又はアンカーが耐力に達した 水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞

  とき又はコンクリート接着面が剥離したとき 以上

②上記①以外の部分が耐力に達したとき 水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平力＞

以上

③適用地震時水平力を加力した 構造床面からの高さの1/50以下 

  時の支柱頂部の変位

＜適用地震時水平力＞ 

　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋3,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×0.6

　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋3,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×1.0 

　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋5,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×0.6 

　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋5,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×1.0 

ロ）振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300ｍｍの場合のみ） 　　　

    振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移

　　動がない。 

（５）耐燃焼性能 　

      建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又は燃焼終了後の残炎時間が0秒 

（６）帯電防止性能評価値（Ｕ） 

　　  0.6以上 

（７）感電防止性能 　
6

　    漏えい抵抗(R)≧1×10 Ω

（８）歩行感 　　

      通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない 

（９）メンテナンス性 　　

      交換が必要な部品については交換できるよう設計されている。 

（試験方法） 

（１）耐震性能 

    １）設計床高さ≦300ｍｍの場合 

        試験体ユニット1000ｍｍ×2500ｍｍ程度 

        加振　0.6：所定加速度600ｃｍ／S2　1.0：所定加速度1000ｃｍ／S2 

    ２）300ｍｍ＜設計床高さ≦600ｍｍの場合 

        ①固定台による耐震性能試験 

          イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法－１

              又は、試験方法－２による。 　　

          ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａタイブ）に適用し、試験方法－２

              はパネル連結設置（Ｂタイプ）に適用するものとする。

・ 1.0Ｇ　　・ 0.6Ｇ

　3,000Ｎ 0.6Ｇタイプ 支柱一本が負担する床加重

　3,000Ｎ 1.0Ｇタイプ 支柱一本が負担する床加重

　5,000Ｎ 0.6Ｇタイプ 支柱一本が負担する床加重

　5,000Ｎ 1.0Ｇタイプ 支柱一本が負担する床加重

        所定の重りの質量　3000Ｎ：200ｋg　5000Ｎ：350ｋg 

・ 支柱調整式 

※ 3,000Ｎ　　・ 5,000Ｎ

※ タイルカーペット

・ 帯電防止床タイル

※ 図示

・ 1.0Ｇ　　・ 0.6Ｇ

していること。

ティクルボード

樹脂系単一材

粧板及びメラミン

メラミン樹脂系化

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※ JIS A 6512によりＦ☆☆☆☆以上　　

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験による。 

耐薬品性及び耐汚染性 

JIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に適合ポリエステル樹

脂系化粧パー

（試験方法） 

ポリエステル樹

脂系化粧ＭＤＦ

JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合していること。

脂系化粧板

低圧メラミン樹

ポリエステル樹脂

系加工化粧合板

品質・性能

脚部

（２）構造金物

項目

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。 

戸当り 腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 

ラッチセット 

ヒンジ 耐蝕性のあるものとする。

項目

（３）付属金物

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。 

項目 品質・性能

　　する試験による。

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」に規定

（脚具、幅木）SUS443J1とし、仕上げはHL程度とする。

品質・性能

・４５程度

・３５程度・ビニル製 ・クリアラッカー

・ ・４５程度

・３５程度

備考取付箇所直径（ｍｍ）

・クリアラッカー

（材種：　　　　　）

・集成材

材種

手すりの握り部分

色合等　・標準色（　　　　）　・特注色（　　　　）

・

・アルミニウム　表面処理

(※標準仕様書１４．２．２による種別(・　　　種))

・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき

材料の種類及び仕上げ （２０．２．６）

・SUS304 (表面処理　※ＨＬ程度　　・　　　　)

標準仕様書　表14.2.1による種別　（　　　　　）種

テル樹脂系化粧パーティクルボードのいずれかの品質に適合していること。

（Ｂ法）の規定を満足していること。

化粧板」の表８品質による耐汚染性

JIS K 6903(2008)「熱硬化性樹脂高圧

ないこと。

験において、試験片の表面に色が残ら

加工化粧合板に示された耐汚染性Ｂ試

JAS「合板の日本農林規格」第９条特殊

耐引っかき性 

－

き性Ｂ試験において、きずの深さの

殊加工化粧合板に示された耐引っか

JAS「合板の日本農林規格」第９条特

平均値が10μm以内であること。

ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹脂系化粧ＭＤＦ、ポリエス

JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規定するSUS304、SUS430J1L、

種類 幅（ｍｍ） 取付け方法 端部フラットエンド

※ ステンレス製（SUS304） ※ 約35 ※ 接着工法 ※ あり ※ ビニル製

　　　　　　ビニルタイヤ入り ・ ・ 埋込み工法 ・ ステンレス製 

・ ・ なし ー

（２０．２．７）

種類 寸法（ｍｍ） 色彩 形式

・ 鋼製黒板 ※ 焼付け ※ 緑 ・ 平面 ・ スクリーン付き引分け

・ ほうろう黒板 ・ ・ 黒 ・ 曲面 ・ 

・ ホワイトボード ほうろう 白 ※ スクリーン付き引分け

・ 

（２０．２．９）

取付箇所　　　　・ 図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

寸法（ｍｍ）　　・ 図示　　・　

厚さ（ｍｍ）　　※ ５　　　・　

　※ 図示　　

衝突防止表示

　・ 設置する

　・ 設置しない

材料及び仕上げ

　・ 鋼製　（表面処理 ※ 溶融亜鉛めっき 種別Ｃ種）

　・ ステンレス製　SUS304（表面処理 ※ 研磨なし）

（２０．２．１２）

（２０．２．１１）

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

誘導標識、非常用進入口等の表示　※ 消防法に適合する市販品　　・ 

案内用図記号はJIS Z 8210による。

　・ 400℃まで　　　・ 650℃まで

適用安全使用温度

（下限温度）

・ 適用安全使用温度 

（上限温度）

加熱線収縮率、曲げ強度、圧縮強度の確認は、社内試験成績書によることができる。

・ 400℃　　・ 650℃

1.0Ｎ／ｍｍ2以上 

0.8Ｎ／ｍｍ2以上 

2.0％以下 

使用不可。 

試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険性がないものとする。 

試験体裏面に水滴が生じないものとする。 

試験体に亀裂の発生、剥離あるいは脱落等がないものとする。

100℃以下とする。 

加熱線収縮率 

曲げ強度 

圧縮強度 

スポーリング性 

透水性 

耐酸性 

石綿 

（品質・性能）

適用安全使用温度 

種類

クリートの境界温度 

ライニング材とコン

煙突用成形ライニング材

工法

（２０．２．１３）

（２０．２．１０）

　・ 

・

（４）熱伝導率測定 　

（３）耐酸性試験

形式 操作方法 種類 スラットの材質 スラット幅 ボ ッ ク ス 幅 ・ 高 さ

（ｍｍ） レールの材種 取付箇所

・横形 ※手動 ※ギア式 ※アルミニウム ※ 25 ※鋼製 ※図示

・コード式 　合金製 ・ ・ ・

・操作棒式

・電動 －

・縦形 ※手動 ※２本操作 ※アルミスラット ・ 80 アルミニウム ※図示

　コード式 ・クロススラット ・ 100 合金製 ・

・１本操作

　コード式

・電動 －

アルミスラットの材質　焼付け塗装仕上げ

クロススラットの材質　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

（２０．２．１４）

材種 操作方式 遮光性能 寸法（ｍｍ） 取付箇所 備考

・ ガラス繊維製 ・ 電動式 ・ １級 ※ 図示 ※ 図示

・ 合成・天然繊維製 ・ スプリング式 ・ ２級 ・ ・

・ 木製 ※ チェーン式 ・ ３級

・ ・

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

　※ 製造所の仕様　　

（２０．２．１５）

形式

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※ 300ｍｍ以上　

カーテン用付属金物

　フック（ひるかん）

　　※ 鋼製　　・ 樹脂性

・シングル

・ダブル

・片引き

・引分け

開閉操作

・手引き

・ひも引き

・電動

ひだの種類

・つまみひだ

・プレーンひだ

(三つ山ひだ、二つ山ひだ)

・箱ひだ、片ひだ

※図示

品質、特殊加工等

取付箇所 備考生地の種別、

・

（暗幕）

（２０．２．１６）

材料による区分　※ アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成型材

　　　　　　　　・ ステンレス製

強さによる区分　※ 10-90 　　　

仕上げ　　　　　※ アルマイト　

形状　　　　　　※ 角形　　　　

（２０．２．１６）

溝幅×深さ（ｍｍ）　　・ 90×150　　・ 120×80　　・ 120×150　　・ 150×80　　・ 図示

材質　・ 集成材（樹種等は１２章木工事による　仕上げは、仕上表又は図示による） 

　　　※ アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　・ 鋼製（仕上げは、仕上表又は図示による） 

　　　 　表面処理　・ BC-1種　・ BC-2種（ ※ 標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　））

材種 寸法（ｍｍ） 形式 外枠 内枠

※ アルミニウム製 ※ 450×450 ※ 一般形 ・ 屋内外用 ※ 額縁タイプ ※ 額縁タイプ

・ 600×600 ※ 屋内用 ・ 目地タイプ ・ 目地タイプ

・ ・ ・ 気密形

（品質・性能）

内外枠の材質  アルミニウム製　

  JIS H 4100 A6063S-5又は同等の性能を有するもの 　

  表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能を有するもの 　　　　　

　          （外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以上の性能を有するもの）

内枠及び外枠のコーナーピース

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの

外枠の取付け金物 　

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの 

内枠の仕上げ材留付金物 

　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板又は同等の性能を有するもの 

耐久性能（繰り返し開閉試験）

　（１）50回、100回、300回の内蓋の垂れ下がりが、0.5ｍｍ以内。

　（２）開閉試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。

枠の寸法許容差　±0.5ｍｍ以内 

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内

（試験方法） 

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験 

（１）試験体は、枠見込み40ｍｍ程度のものとする。 

    吊り金物は、外枠を天井下地取付用補強材に直接留付ける方式（天井ボードなどの仕上

    材を挟んで固定しない方式）とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井下

    地開口補強に試験体の天井点検口450ｍｍ×450ｍｍを吊り金具4箇所にて各メーカー仕様に従

    い取付ける。なお、野縁の種類は、19形とし仕上げ材は、せっこうボード厚さ9.5ｍｍ（JIS 

　  A 6901「せっこうボード製品」のGB－Rの難燃2級又は発熱性２級以上）二重張りとする。 

（２）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を繰り返し行う。 

（３）測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300回毎に内蓋の垂れ下がり状態を測

      定する。

材種 寸法 形式 備考

（ｍｍ）

・・ アルミニウム製 ・ 450×450 ・ 一般形 ・ 屋内外用 ・ 鍵付き

・ ステンレス製 ※ 600×600 ・ 密閉形 ・ 屋内用

・ 鋼製 ・

      （試験体は完成品とし、サイズは内径600ｍｍ×長さ1000ｍｍ程度とする。） 

      JIS A 5430「繊維強化セメント板」9.6透水性試験による。 

（２）透水性試験 　

（１）スポーリング性試験 　

（試験方法） 

      適用安全使用温度（300 ℃）から適用安全使用温度まで100℃間隔で30分間加熱冷却を繰り

      返し、各温度設定時の加熱後及び冷却時の試験体亀裂、剥離、脱落の状況を観察する。

　形状・寸法（・ 30Φ　　　　　・　　　　　）

　材質　　　（・ ステンレス製　　　　　　　）

仕上

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

・ 防水

・ 防臭

・ 充填用化粧タイプ　適用箇所：エントランス

・ 張物用タイプ　適用箇所：エントランス以外

・ ビニル床シート

70図示 図示

70

600×600

40

600×600

200

・ 図示

屋内階段タモ

B

・ 図示

図示

ポリエステル

Ａ

A1：-

A3：-

007
特記仕様書(7)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



耐震スリット

止水板

エキスパンション

ジョイント金物

旗竿受金物

車止めさく

フェンス

プレキャストコン

クリート

19

20

21

旗竿22

23

24

25

26

間知石及びコンク

リート間知ブロック

積み

鋼製書架、物品棚

及び移動式書架

屋内掲示板

洗面カウンター

防煙垂れ壁

収納家具

屋外掲示板

くつふきマット

階段手すり

（金属工事以外）

天井見切り縁等

視覚障害者用床

タイル

（視覚障害者誘導

　　　用ブロック）

流し台ユニット

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

1 屋外雨水排水
２１

2 排水桝ふた

3 グレーチング

4 街きょ、縁石及び

側溝

　
　
排
水
工
事

5 埋戻し土

1 路床
２２　
　
舗
装
工
事

アスファルト舗装

路盤

カラー舗装

コンクリート舗装

舗装

透水性アスファルト

※ Ｂ種　　　 （２１．２．１）

路床の材料

材料種別 厚さ（ｍｍ）

・ 盛土 ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　 ※ 図示

・ 建設汚泥から再生した処理土  ・

・ 凍上抑制層 ・ 再生クラッシャラン 　　・ クラッシャラン ※ 図示

・ 切込み砂利　　・ 砂 ・

・ フィルター層 ※ 図示

・ ・

凍上抑制層に用いる材料　　

砂を用いる場合の粒度試験　　・ 行う　　・ 行わない

現場打ちの場合の鉄筋

　　種類の記号　　※ SD295　　

・ 標準仕様書22.2.3(3)による

（２２．２．２、３）（表２２．２．１）

加熱アスファルト混合物等の種類

　骨材　　・ 道路用砕石　　　　　　　 

材料

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※ 図示　・ 

路盤締固め度の試験　　※ 行う　　・ 行わない　 

路盤の厚さ　　※ 図示　　・ 

路盤材料の種別

  路床締固め度の試験　　・ 行う　　・ 行わない 

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない 　　

試験　

   　 引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5ｃｍ（10ｋｇｆ／5ｃｍ）以上　　・ 　　　　

    　厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　・ 　　

 　 　単位面積質量　　・ 60ｇ／ｍ2以上　　・ 　　　　

　・ ジオテキスタイル

　　　添加量　・　　ｋｇ／ｍ3（目標ＣＢＲ　　・ 3以上　　・　　　　　　） 　　

　　　　　　・ 生石灰（ ・ 特号　・ １号）　・ 消石灰（ ・ 特号　・ １号）　　

　　　　　　・ フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

  ・ 添加材料による安定処理

路床安定処理の方法

    　透水係数　　　　・ 1.5×10 ｃｍ／ｓｅｃ以上　　　　　　 ・ 

　・ クラッシャラン 

　・ 粒度調整砕石

　　　目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

　　　　　　・ 安定処理土のＣＢＲ試験　　

  現場ＣＢＲ試験　　　　・ 行う　　・ 行わない

-1

　　　　　　　　・ ストレートアスファルト

　・ 密粒度アスファルト混合物（13） 

　・ 細粒度アスファルト混合物（13） 

　・ 密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験

  ・ 行う　　・ 行わない

　　　　　　　　　・ 

舗装の平たん性　　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 

　アスファルト混合物等の抽出試験　・ 行う　　・ 行わない 

試験 

　種類、間隔、構造　※ 標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による　　・ 図示　 

目地

  注入目地材料　　※ 低弾性タイプ　・ 高弾性タイプ

  早強ポルトランドセメント　　・ 使用する　　　・ 使用しない 

  コンクリート　　※ 標準仕様書表22.5.1による　　・　　　　　 

寒冷地の縁部立下り寸法等　　・ 図示　　

材料

※  7 0　

図示　

厚さ（ｍｍ）

歩行者用通路

車路及び駐車場

部位

コンクリート舗装

舗装の種類

コンクリート舗装の構成及び厚さ

　　　着色部の下部　　・ アスファルト舗装　　・ コンクリート舗装

舗装の平坦性　　※ 著しい不陸がないもの　　

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・ 行う　・ 行わない 

舗装の構成　　・ 図示　　

・ 加熱系カラー舗装

図示

図示

構成

舗装の平たん性　　　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 

　　　　　　　　　　・ 

舗装の平たん性　　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 

　　　　　　　　　・ 

　　　工法　　・ ニート工法　　・ 塗布工法

　　　構成・厚さ　　※ 図示　　

　　　加熱系混合物の結合材　　・ アスファルト混合物

　　　着色骨材（　　　　　　　　　　）、自然石（　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・ 常温系カラー舗装

試験

　骨材　　・ 道路用砕石　　　　　　　 

材料

（２２．３．２、３、５）（表２２．３．１）

（２２．５．２～４、６）（表２２．５．１、３）

（２２．６．２～４）

　　　　　　　　　　　　　　　・ 石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　　％）

（２２．７．２、３、６）

　砂の粒度試験　・ 行う（適用場所　・ フィルター層　・ 砂を用いる場合の凍上抑制層）

　　　　　　　　・ 行わない 

（２２．４．２～６）（表２２．４．４）

　　　種類　・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

　※ 再生クラッシャラン 

　・ 再生粒度調整砕石 

　・ クラッシャラン鉄鋼スラグ 

　・ 粒度調整鉄鋼スラグ 

　・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ 

　アスファルト  ※ 再生アスファルト  （種類 ※ 60～80　・ 80～100）

　　　　　※ アスファルトコンクリート再生骨材 

　　　　　・ アスファルトコンクリート再生骨材

材料 （２１．２．１、２）（表２１．２．１、２）

材種 種類・記号 形状 呼び径 備考

・ 遠心力鉄筋コンクリート管 ※ 外圧管（１種） ・ Ｂ形管 ※  図 示 　

※ 図示　・  ・ 硬質ポリ塩化ビニル管

・ ＲＳ－ＶＵ ※ 図示　・  

・ ＶＰ ※ 図示　・  

・ ＶＵ ※ 図示　・  

基床の厚さ及び種類　　※ 図示　　　

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※ 接着剤　　

側塊の形状及び寸法　　※ 図示　　

排水桝の種類　　　　  ※ 図示　　

砂地業に用いる材料　　※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂

　　　　　　　　　　　

砂利地業に用いる材料　※ 再生クラッシャラン 

　　　　　　　　　　　・ 切込砂利又は切込砕石

現場打ちの場合のコンクリート材料

　　設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

　　スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

現場打ちの場合の鉄筋

　　種類の記号　　※ SD295A　　

排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物

　　材料　　　　　※ ステンレス製　　・ 鋼製　　・ 合成樹脂被覆加工を行った足掛け金物

凍上抑制層に用いる材料　

砂を用いる場合の粒度試験　・ 行う　・ 行わない

（２１．２．１）

名称 種類 適用荷重 鍵 備考

鋳鉄製マン ・ 水封形 ・ Ｔ－２用 ・ 有り 左記以外の品質等は（公社）

ホールふた ・ 簡易密閉形 ・ Ｔ－６用 ・ 無し 空気調和衛生工学会

　 （パッキン式） ・ Ｔ－２０用 SHASE-S209による

・ 密閉形 ・ 

　 （テーパ・パッキン式） 

・ 中ふた付き密閉形

　 （テーパ・パッキン式） 

塩ビ製 ・ ＲＳ－ＶＵ   

（２１．２．１）

材料（鋼製、ステンレス製）、用途（溝ふた【横断用、側溝用】、桝ふた用、Ｕ字溝用）、

適用荷重（歩行用、Ｔ－２、Ｔ－６、Ｔ－１４、Ｔ－２０）、形式（受枠付きボルト固定の有無）、

メインバーピッチ（細目、普通目）、上面形状（凹凸形、平形）は、図示による

（品質・性能等）

＜鋼製グレーチング＞

項目 品質・性能

メインバー、サイドバー JIS G 3101　SS400

及びエンドプレート

クロスバー JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材」SWRM

受け枠用アングル材 

塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

溶融亜鉛めっきの付着量 JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験において溶融亜鉛めっきの

付着量がHDZ40以上又は、HDZ 50以上

アンカー 間隔　側溝の場合500ｍｍ内外

ふた 幅及び長さの許容差　±3.0ｍｍ 

荷重性能 設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常

がないものとする 

＜ステンレス製グレーチング＞

項目 品質・性能

メインバー、 JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G 4308,JIS G 4318のSUS304

クロスバー 又はJIS G 4304、JIS G 4305のSUS430JIL

エンドバー、

サイドバー 

（荷重試験方法）

設計荷重は以下の通りとする

歩車道 荷重 側溝用 横断溝用 加圧面積

区分 種別 （ＫＮ）  （ＫＮ）  （ｃｍ） 

車道    T-20 78.5 109.8 20×50 

T-14 54.9  76.9 20×50 

T-6 23.5  33.0 20×24 

T-2  7.8  11.0 20×16 

歩道 4,903Ｎ/ｍ2の等分布荷重

試験体は、下記の種別ごとに強度計算における応力度が 大となる製品について試験を行う。 　

イ）溝ふた　　横断用　T-20～T-2のうち1体 　　

　　　　　  　歩道用　のうち1体 　　　

　　　　    　側溝用　T-20～T-2のうち1体 　

ロ）Ｕ字溝用　側溝用　T-14～T-2のうち1体 　　　　　

　　　        歩道用　のうち1体 

設計荷重を基準として一方向繰り返し加力を行う。加力速度は、4,903Ｎ/ｓとする。繰り返し加力

は３回行った後、残留ひずみ等がないか確認する。その後設計荷重の1.5倍まで加力し、溶接部の

はずれ等異常の有無について確認する。 

街きょ、縁石、側溝 （２１．３．１、２）（表２１．３．１）

種類 形状、寸法

・ 縁石 ※ 図示　　・　

・ Ｌ形側溝 ※ 図示　　・　

・ Ｕ形側溝 ※ 図示　　・　

・ Ｕ形側溝ふた ※ 図示　　・　

・ ※ 図示　　・　

砂地業に用いる材料　　※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂

　　　　　　　　　　　

砂利地業に用いる材料　※ 再生クラッシャラン 

　　　　　　　　　　　・ 切込砂利又は切込砕石

現場打ちの場合のコンクリート材料

　　設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

　　スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

砂利地業の厚さ　　※ 100ｍｍ　　・ 図示 

・ ＲＦ－ＶＰ 

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯」SPH

受け枠用アングル材 

JIS G 4305のSUS430JIL

アンカー IS G 3101 SS400 、塩害の多い地区は塩害に対する防錆処理を行う    

間隔　側溝の場合500ｍｍ内外 

表面仕上げ 2B程度

ふた 幅及び長さの許容差　±3.0ｍｍ 

荷重性能 設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常が

ないものとする 

JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G 4317、JIS G 4320のSUS304又はJIS G 4304、

メインバー及びクロスバーの材質並びにJIS G 4317「熱間成形ステ

ンレス鋼形鋼」もしくは、JIS G 4320「冷間成形ステンレス鋼形鋼」

に基づく規定するSUS304又はJIS G 4304、JIS G 4305に

基づく規定するSUS430J1L

（２０．４．２、３）

材種 種類 質量区分 備考

・ 間知石 ・ 花こう岩 － －

・ 凝灰岩 

・ コンクリート 　　－ ・ Ａ 　・ Ｂ 

　 間知ブロック

積み方　※ 谷積み　・ 布積み 

目塗り　・ 図示　　・ 

伸縮調整目地　　材種　　・ 図示　  

　　　　　　　　厚さ 　 ・ 図示　　

種　類 規格等 JISによる種類

・ 鋼製書架 JIS S 1039 の規格による ・ １種　　・ ２種　　・ ３種

・ 鋼製物品棚 JIS S 1039 の規格による ・ ４種　　・ ５種　　・ ６種　

・ 移動式書架 形状等は図示による

枠の材質　　※ アルミニウム製　　

表面の材質　※ 塩ビ発泡シート張り　　

形状寸法　　　※ 図示による　　・　

材　種　　　　　※ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　

奥行き（ｍｍ）　・ 約 450　　・ 約 600

・ 固定式

材　　質 厚さ(ｍｍ) 高さ(ｍｍ) 備　　考

※ 6.8 ※ 500 アルミ製枠付き

・ 可動式

種　　類 材　　質 高さ(ｍｍ) 備　　考

・ 垂直降下式 ※ 不燃布 ※ 500 ガイドレール

　 （巻取り型）  （不燃認定品） ・ 800 　※ 固定式（壁埋込型）

　・ 可動式（天井収納型）

・ 回転降下式 鋼板製又はアルミ製 ※ 500 表面仕上げ

・ 800 　※ 天井材張り

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

材質、形状、寸法　　※ 図示　　

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

本体材質　　　※ ステンレス製　　・　

照明器具　　　・ 有り　　・ 無し

掲示板面材質　・　

施錠装置　　　※ 有り　　・ 無し

形状寸法　　　※ 図示による　　・　

材種 受け枠 備考

・ 塩化ビニル又はゴム製 ・ ステンレス鋼（SUS304）

・ 硬質アルミニウム合金製 ・ 硬質アルミニウム合金製

・ ステンレス鋼（SUS304）製 ・

・

材質 表面仕上げ 直径（ｍｍ） 取付箇所

※ 集成材 ・ クリアラッカー　・　 ・ 35　・ 45　・　

・ ビニル製ハンドレール

壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁（天井見切縁、下がり壁見切縁）の材種

・ 見切り縁兼用タイプ　　・　

（１１．２．２、１９．２．２）

施工箇所 種類 寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ）

屋内 ・ 塩化ビニル製 ※ 300×300　・　 ・ 7.0　・　

・ セラミックタイル ※ 300×300　・　 ・

・ レジンコンクリート製 ※ 300×300　・　 ・

・ コンクリート製

屋外 ・ セラミックタイル ※ 300×300　・　 ・

・ レジンコンクリート製 ※ 300×300　・　 ・

・ コンクリート製

突起の形状、配列及び寸法は JIS T 9251による

種類 寸法（ｍｍ） 備考

Ｗ Ｄ Ｈ

・ 流し台 ・ 1200 ・ 550 ・ 800 市販品（木製扉・木製キャビネット）

・ 1500 ・ 600 ・ 850 　仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

・ 1800 ・ 650 　　　　　 

トラップ付き

天板ステンレス製

・ コンロ台 ・ 600 ・ 550 ・ 620 市販品（木製扉・木製キャビネット）

・ 600 ・ 670 　仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

・ 650 　　　　　 

バックガード有り

天板ステンレス製

・ つり戸棚 ・ 1200 ・ 450 ・ 500 市販品（木製扉・木製キャビネット）

・ 900 ・ 700 　仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

　　　　　 

・ 水切り ・ 1200 － － 市販品

・ 900 ステンレス製

・ 600

（品質・性能）

　（１）外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。

　（２）構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき、表1の規定による。

形状　　※ 図示　　・ 

※ 網入り磨き板ガラス

・ 線入り磨き板ガラス

　※ Ｆ☆☆☆☆　　・　　　

　　移動フック　　　ヶ／ｍ　安全荷重　※ 15ｋｇ以上　・　

　・ アルミニウム既製品　　・ ビニル既製品

・ １段式　　

（品質・性能）

部材名 材質 屋内外用 屋内用

受枠材 蓋枠材 アルミニウム及びアル JIS H 4100のA6063S -T5

ミニウム合金押出形材 （表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8601のAA15 

ステンレス製 JIS G 4305のSUS304、 JIS G 4305のSUS430

SUS430J1L、SUS443J1 （表面処理）HL又は2B

（表面処理）HL又は2B 仕上げ程度

仕上げ程度

鋼製 － 標準仕様書表18.3.1及び表

18.3.2のさび止め塗料塗り

等の防錆処理を行ったもの

二重蓋の中蓋 鋳鉄 JIS G 5501のFC150、FC200

その他 塩化ビニル樹脂製等

目地材 黄銅   JIS H 3100 のC2600、C2720、C2801 

JIS H 3250 のC3602、C3604  

ステンレス JIS G 4305のSUS304、SUS430J1L又はSUS443J1 

JIS G 4308のSUS304

底板材コーナー ステンレス鋼板 JIS G 4305のSUS304、 JIS G 4305のSUS430

ピース底板補強 SUS430J1L､SUS443J1 

材 JIS G 4308のSUS304

アルミニウム板 JIS H 4000(A1100P H24) －

表面処理：陽極酸化塗装複

合被膜 JIS H 8601(AA15) 

JIS H 8602(B) 

鋼材 － 鋼製又はJIS G 3313にメラ

ミン樹脂焼付塗装若しくは、

標準仕様書表18.3.1及び表

18.3.2のさび止め塗料塗り

等の防錆処理を行ったもの

パッキン材 塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、

スポンジラバー、エチレンプロピレン等枠の材質、

形状に適した弾力性、密着性を有するもの 

アンカー材 鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの

取手 黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金

鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステンレス製等

ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆

した、合成樹脂製のものは、衝撃による変形・割れ

が生じないものとする 

鍵 黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする 

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする 

蓋の耐荷重性能 蓋中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留たわみが点検

口の有孔径の0.08％以内であること。 

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと。 

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること 。

受け枠寸法の許容差　±0.5ｍｍ以下 

蓋付寸法の許容差　　±0.5ｍｍ以下 

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内 

（試験方法） 

耐荷重試験 　

　試験体は、張物用とし、600ｍｍ角程度、枠見込みは、40ｍｍ以下とする。 　

　試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50ｍｍの加圧板を設置し、加圧する。 　

　本試験前に200Ｎを加圧した後、本試験を行う。 　

　本試験は、1,000Ｎで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、その後試験体が破壊する（終局

　荷重）まで加圧する。 

　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200Ｎ増す毎にたわみと受け枠の変形その他の異常について

　1,000Ｎまで3回繰り返す。 

耐火性能 防水性能 備考

・ 耐火型 ・ 有り

・ 非耐火型 ・ 無し

目地

目地 内壁 外壁

目地材 ・ シーリング材（見え掛かり部のみ） ・ シーリング材（見え掛かり部のみ）

・ ・ シーリング材（内外共）

目地寸法（ｍｍ） ・ 幅20 ×深さ10 ・ 幅20 ×深さ10

・ ・

シーリング材の種類は標準仕様書表9.7.1による

形式　　　　・ 差込式　　・ 据置式　　・ 壁張り式

材質　　　　・ 塩化ビニル製（種類　　　　　）　　・ 非加硫ブチルゴム製　　・ 

寸法（ｍｍ）

施工箇所　　・ 図示　　・ 

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

材種　　※ ステンレス製（SUS 304）　　・ 

形式 材種 柱径、肉厚(ｍｍ) 高さ(ｍｍ)

・ 上下式鎖内蔵式 ・ 標準品 ・ ステンレス製 

・ スプリング式 

フェンスの種類　　・ ビニル被覆エキスパンドフェンス　　・ 樹脂塗装メッシュフェンス

　             　 ・ 鋼管フェンス 　・ アルミフェンス

高さ　　※ 図示　　・ 

（２０．３．３、４）

材種 形式 高さ（ｍｍ） 操作方法 固定方法 備考

※ アルミニウム合金製 ・ テーパー式 ・ ハンドル式 ・ 埋込式

・ ・ 同一断面式 ・ ロープ式 ・ ベース式

・ ハンド式

コンクリートの設計基準強度 

　・ 図示 

配筋 　

  ※ 配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。 　

  ・ 図示 

取付け方法 　

  ※ 図示 

　※ 水セメント比55％以下、単位セメント量の 小値300ｋg/ｍ3を満足する調合強度 

6

5

4

3

2

マンホール40

適用箇所：ポンプ室

簡易密閉型(パッキン式)5kN(T-2)内径600φ

幅30 ×深さ30

6×100

以上

・ 図示

図示

2

・ 図示による

Ａ

A1：-

A3：-

008
特記仕様書(8)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



Ａ

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

7 ブロック系舗装

8 砂利敷き

9 路面標示用塗料

1 植栽地の確認等
２３

2 植栽基盤の整備

3 植込み用土

4 土壌改良材

5 樹木

6 支柱

7 幹巻き用材料

8 芝

9 吹付けは種

10 地被類

　
　
植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

11 新植、芝等の枯補償

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間 

　※ 引渡しの日から１年　　・ 無し　　

12 移植樹木の枯損処置 移植樹木の枯損処置を行う期間 （２３．３．６）

　※ 引渡しの日から１年　　・ 無し　　・ 

13 屋上緑化 植栽基盤及び材料 （２３．５．２～４）

・ 屋上緑化システム  

　　土壌層の厚さ　　・ 図示　　　・   

　　排水層　　　　　・ 軽量骨材（層の厚さ： 　         ）    ・ 板状成形品

　　植込み用土 　　 ※ 改良土　　・ 人工軽量土

　　樹木、芝及び地被類の樹種又は種類、寸法、株立数等　※ 図示　

　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※ 図示　

（品質・性能）

項目 品質・性能

透水フィルターの 材質は、合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるもの。透水性能はその週の

材質及び透水性能 数値が直前の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認でき

ること。

透水、排水層等構 合成樹脂等で対腐食性及び耐久性のあるものであること。（保水層を有する

成材の主要材質 場合は、保水層共）

排水層 植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出し

ない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向 240Ｌ／ｍ2･ｈ以上

の排水性能

耐荷重性能 大土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5倍以上、かつ、一般メンテナンス
４

（排水層の許容 時の上部歩行に際し破壊しないこと。3×10 Ｎ／ｍ2の載荷重で破損・有害な

　　　圧縮強度） ひずみなど異常のないこと。（保水層を有する場合は保水層共）

耐根層 重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以

上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層 材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施

工後の耐根層を保護するものであること。ただし、耐根層を保護コンクリー

ト（絶縁シートも含む）の下に設ける場合は省略することができるものとす

る。

（試験方法）

（１）透水フィルタの透水性能

　（イ）JIS A 1218「土の透水試験方法」の定水位透水試験に準じたインターロッキングブロック

　　　　の透水性試験装置の下部に試験体（透水フィルタ）をセットし、その上に砂（JIS A5308

　　　　「レディミクストコンクリート」付属書Ａに規定する砂）及びシルト＃250を容積比9：1

　　　　の割合で混合し、高さ80㎜の試験容器に加圧せずに均一に充填する。（試験体１体）

　（ロ）常温で１日置いた後、上部より給水する。給水5日間連続後取り出して自然水切り2日とし

　　　　た給水サイクルを繰り返す。週2回を下回らない測定回数で圧力差の水頭差110ｍｍを保持

　　　　したまま、１分間の透水量を計量し、透水係数を算出する。なお、乾燥工程の試験室は室

　　　　温20±3℃湿度60±5％とする。

　（ハ）水切り工程は、試験体の入った試験装置を取り出し、試験室内に水が切れる状態で保管す

　　　　る。

　（ニ）各サイクルごとの透水係数の推移をグラフ化し、6週間を過ぎるまでにその週の数値が直

　　　　前の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認できれば目詰まりが解消方

　　　　向にあると判断し、合格とする。

　（ホ）試験開始後6週間、流水時間合計が30日を越えた時点で透水係数がまだ上昇に転じない場

　　　　合は、その後も透水量が増加する方向へ向かうまで流水時間を延長して確認することも可

　　　　とする。

（２）排水層の耐荷重性能
４

　（イ） 大土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5倍かつ3×10 Ｎ/ｍ2の等分布荷重による加圧

　　　　試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊の起きないことを確認する。又そ

　　　　の時の圧縮応力に対する歪み（％）を測定する。（保水層を有する場合は保水層も対象と

　　　　する。）

　（ロ）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。加圧速度は

　　　　10ｍｍ/ｍｉｎ以下とする。

・ 屋上緑化軽量システム

　　樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立木数等　　※ 図示　　

　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※ 図示　　

（品質・性能）

項目 品質・性能

透水、排水層等構 合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

成材の主要材質 （保水層を有する場合は、保水層共）

透水層 目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、植え込み用土を流出さ

せない構造であること。

排水層 植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しな

い構造をもつこと。

排水層の鉛直方 240Ｌ／ｍ2・ｈ以上

向の排水性能

耐荷重性能 一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。
４

（排水層の許容 3×10 Ｎ／ｍ2以上の載荷重で破損・有害なひずみなど異常のないこと。

　　　圧縮強度） （保水層を有する場合は保水層共）

耐根層 重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以上

の耐根性能を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層 材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施工

後の耐根層を保護するものであること。ただし、耐根層を保護コンクリート

（絶縁シートも含む）の下に設ける場合は省略することができるものとする。

（試験方法）

　（１）排水基盤の耐荷重性能
４

　　（イ）3×10 Ｎ/ｍ2の等分布荷重による加圧試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な変

　　　　　形・破壊の起きないことを確認する。また、その時の圧縮応力に対する歪み（％）を

　　　　　測定する。（保水層を有する場合は保水層も対象とする。）

　　（ロ）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。

　　　　　加圧速度は10ｍｍ／ｍｉｎ以下とする。

工法

    建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

    支柱　　　　・ 設置する（形式　・ 図示　　・　　　　　　）　

　　かん水装置　・ 設置する（種類　・　　　　　　）　

（２３．３．４、６）（２３．４．７）（２３．５．３）・ コンクリート平板舗装 （２２．８．２、３）

種類 寸法（ｍｍ） 厚さ(ｍｍ) 目地材 備考

※ 普通平板(Ｎ） ※ 300角 ※ 60 ※ 砂　 表面加工 　

・ 透水平板(Ｐ）  ・ ・ モルタル 　・ 研ぎ出し 

・ 保水性平板(Ｍ） 　・ 洗い出し 

　・ たたき出し 

仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の段差は

　　　　　　　　　　　 3ｍｍ以内とする。

　　　　　　　　　　

・ インターロッキングブロック舗装

種類 部位 形 状 厚さ 曲げ強度 備考

寸法 （ｍｍ） (Ｎ／ｍｍ2)

※ 普通ブロック（Ｎ） 車路 ・ 図示 ※ 80 ※ 5.0 表面加工

・ 透水性ブロック（Ｐ） ・ ・ ・ 　・ 標準品

・ 保水性ブロック（Ｍ） 　・

※ 普通ブロック（Ｎ） 歩行者用通路 ・ 図示 ※ 60 ※ 3.0

・ 透水性ブロック（Ｐ） ・ ・ ・ 

・ 保水性ブロック（Ｍ）

・

仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、インターロッキングブロック間の

　　　　　　　　　　　 段差は3ｍｍ以内とする。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 舗石舗装

種類 形 状 厚さ 施工方法 基層 基層の厚さ

寸法(ｍｍ) (ｍｍ) (ｍｍ)

※ 花こう岩　　 ・ 割石 ・ ・ うろこ張り ・ コンクリート版 ※  7 0　

・ ・ 図示 ・ アスファルト混合物 ※  5 0　

仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3ｍｍ以内とする

　 　　 　　　 　　 　　 　 ・ 　

・ ジオテキスタイル

　　厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　　・ 

-1

　　透水係数　　　　・ 1.5×10 ｃｍ／ｓｅｃ以上　　　・ 

種別 （２２．９．２）

　・ Ａ種（施工範囲： ・ 図示　・ 通路　・　　　　　　　　）

　・ Ｂ種（施工範囲： ・ 図示　・ 建物周囲その他　・　　　　　）

路面標示用塗料はJIS K 5665による。

適用 色種類 施工 幅(ｍｍ) 塗布厚さ(ｍｍ) 適用部位

※ ３種１号 溶融 粉体状 ・ 白 ※ 150 ・ 1.0 ・ 白線

・ １種 常温 液状 ・ ・ 100 ・ ・ 車椅子駐車場ライン、マーク

・ ２種 加熱 ・ 

土壌の水素イオン濃度指数（ｐＨ）試験　・ 行う　　・ 行わない  （２３.１.３）

電気伝導度（ＥＣ）の試験　　　 　　　 ・ 行う　　・ 行わない 

（２３.２.２、４）

植栽 工法 有効土層の厚さ（ｃｍ） 整備範囲 土壌改良材

樹木 ※ Ａ種 樹高12ｍ以上 ・ 葉張り部分 ・ 適用する 

・ Ｂ種 （ ※ 100　・ 120　・ 150） ・ 植栽部分 ・ 適用しない 

・ Ｃ種 樹高7ｍ以上～12ｍ未満 ・ 図示   

・ Ｄ種 （ ※ 80 　・ 100） ・ 

樹高3ｍ以上～7ｍ未満 

（ ※ 60　 ・ 80） 

樹高3ｍ未満 

（ ※ 50　 ・ 60） 

芝、地被類 ※ Ｂ種 ※20 ・ 植栽部分 ・ 適用する 

・ ・ 図示   ・ 適用しない 

・ 

植栽基盤の排水設備　・ 設ける（ ※ 図示　　・　　　　　）　・ 設けない

・ 現場発生土の良質土　　・ 客土 （２３．２．３）

種別及び指定量等

　・ バーク堆肥 （２３．２．３）

　　　施工箇所　　※ 植栽範囲　　・ 図示 　　 

　　　使用量　　　植栽基盤面積1ｍ2あたり　（　・ 50Ｌ　　・　　　　） 

　・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト） 

　　　施工箇所　　※ 植栽範囲　　・ 図示 　　 

　　　使用量　　　植栽基盤面積1ｍ2あたり　（　・ 10Ｌ　　・　　　　） 

　・

材料

  「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を

    使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする 

樹種、寸法、株立数等　　　※ 図示　　 （２３．３．２）

（２３．３．２、３）支柱材　　※ 丸太（間伐材） 　　　・ 真竹　　

防腐処理方法　　※ 加圧式防腐処理丸太材　　

形式　　　　　　・ 図示　　

材料 （２３．３．２）

　※ 幹巻き用テープ　　・ わら及びこも

種類　  ※ コウライシバ　　・ ノシバ　　 （２３．４．２、３）

芝張りの工法　

　平地　※ 目地張り　　・ べた張り 　

　法面　・ 目地張り　　※ べた張り 

（２３．４．２）

種子の種類 発芽率 備考

※洋芝類（採取後２年以内） ※発芽率80％以上

（２３．４．２）

樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数 芽立数

・ ・ ・ ・

クッション材

　・ 砂　　・ 空練りモルタル

　　単位面積質量　　・ 60g／ｍ2以上　　　・ 

　　引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5ｃｍ（10ｋgｆ／5ｃｍ）以上　　

種子の量（g/ｍ2）

A1：-

A3：-
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低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料 

・ 

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

橙

オイルタンク上部トラマーク

訓練用ライン

特記仕様書(9)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)



建築非構造部材の耐震性能に係る標準的な特記事項

建築設計基準 項目 特記事項

外壁 帳壁 ＣＷ（メタル
ＰＣａ）

ＡＬＣパネル

押出成形ｾﾒﾝﾄ
板（ＥＣＰ）

外壁 仕上げ 石工事 ー

扉 特定室等 ＡＤ
及び避難
経路の扉
重量があ
る扉

ＳＤ
ＬＤ
ＳＳＤ

ガラス ガラス ガラス

天井 特定天井 軽量鉄骨天井
下地
（特定天井）

天井 特定天井 軽量鉄骨天井
以外の在
来工法に
よる吊り
天井のう
ち天井材
の落下に
より著し
い影響が
ある室の
もの

下地
（緊結吊天井）

天井 在来工法 軽量鉄骨天井
の吊り
天井

下地

天井 システム システム天井
天井

間仕切り間仕切り ＡＬＣパネル

押出成形ｾﾒﾝﾄ

板（ＥＣＰ）

軽量鉄骨壁
下地

ー

その他のフリーア
建築非構クセスフ
造部材 ロア

フリーアクセ
スフロア

エキスパエキスパンシ
ンション
ジョイン
ト金物

ョンジョイン
ト金物

家具、門壁等に固 壁等に固定
扉・囲障
その他の
工作物

定する
家具

する家具

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能設計用震度

設計用水平震度（Ｋ　）

ＣＷ工事

取付方法、性能等

地震力に対する安全性

※ １．０

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度以内

にあり、有害な残留ひずみが生じないこと。ただし、所定の応力度以内

にあることの確認が困難な場合は、試験等により設計用震度の地震力に

対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。なお、水平方向の

地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められて
いない材料については、関連基規準（製造者等により構成される

協会等が定める指針等を含む。）が定める値とする。

設計用鉛直震度（Ｋ　）

※ ０．５

・

Ｈ

ｖ

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能層間変形角

構造体の層間変形に対する追従性

・　１／１００

・　１／２００

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

・

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能設計用震度

設計用水平震度（Ｋ　）

外壁パネルの耐震性

地震力に対する安全性

※ １．０

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度以内

にあり、有害な残留ひずみが生じないこと。ただし、所定の応力度以内

にあることの確認が困難な場合は、試験等により設計用震度の地震力に

対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。なお、水平方向の

地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められて
いない材料については、関連基規準（製造者等により構成される

協会等が定める指針等を含む。）が定める値とする。

設計用鉛直震度（Ｋ　）

※ ０．５

・

Ｈ

Ｖ

層間変形角１／３００に対して、ほとんど補修の必要がなく、継続使用に耐えること。

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能設計用震度

設計用水平震度（Ｋ　）

外壁パネルの耐震性

地震力に対する安全性

※ １．０

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度以内

にあり、有害な残留ひずみが生じないこと。ただし、所定の応力度以内

にあることの確認が困難な場合は、試験等により設計用震度の地震力に

対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。なお、水平方向の

地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められて
いない材料については、関連基規準（製造者等により構成される

協会等が定める指針等を含む。）が定める値とする。

設計用鉛直震度（Ｋ　）

※ ０．５

・

Ｈ

Ｖ

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能層間変形角

構造体の層間変形に対する追従性

・　１／１００

・　１／２００

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

・

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能層間変形角

構造体の層間変形に対する追従性

・　１／１００

・　１／２００

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

・

ＲＣ壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　・耐震ドア　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

　　　　　　　　（建具符号：※建具表による　　・　　　）

重量がある扉

　　　以下の設計用震度の地震力に対して、脱落が生じないものとする。なお、水平方向の地震力に
　　　対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　　　　　　設計用水平震度（Ｋ　）　　※１．０　　
　　　　　　設計用鉛直震度（Ｋ　）　　※０．５　　

Ｈ

Ｖ

　　　　　　　　（建具符号：※建具表による　　・　　　）

構造体の層間変形に対する追従性

　　　以下の構造体の層間変形角に対して、破損、脱落が生じないよう取り付けられているものとする。

範囲　　　※図示　　　

特定天井の設計用震度及びクリアランスは以下による。
　特定天井告示（平成２５年国土交通省告示第７７１号）による特定天井の設計用震度
　検証ルート（　　　）

階室名 設計用水平

・ 

・ 

震度（Ｋ　）

範囲　　　※図示　　　

　標準仕様書１４．４．１～１４．４．４に加えて、天井下地材における耐震性を考慮した補強は、

以下の１）～４）のとおりとする。

 １）野縁受けは、相互にジョイントを差し込んだ上でねじ留め。

 ２）野縁や野縁受けの隣り合うジョイントの位置は、互いに１ｍ以上離し、千鳥状に配置。

 ３）野縁受けと吊りボルトの接合に用いるハンガーは、ねじ留め等の措置（開き止め）を講じる。

 ４）野縁と野縁受けの接合に用いるクリップは、特定天井告示（平成２５年国土交通省告示第
     ７７１号）第３第３項に適合する天井に用いられるもの又は耐風圧クリップ相当の緊結度合を
     「新たな特定天井の技術基準（天井と周囲の壁等との間に隙間を設けない仕様の追加）の解説
     （平成２８年７月版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所他）の「付録１クリップの
     接合部の衝撃試験」により確認されたものを使用する。なお、当該クリップは、
     ＪＩＳＡ６５１７によらなくてもよいものとする。

ー

※グリッドタイプ　　　・システム天井

範囲　　　※図示　　　

耐震性

　以下の設計用震度の地震力及び構造体の層間変形角に対して、脱落しないものとする。

なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　　　　　　設計用水平震度（Ｋ　）　　※１．０　　

　　　　　　設計用鉛直震度（Ｋ　）　　※０．５　　

Ｈ

Ｖ

　　　　　　構造体の層間変形角　　　　・１／１００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・１／２００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　／

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能設計用震度

設計用水平震度（Ｋ　）

間仕切りパネルの耐震性

地震力に対する安全性

※ １．０

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度以内

にあり、有害な残留ひずみが生じないこと。ただし、所定の応力度以内

にあることの確認が困難な場合は、試験等により設計用震度の地震力に

対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。なお、水平方向の

地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められて
いない材料については、関連基規準（製造者等により構成される

協会等が定める指針等を含む。）が定める値とする。

設計用鉛直震度（Ｋ　）

※ ０．５

・

Ｈ

ｖ

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能層間変形角

構造体の層間変形に対する追従性

・　１／１００

・　１／２００

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

・

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能設計用震度

設計用水平震度（Ｋ　）

間仕切りパネルの耐震性

地震力に対する安全性

※ １．０

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度以内

にあり、有害な残留ひずみが生じないこと。ただし、所定の応力度以内

にあることの確認が困難な場合は、試験等により設計用震度の地震力に

対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。なお、水平方向の

地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められて

いない材料については、関連基規準（製造者等により構成される
協会等が定める指針等を含む。）が定める値とする。

設計用鉛直震度（Ｋ　）

※ ０．５

Ｈ

ｖ

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能層間変形角

構造体の層間変形に対する追従性

・　１／１００

・　１／２００

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

Ｈ

設計用鉛直

震度（Ｋ　）Ｖ

・ ・ 

クリアランス

（ｍｍ）

　　　　　　構造体の層間変形角　　　　・１／１００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・１／２００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　／

20章　フリーアクセスフロアの特記事項による

建築物間の材質 変位追従量
（ｍｍ）

耐火性能 断熱性能階区分
クリアランス
（ｍｍ）

備考

・アルミ

ニウム製

・ステン

レス製

（　）階

～（　）階

・５０

・１００

・１５０
・

（避難経路の
床等）

・　　以上

（その他）

・　　以上

・有り

（　　）

・無し

・有り

（　　）

・無し

・アルミ

ニウム製

・ステン

レス製

（　）階

～（　）階

・５０

・１００

・１５０

・

（避難経路の
床等）

・　　以上

（その他）

・　　以上

・有り

（　　）

・無し

・有り

（　　）

・無し

外部に設置するものは、防水型とする。

エキスパンションジョイントカバーには、脱落防止措置を講じる。

固定方法　　　・壁固定（図示）
              ・床固定（図示）

　以下の設計用震度の地震による引抜き力に対して固定金具に生じる応力度が所定の応力度以内に
あり、有害な残留ひずみが生じないものとする。ただし、所定の応力度以内にあたる事の確認が困
難な場合は、試験等により設計用震度の地震による引抜き力に対して有害な残留ひずみが生じない
ことを確認する。なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。
　所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められていない材料については、
関連基規準（製造者等により構成される協会等が定める指針等を含む。）が定める値による。

家具名称

・

設置場所 備考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　・軽量鉄骨壁下地等への補強　（　※図示　　・　　）
　※収納物の散乱防止措置（ラッチ機構、ロック機構等）を講ずる。
　・

　　　　　　設計用水平震度（Ｋ　）　　※１．０　　

　　　　　　設計用鉛直震度（Ｋ　）　　※０．５　　

Ｈ

Ｖ

Ａ

A1：-

A3：-

010
特記仕様書(10)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



造成工事

○

○

○

○

○

○

○

○

防火・防煙シャッター及び二次側配線

取付け・配線

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

開口部の墨出し

リブ天井仕上げ材の器具廻り取合い

軽量鉄骨天井・壁，

吊りボルト，インサート

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用の
吊りボルト及びインサート

下地補強を要するボードの切り込み及び下地補強

下地補強を要しないボードの切り込み

雨水利用配管（ストレーナーまで）

項　　目 内　　　　容

桝・マンホール及び同ふた

桝・マンホールの化粧上ふたの表面仕上げ

雨水公設桝・マンホール

屋外雨水排水

工事区分表

項　　目 内　　　　容

ウエザーカバー，ベンドキャップ

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

可動間仕切 切り込み及び補強

位置ボックス

衛生器具類・機器類取付け用壁補強

外壁廻り 外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

水廻り

湯沸器

フリｰアクセスフロアのコンセント

フリｰアクセスフロア床パネルの切り込み加工

フリーアクセスフロア用マーカー

フリーアクセスフロア内の防水堤

項　　目 内　　　　容

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

室内機と屋外機の渡り（連絡）配線

小便器用節水装置への電源供給

自動扉本体・駆動装置・検出装置（センサー）
及びキースイッチ以降の配線

電源，アースはＥ

電極棒はＭ

２次側

１次側

エアコン，湯沸器等

機器と付属操作スイッチの位置ボックスと
その渡り配管

電動シャッター操作ｽｲｯﾁ用位置ボックス及び配管

電動シャッター本体・操作ｽｲｯﾁ及びその間の配線

マルチ形ACPの場合の

自動扉キースイッチ及びキースイッチまでの

防火・防煙シャッター連動制御器・煙感知器の

項　　目 内　　　　容

機器付属の制御盤以降の配管・配線（接地線共）

機器付属の制御盤への電源用配管・配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管・配線

注油口内アース端子よりのアース用配管・配線

ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源・信号
・アース用配管・配線

ポンプ及び電極棒用電源配管・配線

自動扉までの配管・配線・電源供給

配管・配線

電動シャッターまでの配管・配線・電源供給

備　　考備　　考備　　考Ａ ＭＥ 備　　考 Ａ Ｅ Ｍ Ａ Ｅ Ｍ Ａ Ｅ Ｍ 別途別途別途別途

○

○

外

電源・接地線

及びインターホンの配管・配線

（電話回線）及び緊急地震速報受信用の配管

配管・配線
EV制御盤から監視カメラ用の監視装置までの

配管・配線

・拡声設備（館内放送用）の配管・配線

EV制御盤又は監視盤までの保守遠隔監視用

EV制御盤への動力・照明用電源・アース・防災信号

点検用コンセント，煙感知器

EV監視盤又は警報盤からEV制御盤までの制御

EV内監視カメラ及び監視カメラからEV制御盤までの

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

○

○

○

○

○

○

昇降路の中間ビーム･ブラケット･レールブラケット
支持柱他，昇降路内の鋼製部材一式

出入口扉，三方枠及び幕板

乗り場敷居受け

点検用タラップ

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

各階出入口穴あけ・同補強

昇降路内ピット防水・集水桝

○

○

○

○昇降路・機械室の躯体昇降機関連

外

○

厨房：ガスコンロ本体

流し台，つり戸棚，水切り棚

○

雨水排水・外構関係

外

○

○

○

○

○

○

○

屋外オイルタンク タンク室の躯体・乾燥砂充てん

オイルタンク本体・配管・据付等

配管トレンチ及びふた

タンク本体はＥ

自家発用はＥ，

トレンチ内架台等はＥ

○

○

○

○表面仕上げ
桝・マンホール・ハンドホールの化粧上ふたの

桝・マンホール・ハンドホール及び同ふた ○

雑排水，汚水排水，

電力・通信ハンドホール

屋外雑排水及び屋外汚水排水

○

○

○

○

その他 トラフ・ピット類（ふたを含む）

マンホール，タラップ等

避雷設備・同接地

避雷導体間の接続

○

○

点検口（天井・床下・壁）

消火器ボックス

ウインチ本体 ○

ウインチ取付鉄骨 ○

○

ピット，ＲＣ造各種水槽及び防水，

外

表中　Ａ：建築工事，　Ｅ：電気設備工事，　Ｍ：機械設備工事，　外：外構工事，　EV：エレベーター設備工事　を示す

電気配管・配線

自動扉，電動シャッター等

○

○

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強
及びドアクローザー・フロアヒンジ

防火戸の連動制御器・煙感知器・自動閉鎖装置
・吸着板・ラッチ受座の取付け及び配線

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

換気扇

換気扇　取付枠 ○

厨房：フード

○

○

○

○

○

ミニキッチン用換気送風機・ダクト

ミニキッチン用衛生配管

同上，出入口壁取合い部枠

シャワーユニット

○

○洗濯機パン

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○洗面カウンター（既製品以外）

フィッティングボード

乳幼児用ベッド・イス

大人が使用出来る大型ベッド

オストメイト用の汚物流し等

衛生陶器及び水栓類

身障用手すり，背もたれ

鏡

衛生器具ユニット及び
トイレパックの場合はＭ

洗面器はＭ

○

ミニキッチン本体(天井までの幕板共)

○

同上用衛生配管

○

○

ペーパーホルダー

○

各室廻り

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

ユニット型浄化槽

ユニット型浄化槽本体・配管・据付等

基礎・頂版スラブ ○

エアコン，全熱交換器

機器と付属操作スイッチの渡り配線 エアコン，全熱交換器

○排煙窓本体・自動開閉装置

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔

S･SRC造のS･SRC梁の

RC造･RC部の梁･壁･床

の貫通孔・開口部

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋め

貫通孔のスリーブ材及び取付け

補強を要する開口部の型枠材及び取付け

予備スリーブの穴埋め

使用されたスリーブの穴埋め

補強を要しない開口部の型枠材及び取付け

ALCパネル・ECP・PCパネルの床・壁開口及び補強

防火区画，防煙区画

防火区画，防煙区画

防火区画，防煙区画

工場施工部分

現場施工部分

その他躯体に準ずるもの Ｓ・ＳＲＣ梁貫通孔の鋼管スリーブ材及び取付け

Ｓ・ＳＲＣ梁貫通孔の鋼管スリーブ材及び取付け

デッキプレートの貫通部切込み

○

○ ○

○

○ ○

屋外・屋上設置の基礎

設備機器の基礎 屋内設置の基礎（建築設計図に記入あるもの）

屋内設置の基礎（設備設計図に記入のあるもの）

機器取り付け用アンカー及び架台

軽微なもの
屋上設置基礎で押えコンクリートにアンカーしない

○

太陽光発電設備

太陽光発電設備用架台(支持金物)・基礎

機器取り付け用架台(建築設計図に記入あるもの) ○

項　　目 内　　　　容 Ａ ＭＥ 備　　考別途

○

○

EV

○

○

○

○

誘導標識

○機械室内大梁又は昇降路内にフックの取付 フック材料支給はEV

○

○

○

○

○

○

雨水配管

ルーフドレン

くつ洗い流し部排水金物・排水管

くつふきマット，玄関マット，自動扉マット部
床排水金物（目皿共），排水管

たてとい及び横引配管

○ ○ ○配線調査（X線探査含む）

○

○

○

○

既存建物解体・土地の敷均し

汚染土壌　撤去・処理

三次市・本工事開始前

三次市・本工事開始前

土壌の切土・盛土(敷均レベルから計画レベルまで)

擁壁造成工事

[その他 昇降路設備図による]

カーテン・ブラインド

カーテンボックス・ブラインドボックス

ライン引き

既存建屋より移設

消火器本体

高度通信指令システム

通信指令システム関係

(参考)

無線化システム

県管轄モニター盤(3面)

国管轄モニター盤(1面)

庄原市管轄モニター盤(1面)

電話交換器

館内放送（アンプ）関係

広島県防災通信(衛生)関係

事務系サーバー関係

光回線(一般回線)

CATV

三次市サイレン装置関係

設計：エス技建

設計：エス技建

設計：エス技建

設計：中国電設

設計：扶桑電通

設計：扶桑電通

設計：PIONET

設計：三次市

架台共(洗濯乾燥室)洗濯機・ガス乾燥機本体

(乾燥室)乾燥機本体・床固定・吊下禁止区画シール

接続共

排水トラップはA、

接続はM

洗面化粧台

レストルームドレッサー

HWCトイレパック

HWCトイレパック

HWCトイレパック

HWCトイレパック

救急消毒室　側溝

救急消毒室　接続・排水設備

訓練塔南側　貯水槽本体

防火水槽本体

引揚救助訓練用検索通路

フェンス・ガードレール・転落防止柵 受水槽廻り含む

防火水槽・貯水槽・水槽オーバーフロー管～雨水桝接続

流し台

ごみストッカー

ボンベ庫

建物扉前　排水ユニット

範囲は図示による構内舗装、舗装下地、植栽及び客土

駐車場/バイク置場白線引き、車止め

訓練塔東側　水槽本体

上部舗装は外構工事

上部舗装共

通信アンテナ部は別途工事

屋外設置サイン

屋内設置サイン

ブロアポンプキュービクル 基礎含む

大型消火器

Ａ

A1：-

A3：-
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工事区分表

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋
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地下式
屋外消火栓

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

(
一

部
取

り
外

し
)

掲示板

緊
急
車
両

A

B

C

D

D

送水口
（スタッド）

ごみストッカー
1800×900×H1200×2台

▽
隣

地
境

界
線

△隣地境界線

▽
隣
地
境
界
線

記号

A

B

C

D

事前工事(三次市)で撤去・締固め・仮舗装により対処済み
本工事においては該当範囲の土壌を荒らさないこと

汚染区画として残置(216.80)～(215.05)
本工事においては該当範囲の土壌を荒らさないこと

特記

汚染の可能性がある桝・埋設配管として残置

■ 本工事着工時における土壌汚染に関する状況

計画敷地内は撤去済み、計画敷地外のみ残置

掲揚台(2台)

ボンベ庫

耐火建築物

その他の建築物

その他の建築物

その他の建築物

耐火性能

道路境界線

下部貯水槽

庁舎棟

主訓練塔

副訓練塔

公用車車庫

棟名

RC造+S造 2階建て

RC造 4階建て

RC造 一部S造 4階建て

S造 平屋建て

1FL 構造規模 構造規模

■ 申請建物概要

1FL=設計GL-100(220.72)

高高さ：16.00m 高軒高：14.60m

高高さ：17.01m 高軒高：13.83m

高高さ： 4.60m 高軒高： 4.00m

高高さ：10.65m 高軒高： 8.15m

±**

■ 凡例

(別途外構工事)

(別途外構工事)

(別途外構工事)

主出入口

▲

RDRDRD

RDRDRDRD RD RD RD

RD
RDRD

RD

RD

3
,1

0
0

KBM(220.92)
設計GL(220.82)

敷
地

境
界

線

220.55

設計GL(220.82)
KBM(220.92)

敷
地

境
界

線

220.86220.80 220.64 220.74

220.85

217.84 217.93

2
2
0.

7
2

22
0
.6

4

22
0
.
59

2
20

.
19

2
1
8
.7

9
21

7
.8

2

2
16

.
4
18

2
2
0.

8
2

22
0
.
54

敷地境界線

KB
M
(
22

0
.9

2
)

設
計

GL
(
22

0
.8

2
)

敷地境界線

約1.3/100 2.2/100 1.5/100

1.4/1000.5/100

217.62217.65

1.4/100

屋外サイン

屋外サイン

(外S-2)

屋外サイン

量水器

A

KA

KD

1 10 K1 K3 F1 F2

S1 S3

SA

SB

B
切

断
面

E

T-4

A-1

A-2

TA-132

B切
断

面

1

FAKA

FB

※

※

※

※

※

※

※

※

KBM位置

測量点A-5

測量点A-2

KBM位置

測量点A-1

測量点TA-132

+70
(220.89)+70

(220.89)

(220.89)

+70

(220.64)
-180 -80

(220.74)

(220.85)
+30

(220.85)
+30

(220.64)

-180

(220.64)

-180

(220.54)

-280

(220.64)

-180

(220.74)

-80

(220.74)
-80

(220.81)

-10

(216.77)

-4050

(217.74)
-3080

(220.55)

-270

-320

(220.50)

(220.59)

-230

(218.79)

-2030

(218.38)

-2440

(217.65)
-3170

(217.32)

-3050

(216.40)

-4420

(216.82)
-4000

(216.88)

-3940

(217.78)
-3040

(217.46)
-3360

(217.81)
-3010

(217.93)
-2890

(217.84)
-2980

(217.72)
-3100

(216.44)
-4380

(220.09)
-730

(220.79)

-30

(215.86)
-4960

(216.46)
-4360

(220.01)
-810

(218.30)
-2520

(220.28)
-540

(218.52)
-2300

(217.70)
-3120

(219.71)

-1110
(220.43)

-390

(217.82)

-100

(220.72)

-180
(220.64)

-2730

(218.09)

-360
(220.46)

-3050
(217.77)

-3200
(217.62)

-80
(220.74)

-100

(220.72)

(220.59)

-230

(220.59)

-230

(220.64)
-180

-3770
(217.05)

(220.87)
+50

-1320
(219.50)

-3500

-270

(220.55)

(220.43)
-390

(217.85)
-2970

(217.68)
-3140

(220.64)
-180

(220.82)
±0

(220.82)
±0

-20

(220.80)

+70
(220.89)

+90
(220.91)

+90
(220.91)

+100

(220.92)

-80
(220.74) -30

(220.79)

-30
(220.79)

-280
(220.54)

-3070
(217.75)

▲

▲

▼

▼

▼
▼

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲▲▲

▼

庁舎棟
【申請建物1】

【申請建物2】
主訓練棟

【申請建物3】
副訓練棟

【申請建物1】 【申請建物2】 【申請建物3】

【
申

請
建

物
1
】

汚染区画を示す

(外S-2)

屋外サイン

(外S-1)

(外S-1)

1

番号

2

3

4

1FL=設計GL+100(220.92)

1FL=設計GL+10(220.83)

1FL=設計GL-2,980(217.93)

※設計GL=220.82=KBM(220.92)-0.10

建物出入口を示す

設計GLからの高さを示す 　*( )内はTPからの計画地盤レベル

敷地境界ポイント位置を示す

▼
延

焼
ラ

イ
ン

(
5 m

)

▼
延

焼
ラ

イ
ン

(
3m

)

▼
建
物
中
心
線

▼
延
焼
ラ
イ
ン
(3
m)

▼
延
焼
ラ
イ
ン
(5
m)

▼
建

物
中

心
線

▼
延

焼
ラ

イ
ン

(
3
m)

▼
延

焼
ラ

イ
ン

(
5
m)

7
,5
00

構内柱

構内柱

A-5

流し台

【申請建物4】
公用車車庫

下部浄化槽 下部
オイルタンク

1.5%

TA-59

至片丘川

A切断面 A切断面

屋外訓練場

洗車スペース

▽隣地境界線

来客駐車場

職員駐車場

職員駐車場

(別途電気設備工事)

(別途電力会社工事)

(別途三次市工事)
下部防火水槽

道路幅員

バイク置場

(屋根なし)

フェンス【新設】

第42条1項1号
幅員7.5m

L型擁壁
【新設】H1140

L型擁壁【新設】

L型擁壁【新設】

H2850～2960

H1140～2140

小型重力式擁壁
【新設】H1000

ブロック積擁壁
【新設】H0～3200

L型擁壁
【新設】H3050～3200

ブロック積擁壁
【新設】H0～3050

ブロアポンプキュービクル
(機械設備工事)

KBM(220.92)
(縁石天端：TA-4より垂直)

受水槽

門扉【新設】
菱形金網H1800
(別途外構工事)

菱形金網H1800
フェンス【新設】

(別途外構工事)

菱形金網H1800
(別途外構工事)

(別途外構工事)

(27.51m) (0.90m)
(14.35m)

隣
地
境
界
線

道路境界線
(9.86m)

Ａ

A1：1/300

A3：1/600
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成光池

付近見取り図　S＝1:8000

計画地：広島県三次市十日市町10168-1,10144-20(A),10144-20(E)

ＪＲ三次駅

総合技術研究所
広島県立

三次ＩＣ

マツダ三次
自動車試験場
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■ 面積表

合       計

敷 地 面 積 12,751.98 ｍ2

261.37785

312.20820

139.80340

277.50600

871.83360

871.58550

4,187.36850

947.88450

532.29550

695.48600

46.12960

1,385.43360

1,403.1150

3,043.0270

522.7557

624.4164

279.6068

555.0120

1,743.6672

1,743.1710

8,374.7370

1,895.7690

1,064.5910

1,390.9720

92.2592

2,770.8672

8.30

19.37

4.21

5.22

2.42

4.86

15.48

15.70

49.54

16.65

9.35

12.52

0.88

26.48

169.05

157.10

124.17

119.62

115.54

114.20

112.64

111.03

169.05

113.86

113.86

111.10

104.84

104.64
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1

番号

2
3 4

5

7

8

9

10
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13

14

6

12,751.98325

1,521.51350

701.55750
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A3：1/600
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付近見取図・敷地求積図

株式会社 あい設計
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1階　室面積求積図　S＝1:150

2階　室面積求積図　S＝1:150
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三次署　専有面積 ②

面積按分割合　②÷(①+②)×100 70.6％

消防本部　専有面積 ①
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【庁舎棟】室面積表・求積図

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE
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計
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一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋
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52.40052.40052.40052.40052.40052.40052.400

204.30204.30204.30204.30204.30204.30204.30

××××××× =======

××××××× =======

0.100.100.100.100.100.100.10

0.100.100.100.100.100.100.10

7.007.007.007.007.007.007.00

0.7000.7000.7000.7000.7000.7000.700

CCCCCCC

DDDDDDD 7.007.007.007.007.007.007.00

0.7000.7000.7000.7000.7000.7000.700

××××××× =======EEEEEEE 4.104.104.104.104.104.104.10 0.4950.4950.4950.4950.4950.4950.495 2.02952.02952.02952.02952.02952.02952.0295

69.9269.9269.9269.9269.9269.9269.92

3333333

主訓練塔　建築面積　計算式主訓練塔　建築面積　計算式主訓練塔　建築面積　計算式主訓練塔　建築面積　計算式主訓練塔　建築面積　計算式主訓練塔　建築面積　計算式主訓練塔　建築面積　計算式 副訓練塔　建築面積　計算式副訓練塔　建築面積　計算式副訓練塔　建築面積　計算式副訓練塔　建築面積　計算式副訓練塔　建築面積　計算式副訓練塔　建築面積　計算式副訓練塔　建築面積　計算式 公用車車庫　建築面積　計算式公用車車庫　建築面積　計算式公用車車庫　建築面積　計算式公用車車庫　建築面積　計算式公用車車庫　建築面積　計算式公用車車庫　建築面積　計算式公用車車庫　建築面積　計算式 公用車車庫　延床面積　計算式公用車車庫　延床面積　計算式公用車車庫　延床面積　計算式公用車車庫　延床面積　計算式公用車車庫　延床面積　計算式公用車車庫　延床面積　計算式公用車車庫　延床面積　計算式 主訓練塔　延床面積　計算式主訓練塔　延床面積　計算式主訓練塔　延床面積　計算式主訓練塔　延床面積　計算式主訓練塔　延床面積　計算式主訓練塔　延床面積　計算式主訓練塔　延床面積　計算式 副訓練塔　延床面積　計算式副訓練塔　延床面積　計算式副訓練塔　延床面積　計算式副訓練塔　延床面積　計算式副訓練塔　延床面積　計算式副訓練塔　延床面積　計算式副訓練塔　延床面積　計算式

××××××× =======4444444

ボンベ庫　建築面積　計算式ボンベ庫　建築面積　計算式ボンベ庫　建築面積　計算式ボンベ庫　建築面積　計算式ボンベ庫　建築面積　計算式ボンベ庫　建築面積　計算式ボンベ庫　建築面積　計算式

2.5002.5002.5002.5002.5002.5002.500 1.0001.0001.0001.0001.0001.0001.000 2.50002.50002.50002.50002.50002.50002.5000

合計合計合計合計合計合計合計 113.16113.16113.16113.16113.16113.16113.16

合計合計合計合計合計合計合計 2.502.502.502.502.502.502.50

1F1F1F1F1F1F1F ××××××× =======201201201201201201201 2.012.012.012.012.012.012.01 2.0662.0662.0662.0662.0662.0662.066 4.15264.15264.15264.15264.15264.15264.1526

合計合計合計合計合計合計合計 4.154.154.154.154.154.154.15

合計合計合計合計合計合計合計 113.16113.16113.16113.16113.16113.16113.16

1F1F1F1F1F1F1F ××××××× =======101101101101101101101

ボンベ庫　延床面積　計算式ボンベ庫　延床面積　計算式ボンベ庫　延床面積　計算式ボンベ庫　延床面積　計算式ボンベ庫　延床面積　計算式ボンベ庫　延床面積　計算式ボンベ庫　延床面積　計算式

2.502.502.502.502.502.502.50 1.001.001.001.001.001.001.00 2.50002.50002.50002.50002.50002.50002.5000

合計合計合計合計合計合計合計 2.502.502.502.502.502.502.50

受水槽機械室　建築面積　計算式受水槽機械室　建築面積　計算式受水槽機械室　建築面積　計算式受水槽機械室　建築面積　計算式受水槽機械室　建築面積　計算式受水槽機械室　建築面積　計算式受水槽機械室　建築面積　計算式

1F1F1F1F1F1F1F ××××××× =======201201201201201201201 2.012.012.012.012.012.012.01 2.0662.0662.0662.0662.0662.0662.066 4.15264.15264.15264.15264.15264.15264.1526

受水槽機械室　延床面積　計算式受水槽機械室　延床面積　計算式受水槽機械室　延床面積　計算式受水槽機械室　延床面積　計算式受水槽機械室　延床面積　計算式受水槽機械室　延床面積　計算式受水槽機械室　延床面積　計算式

合計合計合計合計合計合計合計 4.154.154.154.154.154.154.15

ＡＡＡＡＡＡＡ

A1：1/100A1：1/100A1：1/100A1：1/100A1：1/100A1：1/100A1：1/100

A3：1/200A3：1/200A3：1/200A3：1/200A3：1/200A3：1/200A3：1/200

016016016016016016016
【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　面積表【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　面積表【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　面積表【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　面積表【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　面積表【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　面積表【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　面積表
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一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士
第340646号第340646号第340646号第340646号第340646号第340646号第340646号

佐藤 彰洋佐藤 彰洋佐藤 彰洋佐藤 彰洋佐藤 彰洋佐藤 彰洋佐藤 彰洋



・ せっこうボード GB-R t12.5以上

・ シージングせっこうボード GB-S

【塗料】

合成樹脂調合ペイント塗り

CL クリヤラッカー塗り

SOP

NAD アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

DP-1

DP-2

DP-3

耐候性塗料塗り(上塗り1級：ふっ素系樹脂)

耐候性塗料塗り(上塗り2級：シリコン系樹脂)

耐候性塗料塗り(上塗り3級：ポリウレタン系樹脂)

EP-G つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り

EP 合成樹脂エマルションペイント塗り

UC ウレタン樹脂ワニス塗り

OS

WP

AE

AC

HRP

HexP

オイルステイン塗り

木材保護塗料塗り

アクリル樹脂エナメル塗り

アクリル樹脂ワニス塗り

高日射反射率塗料塗り

熱交換塗料塗り

【内装材料 他】

GB-R せっこうボード

GB-R-H 普通硬質せっこうボード

GB-S シージングせっこうボード

GB-F 強化せっこうボード

GB-NC

GB-NC(T)

不燃積層せっこうボード(化粧なし：下地張り用)

不燃積層せっこうボード(化粧あり：トラバーチン模様)

GB-P

DR

DR-U ロックウール化粧吸音板(凹凸タイプ）

ロックウール化粧吸音板(フラットタイプ)

FK

FK-D

(繊維強化セメント板)けい酸カルシウム板(タイプ2)

(繊維強化セメント板)化粧けい酸カルシウム板(タイプ2)

化粧せっこう吸音ボード

吸音用あなあきせっこうボード(化粧なし：塗装用)

GB-D

GB-D(P)

化粧せっこうボード(トラバーチン模様)）

RW-B ロックウール吸音ボード

GW-B グラスウール吸音ボード

RW ロックウールガラスクロス張り

GW グラスウールガラスクロス張り

押出法ポリスチレンフォーム断熱材XPS

【基材】

略　号 下地・仕上材等 略　号 下地・仕上材等 略　号 下地・仕上材等

C コンクリート

SB

RS

鉄筋コンクリート用棒鋼

一般構造用圧延鋼材

略　号 下地・仕上材等

PC

CB

ALC

ECP

M

SL

プレキャストコンクリート

コンクリートブロック

軽量気泡コンクリートパネル

押出成形セメント板

モルタル

建築用下地調整塗材

セルフレベリング材

LGS 軽量鉄骨下地（壁，天井）

BA

ST スチール

アルミニウム

ステンレス

AL

SUS

1　(○-○○-○)内の数字は，建築工事標準詳細図（令和4年版）の詳細番号を示す。

【コンクリートの打放しと直均しの種別】

打放し平たんさ 仕上げ

(BA下地)
ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放しC(A)-a A種 ａ種

ﾀｲﾙ張り(接着剤張り)

(C下地) (C下地)

ﾀｲﾙ直張り(ﾓﾙﾀﾙ張り） ﾀｲﾙ直張り(接着剤張り）

(BA下地) 塗装 (BA下地) 壁紙張りC(B)-a B種 ａ種

(BA下地) 仕上塗材 (M下地)ﾀｲﾙ張り(ﾓﾙﾀﾙ張り)C(B)-b ｂ種

防水層立上り部

直張り工法(GL)下地C(C)-b C種 ｂ種

ﾓﾙﾀﾙ塗り 現場発泡断熱材吹付けC(C)-c ｃ種

ﾋﾞﾆﾙ系･ｺﾞﾑ系床材張りC(D)-a D種 ａ種

上記以外のｶｰﾍﾟｯﾄ張り ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(支柱調整式)C(D)-b ｂ種

防水下地,保護ｺﾝｸﾘｰﾄ表面 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り

C(D)-c ｃ種 床下ﾋﾟｯﾄ床表面 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ以外の二重床

合成樹脂塗床,防塵塗装

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張り ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(置敷き式)

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げのまま

【屋根 他】

RD ルーフドレン

HD

CD 中継ドレン

OF

とい

横走りルーフドレン

TD

オーバーフロー管FAF

VS

VT

FOA

TC

OAF

VB

WB

【内装材料 他】

ビニル床シート

ビニル床タイル

置敷きビニル床タイル

タイルカーペット

フリーアクセスフロア(置敷き式）（OAフロア）

ビニル幅木

木製幅木

フリーアクセスフロア(支柱調整式）

【工法】

T

F

金ごて仕上げ

はけ引き仕上げ

木ごて仕上げWT

直張り工法GL

【コンクリート表面の仕上り状態】

コンクリート打放し仕上げ（種別 *：A,B,C）

コンクリート打放し仕上げ（平たんさの種別 @：a,b,c）

床コンクリート直均し仕上げ

床コンクリート直均し仕上げ（平たんさの種別 @：a,b,c）

C(*)

C(*)-@

C(D)

C(D)-@

B ボード類

・ 普通硬質せっこうボード GB-R-H

・ 強化せっこうボード GB-F

・ 化粧せっこうボード GB-D

・ 化粧せっこう吸音ボード GB-D(P)

床，幅木 ・床コンクリートの表面はC(D)，金ごて仕上げ(T)とする。

・仕上高は，FLからの仕上高さを示す。

・コンクリートスラブ(SL)高は，FLよりの寸法を示す。

・FLとSLの差は，コンクリートスラブの打増し(仕上げ材

　を含む)で調整する。(1-01-3)(1-01-4)

・PS，EPS，DSの床は水平区画とし，仕上げはC(D)の上，

　合成樹脂塗床(防塵塗装)とする。

・異なる床仕上げ材の取合いで，くつずり，目地棒など，

　仕上げ見切りがない場合は，(4-31-3)による。

【排煙設備】

自 自然排煙

機 機械排煙

H12建告1436号 第4 イ，ロ，ハ，ホ

令1～4

告イ～ホ

【天井廻縁】

V1

V2

塩化ビニル製

A1

A2

アルミニウム製

建築基準法施行令 第126条の2 第1項 第1号,2号,3号,4号

【内装制限】

準 仕上材を準不燃材料

不 仕上材を不燃材料

難 仕上材を難燃材料

不 下地，仕上材を不燃材料

準 下地，仕上材を準不燃材料

【居室】

居室

採 採光上の無窓居室

排 排煙上の無窓居室

・ 不燃積層せっこうボード GB-NC

・ 不燃積層せっこうボード GB-NC(T)

・ ロックウール化粧吸音板 DR

・ けい酸カルシウム板(タイプ2) FK

・ 化粧けい酸カルシウム板(タイプ2) FK-D

・ ロックウール吸音ボード RW-B

・ グラスウール吸音ボード GW-B

・ ロックウールガラスクロス張り RW

・ グラスウールガラスクロス張り GW

・ 塗料塗装

・ 無機質砂壁状吹付材塗り

・ 有機質砂壁状塗料塗り

・ 複合型化粧用仕上塗り

【不燃材料】

材　　質 認定番号 材　　質 認定番号

・ せっこうボード GB-R t9.5

・ シージングせっこうボード GB-S

・ 化粧せっこうボード GB-D

・ 化粧せっこう吸音ボード GB-D(P)

・ 吸音用あなあきせっこうボード GB-P

・ 塗料塗装

・ 無機質砂壁状吹付材塗り

・ 有機質砂壁状塗料塗り

・ 複合型化粧用仕上塗り

【準不燃材料】

・ 

・ 塗料塗装

・ 無機質砂壁状吹付材塗り

・ 有機質砂壁状塗料塗り

・ 複合型化粧用仕上塗り

・ 

【難燃材料】

共通 ・モルタル(M)塗りは金ごて仕上げ(T)とする。

・内装仕上げ，下地材，天井内に使用する材料は，

　Ｆ☆☆☆☆とする。

・断熱材打込みの施工範囲は，(7-01)による。

・カーテン，じゅうたんは防炎処理仕様とする。

壁，柱 ・ボード出隅部は，塩ビ製ジョイナーを用いて補強する。

・化粧けい酸カルシウム板(FK-D)の出隅，入隅，ジョイ

　ント部などは，アルミ製ジョイナーを用いる。(2-04-1)

・タイル接着剤張りの下地ボードは，シージングせっこう

　ボード(GB-S)を使用する。(2-01-3）

・表面ボードがけい酸カルシウム板(FK)又はシージング

　せっこうボード(GB-S)の場合,耐火間仕切部分はその上

　に増張りとし,それ以外は表面ボードを置換する。

・下がり壁の仕上げは，壁と同じとする。(3-12-1）

・柱型及び梁型の仕上げは，壁仕上げと同じとする。

・軽量鉄骨壁下地(LGS)で,壁に取りつく手摺，棚，便器等

　がある場合は下地補強を行う。

・外部に面するコンクリートは 20㎜の打増しを行う。

　(2-02-7～11)

部位 部位特記事項 特記事項

【耐火被覆材料】

・ 吹付けロックウール耐火被覆(柱1時間)

・ 吹付けロックウール耐火被覆(柱2時間)

・ 吹付けロックウール耐火被覆(はり1時間)

・ 吹付けロックウール耐火被覆(はり2時間)

・ 塩化ビニル樹脂系壁紙

・ 紙系壁紙

【壁装材料（壁紙）】

・ 繊維系壁紙（織物）

・ 繊維系壁紙（化学繊維織物）

・ 無機質系壁紙

・ プラスチック系壁紙

・ 

・ 塩化ビニル樹脂系壁紙

防火種別 防火性能(認定番号)

・ 

NM-8615

NM-8599

NM-8576

NM-8577

NM-8600

NM-8605

NM-8602

NM-8610

NM-8585

NM-8571

NM-8572

NM-8573

QM-9828

QM-9826

QM-9824

QM-9822

QM-9827

QM-9816

QM-9811

QM-9812

QM-9813

FP060CN-9460

FP120CN-9463

FP060BM-9408

FP120BM-9411

RM-9364

RM-9366

RM-9361

RM-9362

NM-8619

【床】

下地等略　号

【壁】　※断熱材位置は平面詳細図による

部　位 箇　所 部　位 箇　所仕上 仕上

C(A)-a

[一般壁 GL工法] C(C)-b + GB-Rt12.5(GL)

部位 参考商品名・取扱メーカー

C(B)-b

【天井】

壁，柱

防水 ・防水層保護コンクリートの表面は，C(D) とする。

　し，表面はC(D)とする。

　は，スラブ下面に断熱を施す。(5-32-1)

・防水下地コンクリートスラブの天端は，t=10mmの打増

天井

　場合，野縁以外の目地部分に目地板を入れる。

・軽量鉄骨天井下地(LGS)で表面ボードが目透し張りの

鉄部

・屋根防水が断熱工法の場合，ルーフドレン(RD，HD)周り

・ ガラス繊維シート(折板屋根裏張り) NM-2959

・ キッチンパネル NM-2183

H12建告1436号 第4 ヘ (1),(2),(3),(4),(5)告ヘ1～5

■ 外部仕上表■ 共通事項

■ 使用材料 認定番号 ■ 特記事項 【特記なき限り次のとおりとする】【 ・ 印の材料を本工事に使用する】 ■ 内部仕上表（下地） ■ 参考品番リスト（同等品以上とする）

NM-9645

NM-9639

NM-5468

NM-0879

NM-0441

NM-1864

F3

F2

W1

F1

W2

C(D)-a

W3

C(B)-b

F4

F5

F6 C(D)-c

屋根 屋根(1)

屋根(2)

屋根(3)

屋根(4)

見学デッキ
ウッドデッキt30(耐水仕様)+鋼製床束

庇 塗膜防水(X-2)・立上り共

外壁 外壁(1)

幕板

設備基礎：X-2

外壁(2)

外壁(3)

横胴縁(18×90)+透湿防水シート+FKt6.0 RWt30吹付(外壁耐火1H：FP060NE-9305)

アルミカットパネルt3.0

屋上目隠し壁 ECP(研削素地給水防止剤仕様)壁

笠木 アルミ既製品

支柱・支持金物

根廻り

C(A)-aの上、低汚染型高耐候水性フッ素樹脂クリア

軒裏 FKt12.0(目透かし張り フラット無塗装品) + EP-G

床 アプローチ インターロッキング

無機系塗床(合成骨材配合散布型耐久床仕上)

コンクリート舗装(刷毛引き仕上)

一部砂利敷きt50

とい たてとい(1) カラー塩ビ製 100φ

たてとい(2) アルミ製100角（バンドレス）

ルーフドレン 鋳鉄製

手すり 手すり(1) ワイヤーネット

手すり(2)

鉄骨階段 鉄骨階段(1)

鉄骨階段(2)

支柱・支柱つなぎ：溶融亜鉛メッキの上、SOP

[一般壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5　天井まで

W3S

溶融亜鉛めっき仕上げ

溶融亜鉛めっきの上、SOP

溶融亜鉛めっきの上、SOP

溶融亜鉛めっき仕上げ

アスファルト防水 DI-1

金属屋根

(歩行部)防水保護成形板

防水保護成形板 田島ルーフィング㈱：バリキャップ

田島ルーフィング㈱：プライムアス(HSX-025G･TH)

三晃金属工業㈱：三晃式丸馳折板Ⅲ型

W4

W5

W6

W7

[一般壁 一枚張り]LGS + GB-Rt12.5　天井まで

[防火区画壁]LGS + GB-Ft12.5 + GB-Ft12.5 スラブまで

[防水壁 GL工法]LGS + GB-St12.5(GL)

[防水壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-St12.5

W8

W9

[防水壁 一枚張り]LGS + GB-St12.5 天井まで

[防水壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-St12.5W7S

[化粧壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-R-Ht12.5 木下地共 天井まで

W10

LGSC1

C2 LGS + GB-R t12.5

C3 C(C)-c

C4 カラーバルバリウム鋼板(折板屋根表し)

[遮音壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5 GW充填 スラブまでW3SG

[遮音壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5 スラブまで

超速硬化ウレタン塗膜防水（複合密着工法）

C(D)-b + FAF(200)

C(D)-a + OAF(50)

田島ルーフィング㈱：パーマリューム　EM

(合成骨材配合散布型耐久床仕上)

(合成骨材配合散布型強靭床仕上)

ウッドデッキ

ECP

金属系サイディング

塗膜防水

低汚染型高耐候水性フッ素樹脂クリア

軒裏FK

アルミ製たてとい

手すり(1)ワイヤーネット

エントランス壁タイル

エントランス床タイル

VS(1)

VS(2)

田島ルーフィング㈱：パーマリューム　ピエトラ

田島ルーフィング㈱：タピススタイル

大綱㈱：Jacob

ニチハ㈱：軒天12 エンボス調 YL110(無塗装品)

㈱セントラルコンクリート：AF-AGING

井上商事㈱：角型バンドレスタイプ

KMEW㈱ スマートスパン 特注寸法（コモンブラック）

㈱ABC商会：フェロコンハードS（#20 濃灰)

㈱ノザワ　ナチュリアルプラス

シーカジャパン㈱：UPM-10工法

塩ビ系シート防水t2.0(軽歩行：SI-F2)スラブ勾配1/100

C(A)-aの上、撥水材塗布

砂利敷き

犬走(1)(緊急車両車庫前)

犬走(2)(庁舎北側・西側)

C(D)-b 

F7 C(D)-b + 鋼製床束 + 構造用合板t12

・屋外に露出する鉄部は溶融亜鉛メッキ+SOPとする。

・屋外の溶接部は、常温亜鉛メッキ塗りとする。

・せっこうボード目地

　壁紙張りの場合は,継目処理工法(2-03-2、2-03-7、

　2-03-11、2-03-16)とする。

　塗装仕上の場合又は仕上を行わない場合は、突付け工法

　(2-03-3、2-03-8、2-03-12、2-03-17)とする。

・ケイカル板の目地は,突付け工法(V目地)とする。

成洋エンジニアリング㈱：リバースウッドDL

㈱国代耐火工業所：標準色(還元焼成品)リ・ワーク二丁掛(STG-WDK)

TC

金属系サイディングt16(角波 タテ張り)

複合フローリング

SUS製点字鋲

自動ドア防護柵 ナブコシステム㈱：セフティウォールC

ナカ工業㈱：ガイドステップ SCS14

大建工業㈱：コミュニケーションタフ バイオリーフ DW

スガツネ工業㈱：14-7050型

移動間仕切り

可動間仕切り 小松ウオール工業㈱：マイティ70

小松ウオール工業㈱：LW-60D

共同カイテック㈱：床高調整式独立支柱タイプ（標準パネル）

アルミサッシ 建具表に記載

鋼製建具・軽量鋼製建具 建具表に記載

OA床(50mm)

フリーアクセスフロア床(200mm)

共同カイテック㈱：ネットワークフロア40

トイレブース 小松ウオール工業㈱：TP

タオルハンガー

VS(3)

VS(4)

東リ(株):アリーナフィット

東リ(株):耐薬スーパーKシートNW

訓練塔訓練器具 流通産業㈱

アスファルト防水(DI-1)加熱型改質アス塗膜防水工法・立上り共
脱気筒(70㎡以内/箇所)

無機系塗床(1)

無機系塗床(2)

㈱ABC商会：フェロコン（#20 濃灰)

断熱材：ガラス繊維シートt5.0 裏張り

太陽光発電パネル取付金物：別途電気設備工事

㈱国代耐火工業所：割肌石　（300T-WZGN）

認定番号：FP030RF-1812-1(2)

不燃(NM-3991)

準不燃(QM-0804)

1-4

2-3

折板屋根：アルミ亜鉛合金めっき鋼板t0.8 H120@550

断熱材：押出法ポリスチレンフォームA種1 t50

断熱材：押出法ポリスチレンフォームA種1 t50

Ａ

017A1：-

A3：-
【庁舎棟】仕上表(1)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

ＮＯＴＥ

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



高さ仕上
階階 室　　名 室　　名

下地

天井

仕上 廻縁 天井高制限

内装

下地

幅木床仕上高

スラブ高 下地 制限 下地

天井

仕上 廻縁 天井高下地

幅木

仕上 高さ

床仕上高

スラブ高 下地

床

仕上

壁

仕上
備　　　考

床

仕上

壁

仕上
備　　　考

内装
居室

排煙

設備
居室

排煙

設備

1　【VOC ○箇所】：化学物質の濃度測定の対象室及び測定箇所数を示す。
■ 内部仕上表

鏡

巾木部:防水立上り+モルタル+
　　　 床仕上材立上り

溜桝

採

採

採

採

W5

複層塗材E

EP

±0

-150

-10

W2

W1

(電気設備工事：自立式インターホン)

±0

-30

準 - F1
RC打放し(杉板型枠)+クリア塗装

壁紙張り

点字鋲(SUS製)

±0

-準 F1

SUS 60 C1 2,750

C1

館名サイン

風除室(2)

エントランス 準

±0

-30

- F1

アルミパネルt3.0

アルミパネルt3.0壁紙張り

DRt9.0C2

A2

A2

A2

総合案内サイン

点字鋲(SUS製)

ピクチャーレール

自

±0

難

-50

60VB 壁紙張り DRt9.0C2 V2
2,450

2,700

ピクチャーレール

窓口カウンター

窓口カウンター

F2 TCt6.5

AL製靴ふきマット

AL製靴ふきマット

風除室(1)

W2･W3

-30
-80

F3 VB 60-

±0

廊下(5) C2 DRt9.0 V2

大会議室兼研修室 自難

準

F3 VS(1)t2.0 VB 60 C2 DRt9.0 V2 2,800

±0

-10

倉庫(大会議室) F3- -

±0

-10

VS(1)t2.0 VB 60 素地 -スラブ表しC3
直天

(3,900)

±0

VB 60 W2･W3自難

-50

壁紙張り C2 DRt9.0 V2 2,700

F3

±0

VS(1)t2.0 VB 60 壁紙張り C2 DRt9.0 V2廊下(4) -準

-10

2,500

F3

±0

VB 60 壁紙張り C2 DRt9.0 V2- 2,500印刷室

TCt6.5

-

-50

TCt6.5

F3

±0

VB 60 壁紙張り V2- 2,500-

-10

VS(1)t2.0 GB-NC(T)t9.5C1

-30

階

1

階

2

2,900

2,900

-10

救急倉庫

±0

F3 VS(4)t2.0 スラブ表しC3 -
直天

(3,900)

救急シャワー室

±0

VS(2)t2.0

C 300

VB 60

C 300

VB 60
C1 V2 2,500

ユニットシャワー0812

鏡、タオルハンガー

車両関係資機材庫

出動準備室

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60 壁紙張り C2 V2 2,700

鏡

±0

F3 無機系塗床(1) VB 60

外部トイレ

-10

±0

F3 VS(1)t2.0 VB 60 W6･W7 GB-NC(T)t9.5C1 V2 2,500

ライニング、鏡

トイレブース、汚垂タイル

緊急車両車庫 F3

ライニング、鏡

無機系塗床(2)
(水勾配) - -

C4 折板屋根表し

GB-NC(T)t9.5C1

直天

2,500

-

V2

少量危険物貯蔵所

- -

- -

- -

- -

- -

- -

DRt9.0

C3 -
直天

(3,900)

スラブ表し

硬質ウレタンフォーム吹付

-不 F3 無機系塗床(1) VB 60 GB-NC(T)t9.5C1 V2 2,500

資機材庫 - -

±0

-10

F3 無機系塗床(1) VB 60 GB-NC(T)t9.5C1 V2 2,500

素地

素地

乾燥室 - -

±0

-10

F3 VB 60 素地 GB-NC(T)t9.5C1 V2 2,500

ボンベ保管庫

±0

-10

F3 VB 60 素地 -
直天

スラブ表しC3
(3,200)

無機系塗床(1)--

警防資機材庫 F3 VB 60 素地- - C4 折板屋根表し - 直天

廊下(1)

廊下(2)
-

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60

掲示板

C2 DRt9.0 V2 2,500 コーナーミラー準

- -

±0

F3 防塵塗装 - - 素地 スラブ表しC3 -

ライニング

床下点検口

医療産業廃棄物保管庫

-10

±0

F3 VS(4)t2.0 VB 60 W2･W3 素地 C3- -
スラブ表し

硬質ウレタンフォーム吹付
-

直天

(3,700)

FK-Dt6.0

F3

VB 60 DRt9.0C2会議室 F3不

±0

-10

V2 2,700

署長室 VB 60 DRt9.0C2不

±0

V2 2,700

-50

F2

三次署書庫

±0

F3

TCt6.5

VB 60

W2･W3

W2･W3

W2･W3 素地VS(2)t2.0

VS(1)t2.0

体力錬成室 自難

±0

-10

W2･W3
壁紙張り

C2 DRt9.0VB 60 V2
2,500

2,700

食堂・厨房 自

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60 C2 V2
2,500

2,700

シャワー・脱衣室 VS(1)t2.0

±0

-10
-250

VB 60 C1 V2 2,500

ユニットシャワー0812

洗面カウンター、ライニング

F3

±0

VB 60リネン室

-10

VS(2)t2.0 素地 -
直天

スラブ表しC3

洗濯・乾燥室 F3

±0

-10

VS(2)t2.0 VB 60 W2･W3 素地 GB-NC(T)t9.5C1 V2 2,500

自M仮眠1～14 難

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60 壁紙張り V2 2,500

M仮眠15～26 不

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60 V2 2,500

VS(2)t2.0F3

±0

-10

VB 60 壁紙張り GB-NC(T)t9.5C1 V2 2,500

仮眠室(女性)

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60 W2･W3 壁紙張り V2 2,500

W洗面室

±0

VS(1)t2.0

-10
-250

VB 60 壁紙張り

C2 壁紙張り

V2 2,500

W仮眠トイレ

M個室トイレ

W個室トイレ

ユニットシャワー0812

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60 W2･W3 壁紙張り V2 2,500C2 壁紙張り

W仮眠1～3 不

±0

-10

F3 VS(1)t2.0 VB 60 V2 2,500

C2

C2

壁紙張りC2

ピクチャーレール

--

--

--

--

--

--

- -

救急消毒室・救急備品庫

±0

F4 C スラブ表しC3 -
直天

(3,900)

無機系塗床(1)
(水勾配)

排水溝

流し台、地流し

-150

300- -

可動書架(レール床埋込)

C2

-30

不

F3

±0

VB 60 壁紙張り V2- 2,500-

-10

VS(1)t2.0 GB-NC(T)t9.5C1

～

～
-160

-10

±0

-10

±0

～
-10

～
-120

-130

(水勾配)

VS(2)t2.0

消防本部事務室

ポンプ室

-30

移動間仕切

システムキッチンW1500(IH1口)

システムキッチンW1200(IHなし)

三次署事務室

三次署給湯室

W2･W3

W9

RC打放し(杉板型枠)+クリア塗装

磁器質タイル張り

W1

W2･W3 EP

W9

W3

W2･W3

W3

W3

W8

(3,850)

ライニング

床下点検口(化粧蓋タイプ)

鏡

床下点検口

洗面小物入れ

鏡

ライニング

レストルームドレッサー

レストルームドレッサー

鏡

ライニング

素地

EP-G

W4

W10

W4

W4

W4

W4

W4

W3･W5

W10

W1 磁器質タイル張り

壁紙張りW2･W3

複合フローリングt15
(土足仕様)

W2･W3

W2･W3

W4･W5

W3･W5

W2･W3

W5

(鉄部SOP塗装)

(鉄部SOP塗装)

床下点検口

防火服ロッカー

床下点検口

物干しパイプ

ボンベ棚

直天

(3,900)

(3,870)

【VOC 2箇所】

【VOC 2箇所】

【VOC 2箇所】

【VOC 1箇所】

割肌石t11

割肌石t11

割肌石t11

FKt6.0+EP-G

FKt6.0+EP-G

DRt9.0

FK-Dt6.0

FKt6.0+EP-G

壁紙張り

(掲示板)化粧フィルム張り

壁紙張り

杉板張りt12+WP

本部給湯室

AL

入幅木

VB 60

部詳

による

AL

入幅木 による

部詳

VB 60

VS(3)t4.5

VS(2)t2.0

鏡張りt5(H2000まで)

F3

F7 W8

W6 鏡、床下点検口

床下点検口

W2･W3

W4

W2･W3

W4

W3

F3

F7

タオルハンガー

屋内用防水層

W6･W8

W5･W10

FK-Dt6.0

床下点検口

W2･W3

W7
素地

W10 (RC巾木部)素地

W5･W7 壁紙張り

W10 (RC巾木部)EP-G

W2･W3

W5

W3

W2･W3

W5

W3･W4

自難

スラブ表し 直天-C3

自動ドア防護柵

-150

F7

壁紙張り(不燃)

壁紙張り(不燃)

壁紙張り(不燃)

キッチンパネル(不燃)

壁紙張り(不燃) 壁紙張り(不燃)

壁紙張り(不燃) 壁紙張り(不燃)

無機系塗床(1)

F2

※　特記なき限り,壁紙張りは準不燃仕上以上とする

2,650

告ヘ5

告ヘ5

告ヘ5

告ヘ5
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】仕上表(2)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

ＮＯＴＥ

厨房(流し台、コンロ台)

畳スペース　　キッチンカウンター

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



高さ仕上
階階 室　　名 室　　名

下地

天井

仕上 廻縁 天井高制限

内装

下地

幅木床仕上高

スラブ高 下地 制限 下地

天井

仕上 廻縁 天井高下地

幅木

仕上 高さ

床仕上高

スラブ高 下地

床

仕上

壁

仕上
備　　　考

床

仕上

壁

仕上
備　　　考

内装
居室

排煙

設備
居室

排煙

設備

1　【VOC ○箇所】：化学物質の濃度測定の対象室及び測定箇所数を示す。
■ 内部仕上表

【VOC 1箇所】

(ピット部のみ)ケイ酸質系塗布防水 ケイ酸質系塗布防水(ピット部のみ)

採

採

採

W10

屋内階段 --

±0

-30

F3

VB 60

±0

壁紙張り C2 DRt9.0 V2消防長室 自難 TCt6.5 2,700

VB 60

±0

C2 DRt9.0 V2相談室 F3

-10

VS(2)t2.0 2,500

VB 60

±0

壁紙張り C2 DRt9.0 V2 2,500廊下(3) - -

不

VB 60

±0

C2 DRt9.0 V2指令室 F5 TCt6.5

-200

3,000

VB 60

±0

C2 DRt9.0 V2F5 TCt6.5

-200

3,000通信指令課事務室

VB 60

±0

C2 DRt9.0 V2F5 TCt6.5

-200

3,000対策室（作戦室）

サーバー室 VB 60

±0

壁紙張り V2F5

-200

3,000TCt6.5

-10
-200

F3

F5

VS(1)t2.0

VS(1)t2.0

VB 60

±0

壁紙張りW2･W3 V2更衣室 - -

-10

F3 VS(2)t2.0 GB-NC(T)t9.5C1 2,500

VB 60

±0

壁紙張りW2･W3- - F3 VS(2)t2.0本部書庫

可動書架(レール床埋込)

ピクチャーレール

洗面カウンター

鏡

- -

不仮眠室1～5 VB 60

±0

V2

-10

F3 2,500C2VS(1)t2.0

- - - C2 DRt9.0鉄製手すり+SOP V2 6,550

MWC

WWC

HWC

F3

±0

-10

--
VS(1)t2.0

汚垂タイル
VB 60 C2 DRt9.0 V2 2,500

PS

±0

-10

-- F3 防塵塗装 - - - LGS表し - スラブ表し -
直天

(3,900)

±0

-- F3 防塵塗装 - - - スラブ表し -
直天

(3,900)
EPS

-10
-200

W8

EV - -

-1250

F6 - - C3 スラブ表し - 直天

- - F6 - - C3 - 直天雑用水槽 断熱材表し

- - - - C3 - 直天断熱材表しピット

ピット図
による

ピット図
による

-

ピット図
による

ピット図
による

砂利地業- 素地

階

2

点字鋲(SUS)

システムキッチンW1500(IH1口)

GB-NC(T)t9.5C1

-30

素地

スラブ下RW吹付t25

VS(2)t2.0

-10

VB 60

±0

V2

-10

F3 2,500C2女性職員専用エリア VS(1)t2.0

±0

-10

W仮眠トイレ - - F3 VS(1)t2.0 VB 60 壁紙張り V2 2,500C2

- - F3 VS(1)t2.0 VB 60 V2 2,500C2W洗面室

±0

F3 VS(1)t2.0

-250

VB 60 壁紙張り V2 2,500C2

F3

±0

-10

VB 60 壁紙張り V2 2,500 タオルハンガー

鏡

--個室トイレ C1 GB-NC(T)t9.5

-200
-50

W2･W3

W4

W2･W3

W4･W5

W2･W3

W4

W3

W3

レストルームドレッサー

鏡

レストルームドレッサー

VS(2)t2.0F3

±0

-10

VB 60-- 素地 スラブ表しC3 -
直天

(3,900)
共

通
倉庫(3)

倉庫(1)

倉庫(2) VS(2)t2.0F3

±0

-10

VB 60 W2･W3-- 素地 C3 -
直天

一部硬質ウレタンフォーム吹付
(3,700)

素地(ピット部以外)
W10

W10

FK-Dt6.0

杉板張りt12+WP

(ピット部以外)素地

ケイ酸質系塗布防水 ケイ酸質系塗布防水

F5

F2

W2･W3

W4

コーナーミラー

W2･W3

W4

W2･W3

W4

W2･W3

W5

W2･W3

W4

W2･W3

W3

W2･W3

W4

W2･W3

W5･W7

W8

タモ集成材t20

タオルハンガー

ユニットシャワー0812

不

不

不

自難

スラブ表し 直天-C3

壁紙張り

FK-Dt6.0

壁紙張り

壁紙張り

壁紙張り(不燃)

壁紙張り(不燃)

壁紙張り(不燃)

壁紙張り(不燃) 壁紙張り(不燃)

ベビーチェア、フィッテイングボード、
ベビーベッド(下地補強は建築工事)

[以下設備工事]大便器、手洗器、オストメイト、

洗面カウンター、ライニング、手すり
トイレブース、鏡、跳ね上げ手すり

壁紙張り(不燃)

告ヘ5

告ヘ5

告ヘ5

告ヘ5

告ヘ5
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】仕上表(3)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

ＮＯＴＥ

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



人
通

孔

人
通

孔

人
通

孔

人通孔人通孔 人通孔 人通孔 人通孔

人
通

孔

人
通

孔

EVピット

連通管(設備工事)

雑用水槽

釜場600×1000×H500

釜場600×1000×H500

雑用水槽

（-1250）

ケイ酸質系塗布防水

（-1800）

（-1800）

（-1800）

ケイ酸質系塗布防水

釜場600×600×H300

水
勾

配

（-1750）

（-1800） （-1800） （-1800）

（-1800） （-1800） （-1800）

（-1800）

（-1800） （-1800）

（-1800） （-1800）

（-1800）

（-1800）

（-1800）

浄化槽 オイルタンク
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ピット平面図　S＝1:150

（***） FLからのピット床スラブを示す。

※特記なき限りは埋戻しとする

凡　例

上部マンホール 600φ

上部床下点検口 600×600

ステンレスタラップ付 22φ  W400＠300

人通孔 人通孔600φ

（上部ステンレス製つかみ金物）

砂利敷きを示す（ピット床）

スラブを示す（ピット床）
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】ピット図

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE
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署長室

救急備品庫
救急消毒室

会議室

三次署

緊急車両車庫

出動準備室

医療廃棄物
保管庫

PS

事務室

三次署書庫

エントランス

警防資機材庫

B

C

TD(A)

主出入口

展示

PS

MWC

WWC

体力錬成室食堂・厨房

副出入口

洗濯･乾燥室

SK

PS

D

E

廊下(2)

廊下(1)
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PS

W洗面室

空気充填室
ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫 乾燥室
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資機材庫 貯蔵所
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車両関係

M仮眠2M仮眠1 M仮眠3 M仮眠4 M仮眠5 M仮眠6 M仮眠7 M仮眠8 M仮眠9 M仮眠10 M仮眠11 M仮眠12 M仮眠13 M仮眠14

M仮眠15

M仮眠21

W仮眠1 W仮眠2
W仮眠3

W仮眠ﾄｲﾚ

倉庫1

M仮眠16 M仮眠17 M仮眠18 M仮眠19 M仮眠20

M仮眠22 M仮眠23 M仮眠24 M仮眠25 M仮眠26

仮眠室(女性)

EPS

W個室ﾄｲﾚ

M個室ﾄｲﾚ

ｼｬﾜｰ･脱衣室

HWC
リネン室

三次署

倉庫2

倉庫3

救急倉庫

PS

ポンプ室

屋外階段A

屋内階段

消

A

B

風除室2

EV13

給湯室

外部ﾄｲﾚ

少量危険物

犬走(1)

犬走(1)

犬走(2)

アプローチ

アプローチ

風除室1

(6.46)

TD(V)

TD(V)

TD(V) TD(V) TD(V)

TD(V) TD(V)

TD(V) TD(V) TD(V)

TD(V)

TD(V)

TD(V) TD(V) TD(V) TD(V) TD(V)

▽
延

焼
ラ

イ
ン

( 3
m
)

▽延焼ライン(3m)

水
勾

配
1
.
5/

1
0
0

水
勾

配
1/

1
0
0

水勾配1.5/100

-120

±0

-50

-180

水
勾

配
1.

5
/
10

0消

消

消

壁面：掲示ボード

消

消

消

消

消

消

消

消

Ａ

A1：1/150

A3：1/300

021

N

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】1階平面図

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号
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一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

1階平面図　S＝1:150(A1)

アルミ製 100角(角型)

カラー塩ビ製100φ

横引きドレン

ルーフドレン

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(床置型)

床下点検口(600角)

床下点検口 化粧蓋タイプ(600角)

マンホール蓋600φ 面積区画

異種用途区画

面積区画兼異種用途区画

±** FLからの床レベルを示す(特記なき限りFL±0)

ためます　300×300×H300

* 設備基礎(記号判例は部分詳細図参照)

消火器ボックス2本用(壁掛け式)

■凡例

TD(A)

TD(V)

RD

HD

消

消

消
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【庁舎棟】2階平面図

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

F

G

B C D E

F

G

A

B C D EA

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

2階平面図　S＝1:150(A1)

アルミ製 100角(角型)

カラー塩ビ製100φ

横引きドレン

ルーフドレン

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(床置型)

床下点検口(600角)

床下点検口 化粧蓋タイプ(600角)

面積区画

オーバーフロー管 SUS製 60φ

■凡例
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】R階平面図

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

アルミ製 100角(角型)

カラー塩ビ製100φ

横引きドレン

ルーフドレン

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(床置型)

屋根伏図　S＝1:150(A1)

* 設備基礎(記号判例は部分詳細図参照)

建具符号を示す
**

**

消火器ボックス2本用(壁掛け式)

大型消火器(電気設備工事)

■凡例
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△設計GL
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東側立面図　S=1:200(A1) 北側立面図　S=1:200(A1)
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△設計GL

▽ 高高さ
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▽1FL(220.92)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】立面図

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

A

B

C

D

外壁：金属系サイディング

目隠し壁：ECP(研削素地吸水防止剤仕様)

E

F

G

H

笠木：アルミ製既製品

根廻：RC(A)aの上、撥水材塗布 I

J

K

L

M

N

O

P

外壁：アルミ曲げ加工 オーバースライダー：カラーアルミ

オーバースライダー：ガラス繊維強化プラスチック（FRP）

たてとい：アルミ製

手すり(3)

たてとい：塩ビ製

手すり(2)

手すり(1)　ワイヤーネット

鉄骨階段(1)

鉄骨階段(2)

外壁・幕板：RC(A)aの上、低汚染型高耐候水性フッ素樹脂クリア

■凡例
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A断面図　S=1:150(A1) C断面図　S=1:150(A1)B断面図　S=1:150(A1)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】断面図(1)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

アルミ製 100角(角型)

カラー塩ビ製100φ

横引きドレン

ルーフドレン

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(床置型)

床下点検口(600角)

床下点検口 化粧蓋タイプ(600角)

マンホール蓋600φ

■凡例
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】断面図(2)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

アルミ製 100角(角型)

カラー塩ビ製100φ

横引きドレン

ルーフドレン

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(床置型)

床下点検口(600角)

床下点検口 化粧蓋タイプ(600角)

マンホール蓋600φ

■凡例
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DRt9.0+GB-Rt12.5

水勾配1/100

DRt9.0+GB-Rt12.5

GB-Ft12.5+12.5(両面)の上、壁紙張り

ブラインドボックス120×130

DRt9.0+GB-Rt12.5

GB-Rt12.5の上、壁紙張り

GB-Rt12.5(GL)の上、壁紙張り
硬質ウレタンフォーム吹付t50

▽ 高の高さ

▽RFL

砂利地業t60

▽2FL
水勾配1/100

ポリエチレンフィルムt0.15
捨てコンクリートt50
砂利地業t60

▽1FL

△設計GL

ポリスチレンフォームt25

タイルカーペット張り
OAフロアH50の上、

耐水性ウッドデッキt30(SUS製下地共)

DRt9.0+GB-Rt12.5

タイルカーペット張り
OAフロアH50の上、

水勾配1/100

□-100×100×3.2

[-200×80×7.5×11

(鉄骨工事)

(鉄骨工事)

吹付硬質ウレタンフォームt100

点検扉

水勾配1/100

鉄部：溶融亜鉛メッキ素地目隠し壁：ECP

アルミ笠木(既製品)W350

超速硬化ウレタン塗膜防水（複合密着工法）

ポリスチレンフォームt25

シート防水t2.0(SI-F2)

シート防水t2.0(SI-F2)

吹付硬質ウレタンフォームt100

2
,
50

0

GB-Rt12.5+12.5の上、壁紙張り

H-250×125×6×9

ブラインドボックス

塗膜防水(X-2)

外壁(1)

シート防水t2.0(SI-F2)

手摺(1)-B

押出法ポリスチレンフォームt50

押出法ポリスチレンフォームt50

押出法ポリスチレンフォームt50

本部事務室

体力錬成室

廊下(4)

三次署事務室 会議室 廊下(2)

大会議室

断面詳細図(風除室2廻り) S=1/50

断面詳細図(8-9間) S=1/50

断面詳細図(風除室1廻り) S=1/50

ピット ピット

断面詳細図(OS-4廻り) S=1/50

ａ

ａ部詳細図　S=1/20
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】断面詳細図(1)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】断面詳細図(2)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】断面詳細図(3)
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【庁舎棟】断面詳細図(4)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】屋内階段詳細図(1)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】屋内階段詳細図(2)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】屋外階段詳細図(1)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



350

300

50

50
5
0

35
0

25
0

16 19

1,
1
0
0

20
0

50
1
50

35
0

1
00

9
5
0

1
5
0

25
0

1,
1
0
0

2
0
0

509

250

3
0

3
0

1
3
0

200

500

225

1,200
55 290 35 250 250

1
2
5

2
30

2
30

1
50

23
0

L-50×50×4

▽2FL

SUS製ノンスリップ(ゴムタイヤ入り)

踏面：モルタルコテ押さえ

ワイヤーメッシュ6φ×100×100

溶接

溶接

L-50×50×4

L-50×50×4

手摺：スチール製角パイプ 19角 溶融亜鉛めっき

手摺子：スチール製角パイプ 19角 溶融亜鉛めっき

下弦材：スチール製角パイプ 19角 溶融亜鉛めっき

ササラ：PL-16 W350 溶融亜鉛めっき

PL-4.5 溶融亜鉛めっき

手摺：スチール製角パイプ 19角 溶融亜鉛めっき

支柱：スチール製角パイプ 19角＠1000 溶融亜鉛めっき

下弦材：スチール製角パイプ 19角 溶融亜鉛めっき

ササラ：PL-16 W350 溶融亜鉛めっき

手摺子：FB-9.0＠500 溶融亜鉛めっき

手摺：FB-9.0 溶融亜鉛めっき

踏面：CHPL-4.5 溶融亜鉛めっき

踏面：CHPL-4.5 溶融亜鉛めっき

手摺：FB-9.0 溶融亜鉛めっき

手摺子：FB-9.0＠500 溶融亜鉛めっき

ササラ：PL-9 W250 溶融亜鉛めっき

ササラ：PL-9 W250 溶融亜鉛めっき

踏面：CHPL-4.5 溶融亜鉛めっき

踏面：CHPL-4.5 溶融亜鉛めっき

踏面：CHPL-4.5 溶融亜鉛めっき

養生敷板1820×910×15

ｃ部詳細図　S=1/10

ａ部詳細図　S=1/10 ｂ部詳細図　S=1/10

ｄ部詳細図　S=1/10

Ａ

A1：1/50

A3：1/100

034

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】屋外階段詳細図(2)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】１階平面詳細図（１）
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株式会社 あい設計

佐藤 彰洋
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DWG.No

オーバーフロー管

横引きドレイン

ルーフドレイン

カラー塩ビ製100φ

アルミ製 100角(角型)GW(24kg/m3)充填、スラブまで

誘導表示(SUS製)

ピクチャーレール

コーナーガード

構造スリット

（特記なき限りFL±0とする）
FLからの高さを示す

C(B)-b

ボード片面張りを示す。(特記なき限り両面張りとする)

[防水壁 GL工法]LGS + GB-St12.5(GL)

[防火区画壁]LGS + GB-Ft12.5 + GB-Ft12.5 スラブまで

[一般壁 GL工法] C(C)-b + GB-Rt12.5(GL)

[一般壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5　天井まで

[遮音壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5 スラブまで

[遮音壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5 GW充填 スラブまで

[一般壁 一枚張り]LGS + GB-Rt12.5　天井まで

[防水壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-St12.5

[防水壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-St12.5

[化粧壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-R-Ht12.5 木下地共 天井まで

[防水壁 一枚張り]LGS + GB-St12.5 天井まで
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▽天井下がり CH=2,450

床:OAフロアH=50

床:OAフロアH=50

クロスハッチ部は床防水範囲を示す
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】１階平面詳細図（２）

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

DWG.No
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設
計
者

[防水壁 GL工法]LGS + GB-St12.5(GL)

[防火区画壁]LGS + GB-Ft12.5 + GB-Ft12.5 スラブまで

オーバーフロー管

横引きドレイン

ルーフドレイン

カラー塩ビ製100φ

アルミ製 100角(角型)GW(24kg/m3)充填、スラブまで

誘導表示(SUS製)

ピクチャーレール

コーナーガード

構造スリット

（特記なき限りFL±0とする）
FLからの高さを示す

[一般壁 GL工法] C(C)-b + GB-Rt12.5(GL)

[一般壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5　天井まで

[遮音壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5 スラブまで

[遮音壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5 GW充填 スラブまで

[一般壁 一枚張り]LGS + GB-Rt12.5　天井まで

[防水壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-St12.5

[防水壁 二枚張り]LGS + GB-Rt12.5 + GB-St12.5

[化粧壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-R-Ht12.5 木下地共 天井まで

[防水壁 一枚張り]LGS + GB-St12.5 天井まで ボード片面張りを示す。(特記なき限り両面張りとする)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】２階平面詳細図（１）

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号
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佐藤 彰洋
第340646号
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】２階平面詳細図（２）
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【庁舎棟】２階平面詳細図（３）

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

佐藤 彰洋
第340646号
一級建築士

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

株式会社 あい設計
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計
者
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[防水壁 一枚張り]LGS + GB-St12.5 天井まで

[化粧壁]LGS + GB-Rt12.5 + GB-R-Ht12.5 木下地共 天井まで
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２階平面詳細図(４)　S=1/50
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】２階平面詳細図（４）

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号
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ルーフドレイン

カラー塩ビ製100φ

アルミ製 100角(角型)GW(24kg/m3)充填、スラブまで

誘導表示(SUS製)

ピクチャーレール

コーナーガード
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】１階展開図（１）
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】１階展開図（２）
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】１階展開図（３）
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】１階展開図（４）
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】１階展開図（５）

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

株式会社 あい設計

設
計
者

ＮＯＴＥ

SCALE

DWG.No

佐藤 彰洋
第340646号
一級建築士



2,
6
0
0

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

株式会社 あい設計

佐藤 彰洋
第340646号

設
計
者

一級建築士

ＮＯＴＥ

SCALE

DWG.No

A1：1/50

A3：1/100

Ａ

048

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】２階展開図（１）
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】２階展開図（２）
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】便所展開図

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

株式会社 あい設計

設
計
者

ＮＯＴＥ

SCALE

DWG.No

佐藤 彰洋
第340646号
一級建築士



照明ボックス照明ボックス照明ボックス照明ボックス照明ボックス照明ボックス照明ボックス

LEDテープライト(赤)(電気設備工事)LEDテープライト(赤)(電気設備工事)LEDテープライト(赤)(電気設備工事)LEDテープライト(赤)(電気設備工事)LEDテープライト(赤)(電気設備工事)LEDテープライト(赤)(電気設備工事)LEDテープライト(赤)(電気設備工事)

250 420 2,0007,0007,5007,5008,0008,0008,0008,0009,5007,000

吹抜け吹抜け吹抜け吹抜け吹抜け吹抜け吹抜け

250 420 2,0007,0007,5007,5008,0008,0008,0008,0009,5007,000

上部ホイストクレーン上部ホイストクレーン上部ホイストクレーン上部ホイストクレーン上部ホイストクレーン上部ホイストクレーン上部ホイストクレーン
（ウィンチ既存移設)（ウィンチ既存移設)（ウィンチ既存移設)（ウィンチ既存移設)（ウィンチ既存移設)（ウィンチ既存移設)（ウィンチ既存移設)

5,195

8,
7
1
0

BBBBBBBBBBBBBB

BBBBBBBBBBBBBB BBBBBBBBBBBBBB

BBBBBBBBBBBBBB BBBBBBBBBBBBBB BBBBBBBBBBBBBB BBBBBBBBBBBBBB

BBBBBBBBBBBBBB BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB

2
,
00

0
1
,
50

0

2
50

4
2
0

2
,8

4
0

2
,
7
25

2
,
22

5
4
,2

0
0

2,
5
7
5

42
0

4
20

1
0
,0

0
0

9
,0

0
0

9
,
00

0

1
0
,0

0
0

9
,0

0
0

9
,
00

0
2,

8
00

3
,
02

0

4
2
0

1
,5

0
0

2,
8
40

2
,
72

5 4
2
0

1
0,

0
00

9,
0
0
0

9
,0

0
0

2
5
0

25
0

1
0,

0
00

9,
0
0
0

9
,0

0
0

2
,
80

0

2
,
2
00

2
,1

2
5

2,
0
5
0

59
5

1
,
50

0

3,
0
00

仮眠3仮眠3仮眠3仮眠3仮眠3仮眠3仮眠3

安全ミラー安全ミラー安全ミラー安全ミラー安全ミラー安全ミラー安全ミラー
(天井用)(天井用)(天井用)(天井用)(天井用)(天井用)(天井用)

2222222 3333333 4444444 5555555 6666666 7777777 8888888 9999999 101010101010101111111

L-50×50×6 指定色焼付L-50×50×6 指定色焼付L-50×50×6 指定色焼付L-50×50×6 指定色焼付L-50×50×6 指定色焼付L-50×50×6 指定色焼付L-50×50×6 指定色焼付

60
0

3
00

6,
1
50

2,
8
50

EEEEEEE

DDDDDDD

CCCCCCC

BBBBBBB

AAAAAAA

EEEEEEE

DDDDDDD

CCCCCCC

BBBBBBB

倉庫(2)倉庫(2)倉庫(2)倉庫(2)倉庫(2)倉庫(2)倉庫(2)

EVｼｬﾌﾄEVｼｬﾌﾄEVｼｬﾌﾄEVｼｬﾌﾄEVｼｬﾌﾄEVｼｬﾌﾄEVｼｬﾌﾄ

６６６６６６６

６６６６６６６

６６６６６６６

資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫
車両関係車両関係車両関係車両関係車両関係車両関係車両関係

４４４４４４４

W仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚ

３３３３３３３
外部ﾄｲﾚ外部ﾄｲﾚ外部ﾄｲﾚ外部ﾄｲﾚ外部ﾄｲﾚ外部ﾄｲﾚ外部ﾄｲﾚ

３３３３３３３

３３３３３３３

警防資機材庫警防資機材庫警防資機材庫警防資機材庫警防資機材庫警防資機材庫警防資機材庫

ａａａａａａａ

ａａａａａａａ

ａａａａａａａ

ａａａａａａａ

５５５５５５５

５５５５５５５

５５５５５５５

５５５５５５５
３３３３３３３

３３３３３３３
３３３３３３３

５５５５５５５

５５５５５５５

４４４４４４４４４４４４４４

４４４４４４４

４４４４４４４
４４４４４４４４４４４４４４

３３３３３３３

屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段
倉庫(1)倉庫(1)倉庫(1)倉庫(1)倉庫(1)倉庫(1)倉庫(1) HWCHWCHWCHWCHWCHWCHWC

倉庫(3)倉庫(3)倉庫(3)倉庫(3)倉庫(3)倉庫(3)倉庫(3)

M･W個室ﾄｲﾚM･W個室ﾄｲﾚM･W個室ﾄｲﾚM･W個室ﾄｲﾚM･W個室ﾄｲﾚM･W個室ﾄｲﾚM･W個室ﾄｲﾚ

乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室

M仮眠23M仮眠23M仮眠23M仮眠23M仮眠23M仮眠23M仮眠23
M仮眠22M仮眠22M仮眠22M仮眠22M仮眠22M仮眠22M仮眠22M仮眠21M仮眠21M仮眠21M仮眠21M仮眠21M仮眠21M仮眠21

W仮眠2W仮眠2W仮眠2W仮眠2W仮眠2W仮眠2W仮眠2W仮眠1W仮眠1W仮眠1W仮眠1W仮眠1W仮眠1W仮眠1

仮眠室(女性)仮眠室(女性)仮眠室(女性)仮眠室(女性)仮眠室(女性)仮眠室(女性)仮眠室(女性)

W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室

２２２２２２２

廊下(1)廊下(1)廊下(1)廊下(1)廊下(1)廊下(1)廊下(1)

ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室三次署事務室三次署事務室三次署事務室三次署事務室三次署事務室三次署事務室三次署事務室

２２２２２２２

給湯給湯給湯給湯給湯給湯給湯
三次署三次署三次署三次署三次署三次署三次署

救急倉庫救急倉庫救急倉庫救急倉庫救急倉庫救急倉庫救急倉庫

救急備品庫救急備品庫救急備品庫救急備品庫救急備品庫救急備品庫救急備品庫
救急消毒室救急消毒室救急消毒室救急消毒室救急消毒室救急消毒室救急消毒室

乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室乾燥室
空気充填室空気充填室空気充填室空気充填室空気充填室空気充填室空気充填室
ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫

貯蔵所貯蔵所貯蔵所貯蔵所貯蔵所貯蔵所貯蔵所
少量危険物少量危険物少量危険物少量危険物少量危険物少量危険物少量危険物資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫資機材庫

屋外階段A屋外階段A屋外階段A屋外階段A屋外階段A屋外階段A屋外階段A

EPSEPSEPSEPSEPSEPSEPS

PSPSPSPSPSPSPS

PSPSPSPSPSPSPS

SKSKSKSKSKSKSK

点検スペース点検スペース点検スペース点検スペース点検スペース点検スペース点検スペース

PSPSPSPSPSPSPS

TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A) TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)

PSPSPSPSPSPSPS

TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)TD(A)

PSPSPSPSPSPSPS

出動準備室出動準備室出動準備室出動準備室出動準備室出動準備室出動準備室

２２２２２２２

2222222 3333333 4444444 5555555 6666666 7777777 8888888 9999999 101010101010101111111

6
0
0

EEEEEEE

DDDDDDD

CCCCCCC

BBBBBBB

AAAAAAA

EEEEEEE

DDDDDDD

CCCCCCC

BBBBBBB

７７７７７７７

警防資機材庫上部警防資機材庫上部警防資機材庫上部警防資機材庫上部警防資機材庫上部警防資機材庫上部警防資機材庫上部

EPSEPSEPSEPSEPSEPSEPS

PSPSPSPSPSPSPS

ａａａａａａａ

ａａａａａａａ

ａａａａａａａ

ａａａａａａａ

ａａａａａａａ

EVEVEVEVEVEVEV

５５５５５５５

４４４４４４４

４４４４４４４

４４４４４４４

４４４４４４４

３３３３３３３

３３３３３３３

５５５５５５５

W仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚW仮眠ﾄｲﾚ

廊下(3)廊下(3)廊下(3)廊下(3)廊下(3)廊下(3)廊下(3)

２２２２２２２

仮眠2仮眠2仮眠2仮眠2仮眠2仮眠2仮眠2

仮眠1仮眠1仮眠1仮眠1仮眠1仮眠1仮眠1

仮眠4仮眠4仮眠4仮眠4仮眠4仮眠4仮眠4

仮眠5仮眠5仮眠5仮眠5仮眠5仮眠5仮眠5

W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室W洗面室

給湯室給湯室給湯室給湯室給湯室給湯室給湯室

印刷室印刷室印刷室印刷室印刷室印刷室印刷室

２２２２２２２

廊下(4)廊下(4)廊下(4)廊下(4)廊下(4)廊下(4)廊下(4)

２２２２２２２

相談室相談室相談室相談室相談室相談室相談室

２２２２２２２

PSPSPSPSPSPSPS

(会議室)(会議室)(会議室)(会議室)(会議室)(会議室)(会議室)
倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫ｻｰﾊﾞｰ室ｻｰﾊﾞｰ室ｻｰﾊﾞｰ室ｻｰﾊﾞｰ室ｻｰﾊﾞｰ室ｻｰﾊﾞｰ室ｻｰﾊﾞｰ室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

大会議室兼研修室大会議室兼研修室大会議室兼研修室大会議室兼研修室大会議室兼研修室大会議室兼研修室大会議室兼研修室

大会議室(2)大会議室(2)大会議室(2)大会議室(2)大会議室(2)大会議室(2)大会議室(2)大会議室(1)大会議室(1)大会議室(1)大会議室(1)大会議室(1)大会議室(1)大会議室(1)

２２２２２２２ ２２２２２２２

S
LWS
LW

S
LW

S
LW S
LW

S
LW

S
LW

消防本部消防本部消防本部消防本部消防本部消防本部消防本部

２２２２２２２

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室消防長室消防長室消防長室消防長室消防長室消防長室消防長室

２２２２２２２

(作戦室)(作戦室)(作戦室)(作戦室)(作戦室)(作戦室)(作戦室)
対策室対策室対策室対策室対策室対策室対策室

２２２２２２２

指令室指令室指令室指令室指令室指令室指令室

PSPSPSPSPSPSPS

EPSEPSEPSEPSEPSEPSEPS

PSPSPSPSPSPSPS

屋外階段B屋外階段B屋外階段B屋外階段B屋外階段B屋外階段B屋外階段B

TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V) TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)

PSPSPSPSPSPSPS
SKSKSKSKSKSKSK

TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V) TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V) TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)

PSPSPSPSPSPSPS

PSPSPSPSPSPSPS

TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)

TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)TD(V)

PSPSPSPSPSPSPS

７７７７７７７

緊急車両車庫上部緊急車両車庫上部緊急車両車庫上部緊急車両車庫上部緊急車両車庫上部緊急車両車庫上部緊急車両車庫上部
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DRｔ9.0DRｔ9.0DRｔ9.0DRｔ9.0DRｔ9.0DRｔ9.0DRｔ9.0

GB-NC(T)ｔ9.5GB-NC(T)ｔ9.5GB-NC(T)ｔ9.5GB-NC(T)ｔ9.5GB-NC(T)ｔ9.5GB-NC(T)ｔ9.5GB-NC(T)ｔ9.5

壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り

スラブ表しスラブ表しスラブ表しスラブ表しスラブ表しスラブ表しスラブ表し
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折板屋根表し折板屋根表し折板屋根表し折板屋根表し折板屋根表し折板屋根表し折板屋根表し
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2階 建具・家具・サイン配置図　S=1:100(A1)
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2階 建具・家具・サイン配置図　S=1:100(A1)
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T 強化ガラス

耐風圧性能

種　　別

アルミニウム製

樹脂製

鋼　製

鋼製軽量

ステンレス製

木　製

強化ガラス製 TD

WD

SSD

LD

SD

PD

AD

戸 窓

AW

PW

SW

SSW

WW

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

ACW

WG

SSG

SG

AG

がらり

SSF

SF

三方枠 ふすま

AS

SS

LS

ｼｬｯﾀｰ

【図面表示建具符号】

【建具略号】

気密性能

水密圧性能

高圧力(Pa)

対応値

圧力差(Pa)

遮音性能

対応値

断熱性能

・ S-1 ・ S-2 ・ S-3 ・ S-4 ・ S-5 ・ S-6 ・ S-7

・ A-4・ A-3・ A-2・ A-1

・ W-1 ・ W-2 ・ W-3 ・ W-4

・ T-4・ T-3・ T-2・ T-1

・ H-1 ・ H-2 ・ H-3 ・ H-4 ・ H-5 ・ H-6

熱貫流率W/(㎡･K)

・ W-5

800 1,200 1,600 2,000 2,400 2,800 3,600

2830120

100 150 250 350 500

403530

P

F

NF

WF

NP

WP

HAP

HANP

HAWP

フロート板ガラス

型板ガラス

線入型板ガラス

線入磨き板ガラス

熱線吸収フロート板ガラス

熱線吸収線入磨き板ガラス

【ガラス略号】

【仕上げ】

【建具金物】

(1) ドアクローザの取付けは室内側を原則とする。

(2) 壁当たりとなる開き戸は壁面からの逃げ寸法を100mm 程度とする。

    なお，ドアクローザの有無にかかわらず戸当たりを設ける。

(3) クレセント及び排煙窓の操作レバーの位置は床面から1,500mm 以下とする。

(4) 扉の握り玉及びレバーハンドルの取付け位置は床面から1,000mm とし，

　　押板類は1,100mm とする。

網入型板ガラス(防火設備)

熱線吸収網入磨き板ガラス(防火設備)

網入磨き板ガラス(防火設備)

フロアヒンジ

ヒンジクローザ

ピボットヒンジ

FH

HC

PH

【建具金物など略号】

ケースハンドル

非常錠

カード式電気錠

CH

EML

CEL

シリンダー本締錠

BL

CL

シリンダー箱錠（レバーハンドル）

エアタイト

SAT

AT

特定防火設備

防火設備

特

防

【防音，防火設備の略号】

セミエアタイト

DS

DSHA

倍強度ガラス

倍強度熱線吸収ガラス

FT 高性能型板強化ガラス

L 合わせガラス

IG 複層ガラス

HR 高性能熱線反射ガラス

Low-E

A*

低放射ガラス

空気層 * mm

【アルミニウム製建具】

HG 高断熱複層ガラス

HAR 高性能熱線吸収反射ガラス

HTG

HCG

耐熱強化ガラス(防火設備)

耐熱結晶化ガラス(防火設備)

D1

S2

D5D4D3D2

G3G2

D6

K1（くつずり なし） K2（目地棒） K3（仕上げが異なる場合） K4（段差がある場合） K5（幅木） K6 K7（SAT） K8（AT） K9（外部） K11（SAT）

(3) 簡易気密型扉(SAT)，気密型扉(AT)の気密材取合い部(扉側)はSUS304 t1.5mmとし，

K10（外部 気密材付き）

G1

開口率 扉：約30%，窓：約30% 開口率 扉：約25%，窓：約30%

D7（SAT） D8（SAT） D9（SAT） D10（AT） D11（AT）

丁番H

ドアクローザ(ストップ付)

ドアクローザ(ストップなし)

DC(S)

DC

GH グレビティヒンジ

A1（アルミ製 結露受膳板） A2（木製 結露受アングル） A3（アルミ製） A4（木製） A5（モルタル塗り） A6

開口率 扉：約35%，窓：約50%

(2) 鋼製軽量建具(LD)の召合わせおよび縦小口包み板は鋼板とする。

(1) 鋼製建具(SD)，鋼製軽量建具(LD)の仕上げは，SOP(F☆☆☆☆)とする。

　　形状は建具製作所の仕様による。

S 煙感知器連動閉鎖式

障子

S F

オートドアボトムADB

EL 電気錠

防火設備の種別

B1（アルミニウム製） B2（タイル張り） B3（防水モルタル塗り）水切り共通1

(4) 鋼製建具(SD)，鋼製軽量建具(LD)のがらりは，鋼製とする。

(5) アルミニウム製建具の金属製水切りは，端部立上げ（水切り共通1）とする。

ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙを使用ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙを使用

S1 S3 S4（外部 気密材付き） S5（外部 気密材付き） S6（外部 気密材付き） S7（外部､気密材･水切り付き） S8（外部､気密材･水切り付き） S9（外部､気密材･水切り付き） S10（SAT） S11（SAT） S12（SAT）

ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙを使用

S13（AT） S14（AT） S15（AT） S16（FB枠） S17（FB枠） S18（FB枠） S19（つぶし枠） S20（つぶし枠） S21（つぶし枠）

S31（引戸枠） S32（引戸枠） S51（三方枠） S52（三方枠）

GB ガラスブロック

AR* アルゴン層 * mm

25

4.7 4.1 3.5 2.9 2.3 1.9

面内変形追随性

(rad)

・ D-3・ D-2・ D-1

・ BA-1 ・ BA-2 ・ BB-1 ・ BB-2 ・ BC-1 ・ BC-2

【樹脂製建具】

耐風圧性能

気密性能

水密圧性能

高圧力(Pa)

対応値

圧力差(Pa)

遮音性能

対応値

断熱性能

・ S-1 ・ S-2 ・ S-3 ・ S-4 ・ S-5 ・ S-6 ・ S-7

・ A-4・ A-3・ A-2・ A-1

・ W-1 ・ W-2 ・ W-3 ・ W-4

・ T-4・ T-3・ T-2・ T-1

熱貫流率W/(㎡･K)

1/1201/1501/300

Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ

・ W-5

800 1,200 1,600 2,000 2,400 2,800 3,600

2830120

100 150 250 350 500

40353025

表面処理

表面処理基準

・ H-1 ・ H-2 ・ H-3 ・ H-4 ・ H-5 ・ H-6

4.7 4.1 3.5 2.9 2.3 1.9

耐風圧性能

気密性能

水密圧性能

高圧力(Pa)

対応値

圧力差(Pa)

遮音性能

対応値

断熱性能

面内変形追随性

(rad)

・ S-1 ・ S-2 ・ S-3 ・ S-4 ・ S-5 ・ S-6 ・ S-7

・ A-4・ A-3・ A-2・ A-1

・ W-1 ・ W-2 ・ W-3 ・ W-4

・ T-4・ T-3・ T-2・ T-1

・ D-3・ D-2・ D-1

熱貫流率W/(㎡･K)

気密性能

対応値

・ A-4・ A-3・ A-2・ A-1

遮音性能

対応値

断熱性能

面内変形追随性

(rad)

・ T-4・ T-3・ T-2・ T-1

・ D-3・ D-2・ D-1

熱貫流率W/(㎡･K)

耐風圧性能

気密性能

水密圧性能

高圧力(Pa)

対応値

圧力差(Pa)

遮音性能

対応値

断熱性能

面内変形追随性

(rad)

・ S-1 ・ S-2 ・ S-3 ・ S-4 ・ S-5 ・ S-6 ・ S-7

・ A-4・ A-3・ A-2・ A-1

・ W-1 ・ W-2 ・ W-3 ・ W-4

・ T-4・ T-3・ T-2・ T-1

・ D-3・ D-2・ D-1

熱貫流率W/(㎡･K)

耐風圧性能(Pa)

耐風圧性能(Pa)

・ W-5

・ W-5

1/300

800 1,200 1,600 2,000 2,400 2,800

2830120

100 150 250 350 500

40353025

1/1201/150

3,600

120 30 8 2

40353025

1/1201/1501/300

800 1,200 1,600 2,000 2,400 2,800 3,600

2830120

100 150 250 350 500

40353025

1/1201/1501/300

・ 2,400

・ 2,400

・ H-1 ・ H-2 ・ H-3 ・ H-4 ・ H-5 ・ H-6

4.7 4.1 3.5 2.9 2.3 1.9

・ H-1 ・ H-2 ・ H-3 ・ H-4 ・ H-5 ・ H-6

4.7 4.1 3.5 2.9 2.3 1.9

・ H-1 ・ H-2 ・ H-3 ・ H-4 ・ H-5 ・ H-6

4.7 4.1 3.5 2.9 2.3 1.9

【鋼製軽量建具】

【ステンレス製建具】

【重量シャッター】

【軽量シャッター】

【鋼製建具】

・ H-7

1.5

・ H-8

1.1

・ H-7

1.5

・ H-8

1.1

・ H-7

1.5

・ H-8

1.1

・ H-7

1.5

・ H-8

1.1

・ H-7

1.5

・ H-8

1.1

日射熱取得性

1.00 0.50 0.35

・ N-1 ・ N-2 ・ N-3

対応値

日射熱取得性

1.00 0.50 0.35

・ N-1 ・ N-2 ・ N-3

対応値

※APW:アルミ樹脂複合サッシ

整理番号

建具略号

凡例，略号

共通事項

建具の性能

【特記なき限り次のとおりとする。】

【アルミニウム製建具 水切】

【くつずり】

【扉 召合せ】

【がらり】

【鋼製建具・鋼製軽量建具・ステンレス製建具 枠，三方枠】

【アルミニウム製建具 膳板，額縁】

幅木

ｼｰﾘﾝｸﾞ ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

気密材 気密材気密材 気密材 気密材

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

3
6

SUS304 FB-6x12

6

SUS304 t1.5

3
6

SUS304 t1.5 SUS304 t1.5

3 3 3
17 17

SUS304 t1.5

21

SUS304 t1.5
SUS304 t1.5 SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

SUS304 t1.5

6
3

ｵｰﾄﾄﾞｱﾎﾞﾄﾑ(ADB)

9

SUS304 t1.5 SUS304 t1.5SUS304 t1.5 SUS304 t1.5 SUS304 t1.5

戸当り
ゴム 引き残し

引き残し

戸当りゴム

FB-6x45

FB-6x45

FB-6x45

FB-6x45

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

水切
SUS304
 t1.5

気密材

気密材

 t1.5

水切
SUS304

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

気密材

 t1.5

水切
SUS304

気密材

気密材

気密材

気密材

FB-6x45

FB-6x45

PL-t1.6

PL-t1.6

PL-t6

PL-t6

ﾓﾙﾀﾙ塗り

ﾓﾙﾀﾙ塗り

防水ﾓﾙﾀﾙ塗りﾀｲﾙ張りｱﾙﾐﾆｳﾑ製

結露受膳板

木製 木製

結露受アングル

木製
木製

端部立上げ

建具

金属製水切り

壁

Ａ

A1：-

A3：-

056

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】建具表(1)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



膳板･額縁

符号・名称

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり
くつずり

取付場所

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

ガラス

数量

金物など

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

姿　　図

姿　　図

姿　　図

姿　　図

姿　　図

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

膳板･額縁
水切-　　枠-　　

くつずり 膳板･額縁
水切-　　枠-　　

くつずり 膳板･額縁
水切-　　枠-　　

くつずり 膳板･額縁
水切-　　枠-　　

水切-　　枠-　　
くつずり

プリーツ網戸、クレセント錠、防鳥ネット プリーツ網戸、クレセント錠、防鳥ネット

D.C

1,227.5 1,227.5 1,227.5 1,227.5 1,227.5 1,227.5

7,740
75 75 75 75 75

1,140
75

1,145
75

1,140

3,575

601,1501,407.5

2,
7
45

2,617.5

1,150 1,917.5 1,276 1,276.5

2,
7
45

5,830
60 75 75

1,500

1
,
00

0
1,

0
00

7
00

75 75

75

75

1
3
5

2
,
79

0
10

2
70

6,220
30 30

75

30

75

915.5 1,160
30

75

915.51,160

1,115

3,610

75

937 937

893 893 1,115914.5 914.5 907.5 900

900 900
90 75

75 75
1,015 1,015 1,025

2,009

1,040
30 75 30

75 75 75

2
70

10
2
,
79

0

982.5

1,040

6,255

1
3
5

1,037.5 1,037.5 1,000 1,000

2,000

1,800 1,000
75

3
,
1
75

3
06
0
04
0
0

701,800 1,800

3,670

1,000 1,000 1,010 1,010 1,000 1,000

6,370
70 70 70 70 70

1
0
0
34

0

1,
0
00

1
,4

4
0

1
,8

8
0

3
0
5

1
,
37

5 1
0
0

1,930

3
0
5

1
,
37

5 1
0
0

1
,
78

0
1
,1

0
0

1
,1

0
0

1
,
78

0

750

3
0
5

1
,
37

5 1
00

1
,
78

0
1
,1

0
0

2
,
00

0
4
6
0
4
0

2,800

1,365 70 1,36570

3,170

1,465

3
0
5

1
,
37

5 1
0
0

1,465

1
,
78

0
1
,1

0
0

3,000

1
,
1
00

1
,5

6
0 10
0
4
7
0

2,
1
30

1,930

1
,
1
00

1
,5

6
0 10
0
4
7
0

2,
1
30

2,070 70 2,070 70 2,070

6,350

2,000

1
,1

0
0

1
,
56

0

2,000

1
,1

0
0

1
,
3
60

2
,2

0
0

1,000 1,000

2,070

3
4
0

4
6
0

70

2,
9
0
0

2,
9
0
0

55

90
315

2
,
7
90

1
3
5

1
0

5,825
30

75
1,302.5

1,325

75

30
1,325

1,302.5

2,532

75

75
1,294.5

1,317

1,295.5

1,318

2
,7

5
5

47
0

5
5
0

8
80

1,250
75

1,250
75

1,2501,250
75

1,250

3,
2
10

75

3
0

1,250

7,875

1,200

3,
2
10

3
0

1,200
75

1,200

3,750

2
,
89

5
5

425

1,5005,120

1,660 70 1,660 70 1,660

3
4
0

4
0

1,010
70

1,010
70

1,010
70

1,010

70
1,010 1,010

48
0

2,
6
20

7
5

2
7
0

障子固定

AW
1

FIX窓

エントランス 1

AW
2

FIX窓

▽FL

エントランス 1

結露排水弁、方立上部緩衝材、付属金物一式結露排水弁、方立上部緩衝材、付属金物一式

- -

-B-2-70

-- A6B1 - -

-B-2-70

-- A6B1

YKKAP SYSTEMA31同等品 YKKAP SYSTEMA31同等品

衝突防止サイン 衝突防止サイン

FIX窓+自動ドア

▽FL

風除室１

F

- -

-B-2-

--

1

- -

120

本締り錠 、自動ドアエンジン、 天井センサー、
補助光電センサー、付属金物一式

YKKAP SYSTEMA31e同等品

T8、障子のみT10

(有効1,087)

衝突防止サイン、必要電気容量：計40W

AW

風除室１

- -

-B-2-

-- - -

120

1

本締り錠 、自動ドアエンジン、 天井センサー、
結露排水弁、補助光電センサー、付属金物一式

AW
FIX窓+自動ドア

F F F

YKKAP SYSTEMA31e同等品

T8、障子のみT10

(有効1,087)

FIX窓

- -

-B-2-

-- - -

1三次署事務室

70

P6

付属金物一式

F

AW

▽CH2700

3 4 5
AW
23

1

大開口窓+FIX窓+上部ガラリFIX窓

▽CH2500

F

- -

-B-2-

--

1

70

A6B1

結露排水弁、方立上部緩衝材、付属金物一式

YKKAP SYSTEMA31同等品

FIX窓

YKKAP SYSTEMA31同等品

F

- -

-B-2-

--

1

70

A6B1

結露排水弁、方立上部緩衝材、付属金物一式

AW
22

AW
21

▽CH2500

-

-B-2-

-- A6B1

大型ハンドル、防鳥ネット、付属金物一式

G1

クレセント錠、引手、指はさみ防止ストッパー、結露排水弁

100

廊下(5) 廊下(5) 廊下(5)

YKKAP 大開放窓同等品

IG(LowE6+A12+P6) IG(LowE6+A12+P6) IG(LowE6+A12+P6)

AW
24

1大会議室

大開口窓+上部ガラリ

▽CH2800

-

-B-2-

-- A6B1

大型ハンドル、防鳥ネット、付属金物一式

G1

クレセント錠、引手、指はさみ防止ストッパー、結露排水弁

100

YKKAP 大開放窓同等品

有効開口

IG(LowE6+A12+P6)

AW
25

-

-B-2-

-- A6B1

1大会議室

大開口窓+FIX窓+上部ガラリ

▽CH2800

▽FL

大型ハンドル、防鳥ネット、付属金物一式

G1

クレセント錠、引手、指はさみ防止ストッパー、結露排水弁

100

F F

YKKAP 大開放窓同等品

有効開口

IG(LowE6+A12+P6)

FIX窓

-

B-2-

A3B1- -

1

-

-

70

緊急車両車庫

付属金物一式

T8

▽2FL

26
AW AD

1
両開き戸

T10

- -

-B-2-

-- - -

70

風除室２

YKKAP SYSTEMA31e同等品

FHFH

2

AD

T10

- -

-B-2-

-- - -

70

YKKAP SYSTEMA31e同等品

付属金物一式

2
片開き戸+FIX窓

1

ピポットヒンジ、押棒、戸当たり、本締り錠

1
ガラリ

▽CH2500

-

B-2-

A3B1- -

-

更衣室、2階書庫

70

-

防虫網、付属金物一式

2

AG
ガラリ

AG
2

緊急車両車庫

-

B-2-

A3B1- -

-70

-

防虫網、付属金物一式

1

▽2FL

G1 G1

廊下(5)

F

APW
1

▽FL

▽CH2450

縦辷り窓+上部ガラリ

三次署事務室

開放制限装置、付属金物一式

2

G1

-

-

B-2-

A3B1- -

100

YKKAP EXIMA55同等品

体力錬成室

付属金物一式

-

-B-2-

-- B1 G1

2

引違い窓+上部ガラリ

-

-B-2-

-- B1 G1

食堂・厨房

A3 A3

▽CH2500 ▽CH2500

-

-B-2-

-- B1 G1A3

M仮眠 14

開放制限装置、付属金物一式

▽CH2500

仮眠室(女性)

▽CH2500

1

-

-B-2-

-- B1 A3 -

オペレーター機構、付属金物一式

突出し窓縦辷り窓+上部ガラリ

▽CH2500

付属金物一式

-

-B-2-

-- B1 G1A3

シャワー・脱衣室 1

２連引違い窓+上部ガラリ縦辷り窓+上部ガラリ

開放制限装置、付属金物一式

1

APW
2

APW APW
3 4

APW
5

APW
6

100 100 100 100 100

APW

▽CH2700

引違い窓+上部ガラリ
APW

本部事務室

▽CH2700

G1

付属金物一式

本部事務室

付属金物一式

1

G1

-

-

B-2

A3B1

-100

- -

B-2 -

1

-A3B1

-100

- -

YKKAP EXIMA55同等品 YKKAP EXIMA55同等品

21 22

▽CH2700(消防長室)
▽CH3000(指令室他)

APW
引違い窓

-

-

-

B-2-

A3B1

100

--

付属金物一式
網戸(クリアネット)、クレセント錠

消防長室、通信指令課事務室、対策室 4

YKKAP EXIMA55同等品

23
引違い窓

女性職員専用エリア

-

B-2-

A3B1- -

1

網戸(クリアネット)、クレセント錠
付属金物一式

-

-

▽CH2500

外倒し窓

▽CH3000

-

B-2-

A3B1- -

1

付属金物一式

-

-

指令室

オペレーター機構一式

24
APW APW

25

▽FL

100 100

YKKAP EXIMA55同等品 YKKAP EXIMA55同等品 YKKAP EXIMA55同等品 YKKAP EXIMA55同等品 YKKAP EXIMA55同等品

YKKAP EXIMA55同等品 YKKAP EXIMA55同等品

F F F F F F F F F

有効開口

IG(LowE6+A12+P6) IG(LowE6+A12+P6)

▽CH2750▽CH2750

衝突防止サイン、必要電気容量：計40W、排水ユニット

F F FFF F F F

▽CH2900

排水ユニット(外部のみ)、付属金物一式
フロアヒンジ、押棒、戸当たり、本締り錠、

IG(LowE4+A6+P5) IG(LowE4+A6+P5) IG(LowE4+A6+F5) IG(LowE4+A6+F5) IG(LowE4+A6+P5)IG(LowE4+A6+F5) IG(LowE4+A6+P5)

網戸(クリアネット)、クレセント錠、防鳥ネット 網戸(クリアネット)、クレセント錠、防鳥ネット

IG(LowE4+A6+P5)

網戸(クリアネット)、クレセント錠、防鳥ネット 網戸(クリアネット)、クレセント錠、防鳥ネット

IG(LowE4+A6+P5) IG(LowE4+A6+F5) IG(LowE4+A6+P5)

3連引違い窓+上部ガラリ

FF F

バックボード部グレイジング先付ガスケット

バックボード部グレイジング先付ガスケット

バックボード部グレイジング先付ガスケット

プリーツ網戸、クレセント錠、防鳥ネット

F F▽CH2650

▽CH2650

Ａ
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署建設工事(建築)

【庁舎棟】建具表(2)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

Ai2021.4.1

TITLE DWG.NoＮＯＴＥ

SCALE
設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



膳板･額縁

符号・名称

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり
くつずり

取付場所

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

ガラス

数量

金物など

符号・名称

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

ガラス

数量

金物など

召合せ

枠仕上 扉仕上扉見込枠見込

がらり

取付場所

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

姿　　図

姿　　図

姿　　図

姿　　図

姿　　図

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

膳板･額縁
水切-　　枠-　　

くつずり 膳板･額縁
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告示1364号

LSD
両開き扉

焼付塗装

P6

-K2 -

40135 焼付塗装

S19 -

床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式

D3

32

指令室、対策室、サーバー室 2F:3

スリット窓(エッジレス)

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、

LSD
31

両開き扉

焼付塗装

P6

-K2 -

40135 焼付塗装

S19 -

エントランス

床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式

D3

押棒(H1200程度)、PH、CL-サムターン錠、DC、

2F:2更衣室、女性職員専用エリア

W・M個室トイレ、W仮眠トイレ、救急シャワー室

焼付塗装

1
LSD

▽FL

スリット窓(エッジレス)

P6

引棒、上吊式自閉装置、CL-サムターン、付属金物一式

--S32 K2 - -

40135 焼付塗装

会議室、署長室、出動準備室

LSD

有効有効

2

焼付塗装

引棒、上吊式自閉装置、CL-サムターン、付属金物一式

-S32 K2 - -

40135 焼付塗装

ガラリ(エッジレス)

G2

-

ガラリ(エッジレス)

LSD

有効

焼付塗装

引棒、上吊式自閉装置、CL-サムターン、付属金物一式

-K2 - -

40135 焼付塗装

G2

-

S32

LSD

有効

焼付塗装

引棒、上吊式自閉装置、CL-サムターン、付属金物一式

-K2 - -

40135 焼付塗装

ガラリ(エッジレス)

G2

-

倉庫2

S32

3 4

LSD
11

片開き戸

▽FL

LSD
片開き戸

12

焼付塗装

P6

-K2 - -

40135 焼付塗装

窓

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、
床付戸当たり、付属金物一式

G2S19

焼付塗装

P6

-K2 - -

40135 焼付塗装

G2S19

床付戸当たり、付属金物一式
レバーハンドル、PH、表示錠、DC、

ガラリ(エッジレス)
窓(エッジレス)

LSD
5

2連片引き戸片引込み戸 片引込み戸 片引込み戸 片引込み戸

焼付塗装

-K2 - -

40135 焼付塗装

HWC

G2S31

付属金物一式
引棒、上吊式自閉装置(ストップ付)、表示錠

▽FL

▽FL

LSD
片開き戸

焼付塗装

P6

-K2 - -

40135 焼付塗装

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、
床付戸当たり、付属金物一式

S19

13

窓(エッジレス)

-

LSD

焼付塗装

P6

-K2 -

40135 焼付塗装

S19

親子扉

-

床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式

D3

24

廊下(3) 2F:1

押棒(H1500程度)、PH、CL-サムターン錠、DC、

LSD

焼付塗装

P6

-K2 -

40135 焼付塗装

S19

親子扉

床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式

D3

25

スリット窓(エッジレス)

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、

LSD

焼付塗装

P6

-K2 -

40135 焼付塗装

S19

21
親子扉

スリット窓(エッジレス)

-

LSD
親子扉

22

ガラリ(エッジレス)

焼付塗装

-K2 -

40135 焼付塗装

S19

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、

LSD
23

焼付塗装

P6

-K2 -

40135 焼付塗装

S19 -

三次署事務室

-

スリット窓(エッジレス)

体力錬成室、食堂･厨房、三次署書庫、会議室

親子扉

床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式 床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式
レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、
床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式

G2 D3D3D3

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC(S)、

1F:1 2F:2リネン庫、大会議室倉庫、2階書庫

1F:4 2F:7W仮眠1～3、W洗面室(1･2F)、印刷室、仮眠室(2F)

LSD

有効

焼付塗装

引棒、上吊式自閉装置、CL-サムターン、付属金物一式

-K2 - -

40135 焼付塗装

-

特
【特定防火設備】片引き戸

シャワー・脱衣室

S31 -

1A
LSD

焼付塗装

-K2 - -

40135 焼付塗装

S32

6
引分け戸

有効

通信指令課事務室

-

引棒、上吊式自閉装置(ストップ付)、付属金物一式

▽FL

LSD

焼付塗装

P6

-K2 -

40135 焼付塗装

S19

親子扉

床付戸当たり、順位調整器、フランス落とし、付属金物一式

D3

スリット窓(エッジレス)

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、

26

G2 G2

署長室、消防長室

仮眠室(女性)、通信指令課事務室 1F:1 2F:1

相談室、本部事務室 2F:2

(事務室側ボード張り)
スチールパネル

▽CH2900

1F:3 M仮眠1～26、倉庫1、2Fトイレ 1F:27 2F:1 1F:1 1F:1 1F:1 1F:1

P6 P6

ガラリ(エッジレス)

1F:4 2F:1 1F:5 2F:1 1F:1

1F:1

洗濯室、食堂・厨房、救急倉庫 1F:3

SOP塗装 SOP塗装

- -

40

-

片開き扉

廊下(1)

S7 K9

280

-

付属金物一式
レバーハンドル、丁番、CL-サムターン錠、DC、

-

SD
11

1F:1

K2- -

40

-

-

SD
12

片開き扉

エントランス

S16 K2

135 焼付塗装 焼付塗装

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、
床付戸当たり、付属金物一式

- -

40

-

-

-

SD

K2

焼付塗装 焼付塗装

13
点検扉

S16

100

CH、PH、付属金物一式

- -

40

-

-

-

焼付塗装 焼付塗装

点検扉

S16

100

CH、PH、付属金物一式

SD
14

EPS

- -

40

-

-

-

焼付塗装 焼付塗装

点検扉

S16

100

CH、PH、付属金物一式

EPS

K5

1F:1 2F:1

▽廊下FL

△EPSFL

SD
15

- -

40

-

-

SD

K2

焼付塗装 焼付塗装

S16

100

CH、PH、付属金物一式

SK 1F:1 2F:1PS

片開扉

G2G2

16

- -

40

-

-

SD
17

点検扉

管類立上り

-

SOP SOP

S7 K9

190

CH、H、付属金物一式

SD
点検扉

18

分電盤置場

- -

40

-

- -S16 K5

100 焼付塗装 焼付塗装

CH、PH、付属金物一式

1F:1 1F:4 2F:3 2F:2 RF:4 1F:1

- -

40

-

片開き扉

280

-

-

SD
11A

特
【特定防火設備】

外部トイレ

S1 K2

SOP塗装 SOP塗装

付属金物一式
レバーハンドル、PH、表示錠、DC、床付戸当たり

1F:1

SOP塗装SOP塗装

22

- -

40

-

D3

親子扉

K1S1

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、順位調整器

SD

床付戸当たり、付属金物一式

SOP塗装 SOP塗装

SD

- -

40

-

-

D3

資機材庫

親子扉

K1S1

170

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、順位調整器

21

床付戸当たり、付属金物一式

1F:1

110

1F:1

-

ボンベ保管庫

SOP塗装

- -

40 SOP塗装

親子扉

K1S1

170

SD 特
【特定防火設備】

-

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、順位調整器
床付戸当たり、付属金物一式

22A

三次署事務室

SOP塗装

- -

40

-

SOP塗装

親子扉

K1S1

170

SD 特
【特定防火設備】

-

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、順位調整器

21A

床付戸当たり、付属金物一式

- -

40

親子扉

K1

SD 特
【特定防火設備】

-

床付戸当たり、付属金物一式

23A

廊下(4) 2F:1

S1

135 焼付塗装 焼付塗装

- -

40

D3

親子扉

K1

SD 特
【特定防火設備】

-

床付戸当たり、付属金物一式

2F:1

S1

135 焼付塗装 焼付塗装

レバーハンドル、PH、空錠、DC、順位調整器

24A

大会議室

レバーハンドル、PH、空錠、DC、順位調整器

1F:1

- -

40

-

親子扉
SD

-S7 K10 -

焼付塗装 焼付塗装260

レバーハンドル、丁番、CL-サムターン錠、DC、
付属金物一式

23

乾燥室、ﾎﾞﾝﾍﾞ保管庫 1F:2 医療廃棄物保管庫 1F:1

SOP塗装

- -

40

-

SOP塗装

D3

親子扉

K1S1

170

SD 特
【特定防火設備】

-

レバーハンドル、PH、CL-サムターン錠、DC、順位調整器
床付戸当たり、付属金物一式

1F:1

25A

少量危険物貯蔵所

告示1369号

EA-0169
CAS-0290

EA-0169
CAS-0290

EA-0135 告示1364号告示1369号
CAS-0257

D2 D2

HTG8

D2

HTG6

告示2564号

Ａ

058

備北地区消防組合消防本部・三次消防署建設工事(建築)

【庁舎棟】建具表(3)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

Ai2021.4.1

TITLE DWG.NoＮＯＴＥ

SCALE
設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋
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ファイバーグラスパネル

SUS製 HLガイドレール、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、付属金物一式
急降下停止装置、開閉カウンター

-- --
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急降下停止装置、開閉カウンター

1

OS
オーバースライダー

- - -

緊急車両車庫

- - -

- - --

ファイバーグラスパネル

SUS製 HLガイドレール、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、付属金物一式
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帽子掛付戸当り、
小口パネル、壁面レール、エンドカバー：アルミ製焼き付け塗装
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署建設工事(建築)
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水上取合水切：屋根同材

二重水切：屋根同材

シーリング

100

3

C

柱
芯

胴
縁
芯

柱
芯

2

胴
縁
芯

柱
芯

胴
縁
芯

3

100

3

外
壁
面

柱
芯

4

A

アルミ笠木 W200
片面防水テープ貼り
捨て笠木：内壁同材

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550
折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

エプロン：屋根同材

Ｉ金具

水上取合水切：屋根同材

ケミカル面戸

内壁：サイディング張り H20 @750
　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板55％(カラー) t0.5

ケミカル面戸1FL+6650(笠木天端)

1FL+6150(水上梁天)

1FL+5890(水下梁天)

屋根水切下地胴縁：
C-100x50x20x2.3

外壁(2)

軒先見切面戸：屋根同材

タイトフレーム 尾垂れ加工

軒先見切面戸：屋根同材

タイトフレーム

タイトフレーム受：C-100x50x20x2.3

ケミカル面戸

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550
折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

タイトフレーム

タイトフレーム受：C-100x50x20x2.3

馳面戸

止面戸：屋根同材
屋根周囲シーリング

水上

水下

梁天

谷樋：H200～150xW500
　　　耐酸被覆鋼板 t=0.5
谷樋受金物：Fb-4.5x38 @550

竪樋掴み金物+足 SUS　@1200
竪樋：VP100

ケミカル面戸

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550
折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

1FL+6650(笠木天端)

1FL+6150(水上梁天)

1FL+5890(水下梁天)
止面戸：屋根同材
屋根周囲シーリング

馳面戸

タイトフレーム受：C-100x50x20x2.3

タイトフレーム
梁天

1FL+6650(笠木天端)

1FL+5890(水下梁天)

棟包み：屋根同材

Ｉ金具

エプロン：
屋根同材

折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550

梁天 梁天

馳面戸

止面戸：屋根同材
屋根周囲シーリング

棟タイト

棟タイトフレーム：
C-100x50x20x2.3

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550
折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

外壁(2)

馳面戸

アルミ笠木 W175
片面防水テープ貼り
捨て笠木：内壁同材

屋根同材
妻側包み：

水上取合水切：屋根同材
3通り棟包み取合小口フタ

止面戸：屋根同材
屋根周囲シーリング

タイトフレーム受：
C-100x50x20x2.3

エプロン：屋根同材

タイトフレーム

Ｉ金具

梁天梁天

水上取合水切：屋根同材

Ｉ金具

タイトフレーム

屋根水切下地胴縁：C-100x50x20x2.3

タイトフレーム受：C-100x50x20x2.3

馳面戸

止面戸：屋根同材
屋根周囲シーリング

屋根水切下地胴縁：屋根勾配なり
C-100x50x20x2.3

外壁(2)

タイトフレーム

1FL+6150(水上梁天)

1FL+5935(水下梁天)

1FL+6650(笠木天端)

ケミカル面戸

妻側取合水切：屋根同材エプロン：屋根同材

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550

折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

タイトフレーム

外壁(2)

妻側タイトフレーム受：C-100x50x20x2.3 @1000以内

胴縁：屋根勾配なり
C-100x50x20x2.3

1FL+6650(笠木天端)

1FL+6150(水上梁天)

梁天

1FL+5890(水下梁天)

アルミ笠木 W175
片面防水テープ貼り
捨て笠木：内壁同材

内壁：サイディング張り H20 @750
　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板55％(カラー) t0.5

ケミカル面戸

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り

折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 
　　　　　(カラー) H120 @550

妻側タイトフレーム
@1000以内

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550
折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

タイトフレーム

タイトフレーム受：C-100x50x20x2.3

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550
折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

シーリング

二重水切：屋根同材

Ｉ金具

妻側取合水切：屋根同材
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1FL+5890(水下梁天)

1FL+6150(水上梁天)

妻側タイトフレーム受

受梁

ケミカル面戸

屋根水切下地胴縁：C-100x50x20x2.3

　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板(カラー) t0.5
内壁：サイディング張り H20 @750

ケミカル面戸

シーリング

シーリング

落し口：φ100塩ビ自在ドレン加工
SUS防塵網取付(円筒型)
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【庁舎棟】部分詳細図(1)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

折板屋根詳細図 [a部 断面詳細図] 折板屋根詳細図 [b部 断面詳細図]

折板屋根詳細図 [c部 断面詳細図] 折板屋根詳細図 [d部 断面詳細図]

折板屋根詳細図 [e部 断面詳細図] 折板屋根詳細図 [f部 断面詳細図] 折板屋根詳細図 [g部 断面詳細図]
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妻側タイトフレーム@1000以内

妻側取合水切：屋根同材

ケミカル面戸

屋根水切下地胴縁：C-100x50x20x2.3

内壁：サイディング張り H20 @750
　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板(カラー) t0.5

ケミカル面戸

捨て笠木：内壁同材
片面防水テープ貼り

アルミ笠木 W200

1FL+5935(水下梁天)

梁天

1FL+6150(水上梁天)

1FL+6650(笠木天端)

タイトフレーム

妻側タイトフレーム受：
C-100x50x20x2.3 @1000以内

妻側タイトフレーム@1000以内

妻側取合水切：屋根同材

タイトフレーム

妻側タイトフレーム受：
C-100x50x20x2.3 @1000以内

1FL+5935(水下梁天)

梁天

1FL+6150(水上梁天)

1FL+6650(笠木天端)

ケミカル面戸

屋根水切下地胴縁：C-100x50x20x2.3

内壁：サイディング張り H20 @750
　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板(カラー) t0.5

ケミカル面戸

捨て笠木：内壁同材
片面防水テープ貼り
アルミ笠木 W450

谷樋受金物：Fb-4.5x38 @550

受梁：H-200x100x5.5x8

　　　耐酸被覆鋼板 t=0.5

落し口：φ100 塩ビ自在ドレン加工

竪樋掴み金物+足 SUS　@1200
竪樋：VP100

尾垂れ加工

軒先見切面戸：屋根同材

ケミカル面戸

外壁(2)

(
4
45

)

内壁：サイディング張り H20 @750
　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板(カラー) t0.5

内壁-谷樋取合水切下地胴縁：2C-100x50x20x2.3

ケミカル面戸

内壁-谷樋取合水切：屋根同材

ケミカル面戸

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550
折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

1FL+6650(笠木天端)

梁天

谷樋：H200～150xW650xH340～290

アルミ笠木 W450
片面防水テープ貼り
捨て笠木：内壁同材

水下

水上

外壁(2)

アルミ笠木 W200
片面防水テープ貼り
捨て笠木：内壁同材

1FL+6650(笠木天端)

1FL+6150(水上梁天)

1FL+5890(水下梁天)

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り

折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 
　　　　　(カラー) H120 @550

タイトフレーム

妻側タイトフレーム@1000以内

妻側タイトフレーム受：
C-100x50x20x2.3 @1000以内

ケミカル面戸

屋根水切下地胴縁：C-100x50x20x2.3
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　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板(カラー) t0.5

ケミカル面戸

水切：アルミ曲げ加工

大梁部カバー：
耐酸被覆鋼板 t=0.5

水上

水下

谷樋：H200～150xW350xH340～290

谷樋受金物：Fb-4.5x38 @550

　　　耐酸被覆鋼板 t=0.5

竪樋：VP100
竪樋掴み金物+足 SUS　@1200

落し口：φ100 塩ビ自在ドレン加工

軒先見切面戸：屋根同材 リベット止め@40
防水テープ

大梁

断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
　　　　　(カラー) H120 @550

折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

外壁(2)

谷樋：H200～150xW350xH340～290

落し口：φ100 塩ビ自在ドレン加工

尾垂れ加工

軒先見切面戸：屋根同材

ケミカル面戸

竪樋：VP100
竪樋掴み金物+足 SUS　@1200

　　　耐酸被覆鋼板 t=0.5
谷樋受金物：Fb-4.5x38 @550

1FL+6650(笠木天端)

アルミ笠木 W400
片面防水テープ貼り
捨て笠木：内壁同材

1FL+5890 (屋根3水下梁天)

1FL+5935 (屋根4水下梁天)
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SUS防塵網取付(円筒型)

水下

水上

内壁-谷樋取合水切：屋根同材

ケミカル面戸

内壁-谷樋取合水切下地胴縁：2C-100x50x20x2.3

ケミカル面戸

内壁：サイディング張り H20 @750
　　　アルミ亜鉛合金メッキ鋼板(カラー) t0.5

屋根(4)
屋根(4)

屋根(3)
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】部分詳細図(2)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No
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折板屋根詳細図 [j部 断面詳細図]
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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支柱　FB-9　W38

L型受材　t5　20×47.5

六角穴付き皿ﾎﾞﾙﾄ　M6

ST製 溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装
T型受材t5　20×71(上下共)

溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装
四方枠　FB-5　W20
溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装

▽2FL

溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装
笠木：FB-9×50

横桟:St.FB-50×6 SOP

取付ボルト:2-M12×40
長穴 14×30

シーリング

笠木：FB-9×50
溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装

▽2FL

T型受材t5　20×71(上下共)
ST製 溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装

溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装

四方枠　FB-5　W20
溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装

受けＰＬ　ｔ3　38×100

四方枠　FB-5　W20
（全角部　糸面）

支柱　FB-9　W38

六角穴付き皿ﾎﾞﾙﾄ　M6
溶融亜鉛メッキの上、SOP

▽2FL

ワイヤーネット Φ1.5　W50×H90 横桟
SUS製

四方枠　FB-5　W20

T型受材　t5　20×71 支柱　FB-9　W38

庇立上り上部

▽2FL

溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装
笠木：FB-9×50

横桟:St.FB-50×6 SOP

庇立上り上部

支柱　FB-9　W38

支柱　FB-9　W38

シーリング

溶融亜鉛メッキの上、SOP塗装

取付ボルト:2-M12×40
長穴 14×30

受けPL-3×38×100

▽2FL

笠木：FB-9×50

横桟:St.FB-50×6 SOP

手すり(1)-B手すり(1)-A

支柱:FB-38×9 SOP ＠1200

GPL-9 ＠1200 SOP

支柱:FB-38×9 SOP ＠1200

支柱:FB-38×9 DP ＠1200

GPL-9 ＠1200 SOP
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063A1：図示

A3：図示×1/2
【庁舎棟】部分詳細図(4)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No
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設
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者

見学デッキ　ウッドデッキ下平面図

庇 断面詳細図 S=1/20

S=1/20

手すり(1)詳細図 S=1/10S=1/10 手すり(2)詳細図

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

庇詳細図　S=1:20 見学デッキ 庇詳細図　S=1:20

c部 手すり矢視図　S=1:10

＜角部＞

a部 手すりA詳細図　S=1:10

＜角部＞

c部 手すり矢視図　S=1:10

手すり(2) 正面図　S=1:10

a部 手すり(1)-A詳細図　S=1:10 b部 手すり(1)-B詳細図　S=1:10

手すり(1)-A・B 正面図　S=1:10

ウッドデッキ下平面図、手すり(1)-A・B取合い図 S=1:20

d部 詳細図　S=1:20



＊荷重条件：3,500Ｎ/㎡以下

＊生産物賠償責任保険加入製品（10年間）

・鋼製束:溶融亜鉛メッキ

・床板の性能は下記同等品とする

（木粉+廃プラスチック複合体）

（遮熱性機能付き）

（帯電防止機能付き）

（耐候性機能付き）

・根太:ハット型根太

（高耐食性溶融メッキ鋼板）

（耐水性:JIS A 5741吸水率0％長さ変化率0％）

※参考品番：成洋エンジニアリング リバースウッドDL 同等品

※1　配筋は構造図参照

※2　鉄塔用の設備基礎打設時は、別途通信指令設備工事と調整すること
　　 鉄塔用アンカー(通信指令設備工事)と基礎配筋の取り合いあり
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防水層

鋼製束:溶融亜鉛メッキ
片面ブチルゴム接着

ハット型根太:
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ウレタン塗膜防水(X-2)

開口塞ぎ：CB積

ウレタン塗膜防水(X-2) シーリング
MS-2：40×30

▽RFL+800

開口塞ぎ：CB積

※Cのみ両側開口塞ぎ

シーリング

※蓋は本体外壁以外の3面をアンカー固定

管類立上りB

管類立上りC

管類立上りD

管類立上りE

管類立上りF

W D H
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管類立上りA
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タンク外径(FRP厚み含む)タンク全長（FRP厚み含む）

コンクリート枕

アンカーボルト芯

　埋め戻し材充填

タン
ク
内径

φ
1300

切込砕石

捨コンクリート

切込砕石

支柱：φ200
主筋：4×D16
HOOP：D10＠150

　埋め戻し材充填

配筋D13 @250W（タテ・ヨコ共）

切込砕石

HOOP：D10＠150
主筋：4×D16
支柱：φ200

捨コンクリート

切込砕石
配筋D13 @250W（タテ・ヨコ共）

複層塗材E 複層塗材E
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L

形状 用途 数量

雑用水加圧ポンプb

b 滅菌装置

1

1

a 空調屋外機

空調屋外機

19

8

太陽光発電設備

鉄塔

テレビアンテナ

気象観測装置

高圧キュービクル

非常用発電装置

燃料小出し層

空調屋外機
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サイズ(W×D)
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600×600

500×500
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設備架台L 等

L7500 4本、L5000 2本

L3500 2本

L3300 2本

L13500 4本

M 1a600×600 雨量計

■設備基礎リスト※1

※2

500×500

8

6

1200×900

b

500×1600

aN 630×530 目隠し壁 33

1,200 2,025

1,200 2,025

1,600 3,400
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1,200 2,500

L5300 2本 防鳥ネット ※3

※3　基礎外周部　16m×H800程度

9

E

管類立上りA・B 断面図

点検口部 断面図

管類立上りC・D・E・F 断面図

aタイプ

bタイプ

平面図

a部詳細図 S=1/10
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径
)

1200×850×300H

1200×850×300H

断面図

受水槽部 ポンプ室部

ポンプ基礎

平面図

受水槽部

ポンプ基礎

ポンプ室部

▽GL

平面図

断面図 断面図
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D10＠500程度

蓋：しま鋼板ｔ4.5 溶融亜鉛メッキ
(既製品)

トレンチピット

排水管VP75φ

雨水枡(外構工事)

Ａ

A1：図示

A3：図示×1/2
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】部分詳細図(5)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号
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管類立上り詳細図 設備基礎　詳細図 S=1/30

ウッドデッキ　詳細図 S=1/10

オイルタンク詳細図

S=1/30・10 サーバー室 見学デッキ側 出入口　詳細図

S=1/30 受水槽基礎詳細図 S=1/40

S=1/10

量水器廻り詳細図 S=1/30

S=1/10 見学デッキ 防水 壁面納まり詳細図
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佐藤 彰洋
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GB-Rt12.5+12.5 壁紙張り

平面図

カウンター:メラミンポストフォーム

支持金物FB-6.0×60×500

51×71×2t
化粧プレートHL
SUS

▽FL

強化ガラスt10

平面図

B面図A面図

※各支柱位置はタイル目地と調整の事

FB-3 SOP

C-60×30×10×2.3通し

C-60×30×10×2.3@900

断面図

▼1FL

金属あと施工アンカーM10@300

姿図

FB枠押さえFB枠押さえ

断面図

カウンター:メラミンポストフォーム

支持金物FB-6.0×60×500

化粧フィルム張り(目透かし)
GB-Rt12.5+GB-St12.5

断面図

平面図

食器乾燥機(別途工事)設置予定

平面図　1/30 断面詳細図　1/30

鋼製枠SOP塗装

ナブコシステム株式会社　セフティウォールM同等品

三次署事務室エントランス

支持PL-6.0×50×215+500 @600

C-60×30×10×2.3通し

カウンター:メラミンポストフォーム

戸車

SUS製　Vﾚｰﾙ

プッシュ錠

カウンター:メラミンポストフォーム

C-60×30×10×2.3 通し

支持PL-6.0×50×215+500 @600

平面図

三次署事務室側

カウンター:メラミンポストフォーム
エントランス側

B

A

1,200

1,04080

8
0

80

30
0

1,
00

0

12020 20
60 60 72

0

8
00

100

30
80

3
0

15
0

120
30

100

800

2
01
0
0

460
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え

▽FL

(細目ノンスリップ)
ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

塗膜防水（X-2）

1-D13

D10＠200

1-D13
D10＠2001-D13

2
.5

2
.5

25

10

3
0

C
H

25

150

10
0

2
5
0(

2
00

)

1
5
0(

1
00

)

LGS

GB-R-Ht12.5 EP(天井まで)
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照明25×50(電気設備工事)

エントランス三次署事務室他

GB-Rt12.5の上、

壁面：ライン照明ボックス 平面図　S=1/5

エントランス D面 展開図+天井伏図(壁・天井の照明取り合いのみを示す)

▽FL

AL見切材AT-12

三次署事務室他

AL見切材ATV-609

磁器質タイル

GB-Rt12.5の上、
GB-R-Ht12.5 EP(天井まで)

[W-9]床・天井見切り 詳細図 S=1/5天井面：ライン照明ボックス 平面図　S=1/5

野縁にビス固定

GB-Rt12.5の上、DRt9.0

ALt1.5曲げ加工 50×30内寸

エントランス

RC面：ライン照明ボックス 平面図　S=1/20
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集成材　SOP

GB-Rt12.5　EP

※( )内の寸法は天井下がり高さによる
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065A1：図示

A3：図示×1/2
【庁舎棟】部分詳細図(6)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号
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エントランス廻り　ライン照明　詳細図

コーナーガード　出隅部納まり詳細図

壁紙張りの場合は仕上巻き込み

AL見切り材

(創建:XA-13+2程度)

FB枠 詳細図 S=1/2

S=1/1 衝突防止柵 S=1/20

S=1/5・100 受付カウンター

天井下がり 見切り詳細図 S=1/5

S=1/20

電話台 詳細図(下部消火器ボックス埋込) S=1/20

S=1/20厨房　キッチンカウンター

救急消毒室　地流し　詳細図 S=1/30
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【A矢視図】
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▽FL

2
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フード本体(建築工事)
換気設備(機械設備工事)

キッチンカウンター(別図)

キッチンパネル

1

キッチンパネル

排水孔ゴムリング付

（ポリプロピレン）

塩ビ

アジャスト

脚

スノコ板

オーバーフロー

排水金具

化粧板

トップ（シンク）

部番 品　　名

７

６

５

４

３

２

１

備　　　考材　　質

ｔ1.2 No.4 仕上

ｔ0.6 No.4 仕上

50A φ186キングドレン

ｔ1.0 No.4 仕上

ｔ1.0 φ38

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

■排水ホース付

配線口

<Sus430 1.0t #400>

(参考品番:タニコ・マッシモ卓上ガステーブルW900×D600×H205)
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棚下灯(電気設備工事)

化粧不燃材t3

化粧不燃材t3

配線口
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キッチンパネル キッチンパネル

下がり壁取付位置下がり壁 取付位置

キッチンパネル

※ 左右勝手は平面図による

取付位置

( )内の寸法は通信指令課事務室

キッチンパネル キッチンパネル

取付位置

下がり壁下がり壁

R5

スノコ板上部有効高さ:３２５mm

R5

作業台平面図　S=1/20

水切付二槽親子シンク平面図　S=1/20

コンロ台平面図　S=1/20

1

2

3
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6

7

4

姿図　S=1/20 断面図　S=1/20断面図　S=1/20

断面図　S=1/20 姿図　S=1/20 断面図　S=1/20

姿図　S=1/50

平面図　S=1/50

姿図　S=1/20 断面図　S=1/20

姿図　S=1/20 断面図　S=1/20

断面図　S=1/20姿図　S=1/20

平面図　S=1/20

平面図　S=1/20

平面図　S=1/20

姿図　S=1/20 断面図　S=1/20

水栓

Ｆ☆☆☆☆ 仕様

Hラッチ

Fシンク

SUS430 楕円エンボス

※不燃材料で有効に仕上げをする場合の厚さには含まれません。

レギュラークラス　見切り・エッジ：樹脂製

ホーローキッチンパネル　Ｈ型

棚板

化粧合板、化粧ボード

スライド丁番（標準品）

特殊化粧シート扉左右 1/4Ｒ  扉下がり１０ｍｍ

DXN包丁差し

網棚T

化粧MDF

化粧シート巻材

化粧合板、化粧ボード

スライド丁番（標準品）

特殊化粧シート扉左右 1/4Ｒ

キッチンパネル

シーリング

下がり壁

棚下灯

ラッチ種類

部品

本体

丁番

扉

包丁差し

網棚

底板面材

巾木

本体

丁番

扉

シンク種類

天板材質

仕様

キッチンパネル

シーリング

幕板

吊戸棚

下台

ワークトップ

品名

　<APSK>1200間口

<APSK>1500間口

レンジフード

キッチンパネル

シーリング

水栓

加熱器具

幕板

吊戸棚

下台

ワークトップ

品名

プラグ形状

排気仕様

風量

機種

キッチンパネル

シーリング

水栓種類

下がり壁

棚下灯

ラッチ種類

部品

本体

丁番

扉

包丁差し

網棚

底板面材

巾木

本体

丁番

扉

シンク種類

天板材質

仕様

2極接地型

排気風圧

標準ﾀｲﾌﾟ

VUS-605

レギュラークラス　見切り・エッジ：樹脂製

ホーローキッチンパネル　Ｈ型

CH-11C  (1口IH-100V)

(電気工事)

Hﾗｯﾁ

棚板

化粧合板、化粧ボード

スライド丁番（標準品）

特殊化粧シート扉左右 1/4Ｒ  扉下がり１０ｍｍ特殊化粧シート扉左右 1/4Ｒ  扉下がり１０ｍｍ

DXN包丁差し

網棚T

化粧MDF

化粧シート巻材

化粧合板、化粧ボード

スライド丁番（標準品）

特殊化粧シート扉左右 1/4Ｒ

Sｼﾝｸ

SUS430 楕円ｴﾝﾎﾞｽ 

Ｆ☆☆☆☆ 仕様

(建築工事/キッチン工事外)周囲の壁と同材とする

（建築工事/キッチン工事外）見切部等適宜施すこと

(機械設備工事)

(電気設備工事)

(建築工事/キッチン工事外)周囲の壁と同材とする

（建築工事/キッチン工事外）見切部等適宜施すこと

(機械設備工事)

作業台(下部扉付)

水切付二槽親子シンク(下部扉付)

ガステーブルコンロ

品　　名部番区分

１

２

３

４

950

1800

(846) 650

650

650 600

800

800 150

150

350

(600) (200)

寸 法
型 式

バック高高さ奥行間口

部番 品　　名

７

６

５

４

３

２

１

備　　　考材　　質

トップ

トップ補強

スノコ板

アングル脚

ボールアジャスト

観音扉

扉取手

ボンデ

SUS430

SUS304

SUS430

SUS304

SUS304

SUS430

部番 品　　名

７

６

５

４

３

２

１

備　　　考材　　質

トップ

トップ補強

スノコ板

アングル脚

ボールアジャスト

観音扉

扉取手

ボンデ

SUS430

SUS304

SUS430

SUS304

SUS304

SUS430

部番 品　　名

７

６

５

４

３

２

１

備　　　考材　　質

SUS430

８

９

１０

SUS430

トップ（シンク）

水切り

化粧板

排水金具

オーバーフロー

スノコ板

アングル脚

ボールアジャスト

観音扉

扉取手

SUS304

SUS304

SUS304

SUS430

SUS430

SUS430

ポリプロピレン

塩ビ 金具：SUS304

コンロ台（下部扉付・2方ＢＧ付）

(900)

※ガスコンロ機械設備工事

ｔ1.0

ｔ1.0 No.4仕上

ｔ1.0 No.4仕上

L-40x40x3.0ｔ

ｔ0.8 No.4仕上

ｔ1.0

ｔ1.0 No.4仕上

ｔ1.0 No.4仕上

ｔ0.8 No.4仕上

ｔ0.8 No.4仕上

ｔ1.2 No.4仕上

ｔ0.6 No.4仕上

50A φ186キングドレン

ｔ1.2 No.4仕上

ｔ1.0 No.4仕上
排水孔ゴムリング付

L-40x40x3.0ｔ

S=1/20

S=1/20

S=1/50・20

１階三次署給湯室 キッチン詳細図（参考図）

２階本部給湯室・通信指令課事務室 キッチン詳細図(参考図)

１階救急消毒室 1槽シンク詳細図(参考図) S=1/20S=1/20

１階食堂・厨房 厨房廻り詳細図(参考図)

１階食堂 フード詳細図

Ａ

066A1：図示

A3：図示×1/2
【庁舎棟】部分詳細図(7)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋
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タイプ

コンフォートシリーズ　Ｓサイズ

手洗器

水栓金具

給排水位置

紙巻器

タオル掛け

手すり

化粧鏡

アクセントパネル

手洗器カラー

キャビネットカラー

カウンターカラー

ベッセルタイプ（角形）

ハンドル式水栓

壁給水・床排水

樹脂製

なし

なし

なし

なし

ホワイト

ミディアムウッドＮ

ミディアムウッドＮ

（参考）商品一覧

仕様・寸法

●
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2
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693107

1
45

600 600

※

JSV0812UL JSV0812UL

▽UBFL▽UBFL

電
気

▽UBFL ▽UBFL

カウンターキャビネット１６００サイズ

（フリーカット対応）

▽UB据付面 ▽UB据付面

●

●

名  称

収納棚  

タオル掛け  

排水トラップ  

（シャワー用）
給湯エルボ

（シャワー用）
給水エルボ

換気グリル  

ジョイントボックス

照明  

シャワーハンガー  

シャワーヘッド  

シャワー水栓  

ドアパネル  

ドア枠  

床パネル  

壁パネル  

天井パネル  

スプレーシャワー  ホース：Ｌ＝１６００  

化粧鋼板複合パネル（抗菌防カビ仕様・モール式）

点検口□４５０（絞り点検口・落下防止用紐付

石膏ボード２枚貼り）

ＨＱパネル  

ＦＲＰ　カラリ床（単色）  

アルミアルマイト処理  

折戸　ドア脱着機構付  面材：型板スチレン板

Ｗ＝８００（有効開口幅　６７１ｍｍ）

ＴＢＶ０３４３３Ｊ型　壁付サーモスタットシャワー金具

（スパウトＬ＝７０）  

ＴＨ５５６Ｆ６  

半球形照明（ＬＥＤランプ）

消費電力９Ｗ以下　６０Ｗ相当　電球色

ＶＶＦ１．６φ×２Ｃ　Ｌ＝２．０ｍ付

エコノミージョイント　ＷＪ３１０７相当品  

ＡＢＳ樹脂　　接続部外径φ９９  

青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２  

青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２  

ＡＢＳ樹脂　封水深５０ｍｍ　接続口　ＶＰ５０受口

ヘアーキャッチャー付  高圧洗浄対応

ステンレスパイプ　φ１３　Ｌ＝３００  

コーナー収納棚２段  

色・柄

ストーンホワイト    

ホワイト（＃ＮＷ１）    

アイルホワイト    

ホワイト    

ヘッド：ホワイトグレー  ホース：シルバー

アイボリー  面材：半透明  

アイボリー    

ホワイト（＃ＮＷ１）    

ベーシスホワイト    

ホワイト    

特記事項 備  考

●は、基本仕様からの変更箇所コロガシ

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（ジョイントボックスま

での配線及びジョイント

ボックス内の結線別途）

（壁穴加工なし）

（以降接続別途）

（付枠用取付ネジＵＢ支給、

ネジ取付および付枠別途）

ESA51

SSGFS

SSGFS

名  称 色・柄 特記事項 備  考

●は、基本仕様からの変更箇所コロガシ

（以降接続別途）

石膏ボード２枚貼り）

点検口□４５０（絞り点検口・落下防止用紐付

化粧鋼板複合パネル（抗菌防カビ仕様・モール式）天井パネル  ホワイト    

壁パネル  

床パネル  

ドア枠  

ＨＱパネル  

ＦＲＰ　カラリ床（単色）  

アルミアルマイト処理  

ホワイト（＃ＮＷ１）    

ベーシスホワイト    

アイボリー    （付枠用取付ネジＵＢ支給、

ネジ取付および付枠別途）

ドアパネル  折戸　ドア脱着機構付  面材：型板スチレン板

Ｗ＝８００（有効開口幅　６７１ｍｍ）

アイボリー  面材：半透明  

シャワー水栓  ＴＢＶ０３４３３Ｊ型　壁付サーモスタットシャワー金具

（スパウトＬ＝７０）  

SSGFS

SSGFSシャワーヘッド  スプレーシャワー  ホース：Ｌ＝１６００  ヘッド：ホワイトグレー  ホース：シルバー

●

●

シャワーハンガー  ＴＨ５５６Ｆ６  ホワイト    

照明  半球形照明（ＬＥＤランプ） （壁穴加工なし）

消費電力９Ｗ以下　６０Ｗ相当　電球色 （以降接続別途）

ＶＶＦ１．６φ×２Ｃ　Ｌ＝２．０ｍ付

ジョイントボックス エコノミージョイント　ＷＪ３１０７相当品  （ジョイントボックスま

での配線及びジョイント

ボックス内の結線別途）

換気グリル  ＡＢＳ樹脂　　接続部外径φ９９  （以降接続別途）

（以降接続別途）アイルホワイト    青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２  給水エルボ

（シャワー用）

給湯エルボ

（シャワー用）

青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２  

排水トラップ  ＡＢＳ樹脂　封水深５０ｍｍ　接続口　ＶＰ５０受口

ヘアーキャッチャー付  高圧洗浄対応

（以降接続別途）

タオル掛け  ステンレスパイプ　φ１３　Ｌ＝３００  ホワイト（＃ＮＷ１）    

コーナー収納棚２段  ストーンホワイト    ESA51収納棚  ●
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CH

断面図　S=1/20 断面図　S=1/20 断面図　S=1/20断面図　S=1/20

平面図　S=1/20 平面図　S=1/20

正面図　S=1/20側面図　S=1/20

平面図　S=1/20

※救急シャワー室はスラブ下がりFL-150 FL+100=USFL(4方枠)

50 10

ポリエチレン
独立気泡発泡体

ポリエチレン
独立気泡発泡体

外部(塗装面) 外部(タイル面)

柱

振れ止め筋

止水ゴム

バックアップ材

ポリスチレンフォーム

耐火材

有するものを使用する。

梁

梁

柱

タテ，水平共（完全スリット）を使用する。

*
*

振れ止め筋W=25
＜外側＞

＜内側＞

＊ 寸法は構造関係共通事項(1)
　 の設計かぶり厚さとする

※ 印は壁リストによる

※

柱

振れ止め筋＜内側＞

＜外側＞
W=25 250mm以上

30

＊ 寸法は構造関係共通事項(1)
　 の設計かぶり厚さとする

※ 印は壁リストによる

（防錆処理を施すこと）

（防錆処理を施すこと）

力骨材（底目地タイプ）

硬質塩ビ製

シーリングMS-2 35×15

(外部－内部)

鉛直スリット　ａ部詳細図

内部

硬質塩ビ製

柱

スリット材は、耐火，防水，遮音性能を

外部

ポリエチレン
独立気泡発泡体

水反応型止水材

10

ポリエチレン
独立気泡発泡体

耐火材 ロックウール

止水ゴム

シーリング

振れ止め筋

耐火材 ロックウール

振れ止め筋

止水ゴム

硬質塩ビ製

シーリング

内部外部

※構造スリットの配筋は構造図による。

水平スリット(止水タイプ)詳細図

水平スリット詳細図

鉛直スリット

水平スリット

ａ

ａ

▽庇天端(水上)

▽梁型天端

▽1FL

▽2FL

20

2
0

8

35

30

※
*

*

25

2
5

50

2
5

2
5

2
5

20

1
0

20
0

1
0

25

シャワーユニット(1)詳細図 シャワーユニット(2)詳細図S=1/20 S=1/20 S=1/20１階、２階トイレ レストルームドレッサー詳細図

構造スリット要領図 S=1/3

Ａ

A1：図示

A3：図示×1/2
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中間柱 30×30＠900

インサートM10(建築工事)

@910(収納部 @300)

▽床仕上天

△CL

受ケネコ L=120

L-50x50x4

受ケネコ L=300

L-50x50x4

@1820（収納部 @600）

振レ止メ L-30x30x3

吊り材 C-100x50x20x2.3

(間仕切部以外はL-30x30x3 ～2本)

アルミレール

C-100x50x20x2.3 通し物

天井裏遮音壁（天井工事）

GB t12.5（両面）

中間柱 30×30＠900
端部柱 18×60端部柱 18×60

・1F MWC 1,738

・2F MWC 1,823
・2F 更衣室 1,600

・2F WWC 1,805

バックシート張バックシート張

スライド丁番（キャッチ付）

平面詳細図
＊

スライド丁番（キャッチ付）

平面詳細図
＊

S
K
：

1
,
13

0
、

1
,
26

5
厨

房
：

1
,
00

0

200

9
0
5
0

380

48
0

2
0

50
0

・1F WWC 1,766

800

15
0

5
5
0

374800800374 800

3,148

7
0
0

5
0

550による

20

7
80

7
0
0

50

7
0
0

5
0

7
80

550による

20

7
0
0

50

1,
1
0
0

50
0

90
0

※

20

600

2
0

小
便

器
：

1,
2
00

※

2
0

S
K
・

大
便

器
・

HW
C
：

1
,
20

0

※

2
0

救
急

消
毒

室
・

救
急

備
品

庫
：

1
,2

0
0

※水栓、洗面ボール、石鹸入れは設備工事

※寸法は平面詳細図による

※水栓、洗面ボール、石鹸入れは設備工事

▽FL

@910（収納部 @300）

@910（収納部 @300）

グラスウール充填

▽FL

面台：ポストフォームｔ20

扉：化粧ﾎﾟﾘ合板

シーリング：MS-2　15×10面台：ポストフォームｔ20

扉：化粧ﾎﾟﾘ合板

シーリング：MS-2　15×10面台：ポストフォームｔ20

ボンデ鋼板t0.8
ホワイトボードフィルム張り

GB-Rt12.5+12.5
壁紙張り

壁紙張り
GB-Rt12.5+12.5

アルミ製ハット型ジョイナー

a

普通合板t12の上、
アルミ製ハット型ジョイナー

創建アルミAHW-12程度

汚垂タイル

▽FL

取付補強用LGS(建築工事)

(10×5)
シーリングMS-2

GB-Sｔ12.5+FK-Dｔ6.0
ライニング壁

ポストフォームｔ20
ライニング

▽FL

ポストフォームｔ20
ライニング

ライニング壁

VS(1)t2.0

取付補強用LGS(建築工事)

GB-Sｔ12.5+FK-Dｔ6.0

▽FL

ポストフォームｔ20
ライニング

ライニング壁

緊
急

車
両

車
庫

：
1
,2

0
0

ポ
ン

プ
室

：
1
,2

0
0

GB-Sｔ12.5+FK-Dｔ6.0

取付補強用LGS(建築工事)

無機系塗床、防塵塗装

断面図　S=1/20正面図　S=1/20
正面図　S=1/20

断面図　S=1/20

平面図　S=1/20
平面図　S=1/20

スライディングウォール 厚み69mm(LW-60D)

レール仕様

ランナー仕様

パネル仕様

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

コーナー部 直角レール

水平2段スライド走行輪(ベアリング内蔵)

M 14

亜鉛めっき鋼板 0.5mm (焼付塗装)

下張り:せっこうボード 12.5mm

グラスウール

アルミフレーム + 鉄骨造

アルミ押出形材（アルマイト処理)

固定ゴム嵌合

機械駆動式

機械駆動式

機械駆動式

パネル分離型構造(廃棄時分別可能)・・・環境対応型

下部シールド

上部シールド

壁面シールド

召合せ

フレーム

骨組

充填材

表面材

表面仕上

吊ボルト

走行輪

レール

3

天井材

鋼板ｔ1.6 SOP

FB-30×3.0　＠900

6
5

2520

6
0

12
.5 9
.540

255 120 20

1
0
0

L-30×30×3.0

FB-3×30＠300

12
0

25

25 120 140

25 115

木板+SOP

吊ボルト　＠９００程度

枠：FB-6×50

点検口ヒンジ

枠：FB-6×53

※ ブラインドBOX高さ 大会議室兼研修室のみ H=150

※
(
1
5
0)

Ｌ型金物アルミニウム既製品

縦断面詳細図　S=1/10 横断面詳細図　S=1/10 レール取付断面図　S=1/20

断面図 S=1/20

a部詳細図　S=1/2

69

消音型水平2段スライド走行輪

アルミレール（アルマイト）

△CL

ベース桟 □－60×30×1.6

シールフレーム

アルミ押出型材(アルマイト)

シールゴム(ブラック)

亜鉛めっき鋼板 0.5mm

(焼付塗装)

トップ桟 □－60×30×1.6

せっこうボード 12.5mm

グラスウール

防振材:ネオプレーンスポンジ

中桟 □－60×30×1.6

シールフレーム

アルミ押出型材(アルマイト)

シールゴム(ブラック)

▽床仕上天

召合せフレーム

アルミ押出形材（アルマイト）

シールフレーム

アルミ押出型材(アルマイト)

アルミ押出形材(アルマイト)

サイドフレーム

後付け壁面戸当たり

下地材

下地材
召合せガスケット

アルミ押出型材(アルマイト)

シールフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

エンドフレーム

88

9
0

Ｐ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

3
0

35

40 84

PWPW (30+6)

69

6
9

PW PW(6+50)

4
0

8
4

アルミ押出型材(アルマイト)

EPS扉詳細図

手洗いカウンター詳細図 S=1/20 S=1/20洗面カウンター詳細図

スライディングウォール詳細図 S=1/5

S=1/20・2ライニング、汚垂タイル詳細図

S=1/10・20

S=1/5 掲示板S=1/5 ブラインドBOX(鋼製)詳細図S=1/20 カーテンBOX(木製)詳細図

Ａ

A1：図示

A3：図示×1/2
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【庁舎棟】部分詳細図(9)
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ピット内釜場釜場600×1000×H500

ピット点検用化粧蓋　枠アルミ製（既製品）

アクリル系シーリング（４周） アクリル系シーリング（４周）

※
C
H ※寸法は平面詳細図による

※

※
※
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.
5・

12
.
5

12
.
5・

1
2.

5
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※
C
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.
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5

5
0
0

2,
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.
5・
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2.

5

※寸法は平面詳細図による

1
2
5

6
2.

5
6
2
.
5

1,500

▽FL▽1FL

耐火間仕切　　：１時間耐火

　　　耐火用四周処理

吉野石膏（株）：S12同等品
認定番号　　　：FP060NP-0174

▽FL ▽FL

※参考品番：セイコーステンレス HOSSI-U

▽FL

SUS製物干しパイプ27.2φ

天井：石膏ボード

巾木：仕上表による

LGS65 LGS65 GW24Kｔ50充填

GW24Kｔ50充填

下地：ボード上部スラブ下端まで立上

LGS65

LGS65

強化石膏ボードt=12.5+仕上表による

タラップ：ステンレス製22φ

タラップ：ステンレス製22φ

防水、防臭、鍵付き600角

防火区画壁(W-5) 遮音仕様(W-3S,W-7S)

巾木：仕上表による 巾木：仕上表による

LGS65(千鳥配置)

遮音仕様(W-3S(千鳥))

LGS65

巾木：仕上表による

LGS65

[W-3S]石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=12.5
[W-7S]石膏ボードt=12.5+シージング石膏ボードt=12.5

石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=12.5

一般仕様(W-3,W-7)

[W-3]石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=12.5
[W-7]石膏ボードt=12.5+シージングボードt=12.5

LGS65(千鳥配置)

7 1 200

枠：ステンレス製

塩ビクッション
蓋：ステンレス製

ピーレスアンカー

2
0

30

7
5

＜ピクチャーレール仕様＞

点字鋲:ステンレス製

25

25

20

200

1
0
0

25

3
0

60
60

60
60

3
0

3
0
0

30 60 60 60 60 30

300

(
水

下
1
0
0
)

30
0

1
0
0

5φ×30 @300

後付用、アルミ製　30x20xt1.8
荷重：30㎏
移動フック（荷重：30㎏）
Ｌ=600につき１個取付

アンカー9φ @500

▼水下

▼ＦＬ

ａ部

ａ部詳細　S=1/2

勾配1/200、汚水管へ放流（設備工事）

防水モルタル金コテ仕上

ステンレス受枠
ステンレス型鋼蓋フレーム

側溝蓋：ステンレスHL　ｔ15

断面図　S=1/5

保護コンクリート

床:無機質塗床(1)

モルタル

下地モルタルｔ15

防水層：アスファルト防水E-2

立上り:無機質塗床(1)巻上げ

モルタル

▽1FL

▽設計GL

シール材

保護モルタルｔ15

メタルラス

φ245(ベース外寸)

240（本体内寸）

φ245

φ
2
4
5100

φ245

φ245

φ
16
0

5

1
95

.
2

288

197.5

195.2

6
9
3

75
8

6
0

2
.3

2.3

正面図 断面図

平面図

▽FL

40x40（コーナーR2面取り）

※ユニオン：UFBUFB-3F-2802-MBK程度

埋込消火器ボックス

引手開口：

文字：カッティングシート張り

※本体・扉　指定色：焼付塗装
※引手内部　指定色：焼付塗装

ピクチャーレール詳細図（既製品） 点字鋲詳細図

乾式間仕切壁詳細図 S=1/20

S=1/20 S=1/5 S=1/10

ピット内タラップ詳細図 １階救急消毒室 排水詳細図 S=1/5・2S=1/20

S=1/10消火器ＢＯＸ(埋込)（既製品参考図）詳細図 消火器ＢＯＸ(床置き)（既製品参考図）詳細図物干し金物（乾燥室）詳細図

設置本数：3本

S=1/5

１階救急消毒室 屋内排水詳細図 S=1/5

Ａ

A1：図示

A3：図示×1/2
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モルタル充填

△軒天下端(CH=2,900)

砂利敷き込み

△軒天下端(CH=2,900)

モルタル充填

排水ユニット(SUS製)

▽FL ▽FL

△FL+2,950

△FL+3,240

モルタル充填

▽FL

△FL+3,250

モルタル充填

内
　
部

▽FL

SUS1.5t HL仕上げ

デッキ取合い切欠

ピポットヒンジ

△FL+3,250

△FL+3,300

△FL+3,205

外
　
部

モルタル充填 モルタル充填

壁　芯

サッシ芯

壁　芯

サッシ芯

モルタル充填

壁　芯

サッシ芯

外　部

内　部

モルタル充填

壁　芯

サッシ芯

壁　芯

サッシ芯

モルタル充填モルタル充填

外　部
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壁　芯
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壁
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ッ
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【庁舎棟】サッシ詳細図(1)
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一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋

AD-1 詳細図

AW-1 詳細図

AW-21 詳細図

AD-2 詳細図



②

③

①

天井点検口

天井点検口

2
,
62

2
.5

3
,
00

0
1
3
5

3,750 3,250

7,000420

42
0

585 5,830 585

1,276.5751,276753,127.5

2
4
2.

5

1
2
0

11
0

2
,
58

0

600515600905

42
0

6
0
0

6
00

8
75

4
60

6
00

300600

120

1F 風除室1

10 9

B

外部

1F エントランス

平面図　S=1/30

AW

AW

4

3

 

  

  

5

3
0

3520 80

1
6
5

2323

9560

155

160701560

5
14

5

120 110

11
0

25
1
0

12
0

15
5

10
1
5

1
0

5

5

30

2
0

1
2
0

1
7
0

1
5

5
0
6

3050

15

215 600

2
,9

0
0

25
12

0
15

11
0

25
1
0

120

70

752510

53050

15

14
5

1
0

10
8

2
,9

0
0

1
5

5
0

6

2323

9560

155

16070

5

5

105 600

30

5

1
2
0

2
0

1
7
0

3
0

16.5

3
5

35

8
0

1
50

1
50

8
0

3
5

25

75

7.5

Ｗ

2.5

2532.5 10

1
1
0

1
2
0

15
19

0

40 45

3

25

7.510 251025

60

251025

6060

45 40

7.5

38

155

40.5

25

85Ｗ

60

75

7.5 7.5

1
0
0

2
3

2
3

15
7
0

1
6
0

19
0

1
0

2
3

25

6
0

7
0

95
5

1
2
0

2
3

1
8

7
0

1
6
0

1
0

1
6.

5
13

.
5

1
0
0

6
0

2
5

2
3

3
2
.5

1
6
0

7
0

2
4
2
.5

2
0

7
.
5

13.5

18
5010 10

95 60

160 70

35 35

5 Ｗ
75

25
6
0

Ｗ

7.
5

3

1
9
.
5
45

.
5

1
0

2
5

3
2.

5

10

25

75
6
5

7.
5

2
.5

3535

705095

120110

5 10

702.5 2.5

607.5 7.5

23

2
5

23

25 10

1
90

1
95

25

20 80 420

35

3
0

2
,7

4
5

2
,7

4
5

1
90

1
95

25

　

(①断面詳細図はAW-1に準ずる)

モルタル充填

▽FL

脱着見切りAL-2.0t

脱着用十字穴付六角ボルト

M5×12

下地  St-2.3t

ブラック焼付塗装

吊り材St □-30×30×2.3

@600 ブラック焼付塗装

L-30×30×3　通し

FB-4.5＠600

 　　　通し

△軒天下端(CH=2,900)

風
除
室
１

 

風
除
室
１

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

▽FL

脱着見切りAL-2.0t

△軒天下端(CH=2,900)

@600 ブラック焼付塗装

吊り材St □-30×30×2.3

M5×12

脱着用十字穴付六角ボルト

壁 芯

サッシ芯

壁 芯

サッシ芯

モルタル充填モルタル充填

@600 ブラック焼付塗装

吊り材St □-30×30×2.3

天井ライン

クリアランス

脱着見切り

天井ライン
クリアランス

脱着見切り

吊り材St □-30×30×2.3

@600 ブラック焼付塗装

モルタル充填

②断面詳細図　S=1/5

ヒンジ

吊木：L-30×30×3　＠600

L-30×30×3　通し

天井：アルミパネルｔ3.0

M8ボルトナット

点検扉：アルミパネルｔ=3.0

見切り:アルミFB-5×40

③断面詳細図　S=1/5

モルタル充填

外 部 外 部

内 部 内 部

1F エントランス

CH=2,900

1F 風除室1

CH=2,740

外
　
部

サ
ッ
シ
芯

壁
　
芯

サ
ッ
シ
芯

壁
　
芯

L-40×40×5　＠600

壁
　
芯

サ
ッ
シ
芯

排水ユニット(SUS製)

AW

AW

4

3

Ａ

071
【庁舎棟】サッシ詳細図(2)
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【庁舎棟】サッシ詳細図(3)
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対面同加工
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塗装：粉体焼付塗装・ＫＣ－９０８

台数：３台

主材：□40×t1.6

壁面固定板
ホース棚

ホース棚

ホース棚

ホース棚

数量 材質 サイズ備考台数：25台
塗装：粉体焼付塗装／ＫＣ－９０８

▽FL ▽FL

△CH

2-壁面、背面固定用穴
表φ20－裏φ8
φ20mm用キャップ付き
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５

４

６
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９

２

８

▽FL

△CH

▽FL
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Ａ

上下連結
インロー金具にて

Ｂ

Ｌ金具にて床固定
※正面側脚２本

台数：基本型２台
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ソケット

背面パネル

座面

仕切り用格子(側面)

アジャスター

キャップ

SS400・粉体焼付塗装

SPCC・粉体焼付塗装

ｽﾁｰﾙ・めっき

ｽﾁｰﾙ・粉体焼付塗装

ﾋﾞﾆｰﾙﾚｻﾞｰﾏｯﾄ(ｼﾝｺｰﾙ)

SPCC・粉体焼付塗装
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合成樹脂

ステンレス

ＳＵＳ　　２．０ｔ
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平面図　S=1/20

側面図　S=1/20

側面図　S=1/20正面図　S=1/20 断面図　S=1/20

平面図　S=1/20

フック拡大図　S=1/5平面図　S=1/20
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50mm棚板可動ピッチ

：参考メ－カ－ 金剛 株式会社

塗布材 ： 棚には、消臭・抗菌・防カビ・抗ウイルスの効果を発揮する液体を塗布

：間口 大積載質量

製作

：

単式１連あたり 2000ｋｇ／連

：

：

：

：

：

：

ホワイト系（F☆☆☆☆相当）塗装色

ISO9001 及び ISO14001　認証取得工場

１段あたり 450kg／段 （等分布荷重）大積載質量

形状はC-55×50、複柱式とし、単式棚は2本柱支柱

支柱・連ツナギ・側ツナギによるブレースを用いないボルトレスフレーム構造棚構造

床固定・天ツナギ・背連結固定

備考

（W1200x4連）

BLH 474-654SOR

1階 警防資器材庫 中量ラック 数量表

型　　　　　　式 台　数 延連数

1

2

（後施工アンカ－M8）

床固定　
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6 24
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＜Ａ拡大図 S=1:5＞ ＜Ａ拡大図 S=1:5＞

＜Ｂ拡大断面図 S=1:5＞

背面合固定詳細ＲＣ壁面固定詳細
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2
7
0

1
7
0

5
0

5
0

50 600 100 600 50

1,400

座面(クッション)座面(クッション)

裏面より 8-下穴φ6

クッション施工穴位置寸法図　S=1/15

S=1/5･20 S=1/5･20

S=1/5･20 S=1/30

出動準備室　防火服ロッカー(1人用・固定式)　上段棚板付き

緊急車両車庫　ホース収納棚 警防資機材庫　中量ラック

出動準備室　防火服ロッカー(2人用・回転式)　上段棚板付き

Ａ

A1：図示

A3：図示×1/2
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リベット止

Ａ

Ｃ

４６７２３５

Ｂ

Ｄ

１

１

５ ３ ２

2-ハーフパンチφ8

対面同加工

６ ７ ４

塗装

数量

固定棚

2-ハーフパンチφ8

対面同加工

１

７

９ ８ ６ ５ １０ ３ ２ ４

塗装

数量

粉体焼付塗装

１　台

ＫＣ-９０８

ＦＲＢ－１８１２

数　量
１本当り

１

２

１

１

７

２３

８

８

７

６

５

４

３

２

１

番号

塗装色

製　品

記　号

部　品　名

天　　　板

側　　　板

底　　　板

裏　　　板

横中仕切板

補　　　強

カーペット押え板 ＳＵＳ　　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

備　考材　　質

リベット止

塗装色

製　品

記　号

粉体焼付塗装

１　台

１

２

番号

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

９

８

７

６

５

４

３

部　品　名

天　　　板

側　　　板

底　　　板

裏　　　板

横中仕切板

棚　　　板

補      強 ５

４

３

１

１

２

１

数　量
１本当り

材　　質 備　考

ＫＣ－９０８

ＳＵＭＴ１－４Ｎ

ＳＰＣＣ　０．８ｔ

ＳＰＣＣ　０．８ｔ

ＳＰＣＣ　０．８ｔ

ＳＰＣＣ　０．７ｔ

ＳＰＣＣ　０．８ｔ

ＳＰＣＣ　０．８ｔ

ＳＰＣＣ　０．６ｔ

粉体焼付塗装

６　台

塗装色

製　品

記　号
ＦＢＫＳ３-４

扉　：クリアブルー

本体：ＫＣ－９０８

１本当り
数　量

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

番号

塗装

数量

１

２

１

１

２

９

１２

１２

１２

２４

部　品　名

天　　　板

側　　　板

底　　　板

裏　　　板

縦中仕切板

横中仕切板

扉　　　　

取　　　手

名　札　差

ヒ　ン　ジ

材　　質 備　考

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

アクリル　３ｔ

合成樹脂
ピタリックＥ
２８×６０
外 ７４×６５
内 ７０×４５
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1
,
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6
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8
.
5
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55 1,145 55

30 1,085 30

210 430 210 210 430 210

850 10 850

2,700

900 900 900

50 50

R1
5R15

R15 R1
5

450

9
5
0

10
0

3
0

R15 R1
5

950 1,850

2,800

R3
0

R30 R3
0

R30

900 900

50

R15

1,800 50

R1
5

⑨ ⑨ ⑨ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑦ ⑦ ⑦

⑨ ⑨ ⑨
⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑦ ⑦ ⑦

（W1200x4+55）

耐荷重 400kg／段（等分布荷重）

タイヤ受け φ60.5 x t2.3

有効（棚受間）天ツナギ背連結

（後施工アンカ－M8）

床固定

側受（各段）

タイヤ受け 奥行 可動
ピッチ 107.5 mm

附属品

棚には、消臭・抗菌・防カビ・抗ウイルスの効果を発揮する液体を塗布

支柱・連ツナギ・側ツナギによるブレースを用いないボルトレスフレーム構造

底板木口：R付アルミエッジ

堅木材(四方)

廊下(4)側

三次署事務室

本部事務室側

⑩ ⑩

1

⑥ ⑩

備考

支柱・連ツナギ・側ツナギによるブレースを用いないボルトレスフレーム構造

固定

棚構造

棚板可動ピッチ

支柱

：

：

：

側受

床固定

50mm

形状はC-55×50、複柱式とし、単式棚は2本柱：

：

大積載質量

間口 大積載質量

塗装色

製作

塗布材

参考メ－カ－

１段あたり 400kg／段 （等分布荷重）：

単式１連あたり 2000ｋｇ／連：

ホワイト系（F☆☆☆☆相当）：

ISO9001 及び ISO14001　認証取得工場：

： 棚には、消臭・抗菌・防カビ・抗ウイルスの効果を発揮する液体を塗布

金剛 株式会社：

2
6.

8

2
0

5.
3

1
.
5

R付アルミエッジ詳細図

VOC低減素材（空気触媒機能）

台　輪

見　付

底　板

棚　板

内　装

外　装

作業天板

名　称 材　質・仕　様

2F 消防本部 事務室　2台

t20 ポリエステル樹脂板 

メラミン化粧板

t20 ポリエステル樹脂板 

棚板ズレ防止棚受け

t20 ポリエステル樹脂板 

ポリエステル樹脂板 

ポリエステル樹脂板 

木口：堅木材 UC 

t30 メラミン化粧板 

角部：セーフティカバー27L（ABS樹脂）

木口：R付アルミエッジ（品名ライン付)

木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ

パンチカーペット押え(ステンレス)

＜Ａ部分詳細＞

25

2
0

1
7

30 62

16

側　板

横中仕切板

溶接箇所

Ｌ板

ボンベ

パンチカーペット

補強

L板

ボンド固定

カーペット押え

リベット止

（ステンレス）

パンチカーペット 2mm

補強

横仕切板

＜Ｃ部分詳細＞

＜Ｂ部分詳細＞ ＜Ｄ　側板・横中仕切部分＞

K
07

K
08

K
06

K
09

S=1/30警防資機材庫　中量ラック（タイヤ保管棚） S=1/10ボンベ棚（ボンベ庫）

S=1/10靴棚（シャワー・脱衣室）

S=1/10洗面小物入れ（シャワー・脱衣室）

S=1/30受付カウンター（本部事務所・三次署事務室）

Ａ

A1：図示

A3：図示×1/2
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＜共用部＞

その他、下記程度の既製家具を見込むこと

椅子

机 W1500×D800×H720　<ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ wood tilt 程度>

＜三次署＞

机 W2100×D1000×H720 <ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ JUTO 4本足 程度>

台数

W525×D475×H768　 <ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ hang like 程度>

3

12

3

４，畳受け板：ハードボード5.5mm

５，畳：厚み30mm　へり付き　２分割

６，畳芯：スタイロフォーム

９，左右勝手：左右共通

10，組立：キャップ付ボルトにてジョイント

１，ヘッド＆フットボード：マーレスボードBBQ2082

２，ヘッド＆フットボード：小口、同色テープ仕上げ

３，フレーム：マーレスボード、小口テープ仕上げ

７，引き出し：前板　マーレスボードフラッシュ構造

８，引出箱：ｼﾅﾗﾝバー枠、底板12mmﾍﾞﾆﾔ下地白ﾎﾟﾘ合板ｷｬｽﾀｰ5個

材　質・仕　様

６
４

８

７
３

１０
１０

樹脂レッグ5mm厚

木目方向

木目方向

ヘッドフットに受け材

コジマB409-25　ﾅｲﾛﾝ5個付き

木目方向

１

引出寸法8mmマイナス

前板は箱より1mm面落ち左右共

引出スペースから

５

サイズ　：H2100×W1800×D471

製品記号：

段荷重　：300㎏／段

棚段数　：有効2段（天地4段）

固定　　：壁・床M8アンカー固定

塗装色　：SG色（サングレー色）

材　質・仕　様

サイズ　：H2100×W1800×D471

製品記号：

段荷重　：300㎏／段

棚段数　：有効2段（天地4段）

固定　　：壁・床M8アンカー固定

塗装色　：SG色（サングレー色）

材　質・仕　様

台数　　：1台

台数　　：1台

7
5

1,
9
2
5

1
0
0

3
.2

2
,
10

0

1,800

1,855

27.5 27.5 471

4711,800

1,855

27.527.5

2
,
10

0
3
.2 1
0
0

1,
9
2
5

7
5

フックバー

フックバー

背面フック固定バー

背面フック固定バー

背面フック固定バー

背面フック固定バー

テント梱包

フックバー

フックバー

K K

K

10 11

12

S=1/10１階食堂 収納付き畳詳細図 S=1/20

S=1/20

フック付き棚詳細図

テント収納棚詳細図

Ａ

A1：図示

A3：図示×1/2
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備北地区消防組合消防本部

三次消防署

▽GL
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44

1
,
0
32

・倉庫３

・三次署書庫

・体力錬成室

・食堂

・署長室　×2

・会議室　×2

・医療廃棄物保管庫

・乾燥・洗濯室

・シャワー・脱衣室

・女性エリア

・救急倉庫

・倉庫1

・倉庫2

・救急消毒室

・少量危険物貯蔵所

・資機材庫

・ボンベ保管庫・空気充填室

・乾燥室

・出動準備室　×3

本体：溶融亜鉛めっき鋼板　t1.5
表示：SUS HL 箱文字

・印刷室

・相談室

・消防長室

・サーバー室

・指令室

・通信指令課事務室

・対策室・作戦室

・本部書庫

・女性エリア

・訓練室１

・訓練室２

・燃焼室　×2

　主訓練塔

・倉庫

・安全ネット収納

・屋外通路　×2

・ブリッジ救助訓練スペース

　副訓練塔

・倉庫

・全天候型低所訓練

・車両関係資機材庫

入口

本体：SUS PL-1.5 箱体塗装仕上げ

本体骨：SUS □-40×40
RPL：PL-6
BPL：PL-9

A.Bolt：M10 ケミカル
基礎コンクリート
D13@200タテ・ヨコ

・更衣室

1,
6
00

600

1
5
0

1
,
50

0

4
0

1
,
5
00

4
0

ＲＯＯＭ

1,
5
0
0

三 次 消 防 署

備 北 地 区 消 防 組 合 消 防 本 部

塩ビカッティングシート切り文字貼り▽
扉

芯

ＷＣ

▽
扉

芯
・

壁
芯

塩ビカッティングシート貼り

塩ビカッティングシート切り文字貼り

ビス止め(4箇所)

アクリルPLt5.0

12ＲＯＯＭ 12

三次署事務室

ＥＰＳ

7.5 10

3
0

3
0

100100100100100

60

1
,
20

0

表示：塩ビシート切り文字貼り
本体骨：SUS □-40×40

20100

1
0
0

5
0

10
0

100 20 100 20 100 20 100 20 100 20 100 20 100 20 100 20 100 20 100 20 100

1
00

100

1
5

1
00

1
5

230

1
5
0

4
0

40 5 〃 5 40

100

1
1
0

200

20
0

4
0

40 5 〃 〃 〃〃 〃〃 〃 405

150

1
50 １

備北地区消防備

三次消防署

防組合消 本部

・表示：ステンレス切文字t5.0　焼付塗装　浮かし止め

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

SUS切文字t5.0 焼付塗装

浮かせパイプ

あと施工アンカー(接着系)

断面図　S=1/5

位置図　S=1/30

表示姿図 S=1/5

＜表示内容＞

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

ＷＣ

ＳＨＯＷＥＲ

ＷＣ

職員専用

位置図　S=1/30

位置図　S=1/30

《MWC / WWC / 各個室トイレ》

ＡＬＬ
ＧＥＮＤＥＲ

《HWC》

姿図　S=1/5

位置図　S=1/30

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

・表示：塩ビカッティングシート切り文字張り

＜表示内容＞

・ＰＳ

・ＥＰＳ

・ＳＫ

姿図　S=1/5

・表示 : インクジェット出力フィルム貼り(巻込)

・基盤 : アクリル板t5.0 + 捨板アクリル板t2.0

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

ＥＰＳ

姿図　S=1/10

断面図　S=1/10

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

・表示：カラーアクリルPL t5.0

×１

×２

×２

×１

＜表示内容＞

姿図　S=1/5

位置図　S=1/5

位置図　S=1/30

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

・表示：塩ビカッティングシート切り文字張り

＜表示内容＞

・ROOM01～ROOM26

・RO0M01～ROOM03

姿図　S=1/5

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

・ROOM01～ROOM05

・表示：S-4＝塩ビカッティングシート切り文字張り

・表示：S-4a＝カラーアクリルプレートt3.0 切文字張り

・ポンプ室

・リネン室

・三次署事務室　×2

　庁舎棟

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

・表示：塩ビカッティングシート切り文字張り

姿図　S=1/5

三次署事務室

2ヶ所 ※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。 2ヶ所

・書体：BIZ UDゴシック

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

・表示：カラーアクリルPL t5.0 切り文字 接着張り

・２ ・２

姿図　S=1/5

＜表示内容＞

　庁舎棟

・１

・２

・１ ・１

　主訓練塔 　副訓練塔

・３

・４

・３

・４

・大会議室１

・大会議室２

・倉庫

・消防本部事務室

館内案内

Ａ

076A1：図示

A3：図示×1/2

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】サイン詳細図

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

S-1　館名表示（風除室） S=1/30・1/5 S-2　館内案内板 S=1/30・1/5

S=1/30・1/5 S=1/30・1/5S-5　室名表示3（ＰＳ・ＥＰＳ類)

S=1/10

外S-1　駐車場表示

S-3　室名表示1

S=1/30・1/5S-6　室名表示4(仮眠室) S-7　突出し表示S-4,S-4a　室名表示2（ピクトグラム) S=1/30・1/5

S=1/20 外S-2　屋外館名サイン S=1/20 S-8　消防・危険物標識板 S=1/10 S-9　衝突防止サイン S=1/5 S=1/5S-10　階数表示

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋



躯体と昇降機承諾図に相違がある場合はエレベーター着工までに躯体を是正すること

(1)昇降路の壁又は囲いは隙間無きものとすること

(2)昇降路の壁又は囲いは難燃材料（不燃材料・準不燃材料含む）とすること

(3)昇降路の壁又は囲いは5c㎡辺り300Nの外力が作用した時に15mmを超える変形及び
　 塑性変形が生じない構造とすること

(4)コンクリート厚さは150mm以上とすること

(5)コンクリート基準圧縮強度は21N／mm2以上とすること

(6)昇降路壁は後施工アンカーが可能な構造とすること

1

2

昇降路内にはエレベーターに関係のない配管・配線・ダクト・その他の機器を設置しないこと

昇降路壁には配管・消火栓等を埋め込まないこと

昇降路内には建築金物（ALCクリップ等）が突出しないこと

昇降路内に断熱材（ウレタン・スタイロフォーム等）を施工する場合は溶接火花による火災の
おそれがあるため難燃材料とすること

断熱材はガイドレール支持用ファスナー及び乗場出入口廻りの取付材を避けて施工すること

断熱材の施工時期は協議すること

昇降路内の温度は5℃以上40℃以下、湿度は月平均90％以下、
日平均95％以下とし、氷結・結露しないこと

昇降路内及び乗場には風雨・塵埃・塩分・有害ガス等が入らないこと

昇降路内に換気設備を設置する場合は外部より点検可能な配置とし、雨水対策を実施すること

昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しない配置及び躯体構造(防音・防振工事等)とすること

エレベーターホールと風除室が近い場合はドラフトによりエレベーターの戸が開閉できなくなる
おそれがあるため建物側で気密性を上げること　

保守・点検・緊急対応のため、外部より 上階のエレベーターホールへアクセスできる
通路を設けること
また、個人宅や占有部、鍵が必要な場所を経由する必要がないこと

高調波障害回避のため、以下の対応を推奨します

(1)弱電機器の電源線・通信線はエレベーター動力線から1m以上分離すること

(2)エレベーター動力用電源トランスは弱電機器のトランスと独立して設けること

(3)弱電機器とのアース線共用は避けること

(4)エレベーター動力線は弱電機器近くの床下や天井に設置しないこと

(5)漏電遮断器・漏電継電器を設置する場合、不要動作防止のためインバータ対応の
　 ものを使用すること

かご内へ一度に搬入可能な積載は4輪台車で250kg（台車含む）以下とすること

エレベーターを工事用として使用する場合、電力会社から供給される電源を使用願います
工事用発電機による工事用使用は電源電圧が不安定なため、内部基板への悪影響を
引き起こす可能性が高いことから使用しないこと

搬入に支障のない経路を確保すること

エレベーターを工事用として使用する場合はこの使用に伴う検査費用・復旧（オーバーホール

電源電圧の変動は動力用±10％以内、照明用±5％以内とし、動力用の電圧不平衡率を
5％以内とすること

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

注　意　事　項

分類 No.
建築昇降路構造

建築 電気 設備 昇降機
工 事 項 目

昇降路の築造工事及び躯体・オーバーヘッド・ピット寸法が昇降機承諾図と
異なる場合の是正工事

　　　　　　　　　（ただし、必要寸法を確保のこと）
　オーバーヘッド：昇降機承諾図寸法に対し 20mm 以上低い場合

　ピット：昇降機承諾図寸法に対し浅い場合又は 以上深い場合30mm
　　　　　（防水面から確保のこと）

5 を確保のこと）
（オーバーヘッド高さが を超える場合、トロリービーム設置は必須のこと）4000mm

中間ビーム・セパレータビーム設置・インサート埋め込み工事

6

5

4

3

2

1

6

5

4

3

2

1

6

5

4

3

2

1

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

天井フック又はトロリービーム設置工事（荷重に対し安全率

溶接レスの場合のガイドレール支持用ファスナー及び
立柱・三方枠取付用アングルへの穴加工

ガイドレール支持用ファスナー及び立柱設置・インサート埋め込み工事

フェッシァプレート取付材設置工事（フェッシャープレート本体は昇降機工事）

昇降路内鉄骨材の耐火処理工事

ピット内防水工事

ピット下を使用する場合の二重スラブ、釣合おもり側の直下部厚壁等の建築躯体処置工事

併設されたエレベーターのピットに段差がある場合の間仕切り工事

急行ゾーンがある場合の昇降路救出口設置工事

昇降路内建築工事仮設床用（水平養生）の金網、デッキプレート等の撤去工事

昇降機承諾図に記載のない突出物や不要物の撤去切断等工事

昇降路内温度が

乗場出入口の敷居取付用欠き込み・敷居受け持ち出し工事及び
敷居取付後のモルタル充填工事

乗場出入口壁穴あけ・乗場出入口用品取付材設置工事及びインサート埋め込み工事
（三方枠・バックアングル・ドア・敷居・押しボタン・インジケータ・モニター等）

乗場出入口用品取付後の壁並びに床・天井等の仕上工事

三方枠・インジケータ等と壁間のモルタル又はロックウール充填工事

三方枠・インジケータ等と壁間の塞ぎ板による隙間塞ぎ工事

昇降路頂部の煙感知器設備の設置工事（外部より点検可能な点検口の設置を含む）

昇降路内配管工事に伴う区画貫通部の耐火処理工事
（昇降機工事による押しボタン・警報盤等の配線工事は除く）

昇降路内受電端子までの動力用電源・照明用電源・接地線の引込・立上工事及び
一次側端子への接続工事

昇降路内受電端子までのインターホン・その他機器の配管配線工事並びに引込・立上工事
（放送・遠隔監視・防犯カメラ・故障信号・非常呼信号・火災信号・セキュリティ連動信号・監視盤等）

遮煙のりばドア適用時の建屋火災信号の供給

ピット内点検用コンセントの設置工事（単独回路）

エレベーター工事着工前までの各階出入口開口部の養生作業

エレベーター工事着手後の昇降路内への浸水防止工事、出入口先行着工時の止水工事

居室側防音及び防振工事

搬入用仮設開口及び搬入経路の段差解消・搬入後の復旧工事

エレベーターを工事用として使用する場合の各種養生手配及び設置工事

その他建築・電気・設備に関する工事

そ

の

他

電

気

乗

場

40℃を超える場合の換気設備工事又は空調設備工事

（排水溝・水勾配・庇等）
開放廊下及び屋上等直接外気と接する乗場における雨水対策工事

（１台１回線）

電話用配管・配線

インターホン用配線

接地線 小サイズ

大電流

大引込み距離（ｍ）

建屋側ＭＣＣＢ

号機名

電源設備容量 動力

照明

Ｎｏ．１

Ｖ

Ｖ１００

２１０

ｋＶＡ

ｋＶＡ４

１．５

２３．４ Ａ

５．５

７３

８

１１２ １９６

１４

４０ Ａ

ｍｍ2３．５

φ ０．９  × １０ 本

φ １９配管 ・電話線 １ Ｐ

１ ｋＶＡ／台ピットコンセント容量

電 源 設 備 （低圧）

昇

降

路

動力線サイズ（ｍｍ2）

概

略

仕

様

号機名（台数）

用途（形式）

積載量（定員）

速度

制御方式

操作方式

停止ヶ所・出入口方向

かご内法（ＷｘＤｘＨ）

出入口寸法（ＷｘＨ）

ドア方式

電動機出力

電源

管制運転

動力

照明

地震時

火災時

自家発時

浸水時／冠水時

停電時自動着床装置

耐震クラス

かご内連絡装置

基本仕様
及び
標準装備仕様

乗

場

仕

様

三方枠

ドア

敷居

か

ご

仕

様

広角ミラー付操作盤
しきい間すきまレス
故障時 寄階自動着床運転
イオン発生装置
気配りアナウンス機能（非常時４ヶ国語対応）
行先階取消し機能
戸開放時間自動設定
反転時呼び一括キャンセル機能
２Ｄ多光軸（マルチビーム）ドアセフティ
照明・換気装置自動休止機能
ローラーガイド（かご、おもり）

２４Ｖ同時通話インターホン

Ａ１４

有

有　全自動形（ピット冠水時（ 寄階））

無

有　全自動形

有（Ｐ波＋Ｓ波感知器（３段検知）リスタート機能付）

ＡＣ－４．５ｋW（ギヤレス）

三相３線

単相 １ ０ ０ Ｖ ６ ０ Ｈ ｚ

Ｈ ｚ６ ０Ｖ２１０

２枚戸中央開き（電動式）

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

２１００

１ ３ ５ ０ ｍｍ ×

×

×

９００

１６００

方向１２ヶ所１,２ＦＬ ）（

　車いす仕様 )ＳＰ１３－ＣＯ４５（

乗合全自動方式

交流インバータ制御方式（回生無）

ｍ／ｍｉｎ４５

人）１３（ｋｇ９００

乗用

（１台）Ｎｏ．１

２ ２ ５ ０

ｍｍ

エレベーター仕様

フェースプレート

インジケータ

ボタン乗場

インジケータ

ボタン

全階

全階

全階

全階

全階

全階 縦枠組込

デジタル階床表示式

抗菌凸矢印ボタン（ＳＩＡＡ認証）

硬質アルミ製

鋼板製単色塗装仕上

大枠・直線　鋼板製単色塗装仕上

天井照明

換気装置

リターンパネル

出入口柱

ドア

デラックスＬＥＤ天井

ファン

ステンレス製ヘアライン仕上

ステンレス製ヘアライン仕上

化粧鋼板

側板

幕板

幅木

床

敷居

ボタン

インジケータ

フェースプレート

操作盤

標準（広角ミラー付）　ステンレス製ヘアライン仕上

液晶（カラーユニバーサルデザイン認証）

抗菌凸文字ボタン（ＳＩＡＡ認証）

硬質アルミ製

ビニタイル　（ｔ２）

化粧鋼板

化粧鋼板

化粧鋼板

特記事項

戸開延長ボタン

非常呼びボタン応答灯

非常呼びボタンカバー（樹脂製製）

機械式ドアセフティ（両側）

お知らせドアビーム

防犯カメラ（別途工事）（電源・配線対応）

ＢＧＭスピーカ－

磁石式保護マット（消臭、菌・ウイルス抑制タイプ）

床マット

国土交通省仕様

フェッシァプレート

かご上ブザー（タイマー付）

外部インターホン－－１階事務室に取付

パーキング機能（ＳＷ２）

高調波対策

４．０ｍレール

車いす仕様

　専用乗場ボタン

　かご内専用（主・副）操作盤

　かご側面手摺

　　（ステンレス製ユニバーサル手摺（φ３８）、２方向）

　かご内鏡（ステンレス製）

視覚障がい者対策

　点字銘板（車いす用品を含む）

　音声案内装置

　乗場点字銘板

　（電気工事）

・防犯カメラ用信号：Ｓ－５Ｃ－ＦＢｘ１本

・火報信号　無電圧ａ接点：φ１．２

・ＢＧＭ放送用信号：φ１．２

×３本

×３本

×３本

V.22.00 （ ＦＣ）（ 0194424 ）

積込み荷重制限

・故障接点信号：φ１．２

荷重条件 250kg

重量物の積込みは、一回当り荷重条件以下で積込み下さい。

※フォークリフトの使用はできません。

　（ 4 輪台車を使用するものとし、台車の重量を含む）

工　事　区　分　表

据付工事用現場詰所及びエレベーター材料・据付工事用機材の保管場所は建築工事により

仮設揚重機・重機(ラフタークレーン、タワークレーン等)　・搬入運搬用台車無償提供とする

据付工事用電源及び試運転調整時の動力電源無償提供とする（容量は別途打ち合わせ）

必要に応じてモルタル無償提供とする

消耗部品の交換等）費用・定期保守費用・コールバック対応費用等が生じる

RC

Ａ

A1：-

A3：-

077

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】昇降機設備図(1)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

設
計
者

一級建築士
第340646号

佐藤 彰洋
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D

10

10

HB
C
1
0

2GY1A

【
HB

C
10

】

(絶対値:365)

FGY18D

10

Ａ

A

A
A

B

No.1

ピット部取付
地震感知器（Ｐ波＋Ｓ波）

電源引込み（受電盤への接続）

・動力・照明、接地線

　 上停止階ＦＬ－１３５０ mm引出長さ３ m

　 上停止階ＦＬ－６５０ mm引出長さ３ m

・インターホン配線、電話線

配線引込み （電気工事）

（電気工事）

E

昇降路２階平面図　S=1/20

(必
要

値
:2

90
)

昇降路１階平面図　S=1/20

E

(必
要

値
:2

90
)

No.1

FB1

B2

部材記号

上記　荷重による柱及び梁のたわみは５ｍｍ以下となるよう選定下さい。

１０．６０ ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

７．１０

３．６０

７．１０

３．６０

５．１０

２．３０

４．５０

レール反力リスト（地震時作用荷重）

かご側

一般階

かご側

上階

おもり側

一般階

おもり側

上階

Ｐｘ

Ｐ
ｙ

Ｐｘ

Ｐｙ

Ｐｙ

Ｐｘ

Ｐｙ

Ｐｘ

Ｐｙ

Ｐｘ

Ｎｏ．１

　Ｔ．Ｃ保護金網

　ピット点検用コンセント

（エレベーター工事）

（電気工事）

（Ｂ部）

（Ａ部）・荷重：

天井フック（材料エレベーター支給）

９．８

１９．６ kN

 kN

（建築工事）

［-100x50x5x7.5HBC10 中間ビーム

鉄骨部材記号表　（建築工事）

部材サイズ部材用途

ト
ッ

プ
ク

リ
ア

ラ
ン

ス

3,050 2,840

900

1
,1

0
0

オ
ー

バ
ー

ヘ
ッ

ド
 3

,
90

0
1
5
0

4,
0
50

1,
2
1
9

昇
降

行
程

 4
,
05

0

昇
降

路
全

高
 
9,

2
0
0

敷居間すき間 25

4
,
05

0

2,
6
81

出
入

口
高

さ
 
2
,1

0
0オ

ー
バ

ー
ヘ

ッ
ド

 3
,
90

0
昇

降
行

程
 4

,
05

0

1
00

ピ
ッ

ト
 1

,
25

0

10
0

10
0

ピ
ッ

ト
 1

,
25

0

10
0

1
,
90

0

4
,
05

0

1
,5

4
7

4,
0
50

1
5
0

（材料エレベーター支給）
天井フック（建築工事）

▽RFL

かごの床先と壁とのすき間 25

（エレベーター工事）
フェッシァプレート付

▽2FL(FL±0)
　ELV

※点検用タラップはピットに保管

昇降路縦断面図　S=1/30

Ａ－Ａ断面図　S=1/30
E

（電気工事）

（建築工事）
ピット内塗布防水仕上

Ａ

▽GL
▽1FL(FL±0)
　ELV

ピット点検用コンセント

【HBC10】

　ELV
▽1FL(FL±0)
▽GL

５３．５０

６９．４０

８１．６０

ｋＮ

ｋＮ

ｋＮ

Ｃ／Ｗ側

かご側ピット衝撃荷重

Ｎｏ．１

　ELV
▽2FL(FL±0)

【HBC10】

▽RFL

【HBC10】

【HBC10】

11
0

500500
（Ｌ＝１０００）
補強筋　４－Ｄ１６

（Ｌ＝１０００）
補強筋　４－Ｄ１６

１－Ｄ２２

（天井フック材料エレベーター支給）
天井フック配筋要領参考図

昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

煙感知器詳細

（

）

）

）

））W

（

（

（

（ KUS-1C

FXS J001A-HU

NID-T-G

BV95351+BV95381H

製品の型番は、仕様変更などで変更・廃止されている場合があります

・パナソニック

・ニッタン

・能美防災

・ホーチキ

点検ボックスは下記エレベーター昇降路専用品として下さい。

昇降路頂部

煙感知器

60
0
以

内

（電気工事）屋外の場合は、防水形点検扉とする。

とする。

外部に引き出した状態で点検可能な構造

1.5mm以上の鋼板製（電気工事）

施錠装置付点検扉

ピット反力

2,555 420

078

A3：1/40・60

A1：1/20・30

Ａ
備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事

【庁舎棟】昇降機設備図(2)

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

株式会社 あい設計

設
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者
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No.1

乗場点字銘板

No.1

補助操作盤

乗場点字銘板

シルブラケット
（エレベーター工事）

出入口幅900800

3,050

120

60

9
00

1
,2

0
0

出
入

口
高

さ
 
2
,
10

0

壁
開

口
高

さ
 
2
,1

7
0

( 
 
)

3,050

650 壁開口幅 1200

150

1,140

2,840 2,840

990

出入口幅900800

60

9
0
0

1
,
20

0

出
入

口
高

さ
 2

,
10

0

壁
開

口
高

さ
 
2
,1

7
0

(
  

)

600 壁開口幅 1250

150

1,140 990

75

　ELV
▽1FL(FL±0)

　ELV
▽1FL(FL±0)

　ELV
▽1FL(FL±0)

E
出入口正面図　S=1/20

E
出入口正面図　S=1/20

床仕上面

断面図　S=1/20

　ELV
▽2FL(FL±0)

　ELV
▽2FL(FL±0)

　ELV
▽2FL(FL±0)

床仕上面

シルブラケット
（エレベーター工事）

部材記号 部材用途 部材サイズ

鉄骨部材記号表　（建築工事）

中間ビームHBC10 ［-100x50x5x7.5

Ａ

A1：1/20

A3：1/40

079

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】昇降機設備図(3)

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE
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足場

EP塗装(黒)

EP塗装(黒)

EP塗装(黒)

EP塗装(黒)

3

4

3

4

足場

階 室　　名
制限 下地

天井

仕上 廻縁 天井高下地

幅木

仕上 高さ

床仕上高

スラブ高 下地

床

仕上

壁

仕上
備　　　考

内装
居室

排煙

設備
部 位 箇 所 部 位

1　【VOC ○箇所】：化学物質の濃度測定の対象室及び測定箇所数を示す。

階箇 所

■ 外部仕上表 ■ 内部仕上表

壁

床
レンジャーネット

-

階

- -

±0

-10

-

±0

-

±0

±0

-10

±0

- -

- -

- -

- -
-

スラブ表し

- -

±0

-10

±0

-10

---

- - - 直天

-

±0

-10

±0

- -

安全ネット収納

ブリッジ救助訓練スペース

主

訓

練

塔

屋根

副

訓

練

塔

公

用

車

車

庫

屋根

屋根

外壁

巾木

屋根(1)

屋根(2)

屋根(3)

バルコニー

手すり 手すり(1)

手すり(2)

たてとい

屋外階段

(鉄骨造)

屋外階段

(RC造)

たてとい

たてとい

軒樋

-

- -

-10

±0
スラブ表し

スラブ表し

スラブ表し

スラブ表し

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- - 直天

直天

直天

直天
スラブ表し

スラブ表し

スラブ表し

スラブ表し

外壁・庇

手すり
手すり(1)

手すり(2)

軒樋

公用車車庫

1

全天候型低所訓練室

引揚げ救助訓練スペース

ブリッジ救助訓練スペース

±0

-10

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- 直天

直天

直天

直天

直天

直天

-

-10

-260

-10

-260

-10

-100

塗膜防水(X-1)

カラーガルバリウム鋼板t=0.4一文字葺き

瓦葺き

塗膜防水(X-1)+防滑性ビニル床シート

FB-6×50溶融亜鉛めっき

配管用鋼管80A

塗膜防水(X-1)

FB-6×50溶融亜鉛めっき

配管用鋼管80A

カラー塩ビ製100φ

1

壁 倉庫

階

床 防水モルタル金コテ仕上 燃焼室

2

手すり 塩ビ製

階

天井 訓練室1

犬走り

階

訓練室2

階

1

倉庫

階

2

床

階

手すり

階

階

RC(B)

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ C(B)-ｂ
C(A)-ａ+着色撥水材

C(A)-ａ+着色撥水材

C(A)-ａ+着色撥水材

C(A)-ａ+着色撥水材

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

C(B)-ｂ

折板屋根表し

レンジャーネット
床

コンクリート直均し仕上

コンクリート直均し仕上

-250

コンクリート直均し仕上

コンクリート直均し仕上

高硬質ウレタン塗膜防水(防滑材入)

高硬質ウレタン塗膜防水(防滑材入)

無機系塗床(1)

無機系塗床(1)

無機系塗床(1)

無機系塗床(1)

無機系塗床(1)

無機系塗床(1)

無機系塗床(1)

無機系塗床(1)

C(B)-ｂ

キャスタブル耐火物
(SUSワイヤーメッシュ固定)

キャスタブル耐火物
(SUSワイヤーメッシュ固定)

C(B)-ｂ

C(A)-ａ+着色撥水材

外壁・庇

屋外通路

耐熱レンガ

仕上

カラーガルバリウム鋼板製113×68

カラーガルバリウム鋼板製

仕上

FB-6×50　溶融亜鉛めっき仕上げ

チェッカープレート　溶融亜鉛めっき仕上げ

FB-6×50　溶融亜鉛めっき仕上げ

※凡例は庁舎棟仕上表（1）と同等とする

外壁下地表し

窯業系サイディングt=16

出隅役物：塗装GLめっき鋼板(W型)

見えがかり鉄部：SOP塗装 見えがかり鉄部：SOP塗装

C(A)-ａ+撥水材塗布

折板屋根:アルミ亜鉛合金めっき鋼板t=0.8(丸馳)　H120＠550

Ａ

A1：-

A3：-
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【主訓練塔・副訓練塔・公用車車庫】　仕上表
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株式会社 あい設計
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TD

CD

AW AW

K1 K2

AW

K3 AW

K2
SD

K6

SD

K6

AW

K3

SD

K7

SD AW
K6

K3

K2

K4

SD

K1

K1

SS

K3

K5

SD

K5

SD

SSD

SSD

SSD

Ｍ

Ｍ

■凡例

RD

TD 配管用鋼管80A

CD

ルーフドレイン 80A

ロープ支持金物(丸環タイプ)

ロープ支持金物(丸環タイプ)(上下2ヶ所)

中継ドレイン 80A

構造スリット▲

YRD 横引きルーフドレン80A

下部貯水槽

7
,0

0
0

4
,0

0
0

7
,0

0
0

2
,5

0
0 1
,2

5
0

1
,2

5
0

2
,8

0
0

7
,0

0
0

2
,5

0
0 1
,2

5
0

1
,2

5
0

7,000

7,
0
00

2
,
5
00 1
,
2
50

1
,
2
50

2
,1

0
0

2
,1

0
0

4
,0

0
0

2
,5

0
0 1
,2

5
0

1
,2

5
0

2
75

3,
7
25

7,000 1,100

2,100

7,000 1,100

2,100

7,000 1,100

1,990

7,000

4
,
00

0
7,

0
00

2
,
5
00 1
,
2
50

1
,
2
50

3
,7

4
0

26
0

1,790310

3
1
0

3
1
0

6,
3
80

310

6354,265

325

31
0

31
0

6
,3

8
0

6,380

31
0

6
,3

8
0

3
10

310 3106,380

3
10

3
1
0

6,
3
80

310 1,790 310

4,280 620

2,290 310

310 290 6,400

310 310

4
00

1,100

手すり(2)

水勾配水勾配
訓練室１

ベランダ

▲

▲▲

手摺

屋外通路

訓練室２ ベランダ安全ネット収納

レンジャーネット手摺

連結送水口 連結送水口
TD

▲

屋外階段 屋外階段

4階平面図　S=1:100

RD
RD

床:耐熱レンガ

燃焼室 瓦葺屋根 鋼板葺屋根水勾配

水勾配

ロープ支持金物

▲ ▲水勾配▲ 避難ハッチ着地位置

▲

TD TDYRD

▲

水勾配ロープブリッジ訓練用
ロープブリッジ訓練用ロープ支持金物

ロープ支持金物水勾配

ブリッジ救助訓練スペース
倉庫 屋上

放
水

壁

屋根勾配1/100

(防滑床)

ロープ保護金物 ロープ保護金物
危険ゾーン(赤色塗装)

▲▲

YRD TD

▲ TD▲ RD

屋外階段

RD

▲▲

▲

RD

▲▲

RD

▲▲

▲ TD

▲水勾配

RD
TD

FL-250

▲連結送水口
TD

▲

▲
RD

TD

▲

RD

水勾配

RD

▲ ▲

▲
RD

▲

TD▲

RD

▲ RD

TD

手すり(1)手すり(2)

水勾配
水勾配

▲

庇

レンジャーロープ(別途)

避難ハッチ+避難はしご

水
勾

配

▲

足場FL-970

TD

TD

TD

TD

壁下部150×100 箱抜き

ロープ支持金具
W1000

W1000
ロープ支持金具

TD

TD

TD

YRD

水勾配

YRD

CD

TD RD

RD

RD

水勾配

屋外通路

YRD

TD

送水口

屋外階段

FL
-
25

0

水槽

2階平面図　S=1:100

1階平面図　S=1:100 3階平面図　S=1:100 R階平面図　S=1:100

▲
▲

▲

K1 K2

b

b

N

K1 K2

ee

a a
a a

b b

b

b

K1 K2K1 K2

b

K1 K2

e ee e

a a a a a a

b

b b

KA

KB

KC

KA

KB

KC

KA

KB

KC

KA

KB

KA

KB

建築面積：85.60㎡ / 8 ＝ 10.70㎡ ―①
屋外階段面積：7.000×2.500=17.5㎡　>①
∴屋外階段の手すり高さを 高高さとする

S-3

S-3

S-3

S-3

S-3

S-3

S-3

S-3

S-3

S-10

S-10

S-10 S-10

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ ＭＭ

Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

※ 訓練用金物の取付位置や高さは、現場にて消防職員と協議により決定する事。

Ａ

A1：1/100

A3：1/200

102
【主訓練塔】　平面図
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Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＭＭ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

SD

F2

SD

F1

SS

F1

SS

F2

TD

水
勾

配

水勾配

水勾配

TD

TD

TD

TD

TD

TD

TD

TD RD

水勾配

TD

TD

TD

TD

TD
S-3

S-10
S-3

S-10

S-10

S-10

31
0

6
,
38

0

1,100 2,5007,000

7,
0
0
0

7,000 2,500

7,
0
0
0

7
,
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0

7
,
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0

7
,
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0

1,100 7,000 2,5007,000 7,000 2,500

1
4,

4
0
0

2,500

3
1
0

31
0

6
,
38
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310

YRD

ロープブリッジ訓練用
ロープ支持金物

土間:コンクリート直均し仕上

引揚げ救助訓練

庇

手摺

吹抜

(防滑床)

ブリッジ救助訓練スペース全天候型低所訓練 屋外階段 屋外階段
レンジャーロープ芯

FL-250
ロープ保護金物

FL-250
危険ゾーン(赤色塗装)

手摺

ロープ登はん訓練用目盛板ロープ登はん訓練用目盛板登はん訓練用アルミ梯子 登はん訓練用アルミ梯子

2階平面図　S=1:100 4階平面図　S=1:100

検索通路

確保位置　白色塗装W=50
φ1500

訓練ロープ保護金物

上部吹抜

スタートライン

倉庫 屋外階段 庇 屋上SUS　引揚救助訓練用金物

屋外階段
レンジャーネット

ロープ登はん訓練用目盛板 ロープ登はん訓練用目盛板

確保ロープ支持金物

R階平面図　S=1:1001階平面図　S=1:100 3階平面図　S=1:100

屋外階段

モルタル充填

ロープブリッジ訓練用
ロープ支持金物

手すり(2)

登はん訓練用アルミ梯子登はん訓練用アルミ梯子

危険ゾーン(赤色塗装)

ロープ保護金物

訓練マット(別途備品調達)

ラインW=50　路面標示用塗料

引揚救助訓練用ポール受け金物

床：チェッカープレート

足場FL-970

土間:コンクリート直均し仕上

ロープ支持金具
W1000

W1000
ロープ支持金具

2重マンホール蓋

CD

CD

ロープ支持金具
W1000

YRD

900φ+600φ

上部マンホール開口

d d

F1 F2 F3 F1 F2 F3

N

▲

FB FB

▲

c c c c

FA FA
▲ ▲

d d

d d d

F1 F2 F3
F1 F2 F3 F1 F2 F3

FB FB FB

c c c c c c

FA FA FA
▲

d d

d

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

Ｍ

Ｍ

■凡例

RD

TD 配管用鋼管80A

CD

ルーフドレイン 80A

ロープ支持金物(丸環タイプ)

ロープ支持金物(丸環タイプ)(上下2ヶ所)

中継ドレイン 80A

構造スリット▲

YRD 横引きルーフドレン80A

※ 訓練用金物の取付位置や高さは、現場にて消防職員と協議により決定する事。
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株式会社 あい設計

佐藤 彰洋
第340646号
一級建築士

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【副訓練塔】　平面図
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J

送水口

A

100

K1K2

▽1FL(220.83)

▽2FL▽2FL
LA

A
AA

D
CL

▽3FL▽3FL
M

A
38.938.9

100 A

C

▽4FL▽4FL
L

A

CL
△RFL(水上) △RFL(水上)

B A
B

K1

▽1FL(220.83)

A

▽2FL

A

E
▽3FL

▽4FL

A

A
△RFL(水上)

A

▽ 高高さ
A B

階段天井:RC打放し(B種)素地

B

C

D

手すり:FB-6×50　溶融亜鉛めっき仕上げ

E 庇:RC打放し(A種)+着色撥水材

F

G

屋根:瓦葺

屋根:カラーガルバリウム鋼板t0.4一文字葺き

外壁:RC打放し(A種)+着色撥水材A

H

I

J

竪樋:配管用鋼管80A

N
ホース吊りウインチレール

O

O

L

O

L

O

L

O

O

O

O

O
O

L
O

L

L

L

O

A

A

A

A

A

A

A

A

N

△設計GL（220.82）

△設計GL（220.82）

▽1FL(220.83)

A

▽2FL
LC

BB

L

E
▽3FL G

C
G

▽4FL

AC

A L
△RFL(水上)

A B

PP

△設計GL（220.82）

A

C

A

A

A

A

A

M

I

M

E

L
E

L 打継目地:20×10シーリング(PU-2)

M 軒樋:ガルバリウム鋼板製

N ホース吊りフック

O 構造スリット　目地:20×15シーリング(PU-2)

P 手すり:SGP42.7φ　溶融亜鉛めっき仕上げ

H

FI

IH

F
L

O

L

A

O

L

C

鉄棒

L

有圧扇取付枠300×300

Q

Q

Q

ロープ支持金物(円環タイプ)

D

D

D

D

D

D

D

D

A

D

D

A

棟包:カラーガルバリウム鋼板

ケラバ包:カラーガルバリウム鋼板

D

△地盤面高さ△地盤面高さ

△地盤面高さ △地盤面高さ △設計GL（220.82）
▽1FL(220.83)

▽ 高高さ

▽ 高高さ▽ 高高さ

KA KB KC

KC KB KA

主訓練塔　南側立面図 S=1:100主訓練塔　西側立面図 S=1:100

主訓練塔　東側立面図 S=1:100

K2

主訓練塔　北側立面図 S=1:100

Ａ

A1：1/100

A3：1/200
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【主訓練塔】　立面図
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有圧扇取付枠300×300

B
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D

手すり:FB-6×50　溶融亜鉛めっき仕上げ

E

F

G

外壁:RC打放し(A種)+着色撥水材A

庇:RC打放し(A種)+着色撥水材

踏板・蹴込板:チェッカープレート

ササラ:溶融亜鉛めっき仕上げ

打継目地:20×10シーリング(PU-2)

竪樋:配管用鋼管80A

H 構造スリット　目地:20×15シーリング(PU-2)
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副訓練塔　東側立面図 S=1:100 副訓練塔　北側立面図 S=1:100 副訓練塔　西側立面図 S=1:100 副訓練塔　南側立面図 S=1:100
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【副訓練塔】　立面図
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全天候型訓練

倉庫

▽1FL

▽2FL

▽4FL

▽3FL

△RFL(水上)

水勾配

▽地盤面高さ

△RFL(水上)

水勾配

水勾配

水勾配

訓練室１

燃焼室

屋外通路

100
38.938.9

100

▽1FL(220.83)

▽2FL

▽3FL

屋根勾配　2/100

c断面図　S=1:100

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽1FL(217.93)

全天候型訓練

倉庫

引揚げ救助訓練

ブリッジ救助訓練スペース

屋外通路

ブリッジ救助訓練スペース

倉庫

▽1FL(220.85)

屋根

訓練室２

倉庫 燃焼室

訓練室１安全ネット収納

ブリッジ救助訓練スペース

安全ネット収納

訓練室２

水勾配水勾配

水勾配水勾配

屋根勾配　2/100

△設計GL(220.82)
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【主訓練塔・副訓練塔】　断面図
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ブリッジ救助訓練スペース

安全ネット収納 訓練室１

倉庫 燃焼室倉庫

安全ネット収納屋外通路

ブリッジ救助訓練スペース

屋外通路 訓練室２訓練室２

△RFL(水下)

▽RFL(水上)

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RFL(水上)

▽1FL(220.83)

△RFL(水下)

▽1FL(220.83)

床:無機質系塗床

庇見付:RC打放し(A種)+着色撥水材

水勾配

K2

※鉄部は溶融亜鉛めっきとする ※鉄部は溶融亜鉛めっきとする

天井:EP塗装天井:EP塗装

壁:EP塗装

屋根:ガルバリウム鋼板t0.4　一文字葺き
下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt1.0

床:無機系塗床
手摺子:縦桟FB-6×50@100
溶融亜鉛めっき仕上げ

▽訓練ロープ高さ

床:無機系塗床
床:塗床A

アンカーボルト 4-M16

固定架台
鋼製　耐火処理

防炎板t3.0 SUS310素地のまま

耐火レンガ230×114×t65(SK32)
敷モルタルt50～70
押えコンクリート・ワイヤメッシュ6φ-100×100t100
保護モルタル
ゴムアス系塗膜防水層

グレーチング蓋SUS304

床:無機系塗床

ポリエチレンフィルムt=0.15
捨コンクリートt=50
再生クラッシャランt=60

庇裏:RC打放し(A種)+着色撥水材 レンジャーネット

床:無機質塗床水勾配

SUS304ワイヤーメッシュ共

屋根勾配　1/100

天井:RC(B)

外壁:RC(A)+着色撥水材

天井:RC(B)

天井:RC(B)

壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

天井:RC(B)

天井:RC(B)

壁:RC(B)

天井:RC(B)

天井:RC(B)

天井:RC(B)

壁:RC(B)

壁:RC(B)

庇裏:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

水勾配

床:塗膜防水X-1
防滑性ビニル床シート

床:無機質塗床

防滑性ビニル床シート
床:塗膜防水X-1

手摺:FB-6×50

手摺子:縦桟FB-6×50@100
溶融亜鉛めっき仕上げ

支柱:FB-12×50@1000

床コーナーガード　丸パイプ

溶融亜鉛めっき仕上げ
手摺子:縦桟FB-6×50@100

支柱:FB-12×50@1000
手摺:FB-6×50

壁:RC(B)

外壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(B)

壁:RC(B)

壁:RC(B)

壁:EP塗装

手摺子:縦桟FB-6×50@100
支柱:FB-12×50@1000
手摺:FB-6×50

溶融亜鉛めっき仕上げ

構造スリット

△
水下梁天端

天井:RC(B)

外壁:RC(A)+着色撥水材

床:合成樹脂塗床(防滑) 床:無機系塗床

パラペット天端:塗膜防水(X-1)

床:塗膜防水(X-1)

パラペット天端:塗膜防水(X-1)

床:塗膜防水(X-1)

床:コンクリート直均し仕上

再生クラッシャランt=60
捨コンクリートt=50
ポリエチレンフィルムt=0.15

床:コンクリート直均し仕上

床:塗膜防水(X-1)

パラペット天端:塗膜防水(X-1)

手摺:FB-6×50
支柱:FB-12×50@1000

手摺子:縦桟FB-6×50@100
溶融亜鉛めっき仕上げ

パラペット天端:塗膜防水(X-1)

床:防水モルタルｔ30

外壁:RC(A)+着色撥水材

手摺:SUS製 32φ 手摺:SUS製 32φ

水勾配

高硬質ウレタン塗膜防水
（防滑骨材入り）

水勾配

床:コンクリート直均し仕上

壁・天井:軽量耐火キャスタブル断熱材吹付t50

KA KB KC

水槽

手摺:FB-6×50 二重笠木H1200

天井：RC(B)

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

０１ ０２ 1/501/50主訓練塔　断面詳細図 主訓練塔　断面詳細図

K1

Ａ

A1：1/50

A3：1/100
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【主訓練塔】　断面詳細図
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庇:塗膜防水(X-1)

支柱:角鋼100□ 床面固定+丁番にて障子取付
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副訓練塔　断面詳細図 1/50０２1/50副訓練塔　断面詳細図０１

開口

1
,
10

0

　　　溶融亜鉛めっき仕上

倉庫

ブリッジ救助訓練スペース

全天候型訓練

ブリッジ救助訓練スペース

倉庫

引揚げ救助訓練

全天候型訓練

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

引揚げ救助訓練

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽1FL(217.93)

△RFL(水下)

▽RFL(水上)
▽パラペット天端

△RFL(水下)

▽RFL(水上)
▽パラペット天端

庇:塗膜防水(X-1)

20 10
180

20
180

10

9090

9090

20

90

180
10

90

手摺:SUS製 32φ

手摺子:縦桟FB-6×50@100
溶融亜鉛めっき仕上げ

※鉄部は溶融亜鉛めっきとする ※鉄部は溶融亜鉛めっきとする

SUS製引揚救助訓練用金物

確保ロープ支持金物

手摺:FB-6×50手摺:FB-6×50

▽訓練ロープ高さ

レンジャーネット

庇裏:RC打放し(A種)
+着色撥水材

床:無機系塗床

床:無機系塗床

床:無機系塗床

ポリエチレンフィルムt=0.15
捨コンクリートt=50
再生クラッシャランt=60

ポリエチレンフィルムt=0.15
捨コンクリートt=50
再生クラッシャランt=60

手摺:FB-6×50

床:無機系塗床

屋根勾配　1/100

庇裏:RC(A)+着色撥水材

床：CHPL-4.5
溶融亜鉛メッキ仕上
下地：□45x45 @400

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

天井:RC(B)

天井:RC(B)

天井:RC(B)

天井:RC(B)

天井:RC(B)

壁:RC(B)

庇見付:RC(A)+着色撥水材

庇見付:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(B)

壁:RC(B)

壁:RC(B)

壁:RC(B)

壁:RC(B)

土間コンクリート金こて

溶融亜鉛めっき仕上げ
溶融亜鉛めっき仕上げ
手摺子:縦桟FB-6×50@100
支柱:FB-12×50＠1000
手摺:FB-6×50

支柱:FB-12×50＠1000
手摺子:縦桟FB-6×50@100

支柱:FB-12×50＠1000
手摺子:縦桟FB-6×50@100
溶融亜鉛めっき仕上げ

手摺:FB-6×50
手摺子:縦桟FB-6×50@100

溶融亜鉛めっき仕上げ

保護モルタル充填

庇見付:RC(A)+着色撥水材

庇裏:RC(A)+着色撥水材

パラペット天端:塗膜防水(X-1)

パラペット天端:塗膜防水(X-1)

壁:RC(B) 外壁:RC打放し(A種)+着色撥水材

手摺:SUS製 32φ

床:コンクリート直均し仕上

床:コンクリート直均し仕上 床:コンクリート直均し仕上

パラペット天端:塗膜防水(X-1)

床:塗膜防水(X-1)

手摺:SUS製 32φ手摺:SUS製 32φ

溝：防水モルタル+塗膜防水

床:塗膜防水(X-1)

保護金物

床:コンクリート金コテ押え

床:コンクリート直均し仕上

扉:FB-6×50＠100 溶融亜鉛めっき仕上げ

高硬質ウレタン塗膜防水
（防滑骨材入り）

天井:RC(B)

壁:RC(B)

転落防止チェーン(取外し式)

支柱(4隅)：スチール34.0φx2.3

天井:RC(B)

天井:RC(B)

十字型支持金物:ステンレス製φ89.1×5.5ｔ

PL-12(SUS304)

十字型支持金物:ステンレス製φ89.1×5.5ｔ

PL-12(SUS304)

4-M16(SUS304)

F2

Ａ

A1：1/50

A3：1/100
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　 溶融亜鉛めっき仕上げ
   W800×H2000
   両壁へFB-6×50 ボルト固定+丁番にて障子取付 支柱:角鋼100□ 床面固定+丁番にて障子取付
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鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ

鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ 溶融亜鉛めっき仕上げ
15 階段手摺:FB-6×50

踏板・蹴込板:CPL-4.5

▽2FL▽2FL 溶融亜鉛めっき仕上げ20溶融亜鉛めっき仕上げ
溶融亜鉛めっき仕上げ 1 階段手摺:FB-6×5020 踊場:CPL-4.5

踊場:CPL-4.5

▽2FL▽2FL 22 階段手摺:塩ビ製
1

鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ
溶融亜鉛めっき仕上げ溶融亜鉛めっき仕上げ
階段手摺:FB-6×50階段手摺:FB-6×50

5 天井:RC(B)
10溶融亜鉛めっき仕上げ

11踊場:CPL-4.5

10
11 鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ ササラ:PL-12×300 15 溶融亜鉛めっき仕上げ

根太:L-65×65×6＠450
階段手摺:FB-6×50

踏板・蹴込板:CPL-4.5
15

階段手摺:塩ビ製 ▽3FL▽3FL 溶融亜鉛めっき仕上げ20
溶融亜鉛めっき仕上げ 溶融亜鉛めっき仕上げ 1 階段手摺:FB-6×50

踊場:CPL-4.5 踊場:CPL-4.5

階段手摺:塩ビ製20▽3FL▽3FL
1 鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ5

溶融亜鉛めっき仕上げ溶融亜鉛めっき仕上げ
階段手摺:FB-6×50 階段手摺:FB-6×50

5 天井:RC(B)
10溶融亜鉛めっき仕上げ

11踊場:CPL-4.5

10
11 鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ ササラ:PL-12×300 溶融亜鉛めっき仕上げ15根太:L-65×65×6＠450

階段手摺:FB-6×50

踏板・蹴込板:CPL-4.5
15

階段手摺:塩ビ製
▽4FL▽4FL 20 溶融亜鉛めっき仕上げ

溶融亜鉛めっき仕上げ 溶融亜鉛めっき仕上げ 階段手摺:FB-6×50
踊場:CPL-4.5 踊場:CPL-4.5

階段手摺:塩ビ製20▽4FL▽4FL
1 鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ

溶融亜鉛めっき仕上げ溶融亜鉛めっき仕上げ
階段手摺:FB-6×50 階段手摺:FB-6×50

5

10溶融亜鉛めっき仕上げ
11踊場:CPL-4.5

10 溶融亜鉛めっき仕上げ
11 鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ 階段手摺:FB-6×50ササラ:PL-12×300 15

根太:L-65×65×6＠450 鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ

踏板・蹴込板:CPL-4.5
15

天井:RC(B) 階段手摺:塩ビ製 ▽RFL(水上)▽RFL(水上) 溶融亜鉛めっき仕上げ20
溶融亜鉛めっき仕上げ 階段手摺:FB-6×50

踊場:CPL-4.5

20▽RFL(水上)▽RFL(水上) 階段手摺:塩ビ製

溶融亜鉛めっき仕上げ
階段手摺:FB-6×50

溶融亜鉛めっき仕上げ
手摺:FB-6×50

▽梯子登はん訓練用架台FL▽梯子登はん訓練用架台FL

▽梯子登はん訓練用架台天端▽梯子登はん訓練用架台天端

副訓練塔　階段詳細図1/50主訓練塔　階段詳細図1/50

踏面・蹴上:防水モルタル金コテ仕上げ

天井:RC(B)

▽1FL(220.83) ▽1FL(220.83)

ホース吊りフック

1

5

階段手摺:塩ビ製

10
11

土間コンクリート

10
11

15

5

5

1

1

5

天井:RC(B)

床:防水モルタルｔ30

天井:RC(B)

床:防水モルタルｔ30

天井:RC(B)

床:防水モルタルｔ30

床:防水モルタル
　 ｔ30

床:防水モルタル
　 ｔ30

床:防水モルタル
　 ｔ30

天井:RC(B)

床:防水モルタルｔ30

外壁:RC(A)
　 着色撥水材

外壁:RC(A)
　 着色撥水材

外壁:RC(A)
　 着色撥水材

外壁:RC(A)
　 着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

ササラ:PL-12×300

根太:L-65×65×6＠450

扉:FB-6×50＠100

ホース吊りフック

外壁:RC(A)+着色撥水材

ホイストレール

KA

土間コンクリート

△地盤面高さ △地盤面高さ
△1FL(217.93)

▽地盤面高さ▽地盤面高さ

△1FL(217.93)

外壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

格子:FB-6×50＠100

　 溶融亜鉛めっき仕上げ
扉:FB-6×50＠100 

Ａ

A1：1/50

A3：1/100
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【主訓練塔・副訓練塔】　階段詳細図
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【主訓練塔】　展開図(1)
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【主訓練塔】　展開図(2)
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▽FL

▽FL

1F　倉庫

3F　引揚げ救助訓練スペース

4F　ブリッジ救助訓練スペース

ＤＢ ＣＡ

▽FL

ＤＢ ＣＡ

▽FL

ＤＢ ＣＡ

▽FL

ＣＡ

2F　全天候型低所訓練室
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【副訓練塔】　展開図
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金物など
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姿　　図

取付場所 数量

枠-　　 水切-　　
召合せ がらり － － － － － －

くつずり 膳板･額縁
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金物など
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くつずり 膳板･額縁
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ガラス

金物など

符号・名称

姿　　図

取付場所 数量

枠-　　 水切-　　
召合せ がらり － －

くつずり 膳板･額縁

枠見込 扉見込 枠仕上 扉仕上

ガラス

金物など

符号・名称

姿　　図

取付場所 数量

枠-　　 水切-　　
召合せ がらり － － － － － － －－－ －－－

くつずり 膳板･額縁

枠見込 扉見込 枠仕上 扉仕上

ガラス

金物など

符号・名称

姿　　図

取付場所 数量

枠-　　 水切-　　
召合せ がらり

くつずり 膳板･額縁

枠見込 扉見込 枠仕上 扉仕上

ガラス

副訓練塔　全天候型低所訓練
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ポリカーボネート板t5

2F:1 4F:1

-

-

付属金物一式

AW AW AW
縦辷り窓 引違い窓 引違い窓

K1 K2 K3

▽FL

主訓練塔　訓練室1 1 主訓練塔　訓練室1・2 2F:1 4F:1 主訓練塔　訓練室1・2

- - B1 - - - - B1 - - - - B1 - -

70 - 70 - - 70 - -

ポリカーボネート板t5

クレセント錠 クレセント錠
付属金物一式 付属金物一式

SD SD SD SD
引違い扉 片開き扉 片開き扉 片開き扉+小窓 片開き扉 片開き扉 親子開き扉

K1 K2 K3 K4 K5 K6 K7

▽FL

主訓練塔　燃焼室 1 主訓練塔　燃焼室 1 主訓練塔　燃焼室 1 主訓練塔　倉庫 1 主訓練塔　・屋外通路 主訓練塔　安全ネット収納、訓練室1・2 2F:2 4F:1 主訓練塔　ブリッジ救助訓練スペース 1

S3 K6 - - - S3 K6 - - - - S3 K6 - - - - S3 K6 - - - S3 K3 - - - - S3 K3 - - - - S3 K3 - - - -

80 40 80 40 80 40 80 40 80 40 80 40 80 40

- - - - - -

付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式

SS
軽量バランスシャッター(手動・露出)

K1

主訓練塔　倉庫 1

- - - -

- - -

-

スラット:スチール、座板･ガイドレール･まぐさ:SUS製
付属金物一式

SD SD SS SS
片開き扉+小窓 片開き扉 軽量バランスシャッター(手動・露出) 軽量バランスシャッター(手動・露出)

F1 F2 F1

副訓練塔　倉庫 1 1 副訓練塔　倉庫 1 副訓練塔　全天候型低所訓練 1

S3 K6 - - - S3 K6 - - - - - - - - - - - - - -

80 - 80 - - -

-

スラット:スチール、座板･ガイドレール･まぐさ:SUS製
付属金物一式 付属金物一式

付属金物一式

サムターン錠、引棒、SUSレール、SUS戸車 DC、レバーハンドル、SUS-H、戸当り、順位調整機DC、レバーハンドル、SUS-H、戸当り、サムターン錠サムターン錠、DC、レバーハンドル、SUS-H(3箇所) DC、レバーハンドル、SUS-H、戸当り

DC、レバーハンドル、SUS-H、戸当り、サムターン錠

B-1 B-1 B-1

付属金物一式

- -

スラット:スチール、座板･ガイドレール･まぐさ:SUS製
付属金物一式

- -

A3 A3 A3

ホ－ス挿入口

ガラリ

G1

G1

2F:1 4F:2

DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2 DP-2

カラー鋼板 カラー鋼板

F2

カラー鋼板カラー鋼板カラー鋼板 カラー鋼板DP-2DP-2DP-2 DP-2

NFt6.8

ガラリ

NFt6.8

ポリカーボネート板t6

錠なし

SSDSSDSSD

錠なし、DC、レバーハンドル、SUS-H(3箇所)
付属金物一式付属金物一式

錠なし、DC、レバーハンドル、SUS-H、戸当り

P8

錠なし、付属金物一式
DC、レバーハンドル、SUS-H、戸当り、

※凡例はA-056図 【庁舎棟】建具表(1)(共通事項)と同様とする Ａ
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【主訓練塔・副訓練塔】　建具表
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一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

Ai2021.4.1
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SCALE
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A3:1/200

一級建築士
佐藤 彰洋
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1,000

263

35

263

35

1
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5

39
5

5
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4

6
43

1
50

80

軒保護金物　〇-48.6×2.3
溶融亜鉛めっき仕上げ

軒先唐草:屋根同材

FB-4.5×38軒樋:ガルバリウム鋼板製
溶融亜鉛めっき仕上げ

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材

下地:木製20×35

ケラバ包み:屋根同材(勾配)

外壁:RC(A)+着色撥水材

外壁:RC(A)+着色撥水材
軒樋:ガルバリウム鋼板製113×68

小切:屋根同材 ケラバ水切り:屋根同材

外壁:RC(A)+着色撥水材

屋根:カラーガルバリウム鋼板t=0.4

一文字葺き

下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt=1.0

熨斗瓦
100屋根:カラーガルバリウム鋼板t=0.4

38.9
一文字葺き 屋根:日本瓦　SUS釘固定

下葺材:ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0 下地調整モルタルt=30

100 100
38.9 38.9

屋根:カラーガルバリウム鋼板t=0.4
屋根:カラーガルバリウム鋼板t=0.4

一文字葺き
一文字葺き

下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt=1.0
下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt=1.0 コンクリート下地
コンクリート下地

エルボー:軒樋同材

外壁:RC(A)+着色撥水材

▽3FL

下地:木製20×100

113×68
吊り金具

面戸:漆喰

軒保護金物　〇-48.6×2.3
溶融亜鉛めっき仕上げ

吊り金具

180

吊り金具

屋根:日本瓦　SUS釘固定
下地:木製20×35瓦桟:樹脂桟木15×30 屋根:日本瓦　SUS釘固定

下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt=1.0
瓦桟:樹脂桟木15×30

下地調整モルタルt=30
下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt=1.0
下地調整モルタルt=30

屋根:日本瓦　SUS釘固定一文字軒瓦
瓦桟:樹脂桟木15×30

▽3FL 下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt=1.0
下地調整モルタルt=30瓦座:30×35

モルタル充填

ケラバ包み:カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4(勾配)

ケラバ水切り
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180
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1
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15

1
,
30

0

8
5

カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4

木下地:250×30

木下地:95×145
木下地:130×30

100 100
38.9 38.9

軒樋:ガルバリウム鋼板製113×68

外壁:RC(A)+着色撥水材

屋外通路

▽3FL

外壁:RC(A)+着色撥水材

軒樋:ガルバリウム鋼板製

訓練室１

屋根(2) 屋根(3)

18
0

1/30 1/10 1/10棟部分詳細図 軒先部分詳細図(金属屋根)主訓練塔　勾配屋根詳細図

天井:RC(B)+EP塗装(黒)

壁:RC(B)+EP塗装(黒)

1/101/10ケラバ部分詳細図(金属屋根)

軒先部分詳細図(瓦屋根) 1/10軒先部分　金物詳細図 1/51/10 ケラバ部分詳細図(瓦屋根) ケラバ水切り部分詳細図(瓦屋根) 1/10

竪樋:配管用鋼管80A
竪樋:配管用鋼管80A

113×68

軒保護金物　〇-48.6×2.3
溶融亜鉛めっき仕上げ

壁:RC(B)

天井:RC(B)

屋根:カラーガルバリウム鋼板t=0.4　一文字葺き
下葺材:ゴムアスファルトルーフィングt=1.0

軒保護金物　〇-48.6×2.3
溶融亜鉛めっき仕上げ

棟包:カラーガルバリウム鋼板t=0.4　木下地

屋根:瓦葺き

ケラバ水切り部分詳細図(金属屋根)

竪樋:配管用鋼管80A

K1

K2

K2 K1

KBKC

KC KB

FB-4.5×38　捨て鉄筋に溶接

ボルトナット　M2-M10

軒保護金物　〇-48.6×2.3

※金属屋根側も同等とする。

溶融亜鉛めっき仕上げ(L=4000)

溶融亜鉛めっき仕上げ(＠1200)
支持材:FB-4.5×38

Ａ

A1：1/5・10・30

A3：1/10・20・60
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【主訓練塔】　部分詳細図(1)
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立上り・手摺詳細図 埋設式避難器具詳細図1/5・1/20
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1/20副訓練塔屋外階段 鉄棒　詳細図

主訓練塔屋外階段 鉄棒　詳細図

1/5・1/20S-3　室名表示サイン詳細図

収納状態　　S＝1/10

アンカー 避難はしごシール

緩降装置
プッシュレバー

避難はしご

リンク装置

チャイルドロック

アンカー

上蓋

下蓋避難はしご

上蓋

アンカー

収納ケース 避難はしご 下蓋
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芯

塩ビカッティングシート切り文字貼り

三次署事務室

屋根：塗膜防水(X-1)
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,
14

0
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,
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00

1FL

(4-M18めっき仕様 F8T)x2

スチールパイプ28φ+SOP

1FL

高力ボルト取付

SUS製28φ

BPL-12  125×150 2箇所

PL-6

(2-M20)x2

スチールパイプ28φ+SOP

アンカーボルト打込

SUS製28φ

BPL-12 150×150 2箇所

△RFL(水下)

▽RFL(水上)

▽パラペット天端
収納ケース

取扱いシール

手掛け

下蓋

ワイヤーロープ

FL

展張状態　　S＝1/20

正面図側面図

上蓋

手摺:FB-6×50

支柱:FB-12×50@1000

手摺子:縦桟FB-6×50@100

横桟：FB-6×50

外壁:RC(A)+着色撥水材

手摺:FB-6×50

支柱:FB-12×50@1000

手摺子:縦桟FB-6×50@100

横桟：FB-6×50

溶融亜鉛めっき仕上げ

K1
1
00

6

6

4
0

40 5 〃 〃 〃〃 〃〃 〃 405

1
,
1
00

位置図　S=1/30

三次署事務室

姿図　S=1/5

・書体：BIZ UDゴシック

・表示：塩ビカッティングシート切り文字張り

※表示内容・取付位置は、現場にて消防職員と調整・確認すること。

・倉庫

主訓練塔

＜表示内容＞

・燃焼室　×2

・訓練室１

・訓練室２

・倉庫

副訓練塔

・全天候型低所訓練室

手摺ジョイント部詳細図　S=1:5

▽パラペット天端

立面詳細図　　S＝1/20

立上り部詳細図　　S＝1/20

※鉄部は全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする

FB-3x38 L=85

支柱:FB-12×50@1000

手摺:FB-6×50

横桟：FB-6×50

手摺子:縦桟FB-6×50@100

M-10

支柱:FB-12×50@1000

Ａ

119A1：図示

A3：図示×1/2
【主訓練塔】　部分詳細図(2)
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【貯水槽】断面詳細図　　S=1/50
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200

ホース吊り用ホイストレール　詳細図

ホース吊りフック

SUS22φ

【主訓練棟】断面詳細図 1/50

1/50貯水槽・ホース洗浄水槽　詳細図

1/10

▽4FL

KA

KA

砕石ｔ50

砕石ｔ60

砕石ｔ60

砕石ｔ60

3,
5
0
0

2
0
0

3,
5
0
0

5
3
0

※鉄部:溶融亜鉛めっき仕上げ

▽4FL

▽RFL(水上)

無収縮モルタルｔ30

アンカーボルト4-M16

ホイストレール：H200×100×5.5×8

プレントロリ+ウィンチ(既存庁舎より移設)

〈既存品番〉
トロリ：象印チェーンブロック(株)P-0.5
チェーンブロック：京セラ AWIM125B

(揚程30m、 大吊揚荷重130kg)
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軒樋:ガルバリウム鋼板製113×68 

床:無機質系塗床

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW300(T6)

庇裏:RC(A)+着色撥水材

水勾配

壁:RC(B)+EP塗装(黒)

天井:RC(B)+EP塗装(黒)

竪樋:配管用鋼管80A

竪樋:配管用鋼管80A

天井:耐火コンクリート吹付t50
SUS304ワイヤーメッシュ共

壁:RC(B)

ゴムアス系塗膜防水層
保護モルタル
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上部マンホール蓋
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手摺子：縦残FB-6ｘ50@100

手摺断面詳細図　S=1:50

塔屋平面詳細図　S=1:50
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救出ロープライン９００
（白色塗装：線幅５０）

５０
ロープ保護金物（Ｃ） ロープ保護金物（Ｃ）

ロープブリッジ訓練用
ロープ支持及び確保ロープ支持金物（Ｂ）

Ｋ１ Ｋ２ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３

ＦＢ

ＦＡ

ＫＢ

ＫＡ

足場FL-970
高硬質ウレタン塗膜防水(防滑材入り)

７０００ １１０ ２３０００ １０５ ７０００ ２５００

瓦葺屋根 鋼板葺屋根 ４００２０００ １１９０

３８００ ３０００３１０

１０００ １０００ １０００ １０００
庇

３
１

０

ブリッジ救助訓練スペース１５０

２００

３
５

０
０

３
５

０
０

７
０

０
０

６
３

８
０

３
５

０
０

７
０

０
０

ブリッジ救助訓練スペース 屋外階段

３
５

０
０

３
５

０
０

３
１

０

副訓練塔４階　平面図

Ｋ
Ａ

通
り

迄
　

２
５

０
０

主訓練塔３階　平面図

高硬質ウレタン塗膜防水(防滑材入り)
足場FL-970

※鉄部は溶融亜鉛めっきとする。

主訓練塔

２５０ ２３０φ７６．３×ｔ４.２

１６０９０ ＰＬ　ｔ＝１２ １４０９０ ＰＬ　ｔ＝１２
訓練用金物Ｂ

丸環　φ２２訓練ロープ芯

１
０

２４０

２
０

０

４０１６０４０ ６００ １０

２
６

０

２
５

０

φ７６．３×４．２ｔ
ＰＬｔ＝１２

アンカーボルト　Ｍ２０４
０

　Ｌ＝６００

アンカーボルト　Ｍ２０

２
５

０

１
７

０

　Ｌ＝６００１７０ ロープ保護金物Ｃ

４
０

１
０

１５００ ４２０ ４２０ １５００

Ｋ１ 訓練用金物Ｂ訓練ロープ芯 訓練用金物Ａ

２４０訓練用金物Ａ
φ７６．３×ｔ４.２

丸環　φ２２１６０ＰＬｔ＝１２ ４０４０ １６０

２３０ ２５０副訓練塔 ＰＬ　ｔ＝１２φ７６．３×ｔ４.２４
０

１６０ ９０１４０ ９０ＰＬ　ｔ＝１２ 丸環　φ２２
φ７６．３×ｔ４.２２

７
０

１
９

０

２
０

０

４
０

１
０

△壁外面

２
０

０

７００ ３００ ３００ ７００ １０

２
５

０

▽４ＦＬ－２５０Ｋ１ Ｆ２
アンカーボルト　Ｍ２０
　　　Ｌ＝６００主訓練塔 副訓練塔

１７０ １７０
アンカーボルト　Ｍ２０ロープ保護金物ＣＫＣ通り迄　３５００ ＫＢ通り迄　３５００主訓練塔
　　　　Ｌ＝６００

ＦＡ通り迄　３５００ ＦＢ通り迄　３５００副訓練塔

Ｆ２訓練用金物Ａ訓練用金物Ｂ

φ４８.６×ｔ３.５

▽３ＦＬ

Ｋ
２

通
り

迄
　

２
９

０
５

１
５

０

Ｆ
１

通
り

迄
　

５
４

０
５

１７０

２５０ １５０

３８０ ３７１５ Ｋ２通り迄　２９０５

３
７

１
５

１
１

９
５

▽４ＦＬ

３
８

０

４
０

０

２
６

０

２００１５０

Ｆ１通り迄　５４０５ １１９５ ４００

▽ＦＬ

１.設置ケ所数：主訓練塔（３階）Ｌ＝５４５０　１ケ所
２.設置ケ所数：副訓練塔（４階）Ｌ＝５４５０　１ケ所 φ１０　＠４００

φ４８．６×３.５ｔ　
　　ＳＵＳ３０４

シール

１.設置ケ所数：主訓練塔（３階）Ｌ＝５９００　１ケ所
２.設置ケ所数：副訓練塔（４階）Ｌ＝６１８０　１ケ所

φ１０　＠４００φ４８．６×３.５ｔ　
　　ＳＵＳ３０４

１
０

シール

１０２
５

０

水勾配1/100

▽３ＦＬ（主訓練塔）

１
０

▽４ＦＬ（副訓練塔）

１０

２
０

０

▽３ＦＬ（主訓練塔）
▽４ＦＬ（副訓練塔）

１
０

１
８

０

９
７

０

１０００

１
０

～
２

０

ロープブリッジ救出訓練用 塗装要領図及び金物配置図 1/50

ロープブリッジ訓練用ロープ支持金物及び確保ロープ支持金物（Ａ）、（Ｂ） 詳細図 訓練ロープ保護金物（Ｂ） 詳細図1/20 1/10

訓練ロープ保護金物（Ｃ） 詳細図 1/10

Ａ

A1：1/10・20・50
A3：1/20・40・100
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【主訓練塔・副訓練塔】訓練器具詳細図(2)
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（太さ　約３５ｍｍ）

下地塗装　白色塗装

（全面　ウレタン樹脂塗装）

（太さ　約３５ｍｍ）

９１０

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

全面ウレタン樹脂塗装

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

鉄骨詳細

フレキシブルボード　ｔ＝１６.５

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

［－７５ｘ４０ｘ５ｘ７

８
９

０
１

８
２

０
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ボ

ー
ド

　
ｔ

＝
１

６
.５

 割
寸

法

［
－

７
５

ｘ
４

０
ｘ

５
ｘ

７

［
－

７
５

ｘ
４

０
ｘ

５
ｘ

７

目盛塗装要領 Ｓ＝１：２０

Ｓ＝１：２０

※鉄部は溶融亜鉛めっきとする。

２.設置ケ所数：副訓練塔　　　３ケ所
１.設置ケ所数：主訓練塔　　　２ケ所

数字　赤色塗装(ウレタン樹脂塗装)

数字　黒色塗装(ウレタン樹脂塗装)

ＰＬ－１２

ＰＬ－９

φ７６.３×ｔ４.２

ＰＬ－１２

φ７６.３×ｔ４.２

ＰＬ－９

１０００

ＰＬ－１２

１
６

０

ＰＬ－９

１３０

１
６

０

φ７６.３×ｔ４.２

※

１.設置ケ所数　　　　引揚救助訓練地上部（副訓練塔）　１４ケ所
２.検索通路用ポール　引揚救助訓練地上部（副訓練塔）　１４本　
　（フレックスポール　可倒式ポール ＳＰ－１５００Ｔ　色／赤）

ステンレスカバー(フタ付）

１
０

０

φ３４×３ｔ
ＳＵＳ３０４

φ１５０コア抜き後 モルタル詰

φ１００×３ｔ

ポール径　確認後大きさ決定
サヤ管　ＳＵＳ３０４ φ４２．７×２

４
６

０

舗装天端

φ１５０コア抜き後 モルタル詰
ステンレスプレート

３
４

０
１

２
０

φ３０　水抜きスリーブ

１.設置ケ所数　　　　副訓練塔　２Ｆ天井　２か所

（耐荷重2,400㎏）

目盛・ライン

黒色塗装

９１０

１００１
８

２
０

１
８

２
０

８
９

０

フレキシブルボードｔ１６.５

３
９

０
.５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

４
５

４
４

５

１６０１６０

４－Ｍ１６アンカーボルト

１０００１
３

０

４０ １６０ ４０

２４０

２
４

０

４
０

１
６

０
４

０

４－Ｍ１６アンカーボルト

２１０

４－Ｍ１６アンカーボルト

約３００

約
２

７
０13

14

15

1
20

972

948

634

600

1,140

900

９１０

ロープ登はん訓練用登はん板図

Ｓ＝１：４０

［－７５ｘ４０ｘ５ｘ７

９１０

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

２Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

２Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

２Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

２Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

２Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

［－７５ｘ４０ｘ５ｘ７

［－７５ｘ４０ｘ５ｘ７

２Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

２Ｌ－５０ｘ５０ｘ５

舗装天端

登はん板割付寸法

１
０

０
０

舗装天端

コンクリート基礎

訓練用登はん板　鉄骨図

Ｓ＝１：４０

フレキシブルボード　ｔ＝１６.５

コンクリート基礎

訓練用登はん板　断面図

［－７５ｘ４０ｘ５ｘ７

５
０

登
は

ん
板

 全
長

 １
５

４
５

０

１.設置ケ所数：副訓練塔　１ケ所
　※鉄部は溶融亜鉛めっきとする。

４-Ｍ１６
（ＳＵＳ３０４）

ＦＬ▽

φ８９.１×５.５ｔ
（ＳＵＳ３０４）

ＰＬ-１２
（ＳＵＳ３０４）

ＦＡ

▽舗装天端

500 500

5
00

5
00

170

250

4040

1
70

2
50

4
0

40

500 500

1
8
0

3
5
0

9
0

ＦＢ通り迄　７０００

５
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

８
９

０

５
０

１
５

４
５

０

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
５

５
４

５
５

４
４

５
４

４
５

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

１
８

２
０

８
９

０

引揚げ救助訓練

全天候型訓練

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

ブリッジ救助

訓練スペース

▽４ＦＬ

▽ＲＦＬ

倉庫

Ｌ－９０×９０×ｔ１０　２－Ｍ１２Ｂ・Ｎ
２－Ｍ１２オールアンカー

２－Ｍ１２オールアンカー
９５１１５

ＢＰＬ－ｔ１２ １
０

０
３

５
０

０
３

５
０

０
３

５
０

０
３

５
０

０
２

０
０

０

△設計ＧＬ

▽１ＦＬ

（217.84）

φ８９.１×５.５ｔ
（ＳＵＳ３０４）４-Ｍ１６

（ＳＵＳ３０４）

ＰＬ-１２
（ＳＵＳ３０４）

４

３

２

１

14

13

12

11

10

８

７

６

５

９

15

ロープ登はん訓練用目盛板　詳細図 ロープ支持金物　詳細図 1/201/20・40

引揚救助訓練用 検索通路ポール受け金物　詳細図 1/20

ロープ支持金物　詳細図 1/40

二重マンホール　詳細図 1/10

Ａ

A1：1/20・40

A3：1/40・80
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【主訓練塔・副訓練塔】訓練器具詳細図(3)
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１.設置ケ所数：副訓練塔（地上面）　１ケ所 １.設置ケ所数：副訓練塔（地上面）　１ケ所
確保ロープ支持金物

１４４００

２５００ ２５００

※

１８００ １０６００ ２０００
スタートライン

（白色塗装　Ｗ＝５０）
登はん訓練用梯子 要救助者待機位置

（白色塗装　Ｗ＝５０）引揚救助訓練壁面
検索通路用ポール受金物

ＣＬ ２
５
０
０

９
０
０

φ２０００

検索通路ライン

２
５
０
０

（白色塗装　Ｗ＝５０）梯子登はん用結索円

１
２

０
０

（白色塗装　Ｗ＝５０） ９０ﾟ ９０ﾟ
ＣＬ

１
５
０
０

目盛板

１
８

２
０

２
３

０
０

スタートライン ２０００ １
５
０
０

検索通路
（白色塗装　Ｗ＝５０）

※

目盛板外面 ▽ ９０ﾟ ９０ﾟ

※

４
０
０
０

検索通路ライン
確保ロープ支持金物 ５

０
０

０

（白色塗装　Ｗ＝５０）
９５※ １１５

検索通路用ポール受金物
確保ロープ支持金物 確保位置

（白色塗装　Ｗ＝５０）

φ１５００

２０００

ＦＢＦＡ

Ｆ１ Ｆ１

Ｆ２ Ｆ２

１１５ＦＡ通り迄　７０００ ９５ＦＢ通り迄　７０００５０００ ９５

１
８

６
０

３
５

０
０

１
２

０
０

倉 庫

７
０

０
０

７
０

０
０

上部吹抜

３
９

４
０

３
５

０
０

ロープ登はん・梯子登はん訓練用 塗装要領図（舗装天端面） 引揚救助訓練用 塗装要領図（舗装天端面）

※は、現場指示とする。※は、現場指示とする。

訓

練

マ

ッ

ト

(

別

途

備

品

調

達

)

１.設置ケ所数：副訓練塔（Ｒ階）　１ケ所

懸垂ロープ支持金物

φ７６.３×４.２ｔ

Ｆ１
確保ロープ支持金物 確保ロープ支持金物
φ７６.３×４.２ｔ φ７６.３×４.２ｔ

懸垂ロープ支持金物
φ７６.３×４.２ｔ

ＦＡ

確保ロープ支持金物 確保ロープ支持金物
φ７６.３×４.２ｔ

φ７６.３×４.２ｔ
ＦＡ

ＦＡ

１.設置ケ所数　梯子登はん訓練用　（副訓練塔）　１ケ所
　　　　　　　 ロープ登はん訓練用（副訓練塔）　１ケ所

防水型マンホール蓋 １
９

５

（φ３００ 重荷重用）

３
１

５

７
０

５

１
９

５

１９５３１５１９５

７０５

防水型マンホール蓋

（φ３００ 重荷重用）

φ２０（ＳＵＳ３０４）
φ３４水抜きパイプ

８
０

舗装天端

２
０

０

１
２

０

３
４

０

７
８

０

５
８

０

カンザシ筋

φ１０　Ｌ＝３００

１
５

０

Ｄ１３－＠２００（タテ・ヨコ共）
１００１００

１２０

　※鉄部は溶融亜鉛めっきとする。
１.設置ケ所数：主訓練塔　　２１ケ所
２.設置ケ所数：副訓練塔　　２２ケ所

Ａ Ｂ

２３５ １２９０ １２８５ ３５０

２００ ５００ ２００２２０１７０ １７０２１５２００ ５００ ２００

▽ＧＬ＋１７０００ ▽ＧＬ＋１７０００

９
０

０

９
０

０

４１０ ４１００

▽ＧＬ＋１６１００ ▽ＧＬ＋１６１００１４５０ １２００ １４５０

８５０ １２００ １２００ ８５０

開口　９７０開口　９７０
２１０１４０

１４０ ９５ １
４

０

２
０

０
０

２
０

０
０

２
３

５

３
５

０

△梯子取付面

９
５

△目盛板外面２
０

０

２
０

０

６５３００
５

０
０

５
０

０

開
口

　
９

７
０

　 ロープ登はん訓練用目盛板▽ＲＦＬ ▽ＲＦＬ

開
口

　
９

７
０

１
４

０
０

フレキシブルボードｔ１６.５

１
２

８
５

２
０

０

登はん訓練用アルミ梯子 ２
０

０

３
３

０

２
１

５

１
７

０

１
７

０

開口　９００ 開口　９００

９５１１５

Ａ－矢視図 副訓練塔Ｒ階 平面図 Ｂ－矢視図

床：エキスパンドメタル

配筋に溶接のこと

１
０

０

ＳＵＳ３０４―ＦＢ-９×６５

２
２

ＳＵＳ３０４―φ２２

ＦＢ-９×６５１４５
ＳＵＳ３０４―φ２２ ＳＵＳ３０４

ＦＢ-９×６５

Ｈ ＳＵＳ３０４ １２０ ２２２２

▽床天端

※設置箇所は、現場指示とする。

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

ＲＦ

副訓練塔主訓練塔

８

-

１１

２

ｰ

６

４

８

４

-

２００

４０ ４０１２０φ７６.３×ｔ４.２ ＰＬ－ｔ１２

４
０

４－Ｍ１２

１
２

０

２
０

０

４
０

ベースプレート詳細図
Ｓ＝１：１０

ロープ支持金物（丸環タイプ）詳細図

地上用確保ロープ支持金物　詳細図引揚救助訓練用 検索通路　詳細図梯子登はん・ロープ応用登はん訓練用 ライン塗装要領　詳細図

梯子登はん訓練用 確保ロープ支持金物・ロープ応用登はん訓練用 確保ロープ支持金物及び懸垂ロープ支持金物　詳細図

1/50

1/10・20 1/10

1/201/50

Ａ

A3：1/20・40・100
A1：1/10・20・50 125

【主訓練塔・副訓練塔】訓練器具詳細図(4)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号
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SCALE
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計
者
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幅×長さ

材 質

網 糸

網 地

φ４.２　黄色

φ１２　ナイロン製

φ６　ナイロン製

縁ロープ

筋ロープ

ネット

メインワイヤー

リードワイヤー

ネット取付け金具

型 式

巻 取 方 式

(引張強さ ０.３４ｔ以上)

(引張強さ ２.９５ｔ)

(引張強さ ０.８２ｔ)

※　ブラケット及び滑車等の鉄部は、パーカーライジング処理の上、
　　ウレタン樹脂塗装

ＲＳＮーＨⅡ型（１基）

φ１４(7×19) ＳＵＳ３０４

φ６(6×19) ＳＵＳ３０４

ナ イ ロ ン

９０×９０　菱形無結節

手　動　式

仕 様 概 略

ＳＵＳ製ハンガー及びナイロンローラ

３ ５ ０ ０ W× ２ ３０ ０ ０ L

９
１

５

▽ハンドル高さ

８
６

０
１

４
０
１

８
５

１
８

５

１
８

５

１
５

０
０

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３

ブリッジ救助訓練スペース

全天候型訓練

倉 庫

メインワイヤー高さ

引揚げ救助訓練

Ｈ２００×２００×８×１２
建築工事

２５００７０００

Ｈ２００×２００×８×１２

φ４.２－９０×９０　菱目

建築工事

３
５

０
０

３
５

０
０

引揚げ救助訓練

屋外階段

ネット用支柱

建築工事
Ｈ２００×２００×８×１２

１
０

０
０

１
０

０
０

副訓練塔３階 平面図

副訓練塔 断面図
ロープブリッジ渡過及び救出訓練用

Ｓ＝１：６０レンジャーネット装置（手動式）配置図

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３
７０００ ２５００

▽１ＦＬ（217.93）

１
４

０

ネット長さ　２３０００

１
４

０

１
７

５
０

Ｈ
鋼

芯
ー

芯
　

３
５

０
０

１
７

５
０

１
５

０
０

１
２

８
０

２
７

５

１
５

０

２
０

０
０

８
５

０
０

１
０

０

φ６(6×19) ＳＵＳ３０４

φ１４(7×19) ＳＵＳ３０４

ネット用支柱

ネット用支柱

主訓練塔～副訓練塔間　２３０００

▽３ＦＬ

４
Ｆ

Ｌ
迄

▽２ＦＬ

１
０

０
４

１
０

０
３

５
０

０
３

５
０

０

▽１ＦＬ（220.83）

▽４ＦＬ

ＦＡ

ＦＢ

７
０

０
０

Ｒ
Ｆ

Ｌ
迄

▽３ＦＬ

１
０

０
３

５
０

０
３

５
０

０
３

５
０

０
３

５
０

０

▽２ＦＬ

（220.85）

ＳＵＳ製ハンガー及び
ＭＣナイロンローラ

６３８０ ３１０３１０

３
１

０
６

３
８

０
３

１
０

１０００

１１０

５２６

Ｋ１ Ｋ２

７０００

安全ネット収納

倉 庫

１０００

Ｈ２００×２００×８×１２

ブリッジ救助訓練スペース

ネット収納寸法
２１００

メインワイヤー高さ

４５００ ２５００

ネット用支柱建築工事

主訓練塔 断面図

３１０ ３１０６３８０

２３２２０

２３２２０

１１０

ＭＣナイロンローラー
ＳＵＳ製ハンガー及び

屋外通路

屋外階段

Ｋ２Ｋ１
７０００

ネ
ッ

ト
幅

　
３

５
０

０

主訓練塔２階 平面図

７
０

０
０

２
５

０
０

３
５

０
０

３
５

０
０

１
４

０
１

４
０

１
７

５
０

Ｈ
鋼

芯
ー

芯
　

３
５

０
０

１
７

５
０

安全ネット収納

Ｈ２００×２００×８×１２

ネット用支柱建築工事

Ｈ２００×２００×８×１２

ネット用支柱 建築工事

２４００ ２５００
３

１
０

３
１

０
６

３
８

０

５２６

１
０

３
０

９
７

０

ネット取付金具(訓練機器工事に含む)

レンジャーネット(訓練機器工事に含む)

メインワイヤー(訓練機器工事に含む)
ネット取付金具(訓練機器工事に含む)

リードワイヤー(訓練機器工事に含む)

エンドストッパー
(訓練機器工事に含む)

ＫＢ

ＫＡ

３
２

８
０

▽４ＦＬ－２５０

２
９

０
０

訓練ロープ（別途）

▽３ＦＬ－２５０

２
０

０
０

５
６

０
０

２１００

Ａ

A1：1/60

A3：1/120
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【主訓練塔・副訓練塔】訓練器具詳細図(5)
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株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ
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Ｂ

Ａ

Ｄ
Ｃ

Ｓ＝１：３０

主訓練塔２階

駆動側  平面図

Ｓ＝１：３０

主訓練塔２階

駆動側  断面図

メインワイヤー高さ

Ｈ２００×２００×８×１２

建築工事ネット用支柱

６－２３キリ

建築工事

ＳＵＳ３０４

▽ハンドル高さ

ＳＵＳ３０４

４－１９キリ

建築工事

１
５

０
０

φ１４(7×19） ＳＵＳ３０４

φ６(6×19） ＳＵＳ３０４
ＳＵＳ製ハンガー及び
ＭＣナイロンローラ

１
５

０
１

０
０

８
６

０
１

４
０

１
８

５ １
８

５
１

８
５

１４０
２×６－２３キリ

１４０建築工事

Ｈ２００×２００×８×１２
建築工事

メインワイヤー高さ

▽ハンドル高さ

２×４－１９キリ建築工事

Ｓ＝１：３０駆動側  正面図
主訓練塔２階

Ｓ＝１：３０

副訓練塔３階

従動側  平面図

Ｈ２００×２００×８×１２
建築工事

Ｈ２００×２００×８×１２
建築工事

Ｓ＝１：３０

副訓練塔３階

従動側  正面図

建築工事ＳＵＳ３０４

Ｈ２００×２００×８×１２
建築工事 建築工事

Ｈ２００×２００×８×１２

メインワイヤー高さ

１
２

８
０

２
７

５

１
２

８
０

２
７

５

建築工事

Ｈ２００×２００×８×１２

Ｈ２００×２００×８×１２

建築工事

ネット用支柱

ネット用支柱

訓練用ロープ（別途）

Ｈ２００×２００×８×１２
建築工事

２×４－Ｍ２０
(訓練器具工事に含む)

メインワイヤー
(訓練器具工事に含む)

(訓練器具工事に含む)
リードワイヤー

ネット取付金具
(訓練器具工事に含む)

６－Ｍ２０
(訓練器具工事に含む)

ネット収納寸法　２１００

４－Ｍ１６
(訓練器具工事に含む)

９
１

５

１０００

Ｋ１Ｋ２

１０００

１
０

０
０

１
０

０
０

安全ネット収納

ブリッジ救助訓練スペース

ネット用支柱

ブリッジ救助訓練スペース

Ｋ２

Ｆ１

１４０ １４０
ネット用支柱 ネット用支柱

ＦＢ ＦＡ

ネット用支柱 ネット用支柱

１４０ １４０

安全ネット収納

ネット用支柱

ＦＢ ＦＡ

５
２

６

ＫＡ ＫＢ

ＫＡ ＫＢ

７０００

３５００ ３５００

Ｋ
１

通
り

迄
　

７
０

０
０

４
９

０
０

▽３ＦＬ

▽２ＦＬ

３
５

０
０

２１００４９００

２
０

０
０

２５００ ２４００

３５００ ３５００

７０００

１７５０ Ｈ鋼芯ー芯　３５００ １７５０

１
５

０
０

８
６

０
１

４
０

１
８

５１
８

５
１

８
５

８
６

０
１

４
０

１
１

８
５

１
８

５
１

８
５

９
１

５

▽３ＦＬ

▽２ＦＬ

３
５

０
０

Ｆ
２

通
り

迄
　

７
０

０
０１７５０ Ｈ鋼芯ー芯　３５００ １７５０

７０００

▽４ＦＬ

１
０

０
０

１
０

０
０

１４０

１７５０ Ｈ鋼芯－芯　３５００ １７５０

▽３ＦＬ

３
５

０
０

１
５

０
０

２
４

０
０

２
５

０
０

１７５０ Ｈ鋼芯－芯　３５００ １７５０

７０００

１４０

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

２×４－２３キリ

３１０ ６３８０ ３１０

１１０

３１０ ６３８０ ３１０

１
１

０

３
１

０

エンドハンガー
(訓練器具工事に含む)

２×６－Ｍ２０
(訓練器具工事に含む)

２×４－Ｍ１６
(訓練器具工事に含む)

４－２３キリ

建築工事ＳＵＳ３０４

１
５

０
１

０
０

φ６（6×19）ＳＵＳ３０４

φ１４（7×19）ＳＵＳ３０４

３
７

５
ｔ

９

２００

３０１４０３０５
０

２
７

５ ５
０

Ｃ－矢視図 Ｄ－矢視図

滑車ブラケット詳細 Ｓ＝１：２０

副訓練塔

ネット支柱

６－２３キリ

Ｈ２００×２００×８×１２
建築工事

建築工事
ＳＵＳ３０４

Ａ－矢視図

４－１９キリ

▽ハンドル高さ

建築工事 ＳＵＳ３０４

φ６（6×19）ＳＵＳ３０４

１
５

０

１
０

０

２
Ｆ

Ｌ
迄

　
１

５
０

０
５

５

２
Ｆ

Ｌ
迄

　
８

６
０

１
４

０
１

８
５

１
８

５
１

８
５

４
５１

８
５

１
８

５
４

５

３０１４０３０

２００

４
０

１
４

０ ４
０

１４０

２
２

０ １
０

０

４
６

０

Ｂ－矢視図

Ｓ＝１：２０

主訓練塔

駆動部ブラケット詳細

３
Ｆ

Ｌ
迄

　
１

５
０

０
５

５

３
Ｆ

Ｌ
迄

　
１

２
８

０
２

７
５

Ｋ２通り迄　２５００Ｋ１通り迄　４５００

メインワイヤー(訓練器具工事に含む)

φ１４（7×19）ＳＵＳ３０４６－Ｍ２０
(訓練器具工事に含む)

４－Ｍ１６
(訓練器具工事に含む)

２
Ｆ

Ｌ
迄

　
９

１
５

リ－ドワイヤ－(訓練器具工事に含む)

(訓練器具工事に含む)
ハンドル

リ－ドワイヤ－(訓練器具工事に含む)

メインワイヤー
(訓練器具工事に含む) ４－Ｍ２０

(訓練器具工事に含む)
４－Ｍ２０

(訓練器具工事に含む)

Ｈ鋼芯迄ＦＢ通り迄
５４１

Ｆ１通り迄

ＫＣ通り迄Ｈ鋼芯迄迄

３５００ １７５０

１７５０ ３５００

ＳＵＳ３０４
内側

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

４－Ｍ１６

内側

６－Ｍ２０
(訓練器具工事に含む)
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A3：1/40・60
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【主訓練塔・副訓練塔】訓練器具詳細図(6)
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A1：1/15・40

A3：1/30・80
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【主訓練塔・副訓練塔】訓練器具詳細図(7)
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折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 
　　　　　(カラー) H120 @550
断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り

折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 
　　　　　(カラー) H120 @550
断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り
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屋根周囲シーリング
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Ｉ金具
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断熱材：ガラス繊維シート t5.0裏張り

折板屋根：アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t0.8 

200

260 260

310260

1
8
0 10

0

200

出隅

出隅出隅

出隅

床:誘発目地＠3,000以内

アルミ製笠木

▽ 高の高さ
タイトフレーム

軒先見切面戸

C-100×50×20×2.3

C-100x50x20x2.3

溶接

竪樋:カラー塩ビ製φ100

軒樋:カラーガルバリウム鋼板製

外壁:窯業系サイディングt16

※ 特記なき限りシーリング位置は特記仕様書による

床:無機質系塗床

▽FL

▽ 高の高さ

C(A)-a+撥水材塗布

水切り:カラーガルバリウム鋼板t=0.6

外壁:窯業系サイディングt16

シーリング

シーリング

アルミ製笠木

外壁:窯業系サイディングt16

タイヤ保管棚

55 1,145 55

30 1,085 30

27 1,200 1,200 1,200 28

3,655

87
9

6
1

2
,
10

5

19
6

9
50

9
5
9

81
8
9
0

210 430 210

850

附属品

有効（棚受間）

タイヤ受け φ60.5 x t2.3
耐荷重 400kg／段（等分布荷重）

（W1200x3+55）

ピッチ 107.5 mm
タイヤ受け 奥行 可動

（後施工アンカ－M8）
床固定

側受（各段）

⑮ ⑮

⑮ ⑮

⑭ ⑭ ⑬ ⑬

⑭ ⑭ ⑬ ⑬

⑫ ⑫ ⑪ ⑪

⑫ ⑫ ⑪ ⑪

2

1

消防本部  タイヤ保管棚 姿図　S=1/40

備考

支柱・連ツナギ・側ツナギによるブレースを用いないボルトレスフレーム構造
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5 1

2

8

S1
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・試験掘り（根切り底の状態の確認等）

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

001A1：  -

A3：  -

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

4
支持地盤等

地業

既製コンクリート杭

特記仕様書(構造関係)

適用範囲 4章から7章までの適用範囲は下記の工事種目とする。

・特記仕様書1 仕様書 Ⅰ工事概要 3工事種目に掲げる下記の工事種目番号

（番号○～番号○までの工事種目）

1

3

4 鋼杭地業

杭共通事項2

地
業
工
事

砂利地業

捨コンクリート地業

コンクリート杭地業

場所打ち5

6

7

床下防湿層

5

溶接金網

鉄筋のかぶり厚さ

及び間隔

機械式継手

(溶接金網を含む)

各部配筋

地盤改良工法

圧接完了後の

8

9

鉄筋1

2

鉄筋の継手及び定着3

4

圧接部の試験
6

7

鉄
筋
工
事

溶接継手8

6
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

コンクリートの種類1

セメント

混和材料

寒中コンクリート

暑中コンクリート

骨　材4

5

6

7

3

2 コンクリートの

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度等

※構造図による 　

種　類

・（　　　　　）

(4.3.1)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

杭径

杭先端部形状　　

寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分)

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

備　考
長期設計支

工法

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

・杭周固定液を使用する　　

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・セメントミルク工法 (4.3.1)(4.3.4)

杭頭の中詰め材料　　

鋼杭の材料

・SKK400　　・SKK490　　・（　　　　　）

寸法、継手等

(4.4.3)

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)

支持地盤の位置及び土質(基礎底部の位置含む)

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・構造図による

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・構造図による

(4.2.2)(4.4.3)(4.4.5)

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・構造図による

・1/100以内　　・構造図による

試験杭の位置　　

試験杭

※構造図による

工法

(mm) 持力(kN/本)

上杭

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

2

(4.3.1)(4.3.5)

ｾｯﾄ数
厚さ

(mm)
継手数種類

コンクリート

強度(N/mm )

杭長

(mm)

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

SC杭の鋼管材料　・SKK400　・SKK490

上杭

種類

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

杭径

(mm)
ｾｯﾄ数

板厚

(mm)
継手数

杭長

(mm)

(4.3.8)

杭の支持層への根入れ深さ

※構造図による

杭符号

杭符号

掘削深さ　　　※構造図による

(4.2.2)

・（　　　　　）

根固め液及び杭周固定液の管理試験

　　※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による

　　・構造図による

(4.2.4)

載荷試験の方法

※地盤工学会基準　JGS 1521による　　・構造図による

試験の位置、載荷荷重

※構造図による

位置は構造図による

※構造図による

杭の継手の工法　　

・アーク溶接継手　

溶接材料　　

※標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　　・構造図による

工法　　※評定等を受けた工法

(4.3.3)(4.3.6)

・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)

・杭頭を処理する

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

※構造図による

(4.3.8)

(4.3.4、5)(4.4.4)(4.5.5、6)

主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.4)

特定埋込杭工法

形状　　

(4.4.3)(4.4.5)

測定方法　　※超音波測定器

・孔壁の保持状況（孔壁測定）

※再生クラッシャラン

材　料 (4.6.2)

砂利厚さ　　

厚　さ　　

(4.6.3)

設計基準強度　　

スランプ　　

(4.6.4)

(4.6.4)

溶接材料　　

杭の継手の工法　　

範　囲

・JIS A 5525による　　・構造図による

※標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

帯筋　　

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　　　・（　　）mm

(4.5.4)

(4.5.4)

※高炉セメントB種　　　　・（　　　　　）

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　　

(4.5.4)

・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　※使用する　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

工法 (4.5.1)

構造体強度補正値 (4.5.4)

・A種　　・B種　　・評定等の内容による

※50㎜　 ・（　　）mm

※18N/㎜　 ・（　　）N/mm

※15㎝又は18㎝　 ・（　　）cm

併用する工法

工法　　※評定等を受けた工法

(4.5.4)

セメントの種類　　

(4.5.1,6)

※構造図による・

※構造図による

寸法等

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・（　　　　　）

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内

・構造図による

※構造関係共通事項（配筋標準図）6.2帯筋(b)(3)⑥(ロ)

工法

・意匠図及び構造図による

杭符号
軸径

(mm)

拡底径

(mm)
備　考

・構造図による

　（　　）N/mm

・評定等の内容による

種類の記号

・ SD345

鉄筋の種類 (4.5.4)

備　考

備　考
長期設計支持力

ｾｯﾄ数
杭長

(mm)

(4.4.4)

(4.2.2)

(4.6.4)

(4.6.4)

※3N/mm
2

・構造図による

(4.5.4)

(4.5.4)

2

（kN/本）       

鋼管巻き材料　　

・SKK400　・SKK490　・（　　　　　）

・切込砂利又は切込砕石

・（　　　　　）

・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の

補強リングを3m以下の間隔で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋との

接触部を溶接する。

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

※重ね継手

・（　　　　　）

スランプ

※18cm　　　・（　　）cm

(4.5.4)

重ね継手の長さ　　※構造図による

・回転式

・揺動式

2

測定箇所　　試験杭（　）箇所及び本杭（　）箇所

※基礎下、基礎梁下及び土に接するスラブ下

呼 び 名

・ SD295

・アーク溶接継手

・機械式継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）　

(4.4.6)・杭頭を処理する

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・構造図による

※構造図による

(4.3.8)

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

(4.6.5)

材　料

種類の記号

※ SD345

・

・

鉄筋の種類等 (5.2.1)

網目寸法、鉄線の径 (㎜) 備　考

鉄線の形状等 (5.2.2)

※ ガス圧接　・ 機械式継手

・ 重ね継手　・　

継 手 の 方 法部　 位

鉄筋の継手の方法等

その他の鉄筋(　　　　　　　　)

柱、梁の主筋

(5.3.4)耐力壁の重ね継手の長さ

・軽量コンクリートを適用する場合

・耐久性上不利な箇所がある場合（塩害を受けるおそれのある部分等）

(5.3.5)最小かぶり厚さ

適用箇所(　　　　　　　　　)

適用箇所(　　　　　　　　　)

(5.3.7)

備　考

鉄筋の定着長さ

継手位置

(5.3.4)

各部配筋

種　類 種類の記号

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

※構造関係共通事項（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　　・意匠図による

床、壁の鉄筋 ※ 重ね継手　・　

※構造関係共通事項（配筋標準図）表4.1

※構造関係共通事項（配筋標準図）

(4.6.2)

・構造図による

・構造図による

範　囲

(5.3.4)

種類及び施工方法等

※構造図による

・ 溶接継手

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

試験　

※超音波探傷試験　

・引張試験

(5.4.10)

・柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

※構造図による

・構造関係共通事項（配筋標準図）3.1 表3.1

・構造図による

※構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(b)

※構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(3)

試験方法は標準仕様書 5.4.10(ｲ)(b)①～⑥による

呼 び 名

呼 び 名

※ SD295

・ 重ね継手

種類

・ねじ式鉄筋継手

充填方式

・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　・　

・端部ねじ加工継手

・

・モルタル充填式継手

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法

鉄筋相互のあき

※評定等の評価内容による

品質の確認

※評定等の評価内容による

検査

※評定等の評価内容による

不合格となった場合の措置

・

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　・　

試験方法

・評定等の評価内容による　　・　

・超音波測定試験

試験項目

※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法及び

　判定基準）による

施工完了後の継手部の試験

・外観試験

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※挿入長さ

試験方法

適用箇所

※構造図による

H12建告第1463号に適合する性能　

※A級　　・（　　　　　）

（5.5.3）

（5.5.5）

(5.3.4)(5.5.2、3)(5.6.3)

　　　　　　・　1FLより立上がる設備基礎、工作物基礎

　適用箇所　・　1FLより下部

溶接継手の工法

・図示による(　　　　　　)　　・　

鉄筋相互のあき

・標準仕様書5.3.5(4)による

・評定等の評価内容による

・図示による(　　　　　　)

施工完了後の溶接部の試験

不合格となった場合の措置

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　・　

試験方法

・評定等の評価内容による　　・　

・超音波探傷試験

試験方法

・外観試験

・

試験項目

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った溶接箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※内部欠陥の検出

　による

※構造図による

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

※A級　　・（　　　　　）

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

コンクリートの類別　　

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

(6.2.1)

種　類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・混和剤

混和剤の種類

※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　・構造図による

・混和材

※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　・構造図による

混和材の種類

適用期間
・構造図による

・積算温度を基に定める場合

・構造図による

フライアッシュセメントA種

構造体強度補正値

※普通コンクリート

※A　・B

アルカリシリカ反応性による区分

（　　　）　　・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.11.1)

(6.12.2)

(6.11.2)

(6.3.1)

(6.2.1～4)(6.3.2)

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

2.3程度

・標準仕様書表6.2.2による

（5.6.5）

※JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準）

・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　)

・高炉セメントB種

特記仕様書(構造関係1)

2

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、

水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする

・地盤の平板載荷試験

5

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

・意匠図による

SD390

※ D16以下

※ 溶接金網

・ 鉄筋格子

WFP 6φ-100x100

※D19以上

※D16以下

範囲

・意匠図及び構造図による

※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下及び土に接するスラブ下

※60㎜ 

100・（　　）mm  主訓練塔、公用車車庫 基礎下

構造体強度補正値　　※6N/mm2　・構造図による

・直接基礎　(長期許容地耐力qaは、S-101,S-201,S-301,S401による)
(S-009,S-010 参照)

※ D19～D25

※ D29以上

（主訓練塔）

・軽量コンクリート

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　　・構造図による

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　　・構造図による

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

・

・

※21

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

・

・

種類

・1種　・2種

構造図による・

(6.2.1～3)(6.3.2)(6.10.1、2)

全般・24

・

・・21

・18

外構

土間
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構造設計一級建築士 第       号
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6

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

マスコンクリート8

無筋コンクリート9

型枠

打増し厚さ

(打放し仕上げ部)

コンクリートの

単位水量測定

耐震スリット

流動化コンクリート

打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

構造体コンクリート

打継目地

の仕上り

ターンバックル9

鉄骨製作工場

高力ボルト

1

4

7

鉄
骨
工
事

5

7

8 溶接材料

溶融亜鉛めっき

高力ボルト

床構造用の10

デッキプレート

12 柱底均しモルタル

製作精度13

14

15 溶接接合

入熱､パス間温度の

溶接条件

16

溶接部の試験17

スタッド11

溶接作業を行う

技能資格者の

技量付加試験

耐火被覆

軽量形鋼構造

設置等

19

20

21

アンカーボルト等の

仕様・目地等　　※意匠図による

・フライアッシュセメントB種

セメントの種類

・高炉セメントB種

混和剤の種類

・構造図による

適用箇所　

目地寸法

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

・シリカセメント

※構造図による　

※意匠図による 　

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

※構造図による

・混和剤

混和材料

・普通ポルトランドセメント

混和材の種類

・混和材

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｱ)による

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｲ)による

打継ぎの位置

・構造図による

・構造図による

スランプ

※15㎝　・（　　）cm

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.13.1による　　・構造図による

設計基準強度　　

適用箇所　　

スランプ

※15㎝又は18㎝　　・（　　）cm

※標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による

・構造図による

※18N/㎜　　・（　　）N/㎜

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・高炉セメントB種

コンクリートの種類

※普通コンクリート　　　　・（　　　　　）

フライアッシュセメントA種

2 2

※標準仕様書6.6.4(1)による

※意匠図による

コンクリートの仕上りの平たんさ

※意匠図による

せき板の材料及び厚さ

・断熱材を兼用した型枠材

・ＭＣＲ工法用シートの使用

スリーブの材種・規格等

※構造図による

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

※20㎜　　　・（　　）mm

打増し厚さ　　　・20㎜　　　・（　　）mm

打増し範囲　　　※構造図による

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　　　・20mm　　　・（　　）mm

使用箇所

※構造図による

適用箇所

※構造図による

・メッシュ型枠（使用部位　※構造図による）

・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　※構造図による）

・外装タイル面の打増し処理

※20mm

・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

※10㎜　　　・20mm　　　・（　　）mm

実施要領　

※構造関係共通事項　構－2　施工方法等計画書関連等　コンクリートの単位水量測定

・垂直スリット

幅　　（　　）mm　　　　タイプ　　※完全　・部分

幅　　（　　）mm　　　　タイプ　　※完全　・部分

・水平スリット

ずれ止めの差し筋　　※D10-400@　　・（　　　　　）

※合板

　　厚さ　　　※12mm　　　　・（　　　）mm

※標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ）による　　・意匠図による

(6.13.2)

(6.15.1)

(6.6.4)

(6.2.5)

(6.13.2)

(6.13.1)

(6.8.1)

(6.13.2)

(6.13.2)

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.8.2)

(6.8.1)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

建築用ターンバックルボルト

種　類

※羽子板ボルト　　・（　　　　　）

※構造図による

ねじの呼び

※割枠式　　・（　　　　　）

建築用ターンバックル胴

(7.2.6)

鉄骨製作工場の加工能力

※トルシア形高力ボルト　　2種（S10T）　　

高力ボルトの種類

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・（　　　　　）

・構造図による

※構造関係共通事項（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔

・JIS形高力ボルト　　2種（F10T）

・すべり試験の実施

試験方法等　　　※構造図による

※すべり係数試験　　・すべり耐力試験

・監督職員の承諾する工場

セットの種類

※1種（F8T）相当

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※構造関係共通事項（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔

・構造図による

摩擦面の処理方法等

・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

・りん酸塩処理

・構造図による

※JIS B 1256による　　・構造図による

座金

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔

・構造図による

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

※ねじの呼び径+1.0mm　　　・構造図による

・ABR400　　　・ABR490　　　・（　　　　　）

セットの種類（JIS B1220） 

・構造用アンカーボルト

※構造図による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※標準仕様書 表7.2.3による

・SS400　　・（　　　　　）

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

・構造図による　　・（　　　　　）

種類

・建方用アンカーボルト

溶接材料

※標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

・構造図による

※建築基準法         　に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している第68条の25

鉄骨製作工場又は同等以上の能力のある工場

　　( 　  　 )グレード以上

摩擦面の処理方法

※自然発錆（黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤さびが発生した状態）

・ブラスト処理（表面粗度50μｍRｚ以上）

　すべり試験を実施する場合、標準仕様書7.12.5(1)(ｲ)による摩擦面の確認は、

　本試験で作成した対比試験片で行うこと。

・すべり試験の実施

試験方法等　　　※構造図による

※すべり係数試験　　・すべり耐力試験

　すべり試験を実施する場合、標準仕様書7.12.5(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、

　本試験で作成した対比試験片で行うこと。

・標準仕様書7.2.4以外のアンカーボルト

適用箇所

・図示による（　　　　　　）　　・　

・SS400　　 ・　

種類

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による　　・　

(7.1.3)

(7.2.2)

(7.3.2)

(7.4.2)

(7.12.5)

(7.3.2)

(7.2.3)

(7.3.8)

(7.3.2)

(7.2.4)

(7.4.2)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.5)

(7.2.6)

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

※構造図による

鉄骨部材への溶接方法

※構造図による

耐火認定　

・あり

耐火時間　　　※構造図による

・なし

通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

※H12建告第1464号第二号イ(2)による

アンダーカットの寸法

・構造図による

・構造図による

※H12建告第1464号第二号イ(3)による

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

・構造図による

試験の要領

※構造図による

開先の形状　　

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-2

切断する範囲

・鋼製エンドタブの切断する部分　　

切断する箇所　　※構造図による

・構造図による

・鋼製エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mmを残して直線状に切断する。

なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

切断面の仕上げ

※標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による

・構造図による

スカラップの形状　　

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4

・構造図による

適用箇所　　

※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　

・構造図による 　

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2 受入検査による

・抜き取り検査①　　　・ 抜き取り検査②

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]の付表3「溶接」に関する試験方法等

完全溶込み部の超音波探傷試験　　

・工場溶接の場合　

AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

・工事現場溶接の場合　

※全て

種類等

JIS B1198（頭付きスタッド）

(7.7.8)

(7.2.7)

(7.2.9)

(7.3.3)

(7.6.3)

(7.6.4)

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.12)

(7.2.8)

（7.6.7）

（7.6.10）

呼 び 名 呼び長さ (㎜) 適 用 箇 所

・16

・19

・22

材質、形状及び寸法

適用箇所 材質・形状・寸法 備　考

構造図による

構造図によるコンクリートとの合

成スラブとする構法

・デッキプレートと

単独の構法

・デッキプレート

・JASS 6 付則 6 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込

み溶接部の外観検査の抜き取り箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試験

の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する。

節 ・全て

検査水準 ※第6水準

・

・

・

・

・

・

18 錆止め塗装

範囲　　　※構造図による

・耐火被覆材の接着する面以外の塗装

範囲　　　※標準仕様書 7.8.2(1)(ｱ)～(ｵ)以外

　　　　　・構造図による

塗料の種別

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

※A種　　　 ・

・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

・（　　　　　）

・下記以外の鉄鋼面は、18章[塗装工事]による

（　　　　）

塗料の範囲

・耐火被覆材の接着する面の塗装

(7.8.2、4)

性能（耐火時間） 適用箇所（部位・部分）

・耐火塗料

　シウム板

　ール

　ル塗り

材料・工法

－
・ラス張りモルタ

・耐火材巻付け

・耐火板張り

・

・高断熱ロックウール

・

・繊維混入けい酸カル

・耐火材吹付け

・乾式吹付けロックウ

種　類

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.11.2)

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.9.2～8)

※普通ボルト接合　　・構造図による

ボルトの接合部

※A種　　　・B種

種別

※構造図による

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

種別　　　・A種　　・B種

※構造図による

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

種類、材料、工法等

・（　　　　　）

厚さ

※構造図による

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

特記仕様書(構造関係2)

アンカーボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

(7.2.3)6 ボルト及びナットの材料普通ボルト

※標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

ボルトの規格は、JIS B 1180とする。ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、

材料は鋼とする。ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸

法は、ボルトの径の値以下とする。ナットの規格は、JIS B 1181とする。ナットの種類は、六角ナット
－Cとし、材料は鋼とする。

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

・標準仕様書7.2.9(1)によるモルタル

無収縮モルタルの材料、調合等

※無収縮モルタル

※標準仕様書 7.2.9(2)(ｱ)から(ｴ)による

・構造図による

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

10

11

12

13

14

15

16

1時間
ボンベ保管庫

乾燥室

DS18受梁天端

35

25

Ｍ

2 鉄骨製作工場に

おける施工管理

技術者

・配置しない

※配置する (7.1.4)

鋼　材3 種類等 (7.2.1)

※JIS規格による　・　

規  格種類の記号 適用箇所（主要な部分）

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

小梁、間柱、耐風梁、ブレース

大梁、ベースプレート、ササラプレート

内ダイアフラム、ベースプレート

通しダイアフラム

柱

柱

胴縁

SN400B

SN490B

SN490C

BCR295

STK400

SSC400

※JIS規格による　・ 認定品

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

50mm

100

　ウール

・

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロック

天井上収納

SS400



構造種別

架構形式

耐震構造

方式

耐震安全性

の分類

基礎方式

重
 
ね
 
継
 
手

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

003A1：  -

A3：  -

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

構造関係共通事項（１）

（３）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量コンクリー構造関係共通事項（共通事項）　 構造関係共通事項(配筋標準図)　建物概要等
　　　トの場合は５０ｄ以上）又は表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。

1.構造概要
1.1 鉄筋の加工構 -1

1.1 適用範囲

(１)構造関係共通事項(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般 鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

 的な標準図とする。 （４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

(２)構造関係共通事項(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と 表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径 ただし、スラブ筋でＤ１６以下の場合及び壁筋の場合は除く。

 する。

表3.2　隣り合う継手の位置
折曲げ内法直径(D)

鉄筋の
折曲げ 折曲げ図1.2 用語の定義 ＳＤ３９０

種類
(１)構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通事項以外の図面をいう。 角  度 （余長） フックあり

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。
Ｄ１９Ｄ１９ の場合

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。 呼び名 Ｄ１６以下
～Ｄ３８ ～Ｄ３８

ａ＝0.5Ｌ ａ≧0.5Ｌ

1.3 優先順位

設計図書の図面のうち建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。
フックなし

１．構造図及び構造関係共通事項（共通事項）

２．構造関係共通事項（配筋標準図）、構造関係共通事項（鉄骨標準図） の場合

１ １ａ＝0.5Ｌ ａ≧0.5Ｌ

1.4 記号等
 ガス圧接継手・溶接継手

図面で使用する記号等は表1～表4を標準とする。

－

ａ≧400mm

 カップラー
３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

－

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm
表1　異形鉄筋の断面表示記号　

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２径区分 （ｂ）鉄筋の定着

建築 （１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（２）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の直線定着長さは、40d以上（軽量コンクリートの場合は50d以上）とする。

表3.3　鉄筋の定着の長さ
表2　各階伏図における記号　

記号 説明 記号 説明 直線定着の長さ フックあり定着の長さコンクリートの
鉄筋の

３ ３ｈ設計基準強度 Ｌ Ｌ
スラブの配筋種別 杭の位置 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ１ｈ１ ２ ２ｈ種　類 Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ） 小梁 スラブ 小梁 スラブ

35d 30d18 45d 40d
スラブ厚さ 試験杭の位置

30d 25d21 40d 35d１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、 SD295 10d
25d 20d35d 30d　　余長は４ｄ以上とする。階段の配筋種別 打増しの範囲 かつ
25d 20d35d 30d２．９０°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

150mm
35d 30d18 50d 40d 20d

土間コンクリート スラブ開口 以上
30d 25d －21 45d 35d 10d

SD345
30d 25d40d 35d

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁） ボーリング位置 2.1 異形鉄筋の末端部
25d 20d35d 30d

35d 30d21 50d 40d次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。梁・スラブの上がり下がりの範囲 （±　　） FLからの上がり下がり
35d 30dSD390 45d 40d（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

耐力壁 30d 25dEW○○ 40d 35d
壁 壁片持ちスラブ階段を受け、かつ耐力壁EKW○○ １スラブ スラブ

土圧を受け、かつ耐力壁ERW○○

３　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

表3　梁貫通孔記号　 　　　　　　　　受ける小梁は除く。柱 梁 梁
　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

径 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400 　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。区分

　　　　　また、中間部での折曲げは行わない。ただし、最上階の建　　築

壁 柱頭の四隅部は 壁 壁 　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

表4　スリーブ材質の凡例　 フックを付ける。

管　名 溶融亜鉛めっき鋼版鋼　管 硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）
図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

記号（建築用） GASP（白管） VU RS
定着起点 定着起点（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。
（３）杭基礎のベース筋

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

構 -2
1.コンクリートの単位 (1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

3.1 継手及び定着
　水量測定 (2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。 （ａ）鉄筋の重ね継手

1)測定した単位水量が、配合計画書の設計値(以下「設計値」という。)±15kg/m の範囲に （１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

ある場合は、その運搬車のレディーミクストコンクリート（以下「生コン」という。）を （２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。 直線定着の長さ フックあり定着の長さ

合格とし、そのまま打設する。

2)測定した単位水量が設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、その運搬車の生コン 表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ 図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

を合格とし打設してよいが、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示する。

コンクリートのその後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を 鉄筋の
１ １ｈ設計基準強度 Ｌ　（フックなし）行う。 種  類

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
3)測定した単位水量が設計値±20kg/m を超える場合は、その運搬車の生コンを不合格とし、

45d 35d18打設せずに持ち帰らせるとともに、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示 　　　次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。
40d 30d21する。その後、単位水量が設計値±20Kg/m 以内になるまで全運搬車の測定を行い、　 　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上SD295
35d 25d24，27更に設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。 　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上とする。
35d 25d30，33，364)3)により不合格となった生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。 　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬａ及びＬｂは表3.4に示す長さとする。
50d 35d18(4)単位水量管理についての記録を書面(配合計画書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク 　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。
45d 30d21リート温度等)と写真により監督職員に提出する。 SD345
40d 30d24，27(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量 ａ
35d 25d30，33，36測定法による。また、試験機関は当該生コン生産者以外の機関とする。 全長 全長
50d 35d21

45d 35dSD390 24，27

40d 30d30，33，36

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ 小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

図3.3　折曲げ定着の方法

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

▽ ▽

ｂＬ 

Ｌ

Ｌ

ａ ａＬ Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１ １ａ ａＬ Ｌ

ａ

ｂ

ａ

Ｌ 、Ｌ 又はＬ

余長 余長

総
則

施
工
方
法
等
計
画
書
関
連
等

(３)建築構造図に特記無き事項は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年度版による。

ＳＤ２９５、ＳＤ３４５

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

Ｌ（ただし、柱せいの3/4倍以上）

3

3

3

3

3

3

3

  １８０°

  １３５°

  ９０°

  １３５°

及び

  ９０°

ｄ

４ｄ以上

ｄ

６ｄ以上

ｄ

８ｄ以上

４ｄ以上

ｄ

４ｄ以上
（幅止め筋）

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

２
Ｌ　（フックあり）

１ １ｈ（注）１．Ｌ　,Ｌ   ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

１ｈ　　　２．フックありの場合のＬ　  は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3により、

１ ２ ３
１ｈＬ   、Ｌ   又はＬ２ｈ ３ｈ

（注）１．Ｌ 　、Ｌ 　：２．から４．まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ１ｈ

　　　２．Ｌ　、Ｌ 　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ２ｈ２

３ｈ
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構造概要

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

 適用箇所は

備　考

(   )階～(   )階(　   )造 (   )階～(   )階(　   )造

(   )階～(   )階(　   )造 (   )階～(   )階(　   )造

 X方向 (                       　　　 )構造

 Y方向 (                       　　　 )構造

(   )階～(   )階(　   )造 (   )階～(   )階(　   )造

(   )階～(   )階(　   )造 (   )階～(   )階(　   )造

地下地上

1 2

1

1

1

4

4

1 S

RC

RC,S

RC,S

 X方向

 Y方向 (                       　　　 )構造

(                       　　　 )構造

 X方向

 Y方向 (                       　　　 )構造

(                       　　　 )構造

 X方向

 Y方向 (                       　　　 )構造

(                       　　　 )構造

純ラーメン

純ラーメン

純ラーメン

純ラーメン

純ラーメン

純ラーメン

純ラーメン

ブレース

・耐震構造 ・制振構造

・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階

・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）

（片持外力等

設計用一次固有周期

地震地域係数(Z)

地盤の種別
地震力

標準せん断力係数

 X方向、Y方向

 の適用する計

 算法に○を記

 載する

限界耐力計算

その他の計算法(                                    )

特別な検証法(時刻歴応答解析による)

大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)

指定性能評価機関（　　　　　　　　　　　　　　）

評価　・高層評価　・免震評価　・その他

 (評価番号　             　　　　                 )

2.構造設計条件等 計算方法

備　考

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）

許容応力度等計算 【ルート２】

【ルート１】

X方向 Y方向

保有水平耐力計算 【ルート３】 ・ ・

・

・ ・

・

・・

・

・

許容応力度計算公用車車庫

主・副訓練塔
庁舎棟

備　考

(          )秒

Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7

第(     )種地盤 Tc=(      )秒

X方向 Y方向

(          )秒

(          )秒

(          )秒

2

庁舎棟

主訓練塔

副訓練塔

公用車車庫

風圧力(施行令 地表面粗度区分

　　　 第87条)

一次設計

二次設計

基準風速(V ) 速度圧(q)

(             )m/s

0

0

0

0

0C  =(            )

C  =(            )

C  =(            )

C  =(            )

0.20以下 0.20以下

30

公用車車庫

0

0

0

0C  =(            )

C  =(            )

C  =(            )

C  =(            )

0.20以下 0.20以下一次設計

二次設計

庁舎棟

主・副訓練塔

・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭

 ・鋼管杭　・　　　　）

 図示による

（ ）
・Ⅰ類(1.5) ・Ⅲ類(1.0)・Ⅱ類(1.25)

耐風に関する

性能の分類

・Ⅰ類(1.3) ・Ⅲ類(1.0)・Ⅱ類(1.15)

・Ⅰ類(1.5) ・Ⅱ類(1.25) ・Ⅲ類(1.0)

・Ⅰ類(1.3) ・Ⅲ類(1.0)・Ⅱ類(1.15)

庁舎棟

主訓練塔

副訓練塔

公用車車庫

庁舎棟

主訓練塔

副訓練塔

公用車車庫

共通

共通

庁舎棟

主訓練塔
副訓練塔
公用車車庫

庁舎棟

主訓練塔
副訓練塔
公用車車庫

S-103,S-203
S-303,S-402

0.164

0.294

0.282

0.129

0.6

1.00以下 1.00以下

－ －

構造計算適合性判定機関（　株式会社 建築構造センター　）

・構造図による

※当該敷地の既往調査報告書

・無し

 （範囲・工法・仕様・計測・試験等については構造図を参照）

・有り

3.地盤調査資料

4.液状化対策

風圧力(施行令 地表面粗度区分

　  第82条の4)

平均
基準風速(V ) －

速度圧(q)
0

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

庁舎棟

主訓練塔

副訓練塔

公用車車庫

(             )m/s30

(             )m/s30

(             )m/s30

区域

設計垂直積雪量積雪荷重

単位荷重

垂直積雪量の低減

(             )m/s

・多雪区域

・多雪区域以外（特定緩勾配屋根・有・無）

(            )cm

(            )N/m/cm

・低減する　　・低減しない

2

30

90

20

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

庁舎棟

主訓練塔

副訓練塔

公用車車庫

(             )m/s30

(             )m/s30

(             )m/s30

(S-014～S-017 図による)

( 0.79 ) kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

( 0.97 )

( 0.96 )

( 0.64 )

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

( 0.31 )

( 0.40 )

( 0.39 )

( 0.26 )
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末端部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

以上の

添巻き

1.5巻

重ね継手 定着（スラブの場合）

図3.4　溶接金網の継手及び定着

Ｌ

定着（壁の場合）

１

 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。１

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

するように最小かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

最小かぶり厚さ(mm )

30

30

20

30

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

（３）隣り合う鉄筋の径の平均（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

　　　る。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。
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15d
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鉄筋の

種  類

15d

15d

20d
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20d

15d

20d

20d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

SD295

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さｂ

ａ

　　　　　　　 （基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む。）

　　　　　　　 （片持小梁及び片持スラブを除く。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

（ａ）一般事項

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

5.1　基礎梁

Ｄは、鉄筋の最大外径

柱

梁 梁

柱

梁 梁

１サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。

柱

梁 梁

同径の鉄筋を束ねたものとする。

梁面より割り付ける。

帯筋

最上階

二段筋

一般階

上端筋

下端筋

（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は構造図による。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け

図6.3　帯筋組立の形

（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

（１）継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（６）段違い梁は、図7.2による。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（ｂ）柱打増し部

FL

GL

打増し厚さ10mm

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

（３）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合のスラブ、壁、梁筋等の定着長さは、打増

　　　し部分を含まない。

図6.2　柱打増し部

（ａ）一般事項

　　　１０ｄ以上とする。

6.2　帯筋

7.1　大梁
（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による

（ａ）一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。

　　　とする。

（ａ）一般事項

　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、構造図による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

5.2　基礎梁のあばら筋等

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

一般の場合 重ね継手とする場合

コンクリート打継ぎ面

打増し厚さ10mm

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす

　　　る。

      ことができる。

継手 定着

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

6.1　柱

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。

②Ｗ－Ⅰ形

①Ｈ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

（イ） （ロ）

（イ）

（イ）

（ロ） （ハ）

（ロ） （ハ） （ニ）

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

（イ） （ロ）

　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　　る。

　　　　　には、フックを付ける。

図7.2　段違い梁

：継手の好ましい位置

：継手の好ましい位置

二段筋

二段筋

：ガス圧接を例で示す

：ガス圧接を例で示す

：ガス圧接を例で示す

：重ね継手を例で示す

 0

Ｄ Ｄ

Ｄ

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

スラブ、

柱、梁、耐力壁

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

上下の柱断面寸法が異なる場合、
帯筋は、１サイズ太い鉄筋又は

（１）梁の上がり下がりは、 FLを基準とした寸法値とする。

構造関係共通事項（２）

２

３２

３

 /4  /2  /4

 /2  /4 /4

 /4  /2  /4

 /4 /2 /4

２

 /4 /2 /4

 /4 /2 /4

　　　２．図中のP  ＠、P  ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。２１

（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P  ＠または1.5P  ＠とす１ ２

 /4  /2  /4

 /2

 /4 /4

 /4

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長
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（１）打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合の壁、梁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分

　　　を含まない。

（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す



 /4  /2  /4

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

005A1：  -

A3：  -

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志
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プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、構造図による。
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図7.9　腹筋および幅止め筋

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図7.9による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（１）連続小梁の場合は、図7.10による。 （注）１．図示のない場合は、（１）による。

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（ｃ）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（ｂ）あばら筋は、7.2による。

（１）壁配筋の重ね継手の長さはＬ　、定着の長さはＬ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図8.1　壁の配筋

（ａ）一般事項

（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は構造図による。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は構造図による。

（１）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は構造図による。

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

（ａ）壁開口部の補強

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、構造図による。

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

表9.1　Ｓ形配筋

図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

片持スラブの配筋は、次による。

（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び

　　　スラブ厚さは、構造図による。

表9.2　ＣＳ形配筋

（３）打増し部分に、壁、スラブ等が取り付く場合の壁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分を

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

上端筋

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

7.3　小梁

7.4　片持梁

8.1　壁

8.2　壁の補強

9.1　スラブ

9.2　片持スラブ

（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、構造図による。

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

（１）形は、図7.5（イ）とする。

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（２）フックの位置

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

7.2　あばら筋等

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

腹筋
2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁 

先端小梁

片持梁

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

階段の配筋　

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D13
2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

縦横

補強筋
壁の種別

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

補強筋

開口

配筋

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D13-150@

D10-150@

一般スラブの場合

（イ） （ロ） （ハ）

長辺方向（配力筋）

短辺方向

短辺方向（主筋）

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺

方
向

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋 (D13)

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D13)

受け筋

(D16)
受け筋

耐圧スラブの場合

D10-200@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

CS2

CS1

　配筋種別 主筋

CS3

CS4

D10-400@

D10-200@

上

下

上

下

上

下

上

下

CS6

CS5

CS7

上

下

上

下

配筋

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

同　上

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S14

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10-250@

D10-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-200@

同　上

D10-250@

D10-200@

最上階

二段筋

一般階

外端 連続端

連続端

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

端部端部

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

　　　　　ができる。

　　　きる。

（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.5　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

下端筋

最上階一般階

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

      含まない。

種別 縦筋及び横筋

壁の種別

W18，W20

W12，W15

主筋　配筋種別

(頭つなぎ梁)

（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

　　　とする。

（３）土間コンクリート補強筋(D　）の配筋及びコンクリート厚さは構造図による。

外端 連続端

連続端

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

　　　ただし、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以

　　　上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）又は表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか大き

　　　い値とする。

ただし、構造図になければ、片持ちスラブは現場打ちコンクリート部材とする。

ⅱ.（ロ）の場合はL形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

(注)　縦筋は、横筋の外側に配筋する。

D10、D13-150@

D10、D13-150@

D10、D13-150@

（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。

D10、D13-200@

D10、D13-150@

D10、D13-300@

D10、D13-200@

D10、D13-200@

構造関係共通事項（３）

 /4  /4

 /4  /2  /4  /4  /2  /4

 /6 7 /12  /4  /4  /2

 /4 /2  /4  /4  /2  /4

 /4  /4  /4

 /4  /2  /4

 /6 2  /3  /6

 /6

 /4

 0  0  0  0  0  0

 0  0  0  0  0

 0  0

 0  0

 0  0  0  0  0  0

 0  0  0  0

 0 0

 0

 0  0

 0

 0

 0  0  0

 0  0  0

 0  0  0

 0

≒45゜

Ｌ３ｈ

ｈＬ３３ｈ

３ｈ

１

※

ｈ３ｈ３

１ ２

種別　　　　(表10.1)

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)



DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

006A1：  -

A3：  -

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

2-D13

先端補強筋

2-D13

先端補強筋

4-D13
先端補強筋

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径　

垂れ壁のない場合

1
0
0
以
下

先
端

壁
厚

以
上

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

D10-200@

主筋

2-D13

2-D13

１
Ｌ

１Ｌ

１ｎ 本

２ｎ 本

(   )本
２ｎ 

２

(   )本
１ｎ 

２

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

中間部

ａ D13

端部

D13

D10-300@

t

配筋種別 KA1

配筋図

配筋種別

KA2

KA4KA3

D10-300@

D10-300@

t

D13
D13

D10-300@

D10-300@

D13
2-D13

D13

D13

D10-300@

t

t

2-D13

D13配筋図

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

D10-300@

D10 

D10

３Ｌ

D10-300@

D10-200@

t

D10

150

t

D13

 D10

D10

D13

D10-200@

t

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3（Ｄは梁せい）の

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

2-D13 2-D13

1
0
0
以
下

先
端

壁
厚

以
上

２
Ｌ

1
0
0
以

下

出隅受け部配筋出隅部補強配筋

(注)  ≧  とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱

出
隅
部

分
の

補
強

筋

補強筋の定着

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧  とする１ ２

       又は梁にＬ 定着する。

３
Ｌ

１
Ｌ

 
/
2

１

１Ｌ /2１

３Ｌ

１

 
/
2

１

２

１

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

中間部

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

び間隔に合わせる

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

150

２Ｌ

　　  範囲には孔を設けてはならない。

１Ｌ

１Ｌ

１

Ｌ

800

 /2１

出隅部

土間コンクリート補強筋

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（i） 出隅部の補強筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。

（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

（３）出隅部

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（ｂ）屋根スラブの補強

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に

（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強方法は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。

１

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（ｄ）土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。３

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、構造図

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

9.3　スラブ等の補強

10.1　片持スラブ形階段

10.2　二辺固定スラブ形階段

     配筋する。

による。

t

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

（ａ）梁貫通孔は、次による。

（１）控壁の配置は、構造図による。

（ａ）控壁は、次による。

（２）配筋は、図11.4による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

45゜ 45゜

図11.3 他の開孔を設けない範囲

11.1　梁貫通孔 11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

図11.2　補強筋の定着長さ

Ｄ

Ｄ

パラペットの配筋は図11.6による。

11.3　パラペット

２
Ｌ

２
Ｌ

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

２Ｌ

Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

１
Ｌ

１
Ｌ

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

２
Ｌ

３
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

ｔ

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

２
ＬＬ

10d以上

ａＬ

（段差なし）

（段差あり）

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

≦600

Ｌ

２Ｌ

（段差なし）

 受け筋 D13

先端部補強筋

2-D13

≦600

Ｌ

（段差あり）

２
Ｌ

ａＬ

主筋

主筋
D10-200@

t

t

ａ
２

Ｌ

ａ
２

Ｌ

２

（注）ａ≦300の場合

２Ｌ

ｂＬ

ｂＬ

２Ｌ

３Ｌ

２Ｌ

ｂＬ

8
d
以

上

10d以上

8
d
以

上

配力筋

配力筋

主筋
D10-200@

配力筋

D10-200@
配力筋

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は構造図による。

11.4　メッシュ型枠

(１)  使用箇所

　　　使用部位は、基礎・地中梁及び関連する柱部分とする

　　　・桟用パイプ材質　JIS　G8305、直径２５mm以上、厚さ１．２mm以上

　　　・締付材はボルト式又は番線式とし、付属材料は監督職員の承諾を受ける

(３)  組立て

　　　・組立て桟用パイプの立て込み間隔は３００mm以下とする

(２)　材料及び構造

　　　・組立ては製造所の施工要領書に従う

180 180

縦筋

横筋

D10-150@ダブル

D10-150@ダブル

図11.6　パラペットの配筋

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

      口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりＤ/3の範囲に孔を設けて

はならない。

同材質、同間隔

スラブ筋と同径、

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1により、配筋種別は構造図による。

配筋

2-2-D13

斜め筋
種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

(５)　鉄筋の最小かぶり厚さ

　　　表４．１による

　　　ただし、地中梁・柱は設計寸法に１０mmを加える（詳細は公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の各部配筋　参考図7.2を参照）

構造関係共通事項（４）

 0

 0

 0

　　　・メッシュ材質　鋼板：JIS　G3302、板厚０．５mm以上、めっき８０kg/㎡以上

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

令第129　3条の2の3の事項

　　　桟用パイプの存置期間は標準仕様書６．８．４により、型枠用メッシュは取り外さない

(４)  型枠の取り外し

　　　（見えがかりで、仕上げのない部分及びピット部分は除く）

・ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

・ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

・ 

・ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cmとした鉄筋コンクリート造とすること。

・ 

・ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

・ 

・ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

・ 

エレベータの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に

支持されていること。

風圧・地震力等に対して構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは

・ 

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1／3以下とし管の間隔を管径の

3倍以上かつ5cm以上を原則とする。

給湯設備等は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

支障のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法とすること。

註：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に

　　該当するものを除いたもの。

構造とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対しての安全上
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M12

高力ボルト

径

表1.4　高力ボルト径の記号

区分 M16 M20 M22 M24

溶融亜鉛めっき高力ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

現　　場　　溶　　接

全　　周　　溶　　接

表1.7　溶接の補助記号

 溶  接  面

溶 接 継 手
隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

完全溶込み溶接

表1.6　溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

補助記号

Ｌ－Ｐ

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ｌ－Ｐ

全周現場溶接

６０６０

基準線

。

引出線

（折線）

。
６０

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

。

基準線

図1.1　溶接記号の記載例

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

（F8T相当）

（F10T、S10T）
普通ボルト

M12

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

ep

（ｂ）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（ａ）縁端距離及びボルト間隔

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（ｃ）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

B

g

A

B
B

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40

35°

2

D1 = 2（ｔ－2）/3

D2 =（ｔ－2）/3

60°

45° 30°

ｔ≦６

6＜ｔ≦19

G

35°

G ＝ｔ

ｔ

45° 30°

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）

60°

D1 =（ｔ－6）/2

D2 =（ｔ－6）/2

60°

22＜ｔ≦40

12＜ｔ≦22

60°

ｔ≦12

0

1/4 t≦ S ≦10

35°

7

45°

/ （ｔ-2）/ （ｔ-2）

ｔ

1 3

2 2 3

60°

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

6＜ｔ≦19

19＜ｔ≦40

ｔ

６＜ｔ≦40

≧
60°

1/4 t≦ S ≦10

35°

1/4 t≦ S ≦10

35°

２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

2

６＜ｔ≦19

≧
60°

0

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

60°

19＜ｔ≦40

75°≧
45°

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

45°

45°

1/4 t≦ S ≦10

22＜ｔ≦40

60°

12＜ｔ≦22

60°

35°

1/4 t≦ S ≦10

Ｔ型継手(T)の開先標準

1/4 t≦ S ≦10

35°

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

35°

S ＝ｔ

かど継手(L)の開先標準

35°45°
50°

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）

ｄ ｄ

１（丸鋼等片面溶接）

ｄ／２ ｄ／２

ｄ ｄ

２（丸鋼等両面溶接）

ｄ

ｄ

ｄ ／
２

／２

22

13

フレア溶接(FL)の開先標準

Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

４５°

3628

1413

25

15 15

32

16

40

ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

４（軽量形鋼レ形溶接）

S ｔ S

４５° ４５°

15

部分溶込み溶接(P)の開先標準

７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

隅肉溶接(F)の開先標準

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

S

60°

2
S

60°

2

（ｂ）エンドタブ

（ａ）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

C部断面

( 　　　　　　　  　 )

1

g 1

構造関係共通事項(鉄骨標準図)　

1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準
1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦ S ≦10

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

ｔ≦16

２（両面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1= (ｔ－2）/2

D2=（ｔ－2）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

p

g2

g 1 g 2g 2

g 3

6

ｔ

7

2 ｔ 2 ｔ

6

ｔ6

2 ｔ

7

ｔ

D
2

D
1

2

2 ｔ

6
ｔ

D
2

D
1

6

ｔ ｔ

6

2
S

ｔ2
S

ｔ

ｔ2
S

7

ｔ2
S

S

ｔ2
S

7

ｔ

S
6

S

ｔ

7

2
S

ｔ

D
2
D
1
S

S

7

ｔ2
S

ｔ

D
2
D
1

6
S

S

2

S

ｔ

S

ｔ ｔ ｔ ｔ

6

6

7

ｔ2 ｔ2
S

ｔ

7

2 ｔ6
S

7

2 ｔ ｔ

D
2
D
1

2
S

ｔ

7

2 ｔ

D
2
D
1

6
S

S

S

S ｔ

S

S

S S

ｔ

S S

ｔ

ｔ

S

S D

ｔ

S S
D1

2
D2

ｄ ／
２

ｄ／２

ｔ

ｄ／２ ｄ／２

ｄ／２ｄ／２

t
ｔ ｔ ｔ

S
S

S
S

S S

S

50°～60°

引出線

（ｄ）ボルト記号

M12、M16、M20、M22

45

A又

はＢ
g 1 g 2

最大

軸径
B g 1 g 2

最大

軸径
B g 3

最大

軸径

構造関係共通事項（５）

手溶接

エンドタブ

裏当て金

10㎜以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

（ｃ）裏当て金

（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

（単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

S

S

S

St t

1Ｆ 1Ｆ

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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Sr

Sr

60°

φ

50

H

5
0

φ

5
0

60° 0～5 0～5

0～5 0～5

φ

以
上

(
b
s)

(b
s)

(
b
s
)

70以上

40程度

1
2

Sc

1
1

2

t
S
c

t 2
t

e

t

2
0

5
0

100以下 B

H D

１

２

ｆ

tw tp

1
0
0

以
上

1
0
0

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

１
Ｌ

１
Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

１Ｌ １Ｌ

La L Lb

補強トラス法

補強プレート法

(自然開先)

補強トラス

ｔf fｔ

補強プレート

2Ｆ

C

鉄筋の貫通孔径の最大値は、下表による。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：㎜）

梁主筋

梁あばら筋

柱主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

片面溶接の溶接長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

（１）補強プレート厚が16㎜以上となる場合は、必要な厚さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

H ：鉄骨せい

D ：はりせい

φ：貫通孔の内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

1-6 梁貫通孔補強

1-7 壁筋の周辺部材への定着

1-8 柱組立筋

1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立

1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置

C

t

（ｄ）スカラップ

改良型スカラップ

（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

（ｆ）スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

r

（２）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（ｇ）溶接部分の段差

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

（ｈ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

1Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

T

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋
6φ－1000@

Ｆ

鋼材の種類

400N級鋼

JIS Z 3214

溶接材料
パス間温度

（℃）

入熱

（KJ/cm）

350以下

350以下40以下

450以下30以下

350以下40以下

450以下30以下

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

JIS Z 3211

規格

JIS Z 3312

JIS Z 3313

(
b
s
)

(bs)

鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

　(bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

ｅ：材端と補強プレートの間隔

定着用差し筋

定着用差し筋

コーナー筋

緩やかに折り曲げる

緩やかに折り曲げる

（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。

（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

JIS Z 3211 40以下 350以下

250以下30以下
JIS Z 3312

JIS Z 3313
490N級鋼

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

30以下

40以下 350以下

250以下

350以下40以下

JIS Z 3214

JIS Z 3312

30以下 250以下T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U
JIS Z 3313

520N級鋼

400N級STKR、

BCR及びBCP

JIS Z 3312

JIS Z 3313

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

JIS Z 3312
490N級STKR、

及びBCP JIS Z 3313
T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

30以下 250以下

350以下40以下

30以下

40以下

30以下 250以下

350以下

250以下

1-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ

鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合の溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d

Ｌａ及びＬｂは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｓ：溶接のサイズ

JIS Z 3315

JIS Z 3315

40以下 350以下

40以下 350以下

引張強さ570MPa以上のものを除く

引張強さ570MPa以上のものを除く

G49AOU-CCJ

引張強さ570MPa以上のものを除く

引張強さ570MPa以上のものを除く

G49AOU-CCJ

　　（ｅ）スカラップを設けない場合

柱貫通形式の場合 梁貫通形式の場合

YGW11、15

YGW18、19

G49AOU-NCC、NCCT 等

YGW11、15

YGW18、19

G49AOU-NCC、NCCT 等

YGW18、19

YGW11、15

YGW18、19

YGW18、19

構造関係共通事項（６）

2

2

L

L

40以下

1 2

Sr
Sr

Sr

Sr

１ ２　は３φまたは    のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

1

1

1

2

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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【庁舎棟】深層混合処理工法特記仕様書

　９． 品質検査

1

2

3

1

2

3

4

１０． 報告

1

2

3

4

5

6

7

8

9

１１． その他

抜取ヶ所数Ｎ

合格判定係数ｋa

1 2 3 4～6 7～8 9～

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

　１． 工事概要

　２． 一般事項

　３． 特記事項

　４． 施工計画

1

2

3

4

　５． 施工

a.

b.

c.

d.

e.

　６． 施工機械

　７． 配合管理

Ｎ

α

1 2 3 4～6 7～8

2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

9～

5

6

7

8

9

10

11

12

13

　８． 施工管理

1

3

4

2

(3)　施工の立会い

　　　 建築工事の請負者は、本地業責任者（請負業者の中から選定）及び施工責任者を定め、両者は本地業の施工中は立合うものとする。

検査対象層は  ，  ，  であり、設計対象層を

設計対象層の平均強度は他の検査対象層の平均強度を超えないこと。

一軸圧縮強度は公的機関あるいは検査員立会いの下に行うものとする。

検査手法は検査手法Ａ（品質のバラツキを想定する場合の検査手法）による。

調査ヶ所数

検査手法Ａによる品質検査

合否の判定は検査対象層におけるＮヶ所（抜取ヶ所）の一軸圧縮試験結果が下式を満足すれば合格とする。

ＸN ≧ ＸL ＝ Ｆc＋ｋa・σd

ＸN

ＸL

Ｆc

ｋa

σd

：設計基準強度(N/mm2,kN/m2)

：合格判定係数

：想定したコア強度の標準偏差(N/mm2,kN/m2)であり、σd ＝ Ｖd・ｑud Ｖd

ｑud

：変動係数、品質確認書により想定する

：想定した平均一軸圧縮強さ(N/mm2,kN/m2)

コラムの伏図及び番号

コラムの施工日

コラムの径及び実施コラム長

掘削深度（実施コラム長＋空掘長）

設計対象層についての抜取ヶ所数をＮとする。1抜取ヶ所当り3個のコア供試体を採取し、その平均強度をその抜取ヶ所の強度とする。

合否の判定結果

あるかを確認する。

　施工にあたっては、セメント系固化材等を使用した改良土の六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示46号の土壌環境基準値(検液1Lにつき0.05mg)以下で

　試験方法は、平成13年4月20日付国官技第16号国営建第1号「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領(案)の一部変更に

ついて」による。

試験方法及び試験の個数：配合設計の段階で実施する環境庁告示46号溶出試験、 検体

検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5mとする。

(1)　検査対象群、検査対象層及び調査ヶ所数

(2)　コラムの芯ズレ

　　　 コラムの芯ズレが許容値を超えた場合は、監督員（監理者）と協議し、設計検討により応力照査を行った上、安全であると判断した場合、合格とする。

：合格判定値(N/mm2,kN/m2)

：Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値(N/mm2,kN/m2)

超えている場合は、最も低い平均強度の層を設計対象層とする。

(1)　コラムの径、掘削深度（設計コラム長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及び固化材液の配合等について

kN/m2（ N/mm2）とする。

(3)　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理および品質検査を実施する。

   土質や地盤状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

(2)　コラムの設計基準強度はＦc ＝

(2)　施工計画書

コラム仕様〔コラム径・掘削深度(設計コラム長＋空掘長)

　　　　　　・本数・設計基準強度〕

(1)　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないよう養生する。

(2)　基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が出現した場合は、別途検討する。

(3)　実施コラム長は、設計図書で示された支持地盤に着底する長さとする。

(4)　本工事により排出される発生残土は場内処分とする。

(2)　所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いること。

(3)　改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

(4)　ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

(1)　共回り現象を防止する機構を有し、固化材液と原位置土を確実に撹拌混合できる撹拌装置を用いること。

(1)　固化材液に使用する材料は、セメント又はセメント系固化材とする。

(2)　配合強度

Ｘf＝α×Ｆc　［α：割り増し係数、Ｘf：配合強度］

(3)　室内配合試験

　　　 固化材液の配合（Ｗ/Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて、現場室内強度比を考慮して、配合強度を満足するように決定する。

　　 あるいは正確に土質を把握し、かつその土質に対する既存データがある場合は、その結果を用いて添加量を決定する。

変動係数を25%と想定し、９項に規定する抜取ヶ所数Ｎ、合格確率80%とした下表を用いて設定する。

　本地業は、テノコラム工法による地盤改良地業である。テノコラム工法は、スラリー状のセメント系固化材（以下、固化材液と称す）を地盤に注入しながら、

共回り防止翼を装着した撹拌装置を用いて、原位置土と機械的に撹拌混合し、固化材の固化反応により所要の強度を持つ改良柱体（以下、コラムと称す）を築造

するものである。

(1)　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したもので、テノコラム協会に所属する会員とする。

　本工事は、本特記仕様書によるほか「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針(平成16年 4月)」(日本建築センター)による。

(4)　本工事法は、テノコラム工法（　財団法人　先端建設技術センター先端建設技術・技術審査証明第2001号）とする。

撹拌混合装置をコラム心に合せる。

固化材液を吐出せずに、空掘部を所定の深度まで掘進する。

固化材液を吐出しながら掘進・撹拌混合する。

注入掘進工程が終了したら、固化材液の吐出を停止し先端部の練り返しを行う。

先端部練り返し工程が終了したら、撹拌軸を逆回転し引き上げ撹拌混合する。

工事件名及び工事場所

工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

工事期間及び工程

工事の組織(建築請負業者の本工事責任者、コラム施工業者名

及び責任者、各種作業の主たる従事者）

施工手順

施工機器

固化材配合条件

施工管理（立会い、管理項目、施工記録）

品質検査

安全衛生対策

地盤概要（土質柱状図）

コラム伏図

技術審査証明書（写）

(1)　施工の安定性を確保するため以下に示す項目について施工管理する。

形状・寸法

固化材

撹拌混合度

支持地盤

：鉛直性

　コラム心

　掘削深度

　コラム径

：材料計量

　固化材液の密度

改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計で管理する。

事前にコラム心にマークを設ける

深度計で計測し記録する

撹拌装置の形状・寸法を記録する

マッドバランス（泥水比重計）等で計測する

水、固化材の重量

　工事完了後、次の事項について施工報告書をまとめ、監督員に提出する。

撹拌混合回数又は掘進速度及び引き上げ速度

仕事量又は掘進速度及び電流値（又はトルク値）

固化材液の配合と固化材の使用量

コア供試体の一軸圧縮強度試験結果及びボーリングコアを用いた採取率

(2)　コア採取率による調査

　　　 深度コア調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でボーリングによりオールコアサンプリングを行い、コア採取率を調査する。

　　　 コア採取率が、全長に対して粘性土層90%、砂質土層95%以上、かつ深さ1m毎に粘性土層85%、砂質土層90%以上であることを確認する。

(3)　合否の判定

頭部コア調査100本に1ヶ所とする。

深度コア調査100本に1ヶ所とする。

1

又、品質確保の為、技術審査証明取得業者が常駐管理の元に施工を行う。

1200 1.20

　固化材液の添加量 スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する。

：撹拌混合回数 スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

：仕事量 スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する。

（施工管理装置は、施工時に管理基準値を満たない場合、警報等にて修正背負うを促す装備とする。）

強風化流紋岩風化泥岩 風化泥岩・強風化流紋岩  とする。

テ ノ コ ラ ム 地 業 特 記 仕 様 書 【 庁 舎 棟 】 ※同等工法も可とする
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抜取ヶ所数Ｎ

合格判定係数ｋa
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　８． 施工管理
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(3)　施工の立会い

　　　 建築工事の請負者は、本地業責任者（請負業者の中から選定）及び施工責任者を定め、両者は本地業の施工中は立合うものとする。

検査対象層は  ，  ，  であり、設計対象層を

設計対象層の平均強度は他の検査対象層の平均強度を超えないこと。

一軸圧縮強度は公的機関あるいは検査員立会いの下に行うものとする。

検査手法は検査手法Ａ（品質のバラツキを想定する場合の検査手法）による。

調査ヶ所数

検査手法Ａによる品質検査

合否の判定は検査対象層におけるＮヶ所（抜取ヶ所）の一軸圧縮試験結果が下式を満足すれば合格とする。

ＸN ≧ ＸL ＝ Ｆc＋ｋa・σd

ＸN

ＸL

Ｆc

ｋa

σd

：設計基準強度(N/mm2,kN/m2)

：合格判定係数

：想定したコア強度の標準偏差(N/mm2,kN/m2)であり、σd ＝ Ｖd・ｑud Ｖd

ｑud

：変動係数、品質確認書により想定する

：想定した平均一軸圧縮強さ(N/mm2,kN/m2)

コラムの伏図及び番号

コラムの施工日

コラムの径及び実施コラム長

掘削深度（実施コラム長＋空掘長）

設計対象層についての抜取ヶ所数をＮとする。1抜取ヶ所当り3個のコア供試体を採取し、その平均強度をその抜取ヶ所の強度とする。

合否の判定結果

あるかを確認する。

　施工にあたっては、セメント系固化材等を使用した改良土の六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示46号の土壌環境基準値(検液1Lにつき0.05mg)以下で

　試験方法は、平成13年4月20日付国官技第16号国営建第1号「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領(案)の一部変更に

ついて」による。

試験方法及び試験の個数：配合設計の段階で実施する環境庁告示46号溶出試験、 検体

検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5mとする。

(1)　検査対象群、検査対象層及び調査ヶ所数

(2)　コラムの芯ズレ

　　　 コラムの芯ズレが許容値を超えた場合は、監督員（監理者）と協議し、設計検討により応力照査を行った上、安全であると判断した場合、合格とする。

：合格判定値(N/mm2,kN/m2)

：Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値(N/mm2,kN/m2)

超えている場合は、最も低い平均強度の層を設計対象層とする。

(1)　コラムの径、掘削深度（設計コラム長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及び固化材液の配合等について

kN/m2（ N/mm2）とする。

(3)　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理および品質検査を実施する。

   土質や地盤状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

(2)　コラムの設計基準強度はＦc ＝

(2)　施工計画書

コラム仕様〔コラム径・掘削深度(設計コラム長＋空掘長)

　　　　　　・本数・設計基準強度〕

(1)　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないよう養生する。

(2)　基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が出現した場合は、別途検討する。

(3)　実施コラム長は、設計図書で示された支持地盤に着底する長さとする。

(4)　本工事により排出される発生残土は場内処分とする。

(2)　所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いること。

(3)　改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

(4)　ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

(1)　共回り現象を防止する機構を有し、固化材液と原位置土を確実に撹拌混合できる撹拌装置を用いること。

(1)　固化材液に使用する材料は、セメント又はセメント系固化材とする。

(2)　配合強度

Ｘf＝α×Ｆc　［α：割り増し係数、Ｘf：配合強度］

(3)　室内配合試験

　　　 固化材液の配合（Ｗ/Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて、現場室内強度比を考慮して、配合強度を満足するように決定する。

　　 あるいは正確に土質を把握し、かつその土質に対する既存データがある場合は、その結果を用いて添加量を決定する。

変動係数を25%と想定し、９項に規定する抜取ヶ所数Ｎ、合格確率80%とした下表を用いて設定する。

　本地業は、テノコラム工法による地盤改良地業である。テノコラム工法は、スラリー状のセメント系固化材（以下、固化材液と称す）を地盤に注入しながら、

共回り防止翼を装着した撹拌装置を用いて、原位置土と機械的に撹拌混合し、固化材の固化反応により所要の強度を持つ改良柱体（以下、コラムと称す）を築造

するものである。

(1)　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したもので、テノコラム協会に所属する会員とする。

　本工事は、本特記仕様書によるほか「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針(平成16年 4月)」(日本建築センター)による。

(4)　本工事法は、テノコラム工法（　財団法人　先端建設技術センター先端建設技術・技術審査証明第2001号）とする。

撹拌混合装置をコラム心に合せる。

固化材液を吐出せずに、空掘部を所定の深度まで掘進する。

固化材液を吐出しながら掘進・撹拌混合する。

注入掘進工程が終了したら、固化材液の吐出を停止し先端部の練り返しを行う。

先端部練り返し工程が終了したら、撹拌軸を逆回転し引き上げ撹拌混合する。

工事件名及び工事場所

工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

工事期間及び工程

工事の組織(建築請負業者の本工事責任者、コラム施工業者名

及び責任者、各種作業の主たる従事者）

施工手順

施工機器

固化材配合条件

施工管理（立会い、管理項目、施工記録）

品質検査

安全衛生対策

地盤概要（土質柱状図）

コラム伏図

技術審査証明書（写）

(1)　施工の安定性を確保するため以下に示す項目について施工管理する。

形状・寸法

固化材

撹拌混合度

支持地盤

：鉛直性

　コラム心

　掘削深度

　コラム径

：材料計量

　固化材液の密度

改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計で管理する。

事前にコラム心にマークを設ける

深度計で計測し記録する

撹拌装置の形状・寸法を記録する

マッドバランス（泥水比重計）等で計測する

水、固化材の重量

　工事完了後、次の事項について施工報告書をまとめ、監督員に提出する。

撹拌混合回数又は掘進速度及び引き上げ速度

仕事量又は掘進速度及び電流値（又はトルク値）

固化材液の配合と固化材の使用量

コア供試体の一軸圧縮強度試験結果及びボーリングコアを用いた採取率

(2)　コア採取率による調査

　　　 深度コア調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でボーリングによりオールコアサンプリングを行い、コア採取率を調査する。

　　　 コア採取率が、全長に対して粘性土層90%、砂質土層95%以上、かつ深さ1m毎に粘性土層85%、砂質土層90%以上であることを確認する。

(3)　合否の判定

頭部コア調査100本に1ヶ所とする。

深度コア調査100本に1ヶ所とする。

1

又、品質確保の為、技術審査証明取得業者が常駐管理の元に施工を行う。

1200 1.20

　固化材液の添加量 スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する。

：撹拌混合回数 スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

：仕事量 スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する。

（施工管理装置は、施工時に管理基準値を満たない場合、警報等にて修正背負うを促す装備とする。）

強風化流紋岩粘土 粘土  とする。

テ ノ コ ラ ム 地 業 特 記 仕 様 書 【 副 訓 練 塔 】 ※同等工法も可とする
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一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

ハイベースNEO工法設計施工標準（１）

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ ５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１
４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７ 中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０ ！ 注意 ３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

センクシア株式会社 ＵＲＬ １．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）https://www.senqcia.co.jp/

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。 　　 　補正下部定着長さLt 施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。
（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

不良溶接部の上
部

定
着

長
さ

L
t

！ 注意 ・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。 （１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。
１１．モルタル注入枠取り外し　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

探傷は柱フランジ側から行う。・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、 方　法定着板 溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。 -0していることを確認。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。 （30°回転、許容差：　　）+10°基礎柱形主筋表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、※３ ベースプレートと座金とナットが密着６． 検　　　　査 ナット回転法による本締め施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。
アンカーボルト締付確認（#）アンカ－ボルト マーキングａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。※２

！はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。ｔ 注意※※ ２１ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。
後詰めモルタル充填（#） 予備締め４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）78439756534756538M42 48840184.542 1110165高強度柱適用タイプ

78439756534756538 ９～１０．モルタル注入枠設置（#）M42 48840184.542 1080155 １０．アンカーボルト締付（#）eｍ≧２５ｍｍｅｍ≧３０ｍｍ 許容範囲925720 ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ） ウェブ突出部溶接663766455296455334116130436M36
すみ肉溶接690480 ハイベースエコタイプ 800600130 締め付けを行う。 後詰めモルタル充填（#）60316534624585027351330 許容範囲M30 ３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ3.5 標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）※3 H形柱の エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの エンドタブ580400110

645480105 アンカーボルトは隙間がないよう確実に562564236195346222910324M24 柱ウェブ備　考各　部　名　称 寸　法55040095 ９．モルタル注入枠設置（#）
　　アンカーボルト締付CBHC0B0H0EL0LaSPφｄ φD1φd1tw

ｅｍｅｍ 高さに準拠する（Ｇタイプ）。
※２ さ ８．鉄骨建方８．鉄骨建方さ 離離び 幅幅 し突き合わせ継手またはＴ継手余盛りＡチ

径 径径さささ径長呼 ッ 長 距距 ベースプレート長 余盛高さは、柱接合突出部形状に対応ピ A長 面面 ｅｍの 余　盛着 角角 GH型式EB,GB,EM,GM,EH,KB型式Bじ うに施工する。軸 定 外内厚二高余 二高外全ねじ 基礎柱形対対 裏当金
ね 柱側B点へ向かってなめらかになるよＢスリーブ 柱座　金ナットエコナットアンカーボルト 溶接余盛はベースプレート側A点から 基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。ｔｍアンボンド

)( mmナット 中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生予　熱※2a 鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。ｅｍモルタル 柱
３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　ベースプレートS

定着板
５．溶 接 施 工 一 般 （ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

アンカーボルト 座金の形状ナットの形状エコナットの形状

によらない） １５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下tw (2)開先部の溶接E ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。L 接の場合はこれHHo
　　　 および H２５０以上の場合０L 76145375167614538016---M72 （自動ロボット溶定着板（12本タイプ用）定着板（8本タイプ用） う。アンボンドスリーブ φｄ

681303401268130330126818032M64 （ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、t
t

t
d 全周溶接を行を行う。PLB 柱フランジ下端 6011029596011030596016028M56 組立溶接 組立溶接組立溶接 １パスごとにφd1 対辺ごとに溶接 １００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下Bo Bモルタル上端 52952609529527095214025M48t2

45852259458524094512022M42※1ベースプレート a１ （イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合完全溶込み溶接とする)Co ----397521593910019M36CS b
t

b
d

d
d

φD1
座金

(曲げ負担の場合は、----33651809339016M30 ※ センクシアが供給するものに限るa
t

40mmボルト上端エコナット (1)ウェブの両面すみ肉溶接a※2 --------277016M24 4
0
m
m

注入方法はヘッド圧工法による。コンクリートスラブ天端 ３ a４ad dtdtbtatttddbdadtddsDsts
エコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品 呼び およびこれと同等以上の無収縮性モルタル長さ長さ 幅幅 内径内径内径外径 厚さ厚さ厚さ

ねじの ※bt定着板（4本タイプ用）12本タイプ用8本タイプ用4本タイプ用２． アンカーボルトのセット寸法 ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３40mmat 40mm(mm) ２t
s 後詰めモルタル定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通）柱　　　　形 へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。 H形円形鋼管角形鋼管H形円形鋼管角形鋼管

鉄　　　　筋 ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼 87797061534538Ｇタイプ孔径 ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。-
４．本 溶 接 の 手 順３．組 立 溶 接D

s

d
s

高強度柱適用タイプ ----57504438○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ２ 中心塗部分モルタルエコタイプ
コンクリート ＤM72M64M56M48M42M36M30M24ねじの呼び○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート ベースプレート

(mm)ベースプレートのアンカーボルト孔径
（３）基礎・基礎ばり

７．中心塗り部分モルタル施工　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）
！ 注意○強度はこれに接するコンクリートの強度以上 ・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。

ベースプレート 基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。部分モルタル ・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）
中 心 塗 プ ６．基礎コンクリート打設１２本タイプ○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル Ｈ1257412121105587930250672 18501440M72 イ 上端アンカーボルト H形柱用（GH型式） （H形柱の場合）2ベースプレート1660230同等以上の無収縮性モルタル ※ センクシアが供給するものに限る ５．鉄筋配筋・型枠の立込みモ ル タ ル タ スカラップ115661211095517028664 1280M64 7※ 1610200

下段はGH型式の場合の寸法です。ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと 柱下端後　詰　め 1470210 G105589988545622456 1120M56 5.5 3
5上段はGB型式及びGM型式の場合、1420185

裏当金
1270190 （形板芯にて検査）（２）ベースプレート下面のモルタル 。925098775385496022548M48 ※３1235175

ｅ≦３ｍｍ1110165 78439756534488401842M42 4.5 柱1080155※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用 ８本タイプ４本タイプ
955150 確保してください。663766455294172016436M36※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566、０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６） アンカーボルトアンカーボルト925130 Ａ±e

ナットの外に出るように余長を －３ｍｍ≦eh≦10mm強度区分8 (一重ナット時） 目標値56316534624358006001313030M30 3.5ＳＳ４００ＳＭ４９０Ａ備　考 降伏比 ７０％以下ＳＮ４９０Ｂ同等 円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）施工時は、ねじ山が最低３山強度区分5 (二重ナット時） Ａ
±

ｅ

44256423619296454801010524M24 3 基準高さよりの誤差eh時の最小寸法です。 設置精度の開先形状ベースプレート形状-ねじの種類 --メートル並目メートル並目 ａ寸法は設置誤差を考慮した設計CBHEL0LaSPφｄ φD1φd1tw
※３※３

アンカーボルト※２ プ圧延鋼材）（大臣認定取得材） ※２ ささ 離び 幅（六角ナット）（大臣認定取得材） 無収縮モルタルと接する面となります。チ
アンカーボルトＨＣＷ４９０ｓｔ イＪＩＳ　Ｇ３１０６規　格 径（一般構造用 径径ささ径長呼 ッ 長 距ＨＡＢ 長ＪＩＳ　Ｂ１１８１ いる面はベースプレート裏面であり、ＨＣＷ４９０B,b ピ 長 よって変わります。面ＪＩＳ　Ｇ３１０１ タの 着 角 アンカーボルト孔周辺に凹加工して示し、ハイベースＮＥＯ型式に 用じ定着板座　金ナットアンカーボルトベースプレート 軸 定 外内厚余 二高外全ねじ 対 平　面 レ ベ ル取り付けてください。はベースプレート台座厚さをｔ２ね※２※２※２※１

適 ８本タイプ １２本タイプ
スリーブ 柱はベースプレートのフラット面にＧタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式） アンカーボルト※※座　金 アンカーボルトナットアンカーボルト １

柱アンボンド
H形柱用（EH型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式）

（架台の形状は異なる場合あり）！エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。 注意)( mm 度※2ナット aTMCP325B,C アンカーボルト設置例
強板厚40mm超の場合 ベースプレート強度区分5- ＳＳ４００ＳＭ４９０Ａ備　考 降伏比 ７０％以下 STMCP385B,C 定着板 高SN490B tw （H形柱の場合）22t
・ボルト スカラップ板厚40mm以下の場合 座金の形状 ピンアンカー7φＤ1アンカー プ 柱下端--ねじの種類 --メートル並目メートル並目メートル並目 たてアングルE 捨てコンクリートに固定する。35８本タイプ４本タイプ １２本タイプ ４本タイプ ８本タイプイ 設置L 裏当金φｄ1 アンカーボルトアンカーボルト圧延鋼材）TMCP鋼 アンカーボルト アンカーボルト アンカーボルトスリーブ 。（大臣認定取得材） （六角ナット） タ※４ ０LTMCP鋼 自立できる形式とし、大臣認定取得材 ＪＩＳ　Ｇ３１０６ （一般構造用規　格 アンカーボルトアンボンド φｄ

JIS G3136 又は ＨＡＢ ＪＩＳ　Ｂ１１８１ 定着板円形鋼管柱用（EM型式）角形鋼管柱用（EB型式）コ※４ 柱ＪＩＳ　Ｇ３１０１ Ｈ
アンカーボルトの設置はPLB 下端 アンボンドスリーブエコタイプ 高強度柱適用タイプ エモルタル上端定着板座　金ナットエコナットアンカーボルト 開先形状ベースプレート形状Ｃ ナットの形状tベースプレート 2※２※２※２※２

ベースプレート ※1
Ｂ

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式） S 開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる ※開先形状は参考座金
アンカーボルト

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板 ボルト上端a ※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接ナット
上部形板※2

１． 材質 Ｇタイプ用アンカーボルト部品 ２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け（柱端部に開先を設ける） ４．アンカーボルト据付（#）
設　　　　計 ※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　

３．アンカーボルト搬入（#）
ガスシールドアーク溶接 JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定する

２．墨出し
BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定 同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。 被覆アーク溶接 JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）BCJ評定-ST0058（Gタイプ） 柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書
MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

大臣認定 １． 溶　接　材　料 １．捨てコンクリート打設MSTL-0566,0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

ハイベースNEO工法設計施工標準 (#)：センクシアの担当範囲
工場加工（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用） 現 場 施 工2023/12

確保する必要があります。

定着板上面を境にして上下とも

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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センクシア株式会社 ＵＲＬ https://www.senqcia.co.jp/

・ハイベースNEO工法

鉄筋の定着長さ

Lt（mm）

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

b

b

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

注)表中のh寸法は杭がない場合です。
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D13@15016-D16500D13@1508-D16500D13@15016-D16500D13@1508-D16500

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。 表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。

771

695

489

421

354

290

244

413

348

296

236

199

321

282

234

194

163

216

188

150

156

105

89.5

199

169

175

396

238

210

127

111

133

93.1

84.0

69.4

82.9

70.1

51.1

59.7

51.3

32.2

41.4

35.4

21.9

17.9

14.0

128

X10 kN・m/rad

回転バネ

3

定数
柱形  b柱形  b柱形  b

(mm)
帯筋主筋量

(mm)
帯筋主筋量

(mm)
帯筋主筋量

(mm)(mm)

(mm)

ゾーンゾーン
鉄筋の定着長さ

Lt（mm）

ゾーン

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>

帯筋hc(mm)

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ﾎﾞﾙﾄ

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

Gタイプエコタイプ

ｱﾝｶｰ
ハイベースNEO型式適　用　柱

2FC3 h(mm)

捨てコン天端

基礎天端～

板厚範囲柱サイズ

採用

数量 主筋量
柱形  b

L1L

セット質量ベースプレートtE HC１ C２Ａ

寸法　（mm）

部品

質量（kg）

柱符号

ゾーン

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

190

180

170

180

170

180

160

150

180

160

150

150

170

150

160

150

150

160

150

120

160

150

120

120

120

1450以上

1300以上

1300以上

1100以上

900以上

1200以上

1100以上

1300以上

1100以上

900以上

1200以上

1100以上

1300以上

1100以上

900以上

1200以上

1100以上

1100以上

900以上

800以上

1200以上

1100以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

800以上

1100以上

900以上

800以上

600以上

900以上

800以上

700以上

600以上

800以上

700以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

600以上

550以上

1100以上

195

164

153

132

110

164

142

156

135

112

165

143

159

137

114

166

144

140

116

95

168

150

138

121

138

121

138

117

106

138

117

106

102

121

106

117

102

110

117

102

80

117

102

80

80

80

145

1120

960

960

840

720

960

840

960

840

720

960

840

960

840

720

960

840

840

720

600

960

840

840

720

840

720

840

720

600

840

720

600

400

720

600

480

400

600

480

400

400

480

400

400

400

400

840

797

569

440

314

243

353

257

409

290

214

308

226

387

267

193

279

202

249

178

129

255

455

340

262

312

234

286

200

154

263

182

138

90

172

122

104

78

115

89

66

45

77

56

37

33

31

179

455

304

215

133

89

127

74

213

132

84

116

73

211

131

83

114

73

131

83

52

113

197

133

89

132

84

131

83

52

131

83

52

24

82

51

37

24

51

36

23

15

36

23

14

14

14

72

342

265

225

181

154

226

183

196

158

130

192

153

176

136

110

165

129

118

95

77

142

258

207

173

180

150

155

117

102

132

99

86

66

90

71

67

54

64

53

43

30

41

33

23

19

17

107

72

57

46

37

30

57

47

49

40

32

58

48

52

42

34

59

49

45

36

28

61

60

48

44

48

44

48

40

36

48

40

36

32

44

36

40

32

40

40

32

25

40

32

25

25

25

50

－

－

－

－

－

－

－

－

－

105

90

80

70

65

90

80

75

65

60

85

75

80

70

60

85

75

70

65

55

90

75

－

－

－

－

－

－

－

－

－

400

360

320

280

408

－

－

－

－

－

－

－

－

－

508

458

356

320

－

300

350

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

630

610

400

410

420

350

360

370

300

310

320

260

270

280

600

420

410

370

360

310

320

340

260

270

290

－

220

240

－

190

－

－

－

－

－

－

670

650

650

630

620

610

590

600

580

570

560

540

550

530

520

510

490

480

470

450

460

630

630

620

580

570

530

520

510

480

470

460

420

420

410

370

370

360

320

320

310

270

270

260

230

210

440

810

780

780

740

710

740

700

730

690

660

690

650

680

640

610

640

600

590

560

540

590

740

740

710

690

660

640

610

600

590

560

550

510

510

500

460

460

450

410

410

390

360

360

340

310

290

550

8-M42

8-M36

8-M30

8-M42

8-M36

12-M42

8-M42

12-M56

12-M48

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

8-M48

8-M48

8-M48

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

4-M24

4-M36

4-M30

4-M24

4-M24

4-M24

GB500-12

GB500-4

GB500-8

GB450-8

GB450-4

GB400-4

GB400-8

GB350-8

GB350-4

-56

-48

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-36

-30

-42

-42

-36

-42

-42

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-30

-36

-30

-24

-30

-36

-36

-30

-24

EB500-8

EB450-8

EB400-8

EB350-8

EB300-8

EB300-4

EB250-4

EB200-4

EB500-12-42

EB350-4-30

EB250-8-30

EB175-4-24

EB150-4-24

6～22

6～16

6～12

4.5～12

4.5～12

9～28

9～25

9～25

9～22

9～25

9～32

9～36

9～40

□300

□250

□200

□175

□150

□500

□400

□350

□450

H

エコタイプ

A
1C

t2

E

2t

F

C1

A

Gタイプ Gタイプ

E

F

t2H

C2

A
1C

ベースプレート形状

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

アンカーボルト８本タイプ

エコタイプ

2t

C1

A

2C

アンカーボルト４本タイプ アンカーボルト１２本タイプ

エコタイプGタイプ

E

F

t2H t2

C
1

2

C
A

3CC3

Gタイプ　：

エコタイプ：

A
C
2

1

C

アンカーボルト径

柱外形寸法

アンカーボルト本数

型式表示例

角形鋼管柱用

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７

東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６

関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）BCJ評定

大臣認定

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

（角形鋼管柱用□150～□550）

ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc24の場合)

D13@15016-D16500D13@1508-D16500D13@15016-D16500D13@1508-D16500
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

※柱型はS-119図参照



DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

013A1：  -

A3：  -

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ　設計・施工標準

ｆ

1)　　　　部は、たわみで決定する範囲を示す。

２,９１０

３,０９０

３,０３０

３,０５０

３,０７０

３,１２０

２,９４０

３,０００

３,０４０

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ

施　工　条　件　な　ど

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

設計荷重 Ｗ

補強支保工 コンクリート止め

プレートまたは山形鋼等

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物

リブ間リブ間

プレートまたは山形鋼等
フラット部分

リブ部分

コンクリート止め コンクリート止め

コンクリート止め

大引

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

210 210

開口部

内　　　　　　　　　　　　　　　容項　　目

記 号 説 明

支柱
●支保工間隔　： 　Ｌ

ＬＬ

　スラブスパン： ２Ｌ

（単位：ｍｍ）

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０
１５０

１４０

１３０

１２０

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

１４０

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１３５

１３０

１２５

１２０

３００

２００

２５０

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１４０

１３５

１３０

１２５

１２０
スラブ厚S(mm)

板厚 t ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ０.８ｍｍ板厚 t
スラブ厚S(mm)

α=1.5α=1.25α=1.0

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０

２,８３０

２,３３０

２,５００

２,７２０

２,７５０
２,７９０

２,８２０

２,８６０

２,５４０

２,４９０

２,２９０

２,９４０

２,９７０
３,０１０

３,０８０

２,９００

２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０

２,４４０

２,４９０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２６０

４,４５０

４,６７０

３,８５０

４,４３０
３,８５０

４,３９０

４,７７０

４,８５０

４,４８０

４,８１０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２１０

４,３１０

４,４１０

４,５２０

２,２２０

２,５７０

３,０６０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,３７０

３,３３０

３,８５０

４,５７０

４,７５０

４,４２０ ３,３３０

３,８５０

４,４６０

４,５４０

４,６４０

４,７３０

４,８３０

４,１７０

４,４８０

４,８８０

２,２２０

２,５７０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,２７０

２,２４０

２,４００
２,６１０

２,６５０

２,７００

２,７６０

２,８１０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０４０

３,０８０

２,０４０

２,１９０
２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５７０

２,６００

２,６３０

２,６５０

２,６８０

２,７１０

２,７５０

２,７８０

２,８１０

２,７９０

３,０６０

３,１３０

３,１６０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

３,２９０

３,３１０

３,３４０

３,３６０

３,３９０

２,６９０

２,８１０
２,９５０

２,９８０

３,０２０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１５０

３,１８０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

２,５００

２,６９０
２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

２,９９０

３,０１０

３,１００

３,１４０

２,７５０

２,７８０

２,２９０

２,４５０
２,６６０

２,７１０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８９０

２,９１０

２,９３０

２,９５０

２,９８０

２,０００

２,１５０
２,３４０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５５０

２,５８０

２,６１０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７３０

２,７６０

１,８６０

２,０００

２,１８０

２,２３０

２,２７０
２,３２０

２,３７０

２,４００

２,４２０

２,４５０

２,４８０

２,５１０

２,５４０

２,５８０

２,６１０

２,１２０

２,５９０

２,６４０

２,７００

２,７３０

２,７５０

２,７７０

２,７９０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８８０

２,９００

２,９２０

２,９６０

２,９９０

３,０１０

３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０２０

３,０４０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０

３,１７０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

１,９００

２,０４０

２,２３０

２,２７０
２,３２０

２,４４０

２,４７０

２,５００

２,５３０

２,５６０

２,５９０

２,６３０

２,６６０

２,５４０

２,５９０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７４０

２,７７０

２,８００

２,８４０

２,８７０

２,９１０

３,０６０

１,６４０
１,７６０
１,９１０

１,９４０

１,９８０

２,０６０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,１５０

２,１８０

２,２００

２,２３０

２,２６０

１,５２０

１,６４０

１,７８０

１,８２０
１,８５０

１,８９０

１,９３０

１,９６０

１,９８０

２,０００

２,０３０

２,０５０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,０２０

（単位：ｍｍ）

2

開口部

 ３ 断面応力・たわみの計算

 ５ 施工の要点

 4 作業床

 1 保　管

 3 敷込み

 2 吊り込み

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

許容支圧荷重（N/m）

0.8

スパンＬの取り方

Ｌ ＬＬ

デッキ長さ デッキ長さ

 ４　納まり例

終端始端

30以上

デッキプレート割付け幅

敷込み方向

40以下

85

50以上
～340以下

630 x n

210210

30以上
30以上

かかり代 50

オフセット寸法

始端

敷込み方向
30

終端

30以上
50
かかり代 30

継ぎ筋調整プレート

50以上
～340以下

630 x n

30
デッキプレート割付け幅

 4-1　割付け
(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁）

継
手

プ
レ

ー
ト

梁

梁

柱

アークスポット溶接又はすみ肉溶接

現場切断

溶接 210ピッチ

かかり代 50

継手プレート

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

(ｂ) (ｃ)

支保工

大引

支保工スパン 支保工スパン
スラブスパン

 4-2　各所の納まり 4-3　中間支保工設置

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり

(７)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

(２)Ｓ造斜め梁の納まり

(４)Ｓ造柱廻りの納まり (５)Ｓ造水平ハンチの納まり

(６)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

敷込み方向

柱

梁

630

630

30以上

50以
上

かかり代

※柱コーナー切断は現場加工

かかり代
梁

梁

柱

630 630

エンドクローズ
120

75

 4-4　開口部納まり例

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断  　                   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

開口部 落下防止金物

63
0

Ａ

落下防止金物

コンクリート止め

コンクリート硬化後

断面

Ａ部詳細

（幅630mm）

平面

補強支保工
大引

□(　　　　　　   　　)[ 　　kN/m　]

□(　　　　 N/m　)[             　　　　]
施工時作業荷重

2Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）11 2 3

2

2

2

33

3[鉄筋コンクリート単重]
コンクリート

施工状況の種類 施工割増係数(α)

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理に

9

０.８ｍｍ １.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ ０.８ｍｍ

普
 通
 
コ
 ン
 ク
 
リ
 ー

 ト

3kN/m

kN/m3

軽
 
量
 
コ
 ン
 ク
 
リ
 ー

 ト

3kN/m

普
通
コ
ン
ク
リー

ト

kN/m3

軽
量
コ
ン
ク
リー

ト

2

調整プレート

か
か

り
代

梁柱

（現場加工）

63
0

30
以
上

75

斜

め

梁

斜め切断

現場切断

大引

サポート

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

2

(施工)
特　記

 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

 L ：スパン 　　　　　　　　　　　　　 　 （ m ）
　E=2.05×10  N/mm 

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

ｂ ｂ

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　    （N/mm ）
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ = 205              （N/mm ）
 M ：最大曲げモーメント                  （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　   （mm /m）

 W ：設計（上載）荷重                      （N/m ）

 E ：鋼材のヤング係数                     （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効)      （mm /m）

 Ｐ：ＪＦデッキリブ支圧荷重　　　　　 　 　　 (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　  　(N/m)

4

2

2

25

3

2

柱廻りのデッキプレート受け材 FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

柱廻りのデッキプレート受け材 500～900ピッチ

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け
デッキプレート受け (フラットバー)
 FB-50以上

デッキプレート受けデッキプレート受け

(ａ)

L-75x75x6等

(１)一時的な作業床で使用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

　工を設けることを原則とする

幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける
始端・終端調整には役物、調整プレートを使用する

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める

(２)薄板製品であることを十分認識し変形に注意する

(１)骨組の組立順序との関連を十分検討する
(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連を十分検討する

(３)クレーンの揚重能力の検討、パレットを用いる等安全対策を検討する

(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等検討する

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを正確に行い、

　　確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)
(４)かかり寸法は厳守する

　　プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいので避ける

　　を敷く等の措置により受圧面積を大きくする

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重がかかる場合は、厚板等

(４)資材等の仮置は避ける。止むを得ず仮置する場合は、デッキプレートに負担が

　　かからないよう十分配慮する。特に0.8～1.0ｍｍは注意する

　　する
(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前までに取り除く

(１)打設は打設荷重等の施工荷重を極力低減するようにし、過荷重には十分注意

配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のようにあらかじめ型枠で囲い、コンクリート打設
硬化後にデッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある

   打設
 5 ｺﾝｸﾘｰﾄ

項　　　　　目         算　　定　　式

(２)割付方向は図面に従い、間違いの無いようにする

場合、切断部周辺に「落下防止金物」を取り付ける

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する
算定式および許容値は、下表とする

より施工上の安全性が確実に確保される場合

１.２ｍｍのフラットデッキを使用する場合

を使用する場合

施工の要点は、下表のとおりとする
特殊なケースの場合は、その都度施工法を十分に検討し施工すること

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

曲げ応力

[RC・SRC造]

[ S  　造 ]
WL

8Z

2
M

Z
σ＝     ＝  　 x10 ≦ｆ

3
b

WL
2

M 3

Z 8Z
b

α

C5WL4

384EI
Lx103

180

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

σ＝     ＝  　 x10 ≦

δ＝　　 　×10 ≦      ＋5

支 圧 耐 力 (N/m)

た　わ　み (mm)

(N/mm  )2

１．５

１．２５

１．０

24

20

20

24

施工割増係数

施工状況の種類建物の構造
ＲＣ・ＳＲＣ造
施工状況の種類

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする

9,800 14,700 19,600

1.0 1.2 l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキ

l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

□  　 類

□     類

I

II

III

  類[施工割増係数：α=1.0]I   類[α=1.25]    類[α=1.5]II III

  類   類    類IIIIII

デッキプレート受けのサイズは監理者の承認を得て決定すること

595

595

62
562
5

625

625

(４)終端役物の有効幅

A0 タイプ

A0 タイプ ２ 製 品 仕 様

許容支圧荷重Pa (幅1m当たり)

板厚（mm）

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗリブの
  許容支圧荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠でＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ
　を支持する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときは中間支保

3)ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ製品仕様の最大長さは４.９ｍ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ切断

15

エンボス
36

20

エンボス

亜鉛めっき(Z12)型　　式

ＪＦ７５-０８

［ｍｍ］
板厚

4

製 品 質 量 断　面　性　能

［x10 ｍｍ /ｍ］［x10 ｍｍ /ｍ］4 3 3
Ｉ Ｚ

[kg/枚/ｍ] ［kg/ｍ ］2

12.6

割付け幅 620
50 4030 90

25

40
製品幅 650

キーストンプレート

製 品 質 量

板 厚 亜鉛めっき(Ｚ１２) 亜鉛めっき(Ｚ２７)
mm kg/m kg/m 

０.８ ５．８９ ６．０７

ＪＦ７５ ＪＦ７５Ｗ

□ Z27

□ Y18

付着量記号

□ その他（　　　                       　　　　　　　　　　　　）

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します

JIS G 3302｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣

JIS G 3317｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

使　　用　　材　　料

275

180

2[g/ｍ ]（両面）
最小付着量

SZAHC
SZACC

種類記号

SGHC

SGCC 120

種類

ＪＦ７５

ＪＦ７５Ｗ

製品長さ・エンドクローズ寸法

1.2×200
20001.2×300 × 1000

1.6×400
（注）RC梁型枠用調整プレートには

釘孔加工(＠600mm)有り

t  × w   ×  L

t

W調整プレート

1000～4900mm

5～10mm
＠   600水抜き孔 ≒

キャンバー

500

80 210 210

560

205 210 145

役物デッキプレート

625

205 210 210

495

205 210 80

種類の記号および材料

2 2

22

JF75・JF75Wデッキプレート受け（別途）

JF75・JF75W

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

JF75・JF75W

JF75・JF75W

敷き幅630敷き幅630

75 75

210 210 210 1515210210 210

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗの設計・施工は、(一社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針・同解説」による。

Y18及びその他製品については、事前にご相談下さい

JF75 ⇒熊谷工場製造
JF75W⇒神戸工場製造

43

ＪＦ７５のみ

(１)始端かかり位置、中間位置(デッキ５枚位の位置)終端位置をマーキングする

ＪＦ７５Ｗ-０８

ＪＦ７５-１０

ＪＦ７５Ｗ-１０

ＪＦ７５-１２

12.6

15.7

15.7

18.7

ＪＦ７５Ｗ-１２

ＪＦ７５-１４

ＪＦ７５Ｗ-１４

ＪＦ７５-１６

ＪＦ７５Ｗ-１６

18.7

21.8

21.6

24.9

24.6

120 18.7

150

180

24.4

29.4

206

232

34.4

39.3

7.95

7.97

9.88

9.88

11.8 

11.8 

13.7 

13.6

15.7 

15.5

1000～4900 mm

1000～4900 mm

製品長さエンドクローズ長さ

 85、(50、120) mm

85、(50) mm

630xn
30以上 30以上

リブ間 100以上

A0タイプ
有効幅 595～520カンザシアングル

さん木

せき板

ＳＲＣ造 先行敷きの場合

アングル
デッキプレート受

オフセット寸法
40以下

＠600以下

横さん木（残し） 50x25

縦さん木（残し） 50x25

85
のみ込み代 10

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

オフセット寸法　40以下

始端 デッキプレート割付け幅

敷込み方向
のみ込み代 10

630 x n
～360以下

100以上

30以上
のみ込み代10

終端

85
のみ込み代 10

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

調整プレート

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

615

A0 タイプ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ長さ85mmの場合

□

□

エンドクローズ形状

(50),85,(120)

エンドクローズ形状

(50),85

接合部詳細図 接合部詳細図

（注）50mm、120mmは
お問い合わせください

（注）50mmはお問い合わせください

 １ 型式・質量および断面性能

原則として、デッキ長さが1,000mm
未満の場合に使用。
(L＝350～1,200mm)※板厚：0.8mm  

キーストンプレート

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

（注）JF75（熊谷工場）とJF75W（神戸工場）の使い分けについて：製品は原則、指定搬入先に近い工場にて製造し出荷致します

有効幅考慮
断面係数

33
Ｚx10 mm /m

９．８０

全断面有効
断面２次モーメント

4 4
Ｉｘ10 mm /m

１２．２

B0 タイプA0 タイプ

D0 タイプC0 タイプ

（注）50mm、120mmはお問い合わせください

ＪＦ７５評価番号 [評価 第911-0100A003号]

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ　設計・施工標準

■ Z12

■ 1,470N/m  [ポンプ工法]            □ 2,450N/m  [ホッパー・バケット工法]

■ 普通コンクリート[ 24kN/m　]　　 　□ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]

■  　 類

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

同等工法可とする
２０２２／０７／２１

■

□

□
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：平均地盤面＝設計GL-100
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全体に細砂を混じる粘り 強い粘土が
主体。GL-0.35～-0.65m間にφ 40～6
0㎜大の礫を混入。

中生代白亜紀・流紋岩の土砂状軟岩
盤。
採取試料は弱い母岩構造を残留する
が、指圧砕により 容易に細砕して礫
混じりシルト 質砂状を呈す。

中生代白亜紀・流紋岩の中硬岩。
採取コアは塊状～L=200㎜長の短柱
状が主体。　　　　　　　　　　　
GL-4.80m以深はL=300～400㎜長の柱
状コアが主体。
クラック間に粘土を挟む。

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事基本・実施設計業
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表部の45㎝間は7cm厚の As舗装と 38
㎝厚の砕石。以深は、φ 10～20㎜大
の角～亜角礫を主体と する砂礫層。

中生代白亜紀・流紋岩の風化土砂
帯。　　　　　
採取試料は土棒状を呈し 弱い母岩構
造を残留するが、指圧砕により 容易
に細砕してシルト 質砂状を呈す。　
GL-7.0ｍ以深で岩硬度を強め、採取
試料は礫じりシルト 質砂状を呈す。

新生代第三紀・泥岩の軟岩盤。
採取コアは土棒状を呈するが、指圧
砕により 容易に細砕して砂混じり 粘
土状。
深度に従い岩硬度を増し、GL-12.00
m付近より L=50～100㎜長の短柱状コ
アが主体。
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全体に少量の細砂を混じる。
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分解の進んだ腐植物を多く混じる。
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中生代白亜紀・流紋岩の風化土砂
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母岩構造を残留し 採取試料は土棒状
を呈するが、指圧砕により 容易に細
砕して礫混じり 砂状。　　　　　　
GL-6.0ｍ以深で急激に岩硬度を増
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中生代白亜紀・流紋岩の中硬岩。
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【設計GL-6900】

特記なき限り下記に依る　

4.

1.

2.

3.

5.

　　　　基礎芯を示す。

　　　　ボーリング位置を示す。

(　　　)内数値は設計GLからの改良体天端レベルを示す。

改良体天端レベルは設計GL-2200とする。

設計GL＝KBM-100 6. 【　 　】内数値は設計GLからの改良体先端レベルを示す。
地盤改良リスト

・設計基準強度　Fc＝1200kN/m2

・長期許容地耐力 qa＝300kN/m2

改良径記号

φ900

φ1000

標準断面図

基礎下端

地盤改良天端

地盤改良先端

設計GL
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改良体天端レベル 改良体先端レベル

試験杭①

F3
(-1900) 試験杭②

試験杭③

【設計GL-2900】

7. 支持層はN値60以上の流紋岩又は(強)風化流紋岩層とする。

試験杭(3箇所)にて管理トルク値を確認の上、実状に応じた深度を

改良体先端とすること。支持層が基礎下より1.0m以下の場合は、

当該基礎下は全てラップルコンクリートに置き換えること。

エリア分けは地盤調査結果からの推定である為、工事に先立ち、

348

210

計 558 本
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　    　範囲は埋戻を示す。

　    　範囲は砂利ピットを示す。

    　  スラブ主筋方向を示す。

　　　　柱芯＝基礎芯を示す。

基礎下端レベルは設計GL-2150とする。

(　　　)内数値は設計GLからの基礎下端レベルを示す。

　　　　内数値は設計GLからのスラブ天端レベルを示す。

特記なき限り下記に依る　
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8. 　    　人通孔φ600を示す。
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オイルタンク浄化槽



DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

103

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/50

A3：1/100

基礎リスト　　1/50

F1 F2

設計GL

F3 F4 F5 F6

1,
5
50

6
0
0

1
,7

5
0

40
0

2,
0
00

2,000

1,000

1,
0
00

1,000

1
,0

0
0

2,
5
00

2,500

1,2501,250

1,
2
5
0

1
,
25

0

3,
5
00

3,500

1,7501,750

1
,7

50
1
,
75

0

3,000

1,5001,500

3,
0
00

1,
50

0
1
,5

0
0

4,
0
00

4,000

2,000

2,
0
00

2,000

2
,0

0
0

4,
5
00

2,250 2,250

4,500

2
,2

5
0

2,
2
50

2,
1
50

100

2,
1
50

5
0

100100

2,
1
50

5
0

100

5
0

100 100

1
,
35

0
8
00

2,
1
50

5
0

100 100

1
,
35

0
8
00 100

2,
1
50

5
0

100

1
,1

5
0

4
0
0

1,
5
50

50

100 100

(
1
,8

5
0) 1,
5
50

6
0
0

(
1,

2
50

)

φ1000x4

D13@300

Ｙ

Ｘ

φ900x25 φ1000x16 φ900x16 φ1000x9 φ900x9

ベ
ー

ス
筋

 1
1
-D

1
9

ハ
カ

マ
筋

 
16

-
D1

3

ベ
ー

ス
筋

 
32

-
D2

2

ハ
カ

マ
筋

 
14

-
D1

3

ベ
ー

ス
筋

 
26

-
D2

2

ハ
カ

マ
筋

 
13

-
D1

3

ベ
ー

ス
筋

 
20

-
D2

2

ハ
カ

マ
筋

 
11

-
D1

3

ベ
ー

ス
筋

 
18

-
D1

9

ベ
ー

ス
筋

 
13

-
D1

9

ハカマ筋 16-D13

ベース筋 32-D22 ハカマ筋 14-D13

ベース筋 26-D22

ベース筋 20-D22

ハカマ筋 13-D13

ハカマ筋 11-D13

ベース筋 18-D19

ベース筋 11-D19

ベース筋 13-D19

ハカマ筋  9-D13

ハカマ筋  8-D13

ハ
カ

マ
筋

  
8
-D

1
3

ハ
カ

マ
筋

 
 9

-
D1

3

ベース筋

ハカマ筋

【庁舎棟】基礎リスト

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

特記なき限り下記に依る

1. 鉄筋材質　　D16以下：SD295、D19～D22：SD345

4. 基礎芯＝柱芯とする

2．コンクリート設計基準強度 　Fc=24N/mm２

3. 長期許容地耐力　qa=300kN/㎡

(
1
,8

5
0)

(
1,

4
50

)

・増打幅は梁幅と同一とする。

基礎・基礎梁段差処理増打要領

L
2

L
2

L
2

15d

a

a

a 断面図　1/30

D16@200以下

D16@200以下

-D13@300以下

D16@200

D16@200

-D13@300以下

L2

L2
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    　  スラブ主筋方向を示す。

コンクリート壁はW16を示す。

(　　　)内数値は1FLからの基礎梁天端レベルを示す。4.

1.

2.

3.

5.

6.

7.

特記なき限り下記に依る　【RC範囲】

1FL＝設計GL+100

スラブ符号は S15 とし、主筋方向は　　とする。
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特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

UP

SK1

a 部配筋図　1/30

※寸法は意匠図参照

a

間柱符号：SP15W

　　　　柱芯位置を示す。

　　　　胴縁芯位置を示す。
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スラブ天端レベルは、1FL-10とする。

(見下げ図)

　　　　：FL-30

土間天端レベルは意匠図による。土間下:浅層地盤改良(H=600)

スリット位置は軸組図も確認すること。11.

　　　　水勾配を示す。

　　　　床開口を示す。

12.

13.

14. 　　　　印は、土間コンクリート範囲を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。10.

　　　　鉛直スリット位置を示す。9.
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基礎梁および小梁天端レベルは1FL-300とする。

4. RC立上りはｔ=120とする。

スリット材

柱側面増打
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h=100
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梁側面増打
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小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。8.

　　　　：FL-250

t=180
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【庁舎棟】基礎梁リスト
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中央 両端 中央 中央 中央 中央 中央E端 B端 C端 C端 C端 D端 D端 E端

1FL

基礎小梁リスト　　1/50

特記なき限り下記による

2．幅止筋は、D10@1000以内とする。
1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D25：SD345　D29：SD390

断 面
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

大梁主筋配置要領図

外側

外側

内側

外側・内側　表記例

内側

上端筋

下端筋

※大梁主筋が重なる場合は、下表による

上端筋
Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁
下端筋

Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁

内側

内側
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外側

大梁STP配筋要領図
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基礎梁リスト　　1/50

特記なき限り下記による

4．カットオフ長は　Lo/4+15d とする。

2．コンクリート設計基準強度　 Fc=24N/mm２

3．幅止筋は、D10@1000以内とする。

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D25：SD345　D29：SD390

符 号

位 置

FGX12 FGX15 FGX15A FGX15B FGX18 FGX18A FGY12 FGY12A

全断面 両端 中央 中央 中央 全断面 中央 中央 中央10端9端 10端 10端9端 9端 B端 C端 C端 D端

 　記載のないものは上記4.による。尚、中央部で端部配筋が重なる場合は通し筋とする。

断 面
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上端筋

下端筋
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<2500> <3150>
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<3000><3000><3000><2700> <2700> <3400>

<3400>

<3300> <3300> <3600>

5. <　 >内数値はカットオフ長さを示す。上端筋は上段、下端筋は下段に記載する。

b
a a

梁幅

梁
幅

b

※1 ※2 ※1※1

a SEC b SEC

※1；設計かぶり厚さ ＋ 柱主筋外径

※2；設計かぶり厚さ

カットオフ筋要領図

柱 柱

梁

Lo（内法スパン）

下端筋カットオフ長さ下端筋カットオフ長さ

上端筋カットオフ長さ 上端筋カットオフ長さ

柱面 柱面

柱脚配筋要領

無収縮モルタル

2-D10
SL

柱型増打

D13（柱型主筋と同本数）
Hoop D10@100

保護コンクリート

L
3

50

B.PL下端

D端B端 C端

副あばら筋要領

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡

RC立上り配筋図

8d以上

6d以
上

1 2 3

6d以
上

8d以上
b/3かつ170以上

6d以
上

b

4

1/30

※は意匠図参照

L2

※

1-D13
120

(室内外共)

20

1FL

上下2ヶ所で結束する

誘発目地ピッチ@2000以内

D10@200

4

4

 9-D25

 9-D25

5
2

 7-D29



EV

SP2

420

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

106
【庁舎棟】２階床梁伏図

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A3：1/200

A1：1/100

B
1
(-

2
00

)
B
1(

-
20

0
)

2
,8

0
0

B

C

9,
0
00

E

9,
0
00

1
0
,0

0
0

A

吹　抜

吹　抜

CB1

吹　抜

1,
5
00

W
1
5

C2 C2 C2

C2C2C2C2 C2

C2 C2 C1

GX3 GX3 GX3

GX1GX1

G
Y
1B

G
Y
2

G
Y
2

GX3 GX2

G
Y
2

G
Y
2

W15

B
1

B2

B2

C1C1

G
Y
2(

-
20

0
)

G
Y
2(

-
20

0
)

GX1(-200)

GY
2
(-

5
0)

GX2(-50)

S
B
30

(
-8

5
0)

S
B
30

(
-8

5
0)

G
Y2

GY
1

SP2

4
20

2
5
0

4
20

B1
B1

2
5
0

C2C2C1 C2

C2

C1

S18

S18

S18

S18

S18

S18

S18

S18

S18

CS22

S15A

C
S
22

S18 S18 S18

S18 S18

S18 S18

S18

S18

S18

S18 S18

S18S18

GX3

GX1(-200)GX1(-200)

B1
(
-2

0
0)

B
1
(-

2
00

)
B
1
(-

2
00

)

B
1
(-

2
00

)
B1

(
-2

0
0)

B
1
(-

2
00

)

2
,
42

0

SC1

N

Ｘ

Ｙ

1 2

7,000

3

9,500

4

8,000

5

8,000

6

8,000

109

7,000

8

7,500

7

8,000 7,500

２階床梁伏図　　　 1/100

71,170 2,000

250

250

420

S18

S18

SK1

SK2

2
,
2
90

3
,
2
80

3,
4
30

2,465

2
,3

5
0

2
,
70

0
3
,9

5
0

1.

2.

コンクリート壁はW16を示す。

特記なき限り下記に依る　【RC範囲】
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継手位置は、柱芯より1000とする。

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。
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小梁天端＝スラブ天端とする。

3.

4.

5.     　  スラブ主筋方向を示す。

スラブ符号は S15 とし、主筋方向は　　とする。

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

7.

　　　　：FL-30

　　　　：FL-50

　　　　：FL-200

6. 小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

スリット位置は軸組図も確認すること。

　　　　水勾配を示す。12.
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9.

 　　　 内数値はFLからのスラブ天端レベルを示す。8.

大梁天端レベルはFL-10とする。 スラブ天端レベルは、FL-10とする。
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 * 印付符号は勾配梁を示す。

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

3.

4.

5.

6.

7.

2.

継手位置は、柱芯より1000とする。

ｚ付符号は、溶融亜鉛めっき処理とする。

8. 水平ブレースは、HV1 とする。

9.

10.

11.

12.

13.

 　　座屈止めT1を示す。
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SK3

550550

　　　　水勾配を示す。

　　　　方杖V1の取付位置を示す。

階段踊場受け梁レベルは、意匠図参照。

　　　　胴縁芯位置を示す。

14.

15.

特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】
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小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

7.

8.

6.

　　　　水勾配を示す。

　    　範囲は増打を示す。

スラブ天端レベルは水勾配による。5.
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基礎梁天端レベルは、1FL-300とする。
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5.

特記なき限り下記に依る【RC範囲】

基礎梁天端レベルは、1FL-300とする。
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113A1：1/100

A3：1/200
【庁舎棟】軸組図（５）
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8通り軸組図　　　 1/100
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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計
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佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

114

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

【庁舎棟】柱リスト
A1：1/30

A3：1/60

Ｘ

Ｙ

柱リスト　　1/30

特記なき限り下記による

2．コンクリート設計基準強度　　Fc=24N/mm２

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D25：SD345

階 符 号

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

C1

仕口HOOP

断 面

2FL

(2-2)

7

7

-D13 @ 80

D

BxD

主 筋

HOOP

仕口HOOP

BxD

主 筋

HOOP

仕口HOOP

断 面

1FL

1000x1000

24-D25

-D13 @100

1000x1000

24-D25

-D13 @100

7

7

(2-2)

(2-2)

(2-2)

-D13 @ 80

-D13 @ 80

B

・補強筋は，D16とし、@300以下とする。

・帯筋補強筋は，D10@200とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・a＜70mmの場合、補強は不要とする。

A

B

C

D

E

C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2

C2C2C2

C1

C1

C1

C1

C1

C1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

補強筋

aL2

L
2

a

Ｙ方向梁

柱

Ｘ方向梁

柱

Ｘ方向梁

 　ＲＣ躯体梁成により包絡される部分とする

・「仕口部」とは、原則として各方向の

仕口部要領図 柱 増打コンクリート補強筋要領図

柱キープラン

柱芯＝通り芯とする

柱頭部配筋要領

A

B

立面図

25
d

L
1

　L2定着が確保できない場合は、カゴ筋を柱主筋と同径・同本数とする。

　確保できる場合は、カゴ筋径をD13としてもよい。

・柱頭主筋が、構造関係共通事項（２）「6.1柱（ａ）（２）」に示す

カゴ筋 柱主筋

A 断面図

カゴ筋 柱主筋

B 断面図

補強筋

B

L2 a

L
2

a

引下導線代用鉄筋配筋要領

・避雷針等の引き込み線は柱主筋に溶接しないこと。

・最上階柱頭から最下層柱脚まで引き通すこと。

・位置は監理者と協議の上、決定のこと。

柱主筋

引下導線代用鉄筋
2-D19

補強筋

　継手を設ける場合は、圧接とする。

C2

(2-2)

6

6

-D13 @ 80

1000x1000

20-D25

(2-3) -D13 @100

1000x1000

20-D25

-D13 @100

6

6

(2-2)

(2-2)

(2-2)

-D13 @ 80

-D13 @ 80

(2-4)

1000x1000

-D13 @100

(2-2) -D13 @ 80

(2-4)

(2-2) -D13 @ 80

C1A

8

8

28-D25

C1 C1A



 7-D29

7

7

5

12-D29

<2850>

 7-D29

7

7

5

12-D29

<2850>

2
6
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株式会社 あい設計
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構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/30

A3：1/60
【庁舎棟】大梁リスト（１）

D

B

5 5 5 5
2 2

5 5 5 5

GX1 GX1A GX2

両端 中央 両端 中央

断 面

階 符 号

位 置

5 5 5 5 5 5
1 1 2

5 5 5 5 5 5

550x700 550x700 550x750

 5-D25  7-D25  5-D25  7-D25  5-D25

 5-D25  5-D25  5-D25  5-D25  5-D25

(2) -D13 @200 (3) -D13 @200 (2) -D13 @200

 2-D10  2-D10  2-D10

両端 中央 両端 中央 両端 中央

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

位 置

550x750 550x750 550x750

 6-D25  5-D25  6-D25  5-D25  7-D25  5-D25  7-D25

 5-D25  5-D25  5-D25  5-D25  5-D25  5-D25

(2) -D13 @200 (2) -D13 @200 (3) -D13 @200

 2-D10  2-D10  2-D10

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

断 面

2FL

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

位 置

断 面

RFL

階 符 号

位 置

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

550x750

 7-D25  5-D25

 5-D25  5-D25

(2) -D13 @200

 2-D10

5 5
2

5 5

両端 中央

GX4

900x900 900x1100

 9-D29  7-D29

 9-D29

(7) -D13 @200 (6) -D13 @200

 4-D10

850x900

10-D29  8-D29 16-D29

 8-D29  8-D29  8-D29

(7) -D13 @200

 4-D10

9 7

9

7

8 8 8
2 8

8 8 8

700x1100

 6-D29  6-D29

 6-D29  6-D29

(3) -D13 @200 -D13 @200

 4-D10  4-D10

中央 中央 中央

6 6

6

GY1 GY1A

中央 中央

GY1B

2FL

RFL

5

5

全断面

6

700x1200

(4)

2

6-D16※

 9-D29

C,E端 D端

D端C,E端

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

特記なき限り下記による

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D25：SD345　D29：SD390

3．幅止筋は、D10@1,000以内とする。大梁リスト（１）　　1/30
2．コンクリート設計基準強度 　Fc=24N/mm２

4. ※印の腹筋は、柱内にL2定着又は通し筋とする。

大梁主筋配置要領図

外側

外側

内側

外側・内側　表記例

内側

上端筋

下端筋

※大梁主筋が重なる場合は、下表による

上端筋
Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁
下端筋

Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁

内側

内側

外側

外側

カットオフ筋要領図大梁STP配筋要領図

b

梁
幅

b
a a

※1 ※2 ※1※1

a SEC b SEC

※1；設計かぶり厚さ ＋ 柱主筋外径

※2；設計かぶり厚さ

柱 柱
上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

梁

柱面柱面
Ｌｏ（内法スパン）

上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

梁幅

5．カットオフ長は　Lo/4+15d とする。  　記載のないものは左記5.による。尚、中央部で端部配筋が重なる場合は通し筋とする。

7 7 7 7 7
5 5

7 7 7 7 7

GX3 GX3A

両端 中央 中央

7 7 7 7 7
3 1 3

7 7 7 7 7

650x750 650x750

12-D25  7-D25  7-D25  7-D25 12-D25

 7-D25  7-D25  7-D25  7-D25  7-D25

(4) -D13 @200 (4) -D13 @200

 2-D10  2-D10

両端 中央 中央

650x750 650x750

10-D25  7-D25  8-D25  7-D25 10-D25

 7-D25  7-D25  7-D25  7-D25  7-D25

(4) -D13 @200 (4) -D13 @200

 2-D10  2-D10

3端 4端

4端3端

(3) -D13 @200

 2-D10

GX2A

550x750

(3) -D13 @200

 2-D10

5

5

中央

 5-D25

 5-D25

5
4

5

両端

 9-D25

 5-D25

<2200>

3端 中央 4端

650x750

 6-D25  6-D25

 8-D25

 6-D25

 6-D25

6

6

6

6

6

1

<2850>

6. <　 >内数値はカットオフ長さを示す。上端筋は上段、下端筋は下段に記載する。

副あばら筋要領

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡

8d以上

6d以
上

1 2 3

6d以
上

8d以上
b/3かつ170以上

6d以
上

b

4

700x1100

 6-D29

 6-D29

(3) -D13 @200

 4-D10

6

6

中央 D端

C端

C端

D端

D端

D端

E端

E端

18-D29

 9-D29

9
9

9

10-D29

 6-D29

6
4

6

<3000>

<2750>

11-D29

 9-D29

9
2

9

 6-D29

 6-D29

6

6

 8-D29

 6-D29

6
2

6

12-D29

 6-D29

6
6

6

<3300>

 6-D29

 6-D29

6

6

10-D29

 6-D29

6
4

6

<2750>
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構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/30

A3：1/60
【庁舎棟】大梁リスト（２）

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

断 面

2FL

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

位 置

断 面

RFL

階 符 号

位 置

750x900

 7-D29

 7-D29  7-D29  7-D29

(5) -D13 @200

 4-D10

850x900

14-D29  8-D29  8-D29

 8-D29  8-D29  8-D29

(4) -D13 @200

 4-D10

750x900 650x900

 7-D29  7-D29 11-D29  6-D29

 7-D29  7-D29  7-D29  6-D29

(5) -D13 @200 (3) -D13 @200

 4-D10  4-D10

8 8 8
6

8 8 8

7 7 7 6
4

7 7 7 6

800x1100

 8-D29

 8-D29  8-D29

(4) -D13 @200

 4-D10

中央 中央 中央

GY2

中央

GY3 GY4 GY4A

全断面B端 C端

D端

D端C,E端

C,E端

C,E端 D端

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

特記なき限り下記による

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D25：SD345　D29：SD390

3．幅止筋は、D10@1,000以内とする。大梁リスト（２）　　1/30
2．コンクリート設計基準強度 　Fc=24N/mm２

大梁主筋配置要領図

外側

外側

内側

外側・内側　表記例

内側

上端筋

下端筋

※大梁主筋が重なる場合は、下表による

上端筋
Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁
下端筋

Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁

内側

内側

外側

外側

カットオフ筋要領図大梁STP配筋要領図

b

梁
幅

b
a a

※1 ※2 ※1※1

a SEC b SEC

※1；設計かぶり厚さ ＋ 柱主筋外径

※2；設計かぶり厚さ

柱 柱
上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

梁

柱面柱面
Ｌｏ（内法スパン）

上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

梁幅

4．カットオフ長は　Lo/4+15d とする。

 　記載のないものは上記4.による。尚、中央部で端部配筋が重なる場合は通し筋とする。

<2500>

5. <　 >内数値はカットオフ長さを示す。上端筋は上段、下端筋は下段に記載する。

副あばら筋要領

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡

8d以上

6d以
上

1 2 3

6d以
上

8d以上
b/3かつ170以上

6d以
上

b

4

8 8

8 8

8
8

8

<3450>

7
6

7

<2850>

16-D29

13-D29

7
3

7

7

7

10-D29

 8-D29

 8-D29
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A1：1/30

A3：1/60

小梁リスト　　1/30

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

3

3

300x600

 3-D19

 3-D19

(2) -D10 @200

 2-D10

4

4

400x800

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4

4

400x800

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4
1

4

 5-D22

 4-D22

4
4

4

400x800

 8-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4

4

 4-D22

 4-D22

4

4

400x800

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4

4

 4-D22

4
4

4

 4-D22

4

4

400x800

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4

4
3

 4-D22

 7-D22

B

D

位 置

B2A B2B B2C B2D

全断面 全断面 中央 両端 中央

符 号 B1 B2

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

位 置

符 号

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

位 置

符 号

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

位 置

符 号

【庁舎棟】小梁リスト、壁リスト

7端6,8端・中央 5端 中央・6端 4端 5端

4

 8-D22

 8-D22

2．幅止筋は、D10@1,000以内とする。

特記なき限り下記による

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D25：SD345

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

4
2

4

400x900

 6-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

4

4

 4-D22

 4-D22

4
3

4

400x900

 7-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

4

4

 4-D22

 4-D22

4
2

4

 6-D22

 4-D22

4
2

4

400x900

 6-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

4

4
1

 4-D22

 5-D22

4
3

4

 7-D22

 4-D22

B12 B12A B12B

両端 中央 中央 中央

3

3

300x600

 3-D19

 3-D19

(2) -D10 @200

 2-D10

B11

全断面 3端 他端 6端4端

4

4

400x700

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4

4
2

 4-D22

 6-D22

B4C

両端 中央

4

4

400x700

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4
2

4

 6-D22

 4-D22

B4B

5

5

450x900

 5-D22

 5-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

5

5
2

 5-D22

 7-D22

5
3

5

 8-D22

 5-D22

5

5

450x900

 5-D22

 5-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

5

5
5

 5-D22

10-D22

4

4

400x700

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4

4

400x700

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

4
2

4

 6-D22

 4-D22

B3A B3B B4 B4A

中央 両端 中央 全断面 5,6端 7,8端他端・中央 他端・中央連続端他端

5
3

5

450x900

 8-D22

 5-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

5

5

 5-D22

 5-D22

B3

両端 中央

(2) -D13 @200

 2-D10

全断面

B2E

450x800

 5-D22

 5-D22

5

5

3

3

350x700

 3-D22

 3-D22

(2) -D10 @200

 2-D10

3

3
1

 3-D22

 4-D22

3
2

3

 5-D22

 3-D22

B14A

中央

3
2

3

350x700

 5-D22

 3-D22

 2-D10

3

3

 3-D22

 3-D22

B14

両端 中央

(2) -D10 @200

他端3,9端

5
2

5

550x700

 7-D25

 5-D25

(2) -D13 @200

 2-D10

5

5

 5-D25

 5-D25

4

4

400x800

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

CG1 CB1

全断面元端 先端

4

4

400x800

 4-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

B13

全断面

4
2

4

400x900

 6-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

4

4

 4-D22

 4-D22

B12C

7端 中央・8端

符 号

壁 厚

開　口

補強筋

縦 筋

横 筋

縦

斜め

横

※２隅角部縦補強筋

幅 止 筋

特記なき限り下記による

1. D:ダブル　S:シングル  チ:チドリ

端部縦補強筋※１

鉛 直 断 面

   過大なかぶり等が生じないよう配慮すること

2. 壁筋の配筋順序は規定しないが、柱・梁主筋との干渉を考慮し
壁リスト　　1/30

4-D13

D10@1000

2-D13

W16

160

D10@200(D)

D10@200(D)

2-D13

1-D13

2-D13

2-D13

2-D13

D10@1000

4-D13

1-D13

2-D13

150

W15

※2 隅角部縦補強筋要領図

隅角部縦補強筋

（平　面）

（シングル配筋の場合） （ダブル配筋の場合）

隅角部縦補強筋

※1 端部縦補強筋要領図

端部縦補強筋

（平　面）

（シングル配筋の場合）

端部縦補強筋

　－(壁横筋と同径、
同ピッチ)

（ダブル配筋の場合）

端部縦補強筋
300

頂部横補強筋

（立　面）

（シングル配筋の場合）

3
00

（ダブル配筋の場合）

頂部横補強筋

※3 頂部横補強筋要領図

同ピッチ)
　－(壁縦筋と同径、

開口補強筋

壁筋と同径・同間隔

※耐力壁（ＥＷ）の開口補強筋要領図

L2

L2

L2

構造スリット要領図
　

・延焼の恐れのある部分及び、区画が発生する部分の構造スリットは
　耐火認定品（６０分）とする

特記なき限り下記による 

・振れ止め筋は、防錆処理とする

柱 際 部 梁 上 部 

シ－リング材

250 250

Ｗ

2-D13

D10@400

注：Ｗ＝25mm

シ－リング材

2
50

25
0

Ｗ

2-D13

（内部） （内部）

シ－リング材

2
5
0

Ｗ Ｗ

25
0

2-D13

（外部）（内部）

縦筋

横筋

D10@200(チ)

D10@200(チ)

D10@400
D10@400

注：Ｗ＝25mm



【庁舎棟】スラブリスト

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ
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構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/30

A3：1/60

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

スラブリスト
特記なき限り下記による

アア1. 地業は、捨てコンクリート    50、砕石　　60とする

備　考
先端元端

厚 さ
備　考長辺方向配筋短辺方向配筋符 号

置

位

先端元端

厚 さ
長辺方向配筋短辺方向配筋符 号

置

位

D13@200

D13@200

150

D10@200

D10@200D10@200

D10,D13@200

下

上

下

上

下

上

下

上

D10@200下

上
DS18

S18A

S18

S15A

S20

180

180

200

D13@200 D13@200

D10@200

D13@200

D13@150

D13@150

D13@150

D10@150

D13@200

D13@200

D13@200

150
D10@200D10@200

D10@200

下

上
S15

D10,D13@200

D10,D13@200

D10@200 D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

下

上
250FS25

D10@200下

上

220
下

上
CS22

CS18 180
D13@200 D13@200

D10@200

D13@200

D13@100

D16@100

D10@200

※スラブ段差による配筋・主筋方向の変更は、生じないものとする

壁がない場合（c） 壁がある場合

D13 B

L3

th

L2

B≧t

L2（h＜1.5t）

B
L2

t

L21
1

L31.5t

B＜t

D13

スラブ下筋と同径、
同ピッチ

h

スラブ上筋と同径、
同ピッチ

ｔ

B

D13

L2h

L2

スラブ鉄筋量以上とする

3
2
B以上

L3

B≧180かつB≧tとする

h

L2

L3

D13

t2

t1

2

1
t2以上

（h＜3t1）
（h＜3t）

壁がない場合（b）

壁がない場合（a）

（h＜1.5t）

（b:1.5t≦h＜3.0t）
（a:h＜1.5t）

（c:3.0t＜h）

スラブ段差　納まり要領図（梁よりスラブが上がる場合）

スラブ段差　納まり要領図（スラブ中間部に高低差がある場合）

D13 L

D13

1L

5H

1

H≦70の場合

H

2L

L2

D13

350

70＜H≦150の場合

D13

H

D16

D16
1

2D

L

1L
D10@150

D H

1
5
0＜

H≦
2D

150＜H≦2Dの場合

耐火1h
180

1/30

・開口最大径が300mm程度以下の場合 ・単独円形小開口の例

L2
L2

L2 L2

L
2

L
2

L2 L2

L
2

L
2

L2

L2

斜め補助筋D13かつ
スラブ筋と同径以上

・小開口を連続して設けた例

スラブ開口補強 要領図

片持ちスラブ出隅部 補強要領

ずらしてよい

L2L2

L2
L2

(50以下)

・斜め補助筋は上下筋の内側に配筋する

・開口が梁に接してる場合は、補強筋の定着長さは梁面からの長さとする

・補強筋は鉄筋の間隔を50mm程度あけて配筋する

・開口によって切断される鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強する(上下筋とも)注）

出隅受け部

出隅部

出隅受け部の配筋は、

1

2

主筋をリストの1/2ピッチとする

3

3

（出隅受け部配筋）

21

２．出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する。

1/23３．  ≧ 　　かつ1000

（注）１．　≧　 とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

補強筋の定着出
隅

部
分

の
補

強
筋

L1

L3

L
1 L3

2

1

出隅部分の補強筋

上端筋はD13,下端筋はD10を

配力筋の中間に設ける
3

3

（出隅部分補強配筋）

2（注）１．　≧　 とする

1/2２．  ≧ 　　かつ1000

1

3

土間コンクリート配筋図兼 カッター目地 要領図

JF75 t=1.2 同等品

土間・基礎梁取合要領 1/30

5
01
50

50 50

監理者と協議して決定する事
目地充填材：仕上材により

深さ40mm,幅3mm

D13@200

離して配筋する
上端筋は、あらかじめ

6
00

カッター目地:@3000以内

離して配筋する
上端筋は、あらかじめ 50 50

監理者と協議して決定する事
目地充填材：仕上材により

深さ40mm,幅3mm

D13@200

5
0

下端筋は連続させる

D13@200

1
8
0

6
0
0

カッター目地:@3000以内

浅層地盤改良
セメント系固化材混合工法

最少配合量　80kg/m3

浅層地盤改良
セメント系固化材混合工法

最少配合量　80kg/m3

1
50

3
0
0

基礎梁天端

1FL
D13

絶縁材

200L2
D13@200
1-D13

D13

浅層地盤改良
セメント系固化材混合工法

最少配合量　80kg/m3

6
0
0

配筋は
土間コンクリート配筋図参照

   Fc18、スランプ15cm

特記なき限り下記による

特記なき限り下記による

1. コンクリート強度は、

　 構造体強度補正無し とする。

   Fc18、スランプ15cm
1. コンクリート強度は、

　 構造体強度補正無し とする。



SN400B

DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ
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構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

【庁舎棟】鉄骨部材リスト
A1：1/30

A3：1/60

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

鉄骨部材リスト

部  材符　号
HTB nw GPL

接 合 部
TYPE材質

4.GPL形状は、「小梁ガセットプレート要領」による。

3.PLの材質は、母材材質同等以上とする。1.HTBはF10T(S10T)とする。

特記なき限り下記による

鉄骨柱・柱脚リスト　　1/30 間柱リスト　　　　1/30

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質

2.通しダイヤフラム：SN490C　内ダイヤフラム：SN490B

角形鋼管：BCR295

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質

3.HTBはS10T又はF10Tとする。

4.z付符号は溶融亜鉛めっき処理とし、HTBはF8Tとする。

符　　号

１ 階

柱　　脚

EB300-4-30

SC1

□-300x300x12

B x D

主　 筋

HOOP

850x850

□-D13@100(SD295)

ベースプレート

アンカーボルト

3
7
0

4
6
0

32

4-φ44

370

460

柱　 型

B

D

Ｘ

Ｙ

符　号

備　　考

アンカーボルト

ベースプレート

柱　 脚

接　合　部

SP1

□-300x300x12部　材

SP2

－

ダブルナット締めフック付 ダブルナット締めフック付 ダブルナット締めフック付

符　号

備　　考

アンカーボルト

ベースプレート

柱　 脚

接　合　部

部　材 H-150x150x 7x 10

SP15W SP10W

H-100x100x 6x  8

50 50

250

2
0
0

ダブルナット締めフック付

GPL-9 HTB 2-M16 GPL-6 HTB 2-M16

角形鋼管：BCR295　円形鋼管：STK400　H形鋼：SN400A

○-165.2x4.5

310

3
1
0

BPL-12x310x310

SP3z

2.z付は溶融亜鉛めっき仕様とし、HTBはF8Tとする。

－ － － －SG20z

16-D22(SD345)

－－

5050

500

5
0
0

5
0

5
0

BPL-16x500x500

4-M16　L=560

4-M16　L=560

3.通しダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の2サイズUP以上かつ6mmUP以上とする。

4.内ダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の1サイズUP以上とする。

SB15W H-150x150x 7x 10 D M16 2

C M16 GPL- 62SB20

GPL- 9

PL-4.5

PL-4.5

ササラ桁

根太

踊場

段板

L-50x50x6 @450

C

－ － －

－ －

－

－

M20

－

PL-4.5

PL-4.5

ササラ桁

根太

踊場

段板

L-50x50x6 @450

C

－ － －

－ －

－

－

M20 2

－

PL-16x350 3

屋外鉄骨階段

屋外鉄骨階段

SK2

SK3

(めっき)

(めっき)

PL-12x250

ＪＯＩＮＴ標準

ボルトピッチ（各TYPE共通）TYPE-DTYPE-C

nwnw

10

e
e

ee

10

e
e

ee

WEB 二列並列の場合

@
P
1

@P1

@
g
3

@
g
3

L2L2

nw nw

B

W1

SPL-(3)

SPL-(2)

SPL-(1)

W
2

10ee

e
e

B

SPL-(3)

SPL-(2)

SPL-(1)

W
2

W1

10ee

e
e

L1
L1

nfnf

B

@P2

g
2

g
2

W
1

g
1

10e e

B W
1

g
1

10e e

TYPE-A TYPE-B

@P1

90

70

140

 90

 75

400ｼﾘｰｽﾞ

350ｼﾘｰｽﾞ

300ｼﾘｰｽﾞ

250ｼﾘｰｽﾞ

200ｼﾘｰｽﾞ

150ｼﾘｰｽﾞ

125ｼﾘｰｽﾞ

g1

45

40

40

e

45

45

45

P2

60

60

60

P1

40

g2

M22

M20

M16

HTB

105

150

150

120

B

175ｼﾘｰｽﾞ

140

W

ee
@P1

e
e

TYPE-E

nw

TYPE-F

@
g
3

10e e
@P1

nw

SPL-(3) W
2

e
e

nf SPL-(1) SPL-(2)

FLANGE(SPL-tfxW1xL1)

nw g3 SPL-(3)

WEB(SPL-twxW2xL2)
部　　材 HTBTYPE鋼材種

特記なき限り下記による

2.継手は、SCSS-H97に準拠する。

3.PLの材質は、母材材質同等以上とする。

4.接合部の板厚の差が、1mmを超える場合はフィラープレートを挿入する。

1.HTBは、F10T(S10T)とする。(溶融亜鉛めっき部はF8T)
継手リスト

備　　考

小梁ガセットプレート要領

1010

h

・200＜hの場合・350＞h≧200の場合

1010

h

HTB 2-M16
1010 2L-65x65x6

G.PL-9
45°

h

・h≧350の場合

座屈止め取付け要領

CT-150x150x6.5x9(L=160)

PL-9

T1

D/2
D

D/2

シャッター受材要領

束材

(
シ

ャ
ッ

タ
ー

BO
X
寸

法
に

よ
る
)

≒
6
0
0

上下弦材
a  SEC

a

a
GPL-9 普通ボルト:2-M16

適用箇所：コンクリートスラブが取付く梁上全般

梁上頭付きスタッド要領 間柱下 増打要領

BPL下端

基礎梁天端

  -D13

  -D10@100

D16@200以内

  -D13

50

※間柱が基礎梁幅内に納まらない場合は

  下記の要領による。

D16@200以内

  -D10@100

1
0
0

100

BPL端

B
PL

端

L2

16φ@300以内

150

B≧300B＜300

B B

(ダブル)(シングル)

16φ@300以内

hh

出寸法100以下の場合 出寸法100～200以下の場合

スラブ端部の補足材（鋼板を使用する場合）

50 (曲げ加工)

(曲げ加工) D10@500以内

PL-2.3（　 ≦100)
PL-1.6（　 ≦50)

PL-2.3（100＜  ≦200)

50-300 50-300

出寸法200～800の場合

50-300

PL-3.2(曲げ加工)

L-50x50x6@600（  ≦450)
L-75x75x6@600（  ＞450)

50 50

5
0

5
0

h=100

2.ベースプレート：SN400B , アンカーボルト：SNR400B

SN400B

SN400B

PL-4.5

ササラ桁

段板

C

－ － － －

M20PL-19x350 3

モルタルt=45 ワイヤーメッシュ6φ-100x100 FB-9x44

SN400B屋内鉄骨階段

SK1

S-011,S-012による

D M12 2 GPL- 6

D M12 2 GPL- 6

GPL-16

GPL-12

GPL- 9

5.普通ボルトはSS400とする。

F8T

F8T

スラブ端部要領図(参考図)　※要領は施工者にて検討を行ない、決定すること。
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1-M16HV2

GPL- 92 座屈止め

GPL- 9D M16 水平ブレース5

2D M16

D GPL- 9

D 1M16 GPL- 9

束材  綴りPL-9,普通ボルト1-M16@600

方杖　綴りPL-9,普通ボルト1-M16@600M16

水平ブレース　JIS型 ターンバックル筋交い

横胴縁 D 2 GPL- 6

3

SSC400

C

普通ボルト

GPL- 9

GPL- 9

GPL- 9C

STKR400

M20
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　 付接合部は、HTB 3x2-M22
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H-200x100x5.5x 8
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A － － －SN400BSG40

H-400x200x  8x13
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ASN400BH-500x200x 10x16 M20 6 SPL-12x200x410 2SPL-12x 80x410 5 60 2SPL- 9x320x170

H-294x200x  8x12 SN400B

SN400BH-488x300x 11x18

B

B

M20

M22 8 SPL-12x300x440 2SPL-12x110x440 5 60 2SPL-12x320x170

6 SPL- 9x200x410 2SPL- 9x 80x410 3 60 2SPL- 9x200x170

6 60SN400BH-200x100x5.5x 8 F8TA M16 SPL-12x100x410 4 2SPL- 6x140x290－

ASN400B M20 6 SPL-12x200x410 60H-400x200x  8x13 2SPL- 9x 80x410 4 2SPL- 9x260x170

ハイベースNEO

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

柱脚:B.PL-19x110x370(SN400B)、A.Bolt 3-M16 L=320(SNR400B)フック付き、F8T

柱脚:B.PL-19x110x270(SN400B)、A.Bolt 2-M16 L=320(SNR400B)フック付き、F8T

備　考

柱脚:B.PL-19x110x370(SN400B)、A.Bolt 3-M16 L=320(SNR400B)フック付き

端部:CT-150x150x6.5x9(SS400)

C-100x50x20x2.3@600
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構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/30

A3：1/60

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【庁舎棟】架構詳細図
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5通り架構詳細図　　　1/30
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取付位置
水平ブレース

引張負担アンカー
2-M22(ABR490)

ウェブボルト接合
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シール目地

b
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フカシ20

500 b 矢視図　1/20a 部詳細図　1/20
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(ボルト孔26φ)

F5

□
-
30

0
x3

0
0x

1
2

SC1

Rib.PL-9

GPL-9

250

2
7
5

20
0
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水平ブレース取付位置
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※エンドタブ切断とする
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梁天端

3-D29 7-D29
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3.

角形鋼管 BCR295柱   ：

内ダイア SN490B、通しダイア SN490C(但し、t＞40の場合はTMCP325C)

高力ボルト：F10T(S10T)

大梁,剛接合部材：SN400B

ダイアフラム：

使用材料

2.

特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】

1.

特記なき限り下記に依る　【RC範囲】

仕口部フープは、柱リストによる。

端部カットオフ長さは、大梁リストによる。

1.

2.

通しダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の2サイズUP以上かつ6mmUP以上とする。

内ダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の1サイズUP以上とする。

4. 添板は母材同等強度とする。

GPL-9
HTB 2-M16

HTB 3-M16

HTB 5-M22

GPL-9
HTB 3-M16

※

※

BPL-25x400x650(SN490B)
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カゴ筋

柱主筋と同径・同本数
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矢視図 1/15d
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小梁,その他部材：SS400

平均地盤面
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配管立上詳細図

構造設計者
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287803

7297
前田 隆志

1/30

D10@200
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1-D131-D13

1-D13

L2

B x D

SL H

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

梁 増打コンクリート補強筋要領図
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EV用天井フック配筋要領図 1/30

パラぺット受部材取付要領図 1/30
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B

L2
a

あばら補強筋

B耐震壁・腰壁部

a

a＜70mmの場合

L2

スラブ筋 L2

巾止め筋

補強筋

あばら補強筋

補強筋

a

D10@200以下

1-D10

HB294

矢視図

スラブ筋 L2スラブ筋 L2スラブ筋 L2

スラブ上筋を設けること

補強筋

　増打コンクリート補強と同様とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・補強筋の定着は、300程度とする。

・a＜70mmの場合、補強は不要とし、

・補強筋はD16とし、@200以下とする。

・あばら補強筋は、STPと同径・同ピッチとする。

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

  梁上はスラブ上筋を設ける。(左図参照)
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スラブと同配筋
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釜場配筋要領図

※ WｘLｘH 寸法は､意匠図による
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1.

2.

特記なき限り下記に依る

柱符号：p1

　　　　鉛直ブレース取付位置を示す。

－ － －

－ － －

鉄骨部材リスト

部  材符　号
HTB nw GPL

接 合 部
TYPE

SN400B

SN400B

材質

特記なき限り下記による
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－
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hb148

1-M16 D 1M16 GPL- 9 水平ブレース　JIS型 ターンバックル筋交い

1.溶融亜鉛めっき仕様とし、HTBはF8Tとする。

2.PLの材質は、母材材質同等以上とする。
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使用材料1.

特記なき限り下記に依る

円形鋼管 : STK400
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普通ボルト 3-M20

(スプリングワッシャー)
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地中梁天端

通水管125φ半割

かぶり厚さを確保すること

＊ リストによるスターラップ

＊印範囲でピッチを調整すること。

リストによるスターラップ

50H
5050

50

 基礎梁の通気管および通水管位置

　スターラップのピッチを調整すること。

1)通気管は孔径φを50mm未満とし、

　通水管は孔径φを125mmの半割りとする。

2)無開口の時に配筋される組数と同組数以上に

　なるように、孔の中心から

3)通気管および通水管は上下で同位置に配置

　することができる。

１階梁貫通補強伏図　　 1/100
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【庁舎棟】スリーブ図(1)
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(　　　)内数値は1FLからの基礎梁天端レベルを示す。4.

特記なき限り下記に依る

1.

その他のスリーブの材質は、各工事図面による。2.

3. 基礎梁天端レベルは1FL-300とする。

スリーブの材質は、硬質塩化ビニル管(VU)とする。

　    　範囲は砂利ピットを示す。5.

9. 既製品を使用する場合は、監理者に計算書を提出し

承諾を得た場合に限り使用できるものとする。

　    　範囲は埋戻を示す。6.

　    　人通孔φ600を示す。7.

8.

及び、下表による。

配筋図

補強形式は、構造関係共通事項(4) 11.1 梁貫通孔 表11.1
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特記なき限り下記に依る

大梁天端レベルはFL-10とする。

小梁天端＝スラブ天端とする。

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

勾配梁の直行方向に取付く小梁は、水下肩＝小梁天端とする。

1.

その他のスリーブの材質は、各工事図面による。

スリーブの材質は、硬質塩化ビニル管(VU)とする。

2.

3.

4.

　　　　：FL-30

　　　　：FL-50

　　　　：FL-200

スラブ天端レベルは、FL-10とする。

　　　　：FL-450 天端増打にて水勾配

7.

5.

6.

既製品を使用する場合は、監理者に計算書を提出し

承諾を得た場合に限り使用できるものとする。

補強形式は、構造関係共通事項(4) 11.1 梁貫通孔 表11.1参照。
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【庁舎棟】スリーブ図(3)

特記なき限り下記に依る

1.

その他のスリーブの材質は、各工事図面による。

スリーブの材質は、硬質塩化ビニル管(VU)とする。

2.

3. (　　　)内数値はRFLからの梁天端レベルを示す。

4. スラブ天端レベルは水勾配による。

　　　　：FL-50

5. 補強形式は、構造関係共通事項(4) 11.1 梁貫通孔 表11.1参照。

既製品を使用する場合は、監理者に計算書を提出し

承諾を得た場合に限り使用できるものとする。
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K1 K2

310 310

スリット位置は軸組図も確認すること。

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

スリット位置は軸組図も確認すること。

    　  スラブ主筋方向を示す。

スラブ天端レベルは、FL-10とする。

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

スリット位置は軸組図も確認すること。

1
,
25

0

3.

4.

5.

　　　　ボーリング位置を示す。

　    　範囲は埋戻を示す。

1.

2.

特記なき限り下記に依る

設計GL＝KBM-100

　　　　柱芯＝基礎芯を示す。

6.

平板載荷試験を実施する(1箇所)

位置は監理者と協議の上、決定すること。

7.

8. 各基礎位置で試験堀りを行い、N値25以上の

流紋岩又は強風化流紋岩層を支持層とすること。
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小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。
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    　  スラブ主筋方向を示す。

スラブ天端レベルは、FL-10とする。

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。
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小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

<  　 > 内数値は、FLからのスリットレベルを示す。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

コンクリート壁はW18を示す。

    　  スラブ主筋方向を示す。

スラブ天端レベルは、FL-10とする。

梁天端レベルはFL-10とする。

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

特記なき限り下記に依る

 　　　 内数値はFLからのスラブ天端レベルを示す。
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 　　　 内数値はFLからのスラブ天端レベルを示す。
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基礎下端レベルは設計GL-1940とする。

7,000

K1 K2

KW22

UP

DN

WB22

KW22KW22

UP

DN

UP

DN

CS18A

CS18A DN

CS18A

CS18A

CWB22

CS18A

CS18A
CS18A

CS18A

CWB22

CS18A

CS18A
CS18A

CS18A

CWB22

CS18A

CS18A
CS18A

CS18A

CWB22

S-207図「階段詳細図」参照

S-207図「階段詳細図」参照 S-207図「階段詳細図」参照

7,000

K1 K2

1,100

K1

7,000

K2

7,000

K1 K2

1,1007,000

K1 K2

1,100

梁
側

面
増

打

梁
側

面
増

打

梁
側

面
増

打

W
18

A

x6

F
B
11

1.

2.

コンクリート壁はW18を示す。

梁天端レベルはFL-10とする。

特記なき限り下記に依る

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

コンクリート壁はW18を示す。1.

2. 梁天端レベルはFL-10とする。

特記なき限り下記に依る

3. (　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.
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S-207図「階段詳細図」参照

1.

2.

3.

4.

5.

(　　　)内数値はRFLからの梁天端レベルを示す。

    　  スラブ主筋方向を示す。

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

特記なき限り下記に依る

スラブ天端＝小梁天端とする。

スラブ天端レベルは水勾配による。(躯体勾配)

6. スラブ天端レベル ：FL-10

下部ホイストレール

S18B

S18A
S18A

必要長期許容地耐力 qa=200kN/m2

F23

GX23(-50)

-430

3
10

S-207図「水槽配筋図」参照

水槽(6280x830)

下部貯水槽

W18A

1階床梁伏図　　　 1/100

(見下げ図)

スリット位置は軸組図も確認すること。

　　　　水勾配を示す。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

    　  スラブ主筋方向を示す。

スラブ天端レベルは、FL-10とする。

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

：FL-200

<  　 > 内数値は、1FLからのスリットレベルを示す。

　　　　印は、土間コンクリート範囲を示す。

天端レベルは意匠図による。

スリーブの材質は、硬質塩化ビニル管(VU)とする。

その他のスリーブの材質は、各工事図面による。

1.

2.

3.

コンクリート壁はW18を示す。

基礎梁天端レベルは1FL-300とする。

特記なき限り下記に依る

1FL＝設計GL+10

記号 貫通孔径 個数 配筋種別梁符号

－80φ

150φ 1

6

梁貫通補強リスト【主訓練塔】

FGY21A

FGY22 H3

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

補強形式は、構造関係共通事項(4) 11.1 梁貫通孔 表11.1参照。

承諾を得た場合に限り使用できるものとする。

既製品を使用する場合は、監理者に計算書を提出し

16.

17.
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203

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/50

A3：1/100
【主訓練塔】基礎リスト、基礎梁リスト、基礎小梁リスト

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

設計GL

基礎リスト　　1/50

Ｙ

Ｘ

特記なき限り下記に依る

1. 鉄筋材質　　D16以下：SD295、D19～D22：SD345

4. 基礎芯＝柱芯とする

F23F22

ベース筋 24-D22

ベ
ー

ス
筋

 
2
4-

D
22

1
,
94

0
1
50 5
0

10
0

1
,
39

0
55

0

1
,
94

0
1
50 5
0

10
0

1
,2

4
0

7
0
0

D13@300

ハカマ筋

ベース筋

40
0

4
666

6

6

6

6

30
0

40
0

30
0

30
0

6

6

 6-D22

 4-D13

-D13 @200(2)

600x1300

 6-D22

 6-D22

 4-D13

-D13 @200(2)

12-D22

600x1300

 6-D22

 6-D22

 6-D22

 6-D22

 4-D13

-D13 @200(2)

 6-D22

600x1300

腹 筋

STP

下端筋

上端筋

BxD

 4-D13

-D13 @200(2)

 6-D22

 6-D22

 7-D22

 7-D22

 7-D22

13-D22

 6-D13

-D13 @200(3)

 7-D22

13-D22

650x1500

7

7

7

6
7

7

6
7

600x1000

 2-D13

-D13 @200(2)

B

60
5
0

D

 6-D22

 6-D22

 4-D13

-D13 @200(2)

600x1300

 4-D13

(2)

1FL

腹 筋

STP

下端筋

上端筋

BxD

断 面

b

梁
幅

梁幅

aa
b

大梁STP配筋要領図

※大梁主筋が重なる場合は、下表による

下端筋

上端筋

内側

外側・内側　表記例

内側

外側

外側

大梁主筋配置要領図

650x1300

4
7 7

7
7

7
7

11-D22

14-D22 14-D22

 7-D22

-D13 @150

 6-D22

 6-D22

 6-D22  6-D22

10-D2210-D22

4

10-D22 12-D22

KB端KB端 KC端KA端 中央

FGY22

中央

FGY21

全断面

FGX23

中央両端

FGX22

中央両端

FGX21

4．カットオフ長は　Lo/4+15d とする。1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345

3．幅止筋は、D10@1000以内とする。

特記なき限り下記による

基礎梁リスト　　1/50

符 号

位 置

 　記載のないものは上記4.による。尚、中央部で端部配筋が重なる場合は通し筋とする。

6

6

FCB5FB12FB11

全断面KA端 KB端

基礎小梁リスト　　1/50
1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345

D

B

6
0
5
0 6

6

6
66

6

6

6

6

6

2．幅止筋は、D10@1000以内とする。

特記なき限り下記による

中央

符 号

位 置

断 面

4 6

5. <　 >内数値はカットオフ長さを示す。上端筋は上段、下端筋は下段に記載する。2．コンクリート設計基準強度　 Fc=24N/mm２

2．コンクリート設計基準強度　 Fc=24N/mm２

上端筋カットオフ長さ上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ 下端筋カットオフ長さ

Lo（内法スパン）

梁

柱柱

カットオフ筋要領図

柱面 柱面

※2；設計かぶり厚さ

※1；設計かぶり厚さ ＋ 柱主筋外径

SECbSECa

※1 ※1※2※1

600x1400

666

 7-D22

13-D22

7

7

 6-D13

-D13 @200(3)

650x1500

FCG5

7

7

先端 先端元端

 7-D22

 7-D22

内側

外側

外側

内側

副あばら筋要領

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡

8d以上

6d以
上

1 2 3

6d以
上

8d以上
b/3かつ170以上

6d以
上

b

4

11-D22

ベース筋 12-D19

3
50

1,
5
90

10
05
0

1
50

1
,
94

0

1
,1

0
0

1,100

1
,
10

0

2
,
20

0

ベ
ー

ス
筋

 1
2
-D

1
9

1,100

2,200

3. 必要長期許容地耐力　qa=200kN/㎡

5

 7-D22

1

<2450>

6

 7-D22

1
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構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/30

A3：1/60

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

KC

KB

KA

C21

9
0

90
90

9090

K1 K2

【主訓練塔】柱リスト、大梁リスト

Ｘ

Ｙ

柱リスト　　1/30

仕口HOOP

階 符 号

BxD

主 筋

HOOP

仕口HOOP

断 面

4FL

特記なき限り下記による

2．コンクリート設計基準強度　　Fc=24N/mm２

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345

BxD

主 筋

HOOP

仕口HOOP

BxD

主 筋

HOOP

仕口HOOP

BxD

主 筋

HOOP

仕口HOOP

断 面

3FL

断 面

2FL

断 面

1FL

C22

(2-2)

700x700

700x700

-D13 @100

(2-2)

(2-2)

(2-2)

(2-2) -D13 @100

8

C21

(2-2)

(2-2)

800x800

20-D22

(2-2) -D13 @100

6

6 D

B

(2-2)

800x800

20-D22

(2-2) -D13 @100

800x800

20-D22

800x800

(2-2) -D13 @100

(2-2)

6

6

6

6

6

24-D22

(2-2)

(2-2) -D13 @100

仕口部要領図

Ｙ方向梁

Ｘ方向梁

柱

Ｘ方向梁

柱

 　ＲＣ躯体梁成により包絡される部分とする

・「仕口部」とは、原則として各方向の

柱キープラン

柱頭部配筋要領

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100 -D13 @100

-D13 @100-D13 @100

-D13 @100 -D13 @100

大梁リスト　　1/30

位 置

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

RFL

位 置

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

4FL

位 置

階 符 号 GX21

両端 中央

両端 中央

両端 中央

GX22

両端 中央

両端 中央

両端 中央

GX23 GY21

中央

中央

中央

 9-D22

 8-D22

-D13 @200

 5-D22

 5-D22

450x750

 6-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

 4-D22

 4-D22

500x750

 9-D22

 8-D22

-D13 @200

 2-D10

 5-D22

 5-D22

450x750

 6-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

 4-D22

 4-D22

 7-D22

 5-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

 4-D22

 4-D22

 7-D22

450x800

 7-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

 4-D22

 4-D22

 7-D22

 4-D22

5
4

5

4
2

4

4

4

5
4

5
3

5

5

4
2

4

4

4

4
3

4

4

4

4
3

4

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

3FL

位 置

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

2FL

両端 中央 両端 中央 中央

650x1000

13-D22

13-D22

-D13 @200

 4-D10

 7-D22

 7-D22

6
5

6
5

600x950

11-D22

11-D22

(4) -D13 @200

 4-D10

6

6

 6-D22

 6-D22

650x1000

13-D22

13-D22

(4) -D13 @200

 4-D10

 7-D22

 7-D22

6
5

6
5

600x800

11-D22

11-D22

(4) -D13 @200

 2-D10

6

6

 6-D22

 6-D22

-D13 @200

 2-D10

450x650

(2) -D13 @200

 2-D10

500x850

(2)

 2-D10

 5-D22

 7-D22

 5-D22

5
2

5

500x850

 7-D22

 5-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

5

5

 5-D22

 5-D22

5
2

5

 7-D22

 5-D22

7
6

7
6

7

7

7
6

7
6

7

7

5

5

5

5

5
2

5

D

B

2．コンクリート設計基準強度 　Fc=24N/mm２

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345
特記なき限り下記による

KA端 KB端

KB端

KB端

KB端

KA端

KA端

KA端

1

 6-D22

GY22

両端 中央

500x850

 7-D22

 5-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

 5-D22

 5-D22

-D13 @200

 2-D10

5
2

5

5

5

GY21A

中央

500x850

(2) -D13 @200

 2-D10

 5-D22

 5-D22

 7-D22

 5-D22

5

5

5

5

5
2

5

KB端KA端

1

 6-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

中央

5

 5-D22

 5-D22

両端

5
1

 6-D22

 5-D22

 9-D22

4

大梁主筋配置要領図

全断面

5

5

5

5

16-D22

16-D22

3．幅止筋は、D10@1,000以内とする。

<1850> <1850>

<2100>

<2100>

<1850> <1850>

<1950>

<1950> <1950>

<1600><2000>

<1950>

 7-D22

 7-D22

(3)

650x650

7

7

500x1150

55

<1950>

4．カットオフ長は　Lo/4+15d とする。  　記載のないものは左記4.による。尚、中央部で端部配筋が重なる場合は通し筋とする。

カゴ筋 柱主筋

カゴ筋 柱主筋

A 断面図

B 断面図

A

B

立面図

2
5
d

L
1

・柱頭主筋が、構造関係共通事項（２）

　「6.1柱（ａ）（２）」に示すL2が確保できない

　確保できる場合は、カゴ筋径をD13としてもよい。

C21

C21 C21

C22C22

5. <　 >内数値はカットオフ長さを示す。上端筋は上段、下端筋は下段に記載する。

外側

外側

内側

外側・内側　表記例

内側

上端筋

下端筋

※大梁主筋が重なる場合は、下表による

上端筋
Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁
下端筋

Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁

カットオフ筋要領図大梁STP配筋要領図 副あばら筋要領

b
梁

幅

b
a a

梁幅

※1 ※2 ※1※1

a SEC b SEC

※1；設計かぶり厚さ ＋ 柱主筋外径

※2；設計かぶり厚さ

柱 柱
上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

梁

柱面柱面
Ｌｏ（内法スパン）

上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡

8d以上

6d以
上

1 2 3

6d以
上

8d以上
b/3かつ170以上

6d以
上

b

4

<2200>

<2200> <2200>

<2200>

外側

外側

内側

内側

　場合は、カゴ筋を柱主筋と同径・同本数とする。

450x850

4
3

4
1

4

4

4
3

4

(5)

(3) (3)

5
3

5

 4-D10

500x950

4

4

 4-D22

 4-D22

4

4

 4-D22

両端

両端

中央

中央

 5-D22

500x700

(3)

5

5

5

5

1

 8-D22  5-D22 5-D22

 5-D22 5-D22

3

2

 6-D22

 5-D22

-D13 @150
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【主訓練塔】小梁リスト、壁リスト、スラブリスト

小梁主筋納まり要領図

L
2 小梁L
3

小梁STP

 　型補強筋(STPと同径･同ピッチ)

型補強筋

小梁上端が直交梁より上となる場合

 　型補強筋(STPと同径･同ピッチ)

L3 小梁

小梁STP型補強筋

L
3

小梁下端が直交梁より下となる場合

500x550BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

(2) -D13 @200

 2-D10

(2) -D13 @200

 2-D10

(2) -D13 @200

 2-D10

(2) -D13 @200

 4-D19  4-D19  4-D19  4-D19

 4-D19  4-D19  4-D19  8-D19  4-D19

 5-D19

 5-D19

 5-D19

 7-D19

－

400x600 400x600 400x600

 5-D22

 4-D19

 6-D19

 6-D19  9-D22

(2) (2)

220x600

 2-D19

 2-D19  2-D19

 2-D19

 2-D19

 4-D19

-D10 @200 -D10 @200

 2-D10  2-D10 －

220x450220x650

 4-D22

 7-D22

 4-D22

 7-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

(2) -D13 @200

 2-D10

(2) -D13 @200

 2-D10

 4-D22

450x800450x850500x850 500x600 450x600 450x600

 4-D22

 4-D22 4-D22

 5-D22

 5-D22

断 面

小梁リスト　　1/30 2．幅止筋は、D10@1,000以内とする。

特記なき限り下記による
1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345

位 置

符 号
D

4

4

B

4

4

4

4

4

B21 B22

両端 中央

4

4

4

4

両端 中央

B22A

4
4

両端 中央

B23

5 5

5 5
2

5

2

他端・中央 KB端

2

5

4

全断面

WB22 CWB22

元端 先端

2

2

2 2
2

2

2

4

4

3
4

4

3

CG5 CG6 CG6A

5

元端 先端

4 4

元端 先端 元端 先端

5 4 4

符 号

壁 厚

開　口

補強筋

縦 筋

横 筋

縦

斜め

横

※２隅角部縦補強筋

幅 止 筋

1. D:ダブル　S:シングル  チ:チドリ

端部縦補強筋※１

鉛 直 断 面

   過大なかぶり等が生じないよう配慮すること

2. 壁筋の配筋順序は規定しないが、柱・梁主筋との干渉を考慮し
壁リスト　　1/30

2-D13

2-D13

D10@1000

4-D13

1-D13

2-D13

150

W15

D13@200(D)

D13@200(D)

W18

180

D10@1000

180

D10@1000

W18A

D13@200(D)

D13@200(D)

D10@1000

D13@200(D)

D13@200(D)

D10@1000

220

KW22W22

220

2-D13

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

2-D13

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

特記なき限り下記による

スラブリスト
特記なき限り下記による

アア1. 地業は、捨てコンクリート    50、砕石　　60とする

先端元端

厚 さ
長辺方向配筋短辺方向配筋符 号

置

位

D10@200

下

上

下

上

S18A

S18 180

180

D13@200

D13@150

D13@150

D10@150

D13@200

D10@200

D13@150

下

上
180CS18A

D10@200

D10@200D13@100

下

上
180

D10@200
CS18C

D13@200

D10@200D10@200

D10@100

縦筋

横筋

D10@200(チ)

D10@200(チ)

・開口最大径が300mm程度以下の場合 ・単独円形小開口の例

L2
L2

L2 L2

L
2

L
2

L2 L2

L2
L2

L2

L2

斜め補助筋D13かつ
スラブ筋と同径以上

・小開口を連続して設けた例

スラブ開口補強 要領図

ずらしてよい

L2L2

L2
L
2

(50以下)

梁 上 部 柱 際 部 

・振れ止め筋は、防錆処理とする

特記なき限り下記による 

　耐火認定品（６０分）とする
・延焼の恐れのある部分及び、区画が発生する部分の構造スリットは
　

構造スリット要領図

・斜め補助筋は上下筋の内側に配筋する

・開口が梁に接してる場合は、補強筋の定着長さは梁面からの長さとする

・補強筋は鉄筋の間隔を50mm程度あけて配筋する

・開口によって切断される鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強する(上下筋とも)注）

（内部） （外部）

2-D13

25
0

ＷＷ

25
0

シ－リング材

（内部）（内部）

2-D13

Ｗ

25
0

2
50

シ－リング材

注：Ｗ＝25mm

D10@400

2-D13

Ｗ

250250

シ－リング材

D10@400
D10@400

注：Ｗ＝25mm

D13@100(D)

D13@100(D)

備　考

15
0
＜

H
≦

2
D

HD

150＜H≦2Dの場合

D10@150
L1

L

2D

1
D16

D16

H

D13

70＜H≦150の場合

350

D13

2L

L2

H

H≦70の場合

1

5H

L1

D13

LD13

スラブ段差　納まり要領図（スラブ中間部に高低差がある場合）スラブ段差　納まり要領図（梁よりスラブが上がる場合）

※スラブ段差による配筋・主筋方向の変更は、生じないものとする

（c:3.0t＜h）

（a:h＜1.5t）
（b:1.5t≦h＜3.0t）

（h＜1.5t）

壁がない場合（a）

壁がない場合（b）

（h＜3t）
（h＜3t1）

t2以上
1

2

t1

t2

D13

L3
L2

h

B≧180かつB≧tとする

L3

B以上
2
3

スラブ鉄筋量以上とする

L2

h L2

D13

B

ｔ

同ピッチ
スラブ上筋と同径、

h

同ピッチ
スラブ下筋と同径、

D13

B＜t

1.5t
L3

1
1 L2

t

L2
B

（h＜1.5t） L2

B≧t

L2

h t

L3

BD13

壁がある場合壁がない場合（c）

レンジャーネット用支柱

符　号

備　　考

アンカーボルト

ベースプレート

柱　 脚

接　合　部

部　材

50 50

250

2
5
0

H-200x200x8x12

GPL-9 HTB 2-M20

SP20W

BPL-12x250x250

ダブルナット締めフック付

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質 H形鋼：SN400A

3.鋼材は溶融亜鉛めっき仕様とし、HTBはF8Tとする。

2.ベースプレート：SN400B , アンカーボルト：SNR400B

2-M20　L=700

鉄骨間柱リスト　　1/30

下

上
180

D13@150

D10@150

D13@150
S18B

D10@150

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志



DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

206

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

A1：1/30

A3：1/60

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

【主訓練塔】架構詳細図

仕口部フープは、柱リストによる。

端部カットオフ長さは、大梁リストによる。

1.

2.

特記なき限り下記に依る

F
2
1

7-
D
227-
D
22

F2
1

7-
D
22 7
-D

2
2

G
X2

1

G
X2

1

G
X2

1

G
X2

1

各
2
-
D2

2

各
6
-
D2

2

各
2
-
D2

2

各
6
-
D2

2

各
2
-
D2

2

各
6
-
D2

2

各
2
-
D2

2

各
6
-
D2

2

-
D1

3
 @

2
00

ST
P
(2

)

4-
D
22

5-
D
22

6-
D
225
-D

2
2

6
-D

2
2

7
-D

2
2

4-
D
22

5-
D
22

5-
D
22

6-
D
22

6-
D
22

7-
D
22

5-
D
22

6-
D
22

7-
D
22

-
D1

3
 @

2
00

ST
P
(4

)

5-
D
22 6
-D

2
2

5-
D
22

6-
D
22

6-
D
22

-
D1

3
 @

2
00

6-
D
22 7
-D

2
2

6-
D
22

7-
D
22

7-
D
22

ST
P
(2

)

4-
D
22

4-
D
22

FG
X
21

各
2-

D
10

各
2-

D
13

K
1

7
,0

0
0

K2

2
FL

4
FL

3
FL

1
FL

梁
天

端

梁
天

端

梁
天

端

10 10 10

4,1003,5003,5003,500

C21C21C21

-D13 @100HOOP(2-2)

-D13 @100HOOP(2-2)

-D13 @100

-D13 @100HOOP(2-2)

-D13 @100HOOP(2-2)

-D13 @100HOOP(2-2)

-D13 @100

-D13 @100HOOP(2-2)

各
2
-
D2

2

各
6
-
D2

2

各
2
-
D2

2

各
8
-
D2

2

各
2
-
D2

2

各
8
-
D2

2

各
2
-
D2

2

各
6
-
D2

2

C21

C21C21C21C21 HOOP(2-2) HOOP(2-2)

K
A
通

り
架

構
詳

細
図

　
　

　
 
1
/
3
0

10

R
F
L

水
上

梁
天

端

2
-D

2
2

4
-
D2

2

4-
D
22

4-
D
22

4
-
D2

2
2
-D

1
0

2
-D

2
2

4-
D
22

4-
D
22

80

水
下

梁
天

端

7-
D
227-
D
22

-
D1

3
 @

1
50

7
-D

2
2

7-
D
22

7-
D
22

基
礎

梁
天

端

300

カ
ゴ

筋
柱

主
筋

と
同

径
・

同
本

数
カ

ゴ
筋

柱
主

筋
と

同
径

・
同

本
数

L1

25d

14,700

平
均

地
盤

面

1,940

基
礎

下
端

10 90

設
計

GL

ST
P
(5

)

-
D1

3
 @

2
00

3-
D
22 5
-D

2
2

3-
D
22

5-
D
22

5-
D
22

ST
P
(3

)

各
2-

D
10

各
2
-
D1

0



DWG.No

SCALE

ＮＯＴＥ

一級建築士設
計
者 第340646号

佐藤 彰洋

株式会社 あい設計

一級建築士事務所 広島県知事登録 23(1)第4544号 Ｓ

207A1：1/30

A3：1/60

構造設計者

一級建築士　　　　 第       号

構造設計一級建築士 第       号

287803

7297
前田 隆志

【主訓練塔】雑詳細図

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

パラペット　配筋図 バルコニー　配筋図1/30

K1

20
0

L
2

D10@200

D10@200

RFL

180

2-D13

1/30 庇　配筋図

1,100

1
,
10

0
18

0
10

0

K2

710

4FL
1-D13

D10@200

D13@100

D10@100
2-D13

1
8
0

D10@200

D10@200

D13@200D13

98
0

K2

1,100

CS18C

3FL

1
0

1/30

CS18A

W18

180

D13@200

2-D13

4-D13

D13@200

1/30勾配屋根配筋図

1
50

D13

L2

L
1

Lb

L3
400

30

ホイストレール

18
0

R
FL

150 250

400 2,500
KA

無収縮
モルタル

A.Bolt 4-M16(L=560)

PL-9
90

(L=2200)

CS18C先端 ホイスト取付　1/20

(SNR400B)

※寸法は意匠図参照

RFL

150

CS18C

※鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする

4
30

180

2-D13
D10@200

1
80

4
30 D10@200

D13@200

D13@200

CG6A4-D13

D13@200

D13@150 HS1

GY22

HS2

D13@150

D10@200

同径同ピッチ
梁STPと

D10@200

2-D13

同径同ピッチ
梁STPと

D16@200
D16@200

L
3

L2

D16@200

D13@200

D13@200

同径同ピッチ
梁STPと

24
0

5
60

7,000 7,000

梁天端

3FL

40
0

1
50

4
95

1-D13

1-D13

S18AS18
A

D10
@15

0

D13
@15

0

GY22

100
38.9

100
38.9

1
45

18
0

70

400

100

1,000

K2K1

180 D13
@15

0

梁 増打コンクリート補強筋要領図

ドレン廻り 配筋図1/30 1/30CS18C配筋図　ホイスト取付図 階段詳細図 1/30

KW22

C
G
6

2
,
50

0

KA

CWB22

CS18A
L2

7,000

K1 K2

WB22

DN

UP

CS18A

補強筋6-D19
(3本x2段)
梁内にL2定着

a

1
00

補強筋6-D19
(3本x2段)
梁内にL2定着

b

150

D10@200
1-D13

150

D13@100
D10@100

40
d

40d

D10@200

4-D13
D10@200

2-D13

CS18A

CWB22

KW22

2-D13

ア

1
8
0

※
4
50

2-D13

D10@200(チドリ)

D10@200(チドリ)

1-D13

4-D13

2-D13

D10@200(チドリ)

150

2-D13

D10@200(チドリ)

WB22
GX21

D10@100

D10@200

D13@100

CS18ACS18A

2,500

KA
矢視図 矢視図 ba

貯水槽配筋詳細図 1/30

CWB22主筋L2定着

L1
端部補強筋
4-D19

KW22 CWB22横筋

縦筋

-D13@200

ア 矢視図  1/20
・※寸法は意匠図参照

断面図d

6
00

3
50

450 600 450

300

2-D13

D13@200

D13@200

D13@200

D13

D13@200

D13@200

D13@100

D13@100

D13@200

D13@100

D13@100

D13@200

300450

3
5
0

6
0
0

6
00

3
50

D13@100

D13@200

D13@200

D13

2-D13

4-D13

600

25
0

23
0
0

15
0

断面図c

D13@200

D13@200

D13@200

設計GL

D13@100

D13@200

D13@100

45°
D13@200

D13@200

1. コンクリート強度は、下記による。
Fc21、スランプ18cm
構造体強度補正無しとする。

2. 主筋は短辺方向とし、外側に配置すること。
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スラブ上筋を設けること
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a

  梁上はスラブ上筋を設ける。(上図参照)

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・あばら補強筋は、STPと同径・同ピッチとする。

・補強筋はD16とし、@200以下とする。

・a＜70mmの場合、補強は不要とし、

・補強筋の定着は、300程度とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端
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コンクリート壁はW18を示す。

基礎梁天端レベルは1FL-300とする。

7.

    　  スラブ主筋方向を示す。

スラブ天端レベルは、FL-10とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

スリット位置は軸組図も確認すること。

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　水勾配を示す。

　　　　床開口を示す。

10.

8.

9.

11.

12.

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

　　　　印は、土間コンクリート範囲を示す。13.
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　    　範囲は埋戻を示す。
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　　　　ボーリング位置を示す。

設計GL＝KBM-100

　　　　基礎芯を示す。

地盤改良リスト
・設計基準強度　Fc＝1200kN/m2

・長期許容地耐力 qa＝300kN/m2

改良径記号
掘削長

(設計GLより)
本数

図示φ1000 36

改良体先端レベルは設計GL-9160とする。

支持層はN値50以上の流紋岩又は(強)風化流紋岩層とする。
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コンクリート壁はW18を示す。1.
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小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

スリット位置は軸組図も確認すること。

梁天端レベルはFL-10とする。梁天端レベルはFL-10とする。

スラブ天端レベルは、FL-10とする。
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RFL+1950伏図　　　 1/100

3.

1.

2.

継手位置は、柱芯より600とする。

4.

梁天端レベルは、RFL+1950とする。
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鋼材は、溶融亜鉛めっき処理とする。 鋼材は、溶融亜鉛めっき処理とする。鋼材は、溶融亜鉛めっき処理とする。

特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】

特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】 特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】 特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】
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【副訓練塔】伏図

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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スラブ天端レベルは、FL-10とする。

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

スリット位置は軸組図も確認すること。

    　  スラブ主筋方向を示す。

    　  スラブ主筋方向を示す。

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。3.

4.

5.

6.

8.

9.

7.

10.

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

2.

4.

5.

3.

FB14

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

B2
2

B24

CS18B

B2
4

B22

吹抜

B
2
4

B22

FB13

FCG6

FCG6

1,805

GX31

1,900

1
,
42

5

S
G
20

W
S
C
G2

0
W

1,900560

S
G
20

W
S
CG

2
0W

1,900

SC20WSC20W

1,900560

G
Y3

1
(-

5
0)

G
Y
31

 
  

(
-5

0
)

1.

2.

4.

5.

コンクリート壁はW18を示す。

スラブ天端レベルは、FL-10とする。

特記なき限り下記に依る　【RC範囲】

(　　　)内数値はFLからの梁天端レベルを示す。3.

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

3.

1.

2. 梁レベルは、軸組図及び意匠図参照。

　　　　柱芯位置を示す。4.

鋼材は、溶融亜鉛めっき処理とする。

特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

　　　　鉛直スリット位置を示す。

　　　　水平スリット位置を示す。

スリット位置は軸組図も確認すること。
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9.
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スラブ天端＝小梁天端とする。
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床:エキスパンドメタル

梁天端レベルはFL-10とする。

SC31

SC31

FB
1
5

：FL-260

：FL-100

CS18C

C
S1

8
C

CS
1
8C

C
S
18

C

C
S1

8
B

スラブ符号は S18 とし、主筋方向は　　とする。

：FL-50

1FL＝設計GL-2980
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b

水平ブレース
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S
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2
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S
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DN

スラブ天端レベル6.

　　　　水勾配を示す。

小梁位置に寸法記載がない場合は等分割とする。

7.  　　　 内数値はFLからのスラブ天端レベルを示す。

8.

9.

3.

1.

2. 梁レベルは、軸組図及び意匠図参照。

　　　　柱芯位置を示す。4.

鋼材は、溶融亜鉛めっき処理とする。

特記なき限り下記に依る　【鉄骨範囲】
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(見下げ図) (見下げ図) (見下げ図)

(見下げ図)(見下げ図)(見下げ図)

スラブ天端レベルは水勾配による。(躯体勾配)

：FL-980

SB20

SG20W

天端レベルは意匠図による。

：FL-600(水上)

J
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15.

F
GY

3
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継手位置は、柱芯より700とする。 継手位置は、柱芯より700とする。

継手位置は、柱芯より700とする。 継手位置は、柱芯より700とする。

　　　　剛接合を示す。取付く梁芯より600とする。

bb

SB20WSB
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SB20W

　　　　柱芯位置を示す。

鋼材は、溶融亜鉛めっき処理とする。

GX31

：FL-580(水上)

平均地盤面9
0

基礎下端レベルは設計GL-4640とする。

改良体天端レベルは設計GL-4690とする。

SP3 SP3

φ900

保護モルタル
充填

SP20W

10.

CS18C

t180 h=100

：スラブ下端増打範囲を示す。

スリーブの材質は、硬質塩化ビニル管(VU)とする。

その他のスリーブの材質は、各工事図面による。

14.

記号 貫通孔径 個数 配筋種別梁符号

－80φFGX31

梁貫通補強リスト【副訓練塔】

6

16.

17. 既製品を使用する場合は、監理者に計算書を提出し

承諾を得た場合に限り使用できるものとする。

梁貫通孔 表11.1参照。

補強形式は、構造関係共通事項(4) 11.1
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4.

　　　　構造完全スリット位置を示す。

　    　範囲は増打を示す。

スリット位置は伏図も確認すること。

5.

基礎梁天端レベルは、1FL-300とする。 BPL下端は、1FL-250とする。

特記なき限り下記に依る【RC範囲】

壁符号はW18を示す。 踊場梁レベルは、意匠図参照。2.
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3. 　　　　柱芯位置を示す。
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【副訓練塔】軸組図

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)
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梁 増打コンクリート補強筋要領図

補強筋

あばら補強筋

a
L2

B

L
2

a

あばら補強筋

補強筋

B

L
2

a

B耐震壁・腰壁部

L2

スラブ筋 L2

巾止め筋

補強筋

あばら補強筋

補強筋

a

D10@200以下

1-D10

スラブ筋 L2スラブ筋 L2スラブ筋 L2

補強筋

あばら補強筋

　増打コンクリート補強と同様とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・補強筋の定着は、300程度とする。

・a＜70mmの場合、補強は不要とし、

・補強筋はD16とし、@200以下とする。

・あばら補強筋は、STPと同径・同ピッチとする。

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

a スラブ上筋を設けること

a＜70mmの場合  梁上はスラブ上筋を設ける。(右図参照)

外側

外側

内側

外側・内側　表記例

内側

上端筋

下端筋

※大梁主筋が重なる場合は、下表による

上端筋
Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁
下端筋

Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁

内側

内側

外側

外側

大梁STP配筋要領図

b
a a

梁幅

梁
幅

b

※1 ※2 ※1※1

a SEC b SEC

※1；設計かぶり厚さ ＋ 柱主筋外径

※2；設計かぶり厚さ

柱 柱

梁

Lo（内法スパン）

下端筋カットオフ長さ下端筋カットオフ長さ

上端筋カットオフ長さ 上端筋カットオフ長さ

柱面 柱面

カットオフ筋要領図
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A1：1/50

A3：1/100
【副訓練塔】基礎リスト、基礎梁リスト

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

位 置

符 号

基礎梁リスト　　1/50

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

全断面位 置

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

符 号

特記なき限り下記による

2．幅止筋は、D10@1000以内とする。

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345
基礎小梁リスト　　1/50

(2)

 2-D13

FB13 FB14FB14

350x600

(2)

 2-D13

-D10 @200

 3-D19

3

3

 3-D19

両端 中央

大梁主筋配置要領図

(2) -D13 @200
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全断面
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D
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特記なき限り下記による

2．コンクリート設計基準強度　 Fc=24N/mm２

3．幅止筋は、D10@1000以内とする。

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345

4．カットオフ長は　Lo/4+15d とする。

 　記載のないものは上記4.による。尚、中央部で端部配筋が重なる場合は通し筋とする。

5. <　 >内数値はカットオフ長さを示す。上端筋は上段、下端筋は下段に記載する。

副あばら筋要領

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡
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4. 基礎芯＝柱芯とする
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1. 鉄筋材質　　D16以下：SD295、D19：SD345

2．コンクリート設計基準強度　　Fc=24N/mm２
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柱リスト　　　1/30 2．コンクリート設計基準強度　　Fc=24N/mm２

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22：SD345

特記なき限り下記による

仕口部要領図

Ｙ方向梁

柱

Ｘ方向梁

柱

Ｘ方向梁

 　ＲＣ躯体梁成により包絡される部分とする

・「仕口部」とは、原則として各方向の

柱キープラン

・補強筋は，D16とし、@300以下とする。

・帯筋補強筋は，D10@200とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・a＜70mmの場合、補強は不要とする。

柱 増打コンクリート補強筋要領図

柱頭部配筋要領

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

　確保できる場合は、カゴ筋径をD13としてもよい。

A

B

立面図

2
5
d

L
1

カゴ筋 柱主筋

カゴ筋 柱主筋

A 断面図

B 断面図

補強筋

aL2

L
2

a

補強筋

B
L2 a

　L2定着が確保できない場合は、カゴ筋を柱主筋と同径・同本数とする。

・柱頭主筋が、構造関係共通事項（２）「6.1柱（ａ）（２）」に示す

D

位 置

断 面

階 符 号 GX31

両端 中央

4
1

4

4

4

B

位 置

断 面

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

両端 中央

4

4

 4-D22

(3) -D13 @200

 2-D10

4

4

 4-D22

 4-D22

位 置

断 面

両端 中央

5
4

5
2

5

5

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

450x700

 5-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

 2-D10

 4-D22

 4-D22

4FL

腹 筋

BxD

上端筋

下端筋

STP

500x800

 9-D22

 7-D22

(3) -D13 @200

 2-D10

 5-D22

 5-D22

位 置

断 面

両端 中央

6
4

6
2

6

6

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

600x800

10-D22

 8-D22

(3) -D13 @200

 2-D10

 6-D22

 6-D22

RFL

3FL

2FL

特記なき限り下記による

2．コンクリート設計基準強度 　Fc=24N/mm２

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19～D22 3．幅止筋は、D10@1,000以内とする。大梁リスト　　　1/30

梁 増打コンクリート補強筋要領図

補強筋

あばら補強筋

a
L
2

B
L2

a

あばら補強筋

補強筋

B

L2
a

B耐震壁・腰壁部

L2

スラブ筋 L2

巾止め筋

補強筋

あばら補強筋

補強筋

a

D10@200以下

1-D10

スラブ筋 L2スラブ筋 L2スラブ筋 L2

補強筋

あばら補強筋

　増打コンクリート補強と同様とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・補強筋の定着は、300程度とする。

・a＜70mmの場合、補強は不要とし、

・補強筋はD16とし、@200以下とする。

・あばら補強筋は、STPと同径・同ピッチとする。

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

a スラブ上筋を設けること

a＜70mmの場合  梁上はスラブ上筋を設ける。(右図参照)

4．カットオフ長は　Lo/4+15d とする。

450x750

3

 7-D22

GY31 GY31A

両端 中央 両端 中央

4
1

 5-D22

 4-D22

(2) -D13 @200

4

 4-D22

 4-D22

4

 4-D22

(2) -D13 @200

 4-D10

4

 4-D22

 4-D22

両端 中央

5
3

5

5

5

450x700

(2) -D13 @200

 2-D10

500x800

 8-D22

 5-D22

(3) -D13 @200

 2-D10

 5-D22

 5-D22

両端 中央

6
5

6
1

6

6

600x800

11-D22

 7-D22

(4) -D13 @200

 2-D10

 6-D22

 6-D22

450x1150

4 4

 2-D10

450x750

4 4

大梁主筋配置要領図

大梁STP配筋要領図

8d以上

6d以
上

1 2 3

6d以
上

8d以上
b/3かつ170以上

6d以
上

b

4

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡

カットオフ筋要領図

副あばら筋要領

柱 柱
上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

梁

柱面柱面
Ｌｏ（内法スパン）

上端筋カットオフ長さ

下端筋カットオフ長さ

b

梁
幅

b
a a

梁幅

外側

外側

内側

外側・内側　表記例

内側

上端筋

下端筋

※大梁主筋が重なる場合は、下表による

上端筋
Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁
下端筋

Ｙ方向大梁

Ｘ方向大梁

内側

内側

外側

外側

※1 ※2 ※1※1

a SEC b SEC

※1；設計かぶり厚さ ＋ 柱主筋外径

※2；設計かぶり厚さ

2

 6-D22

両端 中央

4

4

4

4

 5-D22

 4-D22

 4-D22

 4-D22

1
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A1：1/30

A3：1/60

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

小梁リスト　　1/30

位 置

符 号

2．幅止筋は、D10@1,000以内とする。

特記なき限り下記による

B22

両端 中央

B24

全断面

1．鉄筋材質　　D16以下：SD295　D19：SD345

断 面

4 4

D

3

3

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

(2) -D13 @200

 2-D10

 4-D19  4-D19

 4-D19  8-D19

(2)

 2-D10

350x600

 3-D19

-D10 @200

【副訓練塔】小梁リスト、壁リスト、スラブリスト

符 号

壁 厚

開　口

補強筋

縦 筋

横 筋

縦

斜め

横

※２隅角部縦補強筋

幅 止 筋

特記なき限り下記による

1. D:ダブル　S:シングル  チ:チドリ

端部縦補強筋※１

鉛 直 断 面

   過大なかぶり等が生じないよう配慮すること
2. 壁筋の配筋順序は規定しないが、柱・梁主筋との干渉を考慮し

壁リスト　　1/30

2-D13

2-D13

D10@1000

4-D13

1-D13

2-D13

150

W15

D13@200(D)

D13@200(D)

W18

180

D10@1000

スラブリスト
特記なき限り下記による

アア1. 地業は、捨てコンクリート    50、砕石　　60とする

先端元端

厚 さ
長辺方向配筋短辺方向配筋符 号

置

位

D10@200下

上
S18 180

D13@200D13@200

D10@200

備　考

1
5
0＜

H≦
2D

HD
150＜H≦2Dの場合

D10@150
L1

L

2D

1
D16

D16

H

D13

70＜H≦150の場合

350

D13

2L

L2

H

H≦70の場合

1

5H

L1

D13

LD13

スラブ段差　納まり要領図（スラブ中間部に高低差がある場合）スラブ段差　納まり要領図（梁よりスラブが上がる場合）

※スラブ段差による配筋・主筋方向の変更は、生じないものとする

（c:3.0t＜h）

（a:h＜1.5t）
（b:1.5t≦h＜3.0t）

（h＜1.5t）

壁がない場合（a）

壁がない場合（b）

（h＜3t）
（h＜3t1）

t2以上
1

2

t1

t2

D13

L3
L2

h

B≧180かつB≧tとする

L3

B以上
2
3

スラブ鉄筋量以上とする

L2

h L2

D13

B

ｔ

同ピッチ
スラブ上筋と同径、

h

同ピッチ
スラブ下筋と同径、

D13

B＜t

1.5t
L3

1
1 L2

t

L2
B

（h＜1.5t） L2

B≧t

L2

h t

L3

BD13

壁がある場合壁がない場合（c）

下

上

D10@200

D10@200
CS18B

D13@200

D10@200
180-150

下

上
180

D10@200

D10@200D13@200

D10@200
CS18C

縦筋

横筋

D10@200(チ)

D10@200(チ)

・開口最大径が300mm程度以下の場合 ・単独円形小開口の例

L2
L2

L2 L2

L
2

L
2

L2 L2

L
2

L
2

L2

L2

斜め補助筋D13かつ
スラブ筋と同径以上

・小開口を連続して設けた例

スラブ開口補強 要領図

ずらしてよい

L2L2

L2
L2

(50以下)

構造スリット要領図
　

・延焼の恐れのある部分及び、区画が発生する部分の構造スリットは
　耐火認定品（６０分）とする

特記なき限り下記による 

・振れ止め筋は、防錆処理とする

柱 際 部 梁 上 部 

シ－リング材

250 250

Ｗ

2-D13

D10@400

注：Ｗ＝25mm

シ－リング材

25
0

2
5
0

Ｗ

2-D13

（内部） （内部）

シ－リング材

2
5
0

Ｗ Ｗ

2
5
0

2-D13

（外部）（内部）

D10@400
D10@400

・斜め補助筋は上下筋の内側に配筋する

・開口が梁に接してる場合は、補強筋の定着長さは梁面からの長さとする

・補強筋は鉄筋の間隔を50mm程度あけて配筋する

・開口によって切断される鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強する(上下筋とも)注）

注：Ｗ＝25mm

土間コンクリート配筋図兼 カッター目地 要領図

400x700

4 4
4

B

土間・基礎取合要領及び土間コンクリート配筋図

1
5
0

D13@200
1-D13200

絶縁材

L2

舗装面

D13

特記なき限り下記による

   Fc18、スランプ15cm

5015
0

6
0

50 50

D13@200

離して配筋する
上端筋は、あらかじめ 監理者と協議して決定する事

目地充填材：仕上材により

深さ40mm,幅3mm
カッター目地:@3000以内

1
50

1

 4-D19

1. コンクリート強度は、

　 構造体強度補正無し とする。
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A1：1/30
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【副訓練塔】鉄骨部材リスト

備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

符　　号

ベースプレート

柱　　脚

H-200x200x8x12１～４ 階 H-200x200x8x12

SC20WSC31

アンカーボルト
ダブルナット締めフック付

鉄骨柱・柱脚リスト　　1/30

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質

2.通しダイヤフラム：SN490C　内ダイヤフラム：SN490B

間柱リスト　　　　1/30

符　号

備　　考

アンカーボルト

ベースプレート

柱　 脚

接　合　部

部　材

50 50

250

2
5
0

H-200x200x8x12

レンジャーネット用支柱

GPL-9 HTB 2-M20

SP20W

BPL-12x250x250

ダブルナット締めフック付

－

ダブルナット締めフック付

310

3
1
0

BPL-12x310x310

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質

3.鋼材は溶融亜鉛めっき仕様とし、HTBはF8Tとする。

鉄骨部材リスト

部  材符　号
HTB nw GPL

接 合 部
TYPE材質

A － － －H-200x200x  8x12SG20W

－ － － －

特記なき限り下記による

2.PLの材質は、母材材質同等以上とする。

3.GPL形状は、「小梁ガセットプレート要領」による。

SG294 H-294x200x  8x12 SN400B

1.鋼材は溶融亜鉛めっき仕様とし、HTBはF8Tとする。

SN400B

C M16 2H-200x200x  8x12

A － － －

A － － －

SB20W

PL-4.5

PL-4.5

ササラ桁

根太

踊場

段板

C

－ － －

－ －

－

－

M20 2

－

PL-4.5

PL-4.5

ササラ桁

踊場

段板

－ － －

－ －

－

－－

根太

C M20PL-12x300

nf SPL-(1) SPL-(2)

FLANGE(SPL-tfxW1xL1)

nw g3 SPL-(3)

WEB(SPL-twxW2xL2)
部　　材 HTBTYPE鋼材種

2.継手は、SCSS-H97に準拠する。

特記なき限り下記による

1.鋼材は溶融亜鉛めっき仕様とし、HTBはF8Tとする。 3.PLの材質は、母材材質同等以上とする。

4.接合部の板厚の差が、1mmを超える場合はフィラープレートを挿入する。

屋外鉄骨階段

(めっき)

屋上架台

鉄骨階段

(めっき)

e
e

W
2

SPL-(3)

nw

@P1
ee 10

L2

@
g
3

@
P
1

e
e

e 10e

SPL GPL

nw

TYPE-F

nw

TYPE-E

e
e

@P1
e e

W

140

175ｼﾘｰｽﾞ

B

120

150

150

105

HTB

M16

M20

M22

g2

40

P1

60

60

60

P2

45

45

45

e

40

40

45

g1

125ｼﾘｰｽﾞ

150ｼﾘｰｽﾞ

200ｼﾘｰｽﾞ

250ｼﾘｰｽﾞ

300ｼﾘｰｽﾞ

350ｼﾘｰｽﾞ

400ｼﾘｰｽﾞ

 75

 90

140

70

90

@P1

TYPE-BTYPE-A

ee 10

g
1

W
1B

ee 10

g
1

W
1
g
2

g
2

@P2

B

nf nf

L1
L1

e
e

ee 10

W1

W
2

SPL-(1)

SPL-(2)

SPL-(3)

B

e
e

ee 10

W
2

SPL-(1)

SPL-(2)

SPL-(3)

W1

B

nwnw

L2 L2

@
g
3

@
g
3

@P1

@
P
1

WEB 二列並列の場合

ee

e
e

10

e e

e
e

10

nw nw

TYPE-C TYPE-D ボルトピッチ（各TYPE共通）

ＪＯＩＮＴ標準

6 60H-200x100x5.5x 8 A M16 SPL-12x100x410 4 2SPL- 6x140x290－

D M16 GPL- 62根太 [ -75x40x5x7 @450

水平ブレース D 11-M20

b D M16 GPL- 62[ -100x50x5x7.5

H-200x200x  8x12

H-200x200x  8x12

SCG20W

SCB20W

H-200x100x5.5x 8SCB20

A － － －

3

継手リスト

SB25 H-250x125x  6x 9 C 3M16 GPL- 6

C M16 GPL- 62H-200x100x5.5x 8SB20

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

A 606M20 SPL- 9x200x410 2SPL- 9x 80x410H-294x200x  8x12 3 2SPL- 9x200x170SN400B

A 606H-200x200x  8x12 M20 SPL- 9x200x410 2SPL- 9x 80x410 4 2SPL- 6x140x350SN400B

小梁ガセットプレート要領

1010

h

・200＜hの場合・350＞h≧200の場合

1010

h

HTB 2-M16
1010 2L-65x65x6

G.PL-9
45°

h

・h≧350の場合

3.通しダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の2サイズUP以上かつ6mmUP以上とする。

4.内ダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の1サイズUP以上とする。

BPL-16x300x250(SN400B)

2
5
0

300

PL- 9x250

GPL- 9

GPL- 9

5050

50 50

5
0

5
0

2.ベースプレート：SN400B , アンカーボルト：SNR400B

水平ブレース　JIS型 ターンバックル筋交い

2-M20(SNR400B)　L=700

2-M20　L=700 4-M16　L=560

SN400B

SN400B

L-50x50x6 @450 D M12 2 GPL- 6

L-50x50x6 @450 D M12 2 GPL- 6

GPL-12

GPL- 9

4.普通ボルトはSS400とする。

M20

F8T

F8T

○-165.2x4.5(STK400)

SP3

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

柱脚:B.PL-19x110x270(SN400B)、A.Bolt 2-M16 L=320(SNR400B)フック付き、F8T

別図参照

備　　考

備　考

BPL-25x180x250(SN400B)

2x   -D19(SD345)

柱脚:B.PL-19x110x320(SN400B)、A.Bolt 3-M16 L=320(SNR400B)フック付き、F8T
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【副訓練塔】架構詳細図
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 * 印付符号は勾配梁を示す。
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継手位置は、柱芯より1000とする。
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水上梁天端レベルは1FL+4200とする。 7.
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備北地区消防組合消防本部・三次消防署新庁舎建設工事(建築)

特記なき限り下記に依る

1. 鉄筋材質　　D16以下：SD295

【公用車車庫】RC部材リスト

ベ
ー

ス
筋

 D
1
3@

2
00

2-D102-D10

柱脚配筋要領大梁STP配筋要領図

2-D10
SL

TOP Hoop -D13

柱型増打

D13（柱型主筋と同本数）
Hoop D10@100

保護コンクリート

L3

無収縮モルタル

5
0

B.PL下端

副あばら筋要領

・  　　は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡2 3

・ 135°フックは180°フックでも可とする。

・ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡

8d以上

6d以
上

1 2 3

6d以
上

8d以上
b/3かつ170以上

6d以
上

b

4

2．コンクリート設計基準強度 　Fc=24N/mm２

2．コンクリート設計基準強度 　Fc=24N/mm２

RC立上り配筋図及び土間・基礎梁取合い要領

　増打コンクリート補強と同様とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・補強筋の定着は、300程度とする。

・a＜70mmの場合、補強は不要とし、

・補強筋はD16とし、@200以下とする。

・あばら補強筋は、STPと同径・同ピッチとする。

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

  梁上はスラブ上筋を設ける。(上図参照)

a

a＜70mmの場合

スラブ上筋を設けること

梁 増打コンクリート補強筋要領図1/30

補強筋

あばら補強筋

a
L2
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あばら補強筋

補強筋

B

L
2

a

B耐震壁・腰壁部

L2

スラブ筋 L2

巾止め筋

補強筋

あばら補強筋

補強筋

a

D10@200以下

1-D10

スラブ筋 L2スラブ筋 L2スラブ筋 L2

補強筋

あばら補強筋

L2

上下2ヶ所で結束する

L2

※

D10@200 a≦300

※は意匠図参照

1FL

300～500

1-D13
120

誘発目地ピッチ@2000以内
(室内外共) D10:土間筋と同ピッチ

1-D13

砂利敷き又は良質土としても良い。

但し、転圧しすぎないよう、注意すること。

埋戻し土
30cm毎に転圧する

20

F41

3. 必要長期許容地耐力　qa=50kN/㎡

4
00

15
0 5
0

1
0
0

2
0
0

1,
1
50 9
50

1
0
0

設計GL
1FL

特記なき限り下記による

離して配筋する
上端筋は、あらかじめ 50 50

監理者と協議して決定する事
目地充填材：仕上材により

深さ40mm,幅3mm

D13@200

50

6
0

下端筋は連続させる

D13@200

1
80

カッター目地:@3000以内

   Fc18、スランプ15cm
1. コンクリート強度は、

　 構造体強度補正無し とする。

位 置

符 号

基礎梁リスト　　1/50

30
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1FL

FG41

全断面

3

3

BxD

上端筋

下端筋

STP

腹 筋

(2) -D13 @200

 2-D13

350x700

 3-D19

 3-D19

断 面
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【公用車車庫】鉄骨部材リスト、鉄骨詳細図

座屈止め取付け要領

A － － －

鉄骨部材リスト

部  材符　号
HTB nw GPL

接 合 部
TYPE 備　考

SN400B

材質

SG294

GB30 H-300x150x6.5x 9

H-294x200x  8x12

C M20 GPL- 93

SB30 H-300x150x6.5x 9 C M20 GPL- 93

C M16 2SB20

1.HTBはF10T(S10T)とする。

特記なき限り下記による

2.PLの材質は、母材材質同等以上とする。

3.GPL形状は、「小梁ガセットプレート要領」による。

GPL- 9D M16

DBR1 M201-M20

1-M16

鉛直ブレース　JIS型 ターンバックル筋交い

水平ブレース　JIS型 ターンバックル筋交い
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T1 GPL- 92 座屈止め
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2.継手は、SCSS-H97に準拠する。

特記なき限り下記による

1.HTBは、F10T(S10T)とする。 3.PLの材質は、母材材質同等以上とする。

HB244 H-244x175x 7x 11 C 3 横使い

鉄骨柱・柱脚リスト　　1/30

リブプレート PL-12 h=200
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HOOP □-D13@100(SD295)
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ベースプレート

アンカーボルト

柱　　脚
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定着板 12x60x60

間柱リスト　　　　1/30

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質

2.通しダイヤフラム：SN490C　内ダイヤフラム：SN490B

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質

3.HTBはS10T又はF10Tとする。
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3.通しダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の2サイズUP以上かつ6mmUP以上とする。

4.内ダイアフラムのPL厚は、取付く梁フランジPL厚の1サイズUP以上とする。
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継手リスト
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H-125x125x6.5x9

小梁ガセットプレート要領

シャッター受材要領

・h≧350の場合 ・350＞h≧200の場合 ・200＜hの場合
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※間柱が基礎梁幅内に納まらない場合は

  下記の要領による。
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